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新島襄 先生 巧蠢譜 


0 一 圖 (ホ 上) 先を 渡米 後 第一 一年 目、 プィ リップス 學 院お學 中の ル 照。 (中央) 化を の 
兩親 〇  ( を 下) 脫 走の 逢み、 上袍 で捣彰 した 化生の な眞 (米と 人 所藏) 
與二圖 化生の 誕生され た 神 田 ーッ橋 かがを 藩邸 お 巧 0( 原 圆>  を 巾 お蒂役 關爲巧 听歲、 
著 あの 摸寫に 係る) 

煞 一二 圖 (左上〕 化 牛： 脫走 船の 船提セ ポリ I 巧 C  (巾央 } 脈 おのた め 化生の 乘 込んだ ス 
I ナ I 型帆撇 「ペル リン」 號 〇  ( せ ±3 船 お セ ポリ ー 巧の 巧 説蒂し 
化 化 海 お 傳巧所 時化、 氣焰を 化 露した お 普。 

同上 時化、 化 化の 巧した 辭學の 敎科嘗 0 
大磯バ 〔化屋 方で 化 化の 永眠され た 室。 

上 州 安中に がける 先生の 藉 を。 (著 あ スケッチ) 
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本書に 與 へられた る 諸家の 序跋 

S 宅 雪嶺 憐 ±  有 鶴 武郞巧 
德富蘇 峰 巧  厨 川 白 村 博 ± 
海老 名 彈正巧 

:河 上肇博 ±  荒木 寅 S 郞膊 小一 


數へ歳 じて 大腰侯 及 ひ山縣 •公 六 歳、 が 藤を s 歳の 時、 新 島 巧が 生れられ >  此 等の 人と 同年 代 
で 稍 S 若い ぶじな ゎまず。 が 藤の 謂 ゆろ 天下 志 ± 領袖なる 東 湖、 南洲 、象 山、 松 陰、 景 巧ょり 
なむ、 寬 政の 立奇± ょり 約 半 化が； > 後 むまず が、 前は 準備 時化で あつて、 愈く 實現 期に 入ろ と 
共に、 巧が 精神 界じ 貴献 せら 4^ たこと •公侯の 政治 じがけ る じ讓り ませぬ。 公侯と 同壽 命なら 
ば 或は 優 〇 ましたら ぅ。 

大動 搖は乂 淘汰を 促し、 玉を して 愈-^ 菲 質を 發禪 せしめ、 おを して 愈 S お 質を 變禪 せしめ ま 
ず。. 新 島 巧は 二 個の 乂動 搖を經 •殆ど 理想的 じ 性格を 鍛鍊 し、 識見を 醇化せられ たやぅ でず。 
二 個とは、 第一 じ H 本の 幕末. 第 こじ 米國の 南化戰 役。 

幕末の 動搖 は、 柬じ 起り、 西 じ 盛ん じなり、 西が 勝つ たおで ずが、 寬 政の 吉奇± を 始め、 閒 
禮斷 巧で も、 大老 殺害で も、 お 制 改革で も、 軍艦 建造で も、 柬 みの 人の 手 じ 成り、 實じ新 円本 
建設の 機满 がを 闕じ廟 しつ、 あつたので ありまして、 苟も 相 常の 眼識 あろを は 奮つ て 立たずに 


居む ず、 おじ 東 湖、 象 山 等が おで、 西 じ南洲 、松 陰 等が おで、 伊藤 公の 謂 ゆる 風氣の 先み-開き 
中興の 運を 巧け ました。 新 島 巧は みしく がれ、 が 藤が 西 じ 姐ろ 頃 じ 東 じ おられました。 

蘿 ホの お 十； も 優劣 區 々でず けれ 卜 、何 處か 一藩 一國の 重きを なて なじ、 鼎 獲 甘き こと 鉛の 如 
しとず ろ氣 みが ありまず。 同じく 生きるならば •徒ら じ 生きた くな く、 何等か 生きろ だけの 事 
を 成したい としまず。 醉生夢 死と いふので 満足し 得られ ませぬ。 新 島 巧が 十八 歳で 瓣長 となり 
二十 二で 國禁を 犯し 乂國へ 渡られた の も、 當 年の 志 十； の意氣 です。 

所で 米國へ 渡られた のは 新が お ホ 曾を の 乂戰亂 がが かいた か 片付かぬ かの 時です。 戦 胤は 何 
の審 情ょり 起つ たじせ ょ、 戰 勝を のま 張ず る 所は 奴 韩廢山 じがし •實に 正々 堂々、 孔荒も 省へ 及 
ばなん だと 思 はれる 事、 化 ハの 爲じ 身を 捨て、 がを 捨て、 盡く 捨て、 願み ぬな ど、 天晴れと 踩歇 
せず じ 居れ ませぬ。 エマ ー ソン や、 ロング フエ ロ ー や •其 他 純愛 純正と いふべき 人が 生が し、 巧 
人を 見 •其 率を 削いて は、 識らず 知らず 人道 じ 引 入れられ、 黃お 崇拜の 如き、 南 化を 分離 させ 
た 經濟の 利害の がき、 ちれる となし に ちれて しま ひます。 

新 島 氏の 菁簡じ 『亞 人は 英 人と 違 ひ、 外 閣を奪 ふ 事を 企てず、 ロハ々 至 蟹の 道を 萬 國へ攒 め、 お 


じ 化 ハ 道を 樂 しみ、 巧に わ 無を 通じ、 厚く 兄弟の 交りを 爲 さん 事を 望む』 とあります J 當時 さう 
をえ ましたら う。 旣じ國 務卿シ ユヮ I ドが 太平洋の 彼岸 じ 利 權を蹟 娘すべき を 明 青し ましたけ 
れ ど、 一般 じ 知れ渡らず、 人道 じ 重きを 置く 人々 は •之を ザ じしても 反 對を唱 へました らう。 
天媚地 巧、 異境の 同情 じ 感じた 靑 年が、 f 人々 の 中す じは、 我 U 本 十 年を 不 化して 頗敎化 じ おき 
獨】 眞の妙 道 救 ホ： 耶綠の 明敎を 奉ずるな らん』 とい ふのは ぶ もの 次第で ず。 

『富貴 巧 名は 花 上 草 頭の 霜 露な り'  僕は 眞 神の だ じして、 我 日本の 民な ろ 故、 眞神 日本の なじ 
丹心を 盡 さん 事は 償の 急務と 云 ふべ し』 と慶應 S 年 じ 善き 送られた 所は、 新 日本の 起る 時 じ 生 
れ 、新 化 巧の 花を 開く 畔じ 成人し •新 鳥襄 とい ふ 人物を 造り 巧した ものです。 巧 前 じ 新 島襄が 
化で ず、 其 後 じ 新 島襄が 巧で ませぬ。 

美しい 赃 ょ、 常 じ 現れょ かしと 望む も 益 ありませ ぬ。 彼は 特殊の 口 化と 特殊の 雨と でのみ 化 
ホ 上ります 0 

新 島 巧の 性格は 窩く  •义 きく  •力が あり •光が あり、 潤 ひがあります 。松 陰が 义國へ 化けば 
さうな りました らう。 景 をが 米 鹽へ往 けば* さうな りました らう。 


然し 後 じ 日本 も變 はり •ホ 國も變 はりました。 明治 二十 s 年 新 嵩 巧が 巧せられ る 時、 何の 感 
想で ありまし たか。 憲法 發 おあり •が 國議會 の 開かれる ので、 聊か 安ん ぜられ ました か。 政治 
は ホ、 敎 化は 本、 敎 化の おらぬ ので 不 をを 感ぜられました か。 後に 日本は 支那と 戰ひ •露國 と 
戰 ひ、 巧 界驟役 じ 加は り、 米 國は西 班 ホと 戰 ひ、 比 律 賓を奪 ひ、 世界 戰役じ 陸兵を 歐洲じ 送り、 
更に 英國と 海軍 力を 均しく し、 到る 處に 排日 熱を 窩 めようと します。 新 鳥 巧の 在米中 •英は 露 
を 段れ ましたのに、 次いで 獨を畏 わ、 今は 米を 畏れて 居ります。 

新 島 氏は 長命して 如何 じ 働かれました か。 本 來ホ能 じ 長 じ、 機を 見て 愈 S 巧 躍せられ るを 脯心 
像し 得る と 同時、 ホ じ 過ぎて 德を傷 けられる やうな 事がない かと 氣遣 はれを す。 同志 社 乂擧海 
附 をじ關 し、. 顯官の 力を 藉られ たのは、 事禍が 事柄で、 悟むべく もな けれど、 何 か 他 じ ホ 法が 
なかつ たかと 惜 まれます。 とかく 备附 をは 人が の 暗礁です。 

新 鳥 氏は 江戶 子の 理想的 模型 じ 近く、 若し 中が 敬 宇、 旧 口 鼎 軒、 佐 乂門貞 一の S 人を 合は せ 
ば •同 模型の 人物と なり さう じ考 へられます。 

ま 人 公と 同鄉 なる 根 岸 君の 本 著は  >  材料が 聲 かで'  穿繫が 盾き、 叙述が 生きく  t し ♦巧して 


し 


十 s 年を 經た 偉人を 眼前に 現は し、 事實 がル說 より 而 巧く、 後人の 言 一 何が 巧聖陳 よい 敎訓を 
とい ふを 謙 明 号ろ を覺 わ、 讀み ホつ て 想 ひ 浮んだ ま、 じ 記載し ます。 


一二  を  雄  I 一郎 


貴 著 中 じは 仁兄 じあら ざれば 巧は ざろ 地方 的 色彩 頗る 厚じ瑞 はれ】 種 巧を とが 候。 

歲お餘 H なく 候處倍 御淸祥 大慶 じ存 候。 陳ゎば 過般 御 ホ 示の 新 烏 先生が 年から か壯 時代の 記 
事槪略 寓目 化 候。 其 中 じは 迂 生の 創 閒じ屬 ずる もの 不鮮か 候 0 先生 元 巧 自己 じ 就て 語る じイ 巧、 
おじ 多年 先生 じ 親炙す る ものと 雖も 恐らくは 貴 著じ對 して 意外の 嫁を 做す ものな 生 一人に 限ら 
ざる 巧し とが 候。 貴 著は 專ら 逸事 奇閒 のか 面を 開が せられた ろ 趣ち 之、 化を 先生に 關 して 夕か 
の イン テ レストを 持つ ものは 必らず 貴 著を】 讚す るを 禁ずる 能は ざるは' 迂生 のがく 化證 せんと 
ずる 所 じ 御座 候。 先は 御 禮を兼 鄙 意閒陳 仕度 如 化。 早々 不一 
大正 十】 年 十二 巧を 八 


猜 


が 


お 岸 仁兄 大人 


玉れ 下 


日米の お氣を 有， したる 新 島 先生 

藩銳 じょれ ぱ 、新 烏襄先 牛； は 群 馬 縣下備 氷 曠の麓 近き 山里の 安中 町に 生れ 育ちし かの やうに 
聞 ゆれ ども •スーは 戸籍 面のを のこと であつ て、 先生は 江戸の 眞中 、神の ーッ橋 附 巧のを 中 藩邸 
じ 孤々 の聲 を擧げ 、而 して 純粹の 江戶モ として 生長した ので あろ C 恐らくは 梅 外 發途前 一巧 も 
お 中の 地を 践む やうな ことは なかつ たか もがらぬ。 且板倉 家は 德川 家と 深い 關がも あつたから 
先生が' 江戶の 安中 燕 邸に 生長した のは、 九州 地ぶ の 藩 ホが 江 戶の乂 を提敕 じて 生長した のとは 
义 分化 ハ 趣きを 舆 じして 居つ たので あら、.，.。 從 つて 江 戶の氣 風 習慣は 善惡 おに 先生は 之を 受けた 
じが 違ない。 先生は 板 倉 閣老の 家 そ郎黨 でも あり、 又な 戶の紳 のす でも あつたから '靑 春の 野 
心に 襲 はれた こと も あつたら うが、 時 巧は 恰も 日本 かけても 徳川家に 取 ゎて は 化 念が」 しの 秋で 
あつて、 苟も 夕 かの 氣魄 を. 和す る ものは 纖 起せず しては 居られな かつた ので ある。 當 崎の 志 尘 
仁人を ィンス •ハャ :> た 巧の 慷慨 悲憤の 化氣は 痛く 先生を も 衝動し >  をの 憂 國の 至情は 一個の 
噴火口と なつた ので ある。 外 じは 日一日とが 姐を 告げつ、 ある 外交 問經 あり、 巧には 温和 派の 


公武を 體論 あり •义更 じ ー ホを 進めて 討 おじ 及ばん とする 氣勢も 次第 じ 募りつ、 あつた ことな 
れ ば、 實に儒 巧 も 起たざる を 得ない 天下の 倩 勢は 沿 外の 知識に 憧憬し つ、 あつた 先生を して 遂 
じ 萬 難を 排 して 國外じ 飛び 巧 さしめ たので ある。 

當 時化 米は 四ヶ 年間の 苦戦 惡 闘を 經て奴 隸廢ム の 偉業を 成就した る曉 であつ た。 しかも 人道 
の 歌を 高らか じ議 ひたる 豫言 ぞ の國 、新 英州じ 先生は 到 著した ので ある。 當 時の 米國は 先生 じ 
おりて は 何も彼も 新しき 理想 鄕で あつたら う。 青春の 先生を 魅した 江 戶の社 脅と 新英 州の をれ 
とは 雲泥 も當 ならな かつた ので あらう。 リンコ ルン 式の 大統領と 吉 原の 大門を 閉ぢた 板 倉 式の 
閣 をと 奠 地# 壞 G 別累〇 たらう。 先生と 溫い 握手を 交換」 た 所の 新英 州の ホ T 江戶 のを 
れ とは 到底 比較 じなら ぬが 違が あつたら う〇 先生 も武 ± として 生れた 武丈 であつ たから じは、 
素 町人とは 固ょり 撰を 異にして 居つ た笞 なれ ども •藩ち や閣 をに 對 しては と 下 坐した こと も あ 
つたら う。 呪ん やを 方 樣の貧 顔は 遠方から すら 拜 ずろ 譯 じは なかなかつ たらう。 此绅违 時で じ 
生長した 先生が 自 .阳 平等の 民 ま 的 社會じ 加入し-しかも 民を キ； 義の クリス チャン 團體じ 加は り、 
さては ヮシントン 府の白 輩 館 じて 大統領と も 隔意な く 握手した ことの 如きょ、 萝か現 かと 自か 


ら 迷ぅた こと も あつたら ぅ。 先生は 日 木 じて は已じ 死刑の 宣告を 受けて 居ろ 身上なる が、 不思 
議 にも 米國 じて 復活し、 しかも 思想の 根底から 改造され、 をく 新英州 人と なつた ので ある。 彼 
は 第一の 故鄉 じて 受け 得た 所の 敎 養の. 一部を 改善した る じ 止' めず、 宗敎 、倫理 •社會 、政治‘ 
あらゆる 生活 じ 於て をく 更生した ので ある。 彼は 生みの 父母を 失 ひたれ ども、 生みの 父母 じ 劣 
ら ない 養 ひの 父母を 得た ので ある d 彼は 巧の 兄弟 姉妹を 失 ひたれ ども、 巧の ぶず 姉妹 じ 勝る 靈 
の W •弟 姉妹を 見 巧した ので ある。 而 して 彼が 日本の 江戶 子と して 生れ かきたる 凡ての 类 質は 寸 
蕃も么 を 傷け なかつ たので あるから •米鹽 人 じは 立派なる 日本の 巧巧兒 として 特 じを 重 がられ、 
义 敬愛せられ たので ある。 

要する じ 新 島 先生は 日本の 江戶 子と して 米國じ 入り、 义化 米の 新英州 人と して 日本に 歸り來 
つたので あろ。 彼 じは •江戶 子と して 更に 江 戶モな 上の ものが あつた 〇是れ 巧江戶 の繁榮 じ耿溺 
しな かつた 所な である。 彼れ ホ 新 英州人 じ 復活して 更に 新英州 人な との 氣魄が あつた。 是れ復 
日本に 歸 つて 日本 精神 界の 指譜 をと なつた 所な と 思 ふ。 化 非凡の 精神が 如何 じ 叙述せられ 得る 
べき かは、 お 岸 氏が 最も 苦心した 所で ある。 円 米 も 天然 自然の 儘では ない、 薰 あり •藤 あり、 


織み り、 白米の 美 巧を 知る 右は 粉 織を 厭 ひ、 織を 歐 ひ、 穂を 厭 ふ、 研ん や 薬の 如き じ 至りて は 
全然 円ぶ じ關 がない かの 如く 思 ふ。 先生の 傳を 讚む もの 復 この 過 ぉを 重ぬ る ことなくん ば 幸で 
ある。 獨り 之を 重ねざる のみならず、 證を をして 白ぶ となる 所の 生氣の 生長 おを' 焚きと めしめ 
へ  んと 試みた るは、 著を 根 岸 氏の 最も 苦心した 所で あると 信ず。 

火 圧 十二 年 一巧 屯 口 

巧 都 室町の 寓居に がで 

梅を  を强正 


日本人の 魂は 昔から、 理想の じ淸 浮な もの じ對 して 極度の 憧れを 有つ て 居り、 其處 じは 何う 
しても がき 去る ことの 岀來 ない 特殊の 潔癖が ある やう じ 思 はれろ。 の 論 吾々 の胸圍 じが 化する 
現前の 事物 じ、 理媳 的じ淸 浮な ものが が 巧し 得る 箸は ない。 を こで 吾々 祖先の 魂の 要求は、 現 
前の 事物を 觀念 的に 淨化 ずる 方面に 亢進し、 を こじ 幾多の 特殊なる 習 憤と 風俗と を 醜 成した。 
斯 かる 潔癖は の 論 人物 じ對 しても 向けられた。 をの 結果は、 特定の 人物の 短所 弱 點をば 總て洗 
浮し、 ロハを の 長所 美點 をのみ 抽出して 么じ獨 なの 人格を 賦與 し、 更に 觀 念の 亢進の 作 川に ょり • 
之を 神と して 崇拜 ずる じ 至つ た。 巧 代の 神話 時代 じ おいて、 一個の 人格を がかが して 觀 をさむ、 
巧 魂と 荒 魂との 二つの 神と して 祭られて ゐる などは、 をの 一例で ある。 斯様な 一方の の 潔癖は、 
現代の 吾々 が、 吾々 の 祖先 かみ 遺 傅して、 今な ほ 多量 じ 維持して ゐる 所で ある 〇特 •足の 人物に 
對 ずる 一般 國 民の 評 僧が 時 じょつ て甚 しき 激變 をな すの も、 恐らく 巧の ためで あらう。 何等か 
の 機を じ、 特 をの 人の 或ろ が 面の 美 織に 感激す ると •生きて ゐろ 人を でさへ、 其の 生 時 じ、 之 


を 神と して 崇拜 する。 けれども 其の 感激が 稍々 化靜 した 頃 じ、 偶く をの 人の 化の か 面 じ おける 
弱 所を 發見 すると、 先き じ 神と して 天の 上にまで 推し 上 ほせた ものを、 忽ち 僞 勿.，^- 看做して 地 
の 底 じまで 押し 附 ける。 斯 樣な譯 で、 或る 場を じは 犬養毅 氏を 戀 政の 神と して 貧 敬した 同じ 新 
聞 紙が、 他の 場合には 犬 養 革 一; 化が 外交 調 蘇 員 じ 親 巧 さわた などと 言つ て、 頗る 嘲笑の 意を 漏 
ら す。 おは 近頃 或る 詩人が 某を が 治 家を よんだ 詩を 見て >  我國じ 生く る 公人の 長 壽を悲 むの 感 
じ耐 へな かつた。 をの 詩人は、 件の 政を 家を 自分の 乘 つて ゐる 同じ 電車の じ發 見した ので ある 0 
をの 姿 •もし 彼が 二十 年 前 じ 死んだならば、， てれは 鳥 あなる 藝術 家の 馨 じよつ て 溝 巧じ傳 へら 
るべき もので あつたの じ、 生ける 彼は、 今電 をの 巧 じあつ て、 同乘 をのな 目を さへ 受け 得ない。 
詩 じは が樣じ 述べて あつた。 明治 乂 ぶの 吾等が 其の 仲間を 神と したのは、 ただ 乃 木乂將 だけで 
ある。 思 ふに 若し 乂將が 巧び 人間 じ 巧き 復 へられたならば、 吾々 は 何時かは 乂將を 其の 神の 座 
化から 引きずりがず じ 至る であらぅ が、 ロハを の 特殊なる 精神の 鳥揚 じよる 彼れ の ぉ 巧じ卽 し、 

一 且强烈 なろ 感激を 受けた 吾等は、 をの 特殊なる 精神の 一面を 抽象ず る ことじより. 今な ほ么 
を 乃 木 神社の 神靈 となし つ、 あるので ある 〇 かくて 义將 の傳 記は、 遂に 神の 傳記 となる であら 


う。 大將を 銅像と して 見る よりも •神殿の 扉の 奥、 晝 なほ 暗き 所 じ、 劈繁 として 鎭 坐ず ろお義 
の 魂と 觀 をず る ことが、 甚 々の 要求な ので ある。 

我が 國 にほんとうの-偽 記が 巧 はれぬ のは、 或はな 上述べ たるが 如き 顧 民 性 じ 本づく かとな ふ。 
しかし おは、 人間ら しき 人間と しての 西洋の 偉人の 傳記や 逸話に より、 かからざる 刺戟を 受け 
巧た 自 みの 經驗じ 本 づき、 吾々 の 仲 問から がた 高名な 人々 の 生涯 じつき、 眞じ リァ リス チック 
な傳 記が 巧て、 をむ が 多くの ス擧的 作物と 同じ やうな 興 巧と 利 盛と を、 吾々 よりもを き 次の 畔 
代の 人々 の 精神 じ寄與 せんこと を、 常 じを 望して 已 まざりし をで ある。 

新 島 先生は 或は 神と なし 得る 人格を であらう。 しかし 本書の 著者が、 言は ご 西が 流 じ •先生 
を 巧り のま、 の人閒 として 傳 へんと された ことは、 私の 最も 善ぶ ところで ある J 多年 かから ざ 
る勞 力^ 費用と を 費 さわて、 普ね く 鬼 集され 得た 資料は、 たと ひ 未だ 十 かじ 統一 鶴- 理さ 6、 じ 
至つ てゐ ない としても、 賓巧ぉ 體が讀 む 人に よつ て 無上の 寶 となる であらう。 著ぞの 備に 應 じ、 
平 ホの 所感を 述べて、 本 蕾の 公刊を 祝ず る 所 W であろ。 

河上肇 
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新な 先生の 傅を 八ムけ じさ わる、 をの ことに 關 して 私は 始めて 根 岸 橘 s 郎巧 とおを ひした。 而 
して 巧の 難 有い お 心がけ じ 色々 感じ入つ た。 私は まだ この度の 巧の 著作を た ピー 端 だけ 卒 ぶし 
たじ 過ぎない けれども、 著 あとしての 巧の 態度から 推し 考へ ると、 が 先 纯の風 幸を 劈蕭 ずる 上 
じ 新 牛； 而を關 くもの が あるじ 棚 違ない- 〇 信ずる。 色眼鏡を かけて 物を 見る ほど でらない ものは 
ない。 几ての 人 や 事件は その ホ 裸 人な 當體 じがて 最上の 蔵 巧を 持つ。 恐らく この 蕾は をのが 命 
をな し 遂げろ であらぅ。 私は これみ. 著 ホに 期待し 炫 謝する。 

一九二 二 •十ー リート 巧 


冬のは じめ 或 日の 朝、 先輩の 所から 私の ちへ 電話が あつた。 根 岸さん と 云 ふ 人 •か 今から 巧 か 
れ るから、 會 つて おれと ち ふ 事で あつた。 やがて 訪ねて ホら れた 巧を のを 紳 十一を •私は 蕾齋じ 
請 じた。 をの 人は •ぶ 勘では ょく 誰でも 提げて ゐる黑 い 大きな 革鲍の 中から 校： 止 刷を 巧して 私 
に 示された。 をむ が 即ち この 新 島 先生の 傅で、 をは •之を 蕾いた 巧义じ 就て 語らわ、 精し くが 
書の 巧を を 話して、 校正刷の 一部を おじ 渡して 巧 かれた。 

巧對 而の恃 間は、 ち {をと もに 忙しい 身の 常と て、 わ づか一 ご 二十 かじ 過ぎな かつた が、 あとで、 
粮 岸さん が殘 して 巧 かれた 核： 止 刷の】 部を 見ろ と •を こじは おを 動かす 一つの 乂 きい 刀が あつ 
た〇 それは あの、 しばらくの 對談の 巧 じ 見た 根 岸さん の 誠意と 熱 倩と 惑激 とで あつた 〇 をの 晒 
に、 をの 言葉に、 虛僞 なき 熱誠の 貴 さを 私は 見た のでみ つた。 

傳記义 擧の爲 じ 何ょりも 义 切な ものは、 第一 じ、 お， 巧の 谎集 であろ 事は 言を 俟 たない。 新 お 
先生と 同郷の ホで ある お 岸さん は、 この 點 にがて 多くの 便宜を ちせ るが 爲 じ、 根 木 おがの ぷ集 


じは 遺犧 なき 舞 力を 致された やう だ。 集められた 資巧 じ。 精緻 厳密 のぞ？ 察を 加へ て、 あらゆる 
を 三を 精査せられ たので ある。 昔から 宗敎の 祖師 豫言 ぞ などの 傳 記は、 遠く 時代を 隔 つるに 從 
つて お 料の 散逸す ると 北 ハ じ、 後人の 感激 摩 信は また やがて 偶像 崇拜の 心と 柿 結んで、 はては 多 
くの 誤 傅を 加へ】) 色。 を おして •遂に 傳 記の 眞を 逸ず るの が 常で みる。 新 島 先生の 場を の ごとき 
今の 時 じがて 資料を 精杳溝 集ず るに ホ ずん ば、 後代 じ 至つ て义 同じ 遺 總を繰 返ず であらう。 根 
岸さん が 今日に がて この 資料 潭滅を 防がれた 巧績 は、 永く 沒ず ベから ざるを である。 

第二 じは •をの 人物 じ對 して 傳 記の 著を が 擦ぐ る 熱憐と 感激と あるじ 非 ずん ば、 おなる を 料 
寃 集は、 遂に 生命の 力なき 腐儒の 閑 事業と して 了る か、 或は また かの 文 業の ホ-を 傭うて 草せ し 
めた 藩侯 富豪 等の 傳記 類と 同じく、 舞 文 曲筆 じ 成れる 巧を 空 乏の惡 善と 成り 了る であらう。 根 
岸さん の 新 島 先生に 對 する 感鐵と 情熱とは、 乾が 初 對而の 第一印象 じがて 先 づ强く 化を 動かし 
たもので あつたから、 此點じ 就て はがび 繰 返す 迄 も あるまい。 

n' 上の あ 料と 感激と S 二つの 耍 件を 満たず が ゆるに、 ロック ハ ァトの 『スコット 傳』 や、 卜 
レぶ リァンの 『マコ ゥレ ィ傳』 は、 ボズゥェルの 『ジョンソン 傳』 と 化 ハ じ、 不朽の 名著と して 


後人の 敬 重に 値 ひする の だ。 根 岸さん がふ 化を をを がれた 此一卷 の 新 烏 先 牛； 傳も ホた 恐らく 
傳記 として S 化 二义耍 件を み備 ずる おじょ つて'  不朽の 意義を がず る おであらぅ。 

リ 木の 新しき 文化の 建設の ため、 一つの 乂 きな 礎 おで あつた 豫育あ 新 島 先生の 傳 記が、 根 岸 
さんの ホ じょつ て 完成され た 事を 喜びつ、、 秘は 此數巧 の 燕 辭を奇 せる 事 じした。 

大正 十一 年 十ニ ロ 

厨  川  白け 


は 


も 版 さろ  >  まで 

新な 襄 先生は 私と 同鄕 同藩の 先輩で あり、 略 ほ 同じ 社 貧のを 氣を吸 ひ •同じ 主壤も 同じ 歷を 
の 韶嗦じ 棲息した 方' ですから 、先生の 生 巧の 上 じ 降り かかつ た總 ベての 種の 化义 事が >  租 の 心 
情に おお 的じ總 返され、 先生の 官能の 性癖の 一つ だ も 共鳴が あります。 且つ 新爲 家の 家政が 研、 
邊傳的 特質、 心的 發 達の 原因、 意識、 本質的 支配の 機會 、义 特殊の 感化 薰お 等、 總 じて 先生の 规 
範 標準を げちな てた 諸相を 略 ほ 明かに したので 'をの 巧 栽 じ 化生を 點 じて 卒商じ 記しました。 

さて 先 尘を壑 人の 雛 お，', 見て 居る 人々 は 一樣じ 驚異の 眼を 膛 つて、 斯く あるべき 帯で ない、 
斯く あつて はならぬ '斯く あるべき であると 假定 したのと •破の 本 善 中の 記述とは‘ を然 別個 
の 事 桐です。 併し'  人は ぶ 場 じかつても 違 ひ、 お 西 じがても 違 ひます から •異を 立てた と飞別 
巧 不思議と も 思 ひません。 均しく 聲 音に 做つ て 書いた もので も、 外 國人い 如. Neesima  ^ 著き、 

R 本人は 3iishilll9 と 蕾き ます。 さぅ して 日本人が 西洋 流の 織り かて 見て ネユ シマと 讀 み、 外 


國 人は 囚 本流 G 雪 振り 蓋て ナ ィシ 7 と設 みます。 馨を寫 づじ和 違の あるべ 妻の ない も 
ので さへ 管な 上 •お 而ま學 謹董 0 囊じ 就い 為釋裹 じする 0 讓 6 當然 かも 知 
れ ません。 併し 華： が 一足 g びじ 手 輕じ壽 じ 命 i の規 f 攫 為た と考 ふる 人が あるな 
ら 、をれ はみ しく 複雜 過ぎる 獨斷 では ありまず まい か。 先生 も 一を の 筋肉と 神經 とを もつ て ホ 
れた W 上周圍 のが. 激じ應 ずろ 性質を もつ て 居た ことは 肯定され ます。 されば 先生 自身に して 
もこの 混雜な S 能 I に 明瞭なる 解み 蠢 望し、 白 衰經輸 が 輿へ 得べき 悟性の 變 n を 要 輩 
るず めじ 參辭 したり 擊蔚を 修業して 品性の 實巧 能力の 養成に 寶 したりして •心的の 成 識じ透 
ずる 辜 S 波 s 疊は S まぐ & しい 程でした。 かぅ して 辱 .T 發 ち、 白から をむ の 寡を ば 創 
造して 巧く 處の蕉 |g 振り や、 侧人 0 權威畫 輩、 人菱產 を麗去 ホた 鑽 さは 覽化 

の 筆では 十 か 寫す 一とが 栗 麦 せん。 併」 繪じ かかれた 應舉 の 虎ょりも 蟲の g が勇締 である 

如く、 若」 お S 霸に幾 ま 器. がを 去れ. ば、 をれ は 籍じ靈 S でを、 董： のの 感 
寡の 形賽 からでず。 驚、 私 0 蟲 した 所は、 董が秀 萬 情勢を 鬟去 •お 命 的 差 
天 的な 不幫 客寞ら •新 輿 達 0 霸な響 やらが、 精神と 巧 S 野 面から ま诲 せて 


ホた 時の 巧 慘た戰 闘-術り や >  をの 多角の い 個性の 成長を 可能 じすろ ためじ、 あらげ る 機 皆を 捉 
へて 乂膽に また 眞攀 にが 生か 死滅 かの 恐るべき 緊 がと なつた 時の 光景、 將 たまた 人 問の 能率を 
なめょう との 意志を 實 現し、 一度 經 過した ち 然北 義と戰 つて 凱歌を 藥し たこと であります。 畔 
問の 經 過から をへ ば また 先生が'  先生 W 肉 温かく 化 動き、 火の 如き 感倘 と鐵の 如き 恵 おとを も 
つて 戰 つた ホ 長 削と、 畴實 な敎養 上の 理想を 立て、、 をの 人 半； 觀及ぴ 認識 上の 統一を ホめ •世 
巧を 總 巧して 觀る やうに 巧 力され た 期 問までの 事な のでず。 

さて 私の 心情 じ 先生の 人格が 最も 强く衝 擊を與 へたのは、 明治 四 トニ 年の 春、 長 ぉが t 父 中 か 
學 校から 半紙 円 枚を 賞. 典せられ た 時で あゎ-ます。 これが 契機と なつて、 愛すの 生 巧を 廚く 正し 
く 準備し、 素質を 陶冶し 端のに、 强 い/、 格# と 交通を 閒 き、 强い 生活 じ觸れ しめたい との 考へ 
から •この 半紙 じ 化生の 傳を 草した ので ありまず。 

豫貢 •荐 •先覺 巧は I を 環境の 空 氣じ逆 巧ず る やうで ありまず が* 實は 最もが 刻 じ 化つ 十分 • 
環境のを 氣 を吸收 して 居る のであります。 結 お >  先生の 牛； を もまた 發 境の 影響を 極めてを く 巧 
けて 居ろ ことが かりました。 其處 でな は 同鄉问 藩と いふ 闕 係から、 先生の 人倘の 機微 じ觸 わて 


まゐ りました。 此處 じがて か •先生の 光 顏が巍 々として おの 前 じ 輝き、 先き じ傳說 的‘ 倫理的な 
所から をの 驚くべき 不巧 解の 偉 火を もつ て當面 じがを 壓 した 先生は、 ル兒の 如き 温顔と 怡 おと 
を もつ ておの 眼前に 巧は むて まゐ〇 ました。 さぅ して 先生が か 年 時代 や靑年 時代に、 彼 自身の 

靈や •響 じょ ミ 塞を 震した 疆 は、 慶 冀盈」 ミホた f 福で るります。 兮 

先生の 靑年 時代の 手帳を をむ ば、 

妥じ 一二 尺 四方の 水糟 あり、 四 石 一斗 蠢 る。 今、 八 石 二 斗 八 升 入の 水槽 •高 一査寸 、幅 四 
尺 なれば、 長さ 何稱〇 

J 心 どい ふ 算術の 問題を 取 おひ、 白义じ 訓顯巧 讀を附 けて ゐろ 所は、 嘗 つて 吾人の 受けた 課題 
と间 一て あります 。おし T 然 らば、 莲 個人の 力が ょくを の 法を 學 、をの 獲を 創造した 妙 
巧は •吾人の 謹す る 思想 S 蹇 しくは 蠢說 明の 羅 であり、 さぅ して 义 物心 二 界抑豐 

藤の 覇華あ 9、 S 昌 S 會 G 問に 妻& ず曼愛 おたり、 塞ザ爱 謹な り 或は 

またを、 む 立命の 究竟 地であります。 斯 くして 可な ゎ 先生の 發展の 道筋が かり •思想の 經 過が 慈 

しみ 累る 姿と な ミ 映 じ、 香議 にも 蒙.；， は 靈識じ 先 ま 業 W に 奪 けられました。 さ 


ぅして 强い 人、 健を な 人の 運命は、 何等かの 窓 巧 じがて 復活への 道 じ 導きました。 一家を 舉げ 
て 一九】 六 年 じ 私が 渡米した の も •實は 先生の 異常 じ 力强い 感化を 巧け たからであります。 

滿庭樓 の 頃、 春宵の 巧を 飛石 傳 ひじ、 私は なの 庭の じ 住んだ 化 巧 氏を、 母の 勸 める まま じ訪 
ねました。 このけ 巧 巧は 藉藩 時代、 先生の 祂 父と 同僚の 關 巧が ありまし たから、 果して 耍領を 
得ました。 乱つ 巧の 路み 一つ 隔てて 前 じ 造 ± 館と 云つ た 藩 十一の 敎育 所が ありました。 新 烏 先生 
が 歸朝匆 々、第一 聲の傳 道 說敎を 試みた 初 降の 紀念 館で ありまず。 さぅ して 人々 の 心 じ 響き 通 
る 理想と 意義と を 喚び 起こし、 力强く 文化の 潮流 じげ をんだ 地顯 でみ りまず。 おの 家は 代々 造 
十一 館の 敎職じ 巧つ た關係 上、 明治 じな つて 其のを 部と 武器 鹿の 跡を 包を して 邸を としたの でず。 
勝殷公 入城の 節、 領巧 後閑が- 長 源 寺 山 じ 狩りを 催した が、 をの 時 この 武難 庵の 中の 武具を 先生 
もまた 支給 さわて、 勢 揃 ひじ 參加 したと 云ふ紀 念の 地で ありまず。 斯か 6 空氣の 渦の 中で 先生 
の 話を 聞く のです か r っ 、一曆 の 感興を 持ちました。 か 巧 氏が 興じ 乘 じて 語られた 中に >  到底 こ 
の穗 のじなら では 知り 得ぬ 消 向 心を も 伺 ひました。 さて、 山 田 巧が-安中 町 龍昌寺 じ化聯 をして ゐ 
た闽 、新总 家は 一戶 を引拂 ひ、 暫 らくを の 庵禪じ 同居して をり ましたから •新な 家の人 おは 委 


繩 承知の 笞と敎 へら n ました J すると、 今まで 無關 心で 居つ た 妻 其が 半疊を 入れて 「山 のさん 
が江戶 から ホた 時は 實じ 奇麗でした ねぇ」， と、 何 か 意 巧 ありげ でありました が、 「阿を 漠迦- と 
制し、 話は また 本筋 じ 這 入りました。 

さて >  翌日 前記の 山 旧 氏に 而會 して， 化生の 兩 親の 誕生 地* 親戚 >  さては 先 牛； が 歸朝匆 々• 
明治 八 年、 直接 先生から 洗禮を 受けた 安中の 信を の 人を 簿や 、先生と 信を とのな 復善 面を 手 じ 
入れる ことが お來 ました。 これが 非常な 栗り となり、 次ぎ^^ にを 渉が つき •またが 料が 集ま 
る ことじな りました 0 

.皆 時 一女 ^ じがけ る 初 化の 信者で、 先生が 常 じ 巧 中の ョハネと ちつて 信賴 して 居られた 千木 良 

昌庵 曼護夕 私の 爵 じなんで 居らむ ましたから、 同家 じ 就いて 睾敎 會設を 至る まで 
の 記錄 や、 先 ま 霸當 塞 じが T 偉 道說敎 書れ た 時の 筆 葦、 を 中* り； 馨 日誌 

等が 秘の手 じは いぃ ノ 、それから それへ とを が 仰び て、 同藩 ± や 先生の 緣者じ 問 ひ 質ず と •いづ 
れも义 ルの 要領を 得る ことが 巧 ホました。 

先生が 霸匆 々の 頃は •间志 社を {幸に 興 こさぅ 計畫 でありました が、 エ部 卿、 伊 膝 感义な 


の勸誘 じよつ て 關西じ 地を 相した ので あろと を ふこと を、 闕島 老人から 間き ました。 同氏は 女 
中表の 蕾 巧で ありました。 文書 じお實 なる 人で、】 度 目を通した 公文書は 一々 手控 へを なして 
置きました から、 自然、 藩の 活字 引で あり、 化つ て 先生の 巧 ホ 事 も 精髓じ 知悉して 居りました。 
をは 日露 戰役粹 、す圖 、習字 じ 興味を 見 おし、 爾 ホ、 同氏の' か 眠まで セ 八 年間 通舉し •傍ら 織 
謁的じ 先生の お實を 承知 致しました。 故 じ 同氏の 义 書を をの まま 記述した 所 も ありま 寸 。また 
ル 林を 人 か .LI 藉 藩の 扶持 ホの ち 給 •藩札の 購買 僧 値み、 硬貨 帶 との 兩換 ホを、 藩 十一の 給 お、 现 
代 通 川货辦 との 慎 値の 比較、 並び じ 藩 古の 巧 的 生が、 义 化、 彼等の 社交、 巧 職 じ 眼の 舞 ふやぅ 

な 生活が、 それら 巧 風な 立法を の 意見 じ 基いて 柬 縛を 設け、 因襲の 道 德律じ 服が を强 へられた 
ものである ことを 閒き 、結局、 偉人、 英雄が 早く 鄕 おを 棄 てた 動機が、 制度の 流薛 から 離され 
たと ち ふこと を 承知し、 初めて 先生の 巧路じ 起伏、 む 凹の あつた ことが 了解され ました。 巧 巧 
は戶 長、 町長と 曆巧 一、 漢鷄の 素養 も あゎ、 錢 々たる 藩^で ありました。 

先生の 祖父 辨 治が 天 おの 昔、 がめ て 安中 屋軟じ 奉公 じ 化て •無人の 野を 巧く やぅ じ 振舞つ た 
光と 影とは" 不巧議 じ も 强い朋 かな 人 巧 A して、 ぶ而 からを々 と 先生が 現は.；： て ホた 化 線と，':^ 


つた ものであります。 さぅ して 辨 治の 决 然として 鄉去 きた ことが、 實じ 彼の 意義 あな 所で 
あり ました。 この 稀 有な 物語りは、 こむ も 同じ 謹の 松 本 君から 蠢 ずる ことが 葉ました。 
また 淸蟲 から、 先篆靑 年 時代、 江 戶の御 家中の 誰れ 彼れ となく、 先生を 「今 信」 と 峰し 
て 居つ たと を ふこと や、 また蠢 じがけ る 影！； かから 當然 みけなければ ならぬ 謎が 剌 然としたり、 
嗜好の 一妥 明瞭 じな つたり、 またを 雙 ルの ミ じ わざと ならぬ 覇の 美が 岸れ てあつた 
ことな どを 承知し ました。 姉は 先生の 姉 おみよ さんの 裁縫ず 子で ありました。 

岡 藩の 先輩に 丹 所 啓 行と いふ 方が ありました。 凑が板 倉 家の 勘定 奉行で ありました から、 

新 島 家の 語を 篡し 一」f ました。 およを、 一家昼 霧 養篡霸 じ もまた 麵識的 じ 
も 家 曼中じ 勇せられ、 過去、 票の 憐 勢を 震ず ろじ 重要の 力觀 であります。 また 同氏の 
令 関 主 刖述 の淸水 姉と 友人で、 同じく おみよ さんの 藏寶 中で ありまし たか •レ、 新 鳥 家の 雜 タノ 
な內 {谷を 蠢 致して 居りました。 今度、 私は 眞じ 歴史を 讀 むと 云 ふことは、 寮な ことで ない 
事を つく t 經驗 しました。 同一の 事柄を y 曝した にしても、 W とこと じよつ て そみ 巧 象のを 
然巧 なする ことが をら しくありません 〇例 へば 先生の 眉 而の疵 が、 をの 一例であります。 


燕 制 時代の 化生の 消息 じ關 して、 一曆滿 巧に 且つ 一 序 周到の 示敎を 受けた のは、 飯 旧 逸么か 
巧で みり まず。 勘. 堂 化身で、 東を 府下 誠 判の 判事で、 板 倉 家の 顧問で ありました。 先 牛： の 脱藩 
じ 就いては、 連 帶の關 係を 持つ て 居た ので あぃます。 雜制 G 頃、 添川完 平氏の 助敎 巧で、 先生 
に 素 誘を 敎 へ、 四嘗 を敎授 された かです。 熏 乂の價 値を がず るが 料を 措 供して 下さいました。 
いづ わ も 巧き た史 實じ觸 むた ものであります。 則ち 脱藩 途中、 同 おじ 送つ た 手紙 や、 娘 义後ハ 
I デ ー 巧の ちから 送つ た 最初の 善簡 や、 をの 他 か 年 暗 代の 漢文 詩稿、 蘇が の 海軍 傳習所 時代の 
微か 積分の 肇 記帳 や S 巧 術の 運算 帳な ド、 先生の 智識が 完全 じ 了解 せらるべき もので あり、 且 
つ 先生の 本質的 優秀を 實證 ずる 底の もので、 罐 かに 能率が 非常な な 度 じ 進んで 居つ たこと がか 
りまず。 

さて 新 島 公義. おは 新 島 家の 正統が 續 人で、 先生が 反つ て 新 烏 家の 別家であります。 同 巧が 提 
供して-下さつ たものは 豐 富な 研究資料で ありました。 この 精細な 資料 じょつ て 先 か-の 普遍的 常 
識の 巧を と、 第 門 的 造詣と を 一 碌糜充 する ことが 出 ホました。 さぅ して 本傳 記の 巧を じ 雌を. の 
不動の 基準を 與 へた， と 信じます。 また 間接には 先生の 精神的 活動の 狀を十 かじ 語る もので あり 


ます。 これらの 參考資 巧を 概括 すれば、 蘭 擧家杉 w 玄端か .b 擧 ばむ たピ！ タ ー 乂 がの 和蘭 原本 
文法、 生理 擧 など、 原 义を吁 峰 じ 美 濃 紙 じ 毛筆で 寫 しおつ たもので あります。 一々 假名を 振り 
返り 點を かし、 苦慘 な硏究 振. りが、 嗚 かじ 讀 まむ ます。 さぅ して 驗密な 科 擧的か 面じ髓 神の 長 
く 仰び て 行つ た 先生を 見る ことが 巧 ホます。 此處じ もまた 海軍 傳習 所陪 代の 試臟 答案 や、 微か 
積 か化數 方程式の 樂 記帳 や、 算術の 帳面な どが あります。 禮樂 、如 御、 善 數と價 値を 倒 城し、 
現實 脚下の 思想 潮流 じ絕 望を 感じつつ、 憧れの 眼を 畔 てて 勵境外 じ 視線を 向けた 轉囘 期が、 穗 
種なる 意 巧 じがて 結び付けられて をり ます。 前記の 貴重な 手帳の 中 じ、 即興の 詩 や 俳諧 和缺が 
雜 夕じ樂 書して あゎます。 幾多の 曲がと 興奮と を 遠慮なく 漏らして、 これまで 沈徽し 切つ た 化 
活の 解放を 目的と して 氣 婿が 揚げて あゎます。 また、 漢擧の 素 讀や詩 や繪を 先生 じ獎勵 した、 
同藩の 江 驚と 云 ふ 方の 訂正した か 年 時代の 詩稿な ども、 敵の 手 じあり ますが •本 傅 中 所々 じ 記 
入して あります。 いづれ も 先生の 生きた 象徵 で、 他人の 巧し 得な かつた 先生の 個性 や 人格 一切 
の 其： 礎た る もので あつて、 實じ敬 度の 情を U て迎 ふべき ものであります。 

先生の 敎 養が 旣じ高 いもので あり、 また 求めて 巧乂し 心の 眼が 豁然と して 開け、 宇. 衍人 牛； は 


一が 一 


斯 くの 如き ものと 觀 念した 時、 初めて 自分の ホ 場の 是非 も かり、 進む 巧き 道 も 知れ、 結局、 證 
じ 詰めて 經 磯を 超越した ものが 世界 じは 多き 事を 知り、 凝つ て 絕對實 巧の 真理 じを 心を 傾け ま 
した。 化生は、 キリスト 敎が 先生の 宗 敎的耍 おと 化 ハ じ •智的 要求 じぶ も 満足を 與 ふるものと 信 
じ、 神を 表 怖じ 立てて、 をの 人格 性を 信じ、 をの 慈善 性を 信じ、 これを 中心が 想と して、 脫國 
したので あります。 編纂 中、 おが 遭遇した 危險 は此處 でみ りました 。自分の 智識から 勝手に 或 
る槪 をを 作り、 をれ を 尺度と して 他人を 測る， 一とで みり ます。 例へ ば 化生の 脫ま のす： 脚 胤を 精 
神 的 活動と 化ず して、 か 利 的 木 能の 發 作と 斷 じたる が 如き 場合で、 かの 化 海道で 脫國の 助成が 
だつ た 福 ± {モク I まが じ 面 曾して 初めて あ 賞を 承知し •ちかの {呂 能的満 をが をく ゼロじ 墮 したや 
ぅの 場を でした。 をれ じょつ て 私は 漸く、 偉人は 特殊の 本性を 附與 せられた 至高の 意が から 誘 
導せられ て 居る とち ふ 事實を 承知し ました。 

先生の 箱館滯 在中、 ± 佐の 浪人で 神ち となつ て 箱 館 じ 居られた 澤邊お 馬と 云 ふかが 光生を、 
ニコラィの 日本語の 敎師じ 薦めました。 この 方 じ も 東京で 而脊 して、 當 時の 化生の お 様を 訊く 
ことを 嘴ました。 
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乂正五 年 一家を 擧げ 米國じ 移住して から、 絕 ぇず ハー デ I 君の 後裔 や 先生の 舊交 をを 訪ね、 
或 ひは 先生の 化擧 されて ゐた擧 校な どを も參觀 して 種々 が 料を 觉 集し、 最近に 至つ ては ハ— デ 
I 氏、 即ち 先生が な 米 時化の 父と 仰いだ ぶの 長子 卫 ッチ •ハー デー 巧の ホ」 J 人と 遮々 通信して 
先生の 當 年の 消息を 伺 ひました。 また ボストン 巧の 圖蕾 館の 藏書 たる マ ッギー 女史 著 「ジョ セ 
フ •ハー デー •新 島の か 年 時代」 とい ふ 本を 腾寫 して 送附を S ひ、 參考 した 處も ありました。 著 
巧は 先生 渡ホ匆 々時化の 日嶋擧 校の 敎師 でありました。 デー ヴ ィス 君 著 「新 島 襄傳」 の 最初の 
ベ ー ジは 、をく これからの 拔萃 である ことを、 デー ヴ ィス 君から 聞きし ました。 

弘を 最も 啓 舞した ことは、 ホ じ 人 八重 ホ 夫人から 贈られた 新 鳥 家の 慶事 や、 特殊の おが 事を 
年次 的 じ 記載した る 備忘 錄 であります。 傳說が 巧 格し 麵廳 して、 全然 對 立の 許されぬ 畔の 如き 
場を じ、 乂 なる 權 威と なつた ものは、 如上の 日記であります 。新 島 家の 事態の 連續 は、 畢党こ 
の 備忘 錄 を經緯 として、 的確 じ 認識ず る ことが が ホます。 一層 適が じ 云へ ば •をむ 自身が 先 坐 
の傳 記の 體 系を お 造つ て 居る ので ありまず 〇 をの— 扣ホ 事を かがして 見れば、 化の 耳目に 獨れた 
ものが 悉く 事實 じょつ て證明 さむます 。また 化み を. 疑ぅて 吟咪 して 巧く と、 先生の ホ-巧り 深ヒ 


ーム' 一- 


と發展 との 輪廓で みり、 且つ 特殊の 歴史と 關 腳し义 は順應 して 發纯 した 趣きが 感帖 さわます。 
即ち •先 牛' の 誕生 祝 ひ、 元服 祝 ひ、 航海 旅 巧の 錢—别 や、 化生の 祖父 や 親父の 除 目に おる まで 記 
載して あ 〇、 云は ば 新 鳥 家の 實の 歷史 の縮寫 であります。 

斯く あらゆる 义而 じか 料を 谁 集して 巧く 時に、 不圆 、孔 十の 溝 家の 機の 中から 孝經を おた と 
を ふ 事を 思 ひ 化し •巧 中なる 新 島 家の 舊 宅の 被を かし 請けて 巧 張りを を 入りに 調べました が、 
典して をの 中から 新 島 家の ル 遣 帳 や、 先生の 幼年 畔代 じ樂靠 したな 十〕 など、 實じ 貴重の かがを 
見 化しました 0 

俯 ほ、- 父 中 近傍に 散が せる 先生の 化緣巧 方からは、 或 ひは 產 衣の 切 かを 巧き、 或 ひは 敎 一; ルを 
受けた ことな ど、 か 舉じ逞 ありません。 斯く本 蕾を 綴る 上に ち 力なる が 料を 蜡 供して 下さつ た 
諸 菊 じ、 衷心から 感謝の 意を 表しまず。 終りに 本 帶編裝 上 •知人の お 益なる 指導を 轉 ぅし •ま 
た 某氏の 原稿の 整理 訂正 等 じを 乂の絲 力を 惜 まれな かつた ことを 謝します。 かつまた 么 むじ 化 
がて、 本書が 社を じ 見 傑る まで じ 到りし 同情を みなの 窩證 と、 校 化 や 印刷に が 事せられ た 諸 巧 


じ裘心 敬意. を 表しまず。  - 

ぶ 

f 

I  .  一九二 一年 •サン クス。 ギゲ イング •デ J、 

か 米 合衆國 、カルフ ホん 二 r、、、 ハ ー クレ I にて 

根 岸 橘 S 那 


系剧 —— 生誕 地は 明治 二十 年 S 頃 第一 高等 中擧 巧の あつた 所 —— 遺傳 •經濟 、環境 
i 化雖 鼎が 棟 化き 質素の 家、 平民 的 諸 加 —— 英語の 辭 書が 十 冗 酌 —— 巧 己の 衝 
動で あるじしても •これが お まの プログラム —— 巧 匠 雷名の 乂 家、 認識 瑚辭の 化 
巧 —— 山の 飛  >  近 藤 重 造、 大鹽 平八郎 ！—  .女中 藩に 喪 蕾の 入りし お來 —— 風肅々 
兮易水 寒、 壯 ±  f 去復ス 還 —— 山伏 修臟 を—— 白雲 山 妙 義が嚴 も 詩 美の お 棚 
でんる 巧から 宗門 人 測 帳 —— 化擧 的に 飽和した 寺子屋の 師巧 —— 稻荷 あの 撰 
界 、本家と 新ち —— 先祖が お‘屋 から 線香 屋 へ。 

I  -  . 

祖父 辨 治の 中間 舉八ム と 草履取りの 日ち 丸 —— 檀那寺の 苦悄 —— 妻の おくわと 天 枚 
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な兩 、化 光の 脇差 —— 雅號の 曲 江 •詩 美の 鄕瞭 —— 江戶勤 •嫁替 へ —— 侮蔑の 眼を 
なて 掏 人を 見下した 帮擧 はを の 影を 潜めた —— 辨 治と 云 ふ 名は 智勇 辨 力の 化ぁ詞 
となる —— 千古を 隔て、 同じ 哀 おの 一 颤 II 家老 尾 崎な 記、 巧漢自 からが 漢を知 
る ！ 辨 治の 顔役 振り、 犬の 喧嘴 —— 火 坂 加が、 大鹽平 八 郎の亂 —— 先生の 生活 

の 苗床 - 先生の 論理的 明晰と 想像力 —— 辨 治の お 伽 嘶 •破 天 連の ホが —— 雙六 

君の 手 向 語り。 

三  . . . 

父 巧 治の 喫 想 的氣分 —— 立案を のモ觀 じか かれた 文化的 生活 —— 民 治は 綾上り じ 
地位の 梯子を 登って 行った —— 义勢 順應ま 叢. 聖 薪の 沈靜 —— 乂橋 流の 名 第 . 
常套 倫理の 先生 じ 仕上げた かも 知れない^ — 先生の 書 體と脫 をまで 持ち 續 けたる 
王陽荀 ^ず韓 信* 藤阳東 湖の S が 刀 —— 蕾を と 媛と 天錠羅 —— 先生の 慈母、 素 
性、 半農 半 商の 藍 菲廚賣 —— 政略結婚 とお 命結媳 —— 檢先 のか 名が 飛ぶ かも 知れ 
ぬ —— 先生の 誕生 >  ミ シァ 的が 巧^ ^1 天然 詩人 一 -水 天を のかし 子 0 
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0  ^  ^ . . 

先生の 藩歴 —— お 代巧擧 から 巧發 さわた 智識 I— 獨特 の遺傳 — 一種の 慨を崇 巧 

■ - 六 靡の 頃 •義 ±銘 々傅を 寫す - 猛烈の が 化 式、 一 寧 巧の が 究じ數 日を 費す 

とい ふ 勉强法 —— お茶 巧ち、 儲が の機轉 —— 常識と 品性の 陶冶 —— お倉 家の な 級 
政治家 I 千 葉 巧 作、 齋藤 彌九郞 、おが 帆 平の S お 柳 生 化 馬な とを 中 藩 ± の 
心理 ！ 藤の 東 湖と 化 久間象 山の 擊劍の 試合—- 莊子 逍遙 篇曰 —— 闕際 政局の •飲 

鑽が圃 家の 統一を 導く —— 武± 道のを 切り - お 本よ 義の 英語 - 繞 濟的觀 念の 

中編 —— 先生の 常識の 準備、 發肢の 諸 加 —— 先生の なじは 活 きた 政治 學。 

0  ® . . . . . 

先生の 元服 式、 靑 年期 じ 入る —— 常識の が 0 擧が 先生を 體の 象徴と なつて 居ろ - - 

悔軍傳 習 巧、 瞬刖 としては 今の 海軍 お擧 校と 同じ —— 靑 年期の 擧力 - 板 倉 家の 

標語 i 火ので， お子吳 すの 丘 ハ 法、 勝 お 舟 ^ 得意の 擧 科、 測景 、數磬 •ピ ー ク ー 
乂 がの 薄 —— 頭の 善い 學生 —— ァルハと ラメ ダ、 數 の宗敎 - 燒が航 お、 楠 巧の 


101 


68 


墓に 謁す  地氣の 推移、 {女 政の 大地震 - 樓 旧事 變と 先生の 挟した 備 前の 長 船 

-  のを 刀 - 英語の 隨 長、 佛 語の 幕府、 顧 語の 嗜お —— 安中 表へ 供奉 仰 かけらる 0 

M . . . 

上 州 人の 代表的 氣か —— 明治 九 年、 京都の 乃 國勸業 博覽會 I 靑 年期の 危機 •愤 
熱と 意志との 二 元 場 裡の闘 ひ I 先生の 眉間の 疵 I 爲 宵應閣 を、 娶妻應 江 西— 
—眞 の' 江戶兒 — ^ 鳴 呼 お 星 暢^ ^ 辨 治と 顔役 長を 川與八 —— 先生と ぶ ー ル —— エ 
マー ソンの 善齋じ 摸した 丸 巧 町の 先生の 書齋 I 先生の 儒 敎に對 ずる 寫等 批評 1 

—博言 、語 學か皮 岛然歸 結ず べき コスモ。 ホ リタ ンま義 — 第一の 傳道蒂 寶 _ 武 

勇から 义 舅へ —— 先生の 參禪。 

第 王 早. . . . 

歴史-を 讀 むの 難き 所 W — 义お流 じ 心の奥 じ 煙いて ゐる 先生 一流の 機銘 —— が 名 
巧 卜-露 富 骨 草 頭 霜  創造の ホ 法 じ化賴 して 遙 かじ 蔚い 資格に がての ものを 隻旦ホ 


1A1 
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せんとず 巧き 時代の 推移 —— 元 治 元年 一二 巧. 十 S 日、 江戶鹿 島ぶ — 軍艦 お寶か 一 
1 光生の 心意の 働きと 巧 爲の向 ふ 所を 規律と して ゐる 思想、 ち 田 松 陰の 失脚 — 1 

反 新 島 空氣^ - 機關 均等の 政策 - 飯阳 巧の 閱瞻 、脱藩 助成を  S 人證 れば义 

蝶の 智藏 —— 高 島 秋 帆を 訪問す —— な戶灣 ょゎ 沛餐 じ. さぅ して 箱 館へ。 

第 八 章 . 

新 島 家の 定紋、 旗印と して 世と 戦つ た 武器 —— 馨 役の 役得 •を 蕾 じ 目を 晒す 一 . 
ゼス ィットの をが 民 治の 心眼 じ 映ず —— 先生 箱 館 じ 到 著ず — 奉 巧 所の 满 軍部 1 
I 英語が 筋肉と なり 頭腦 となろ —— 义 公望 じ 逢 ふ —— 結束せ る S 篮 —— ニコラィ 
敎師 — 英人ボ ー タ ー の 番頭 福 ホ 宇么ち お — ^4 口理 のな 脫國 の處置  懷 たる 乘 
船の 化 劈 —— 新 烏 式 氣壓の 公式 —— 福 ± おと 著者との 問答 — 福 ± おの 家庭。 

第 九. 葦 . 

武± のが ひ 立 町の 山 紅葉 —— 生命を 一瞬 每じ 縮め 巧く 福 -H お - 記憶すべき 元 治 
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元年 六月 十六 日の 孩 i 悲歌慷慨 壯± の 別離 詩的 餘韻 ぁる 乘船 —— 福 十： おの 
.義俠 —— 先生の 復活、 或る 意味 じがて 死を 超越した^ ^ 史績 となつ た 先生 脱走の 
場所. 先生 自身の 物語つた 乘瓣の 光景 —— 船長た ボリー の 武± 道 的 文 善 —— 封 
建 社 貪の 習俗の 偏見 —I 福 十； 君の 官能的 恐 俯 ^ 上海までの 航海 中の 景物 _ ふ 
る さとの 母の 心の 歌 — 平穩 だつた 日本 お —— 木 巧神祉 の參拜 —— 脫 走の 理 巧。 

^  . . . 

斷 髮の辭 .支那 楊 半 江 口 じがて 一 -心眷 々として 故 國を恕 ふ —— 一難 去りて 一難 
また ホる - リィ ルド •ロバ ー 號の 船長 - クリス チヤン •ホ ー ム - ヒ巧 四日 一 . 

— 先生の 戰 圖 準備、 香雖 中心の 八 ヶ巧問 —— 赤道の 航海、 海洋の な濤 —— 柬漂西 
泡の 生涯 —— リンコ ルンの 横死を 銷く —— 航海 中の 雜感 —— 新 島 家の 張子 房、 廢 

媳屈 - 家鄉の 人々 の 痛ましい 其の 日^ - 飯阳 君の 然諾と な 倩 —— お 辟 後の 

新 鳥 家、 家祿 奉還 —— 養子 公義 おと 天ネ 抓の 雙六 君。 

^4" 一^^ . . . . . . . . 


2 が 
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海上の 凹 ヶ月、 ボストン 利 著 •斷煙 —— 义鹽 トー 隧の 第一 印簇 —1 才！ ルド •コ ーナ 

1 の審籍 巧、 ロビンソン® クル — ソ — — — ロング フエ ロ  — の莊 ちを 訪ふ - 一一- Hil 

蔬の森 公攸^ — ^ 恩人 ハ ー デ ー 巧^^^ — ^ 化生の フレッシュ、 イング リシ ュ - フ イリ 

ッ プス學 院入擧 —— リップ ヴァン •ゥ 井ン クル —— ァンド ヴァー じがけ る 敬 度の 
半： 活 1—— ヒン ドン 夫妻 —— 昔日の 禍 長との 化來 —— ァンド ヴァー 時代の 先 牛； のク 
レ デ ツトり 

第 十二 章 . . . . . . . 

ァン フォー スト 乂舉畔 代— 新 意義 じがての 岡 家ぶ 義 I 闕家 のが 化を 强調 する 
必須科目 —— 肖 巧と 解放との 發展 V 自阳黨 系の 色彩 —— 村 志 社の ぶ義 綱領と ァン 

フォ ー スト 大學 - シ ー リ I 君の 閲歴’.^ - ァン フォ ー スト か 身の 副乂 統領 ク ー リ 

ッデ 巧の 热說 - 先生の 洗禮 、ボストンの 日幡 - バ チェラ ー •ォブ •サイエンス 

. — 船長 テ I ラ ー の 死 を悼む —— お倉 大使と 矫見 —— 化生の 調杳じ 山ったり 木の 
敎巧 制度 •修身と 理科 —— 歐洲 漫遊 ！| ドイッの クリスマス。  ' 
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廢 藩置縣 —— 新 文化の 速設 —— 先生を 囘 願ず^ — 先生のを 正ぶ 國 す： 義 —— 僕の寫 
貴 像 一個 呈 — ゴル ドン 巧と フルベッキ 氏の 傳道 —— 明治 七 年 十 口 ご 二十日、 桑 
灌化 帆、 歸國 の途じ 就く —— 初めてを 中で 說敎ず —— 先生の 愛が 書 —— 同志 社と 
が闕 寺、 大巧 靑赞お —— 故鄕じ 飾る 錦は 箱の 中 —— {女中 じ歸 省、 兩親じ 而會の 光 
景 —— 先生の 門前 巧を なず。 

第 叶 四 章 . 

安中の 滯巧 S 週間 —— 耶蘇 敎 退治 —— 先生の 禪擧 水利の 視蔡と 磯 あの 採集— 
I 先生の 上京 —— が 藤博义 君と 同伴、 乂巧造 術 巧を 化る —I 伊藤 君の 示唆 じょつ 
て 關西じ 同志 社の 地を 利ず^ ^ を 都の 巧國勸 業博覽 が、 山 本覺馬 おと 州識る . 
山陽 詩集を 織く —— 同志 社談 立の 始未 蕾、 ぶ 葬 綱領 —— 結論。 

附  錄 . 

八重-子 夫人の ものした 先生の 賊ホ 日誌 —— 新 島 家の 發祥 地た ろ鄉が 村の 鄉王 誌。 
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ス ニ* *  fr  い.；-、：—， ：•  Jt  r  :  t  at  け ミし 5  ぅホ 。 .^んいミとら.^.*^ 

〔備 ず〕 中島 巿あ 衛^け 寶脖半 問、 上 ホから 上 祁雖水 郡鄕掠 おじ 出蓉 。養子 巧 おがは 上 ホの 浪 A 


腕に 齡一 恥あリ 、一! 糾 。帥と むる。 巧 五郎は 線香 屋 となる。 -H 地に ては 今でも 絲巧屋 とげ 稱す (ち 
野屋號〇  (を乂郞は第が^^!1、 現に稚お郁原ホ町に居性す〇 ま野屋と號す。 义ムハは絕家。 菩化 
所は 郷原 がの I す l^c 祭 派は 新義 眞言 芦ぃ にして、 閒 基は 應み 六が 己 外 十 パ。 巧 神は 誠 試 神社 

が 5 ょら むらを 午/ごいく ぶ  .1, てみ なた* ゥ のみこ ミ  ふたに しら 

鄕原 がな 聽暂潍 にか リ 。祭神は 藝御あ 刀な、 都 美齒八 お乂ま 神の 二が。 

I 

驚は お繫 f け 繁繼 がで、 な戶 屋敷で 難數 された のです。 をの 藩邸と 云 ふは 神 田 一 
橋 外で、 明治 二 + 年の 頃、 高等 中擧 巧の あつた 所で、 後ち じ 外 题語擧 校が 建てら む 支した。 
撇 がの 齡 K 歡の 所な どは 板 倉 藩邱の 跡です。 藩邸の 前には 信 州 顧 山 二 萬 おの 本 多の 屋敕 がめ 〇、 
がが の 隣 〇 は 柳 原と 一な M 躬が 平の 辟# が. めり ました- 

® 卽繼瓣 の 地積は 約 四千 坪で あ 〇 ましたから、 重役の 人々 が 濁 立の 家屋 じ 化むな で、 をの 外 
の 格では が も 齡 じがんだ も S でず。 一軒 前が 六疊一 商じ臺 巧と、 をれ じ應 じた こ 階が あつた 
わけで、 今 H なほが が屬 則の & お 辟 腎 か ミ 區邊 りじは が おして、 奇異な 恣覺 的な おと 色と を 淡 
い 夢の やぅに 投げて 居りまず 0 


ブ 


か 牛！ の化發 點が乂 厦窩樓 でな く、 嫩 齡き齡 5k の 家であつた ことは、 何となく 獻 測から 平 おり 

へん  しろ  •  - V  I 

を 象徴して 居ります 。化は この 邊を义 へん 而 白い， こ 思 ひまず。 若し 獻 新した 化 置の、 でみ つた 
ならば、 夕か心 邵狀 態も異 るで せう し、 世 和を^ る 上 じも變 つて 义る でせ うが、 先生の 如きは 
帮 論の ある 所は 十 かこれ を觀 州し、 不を理 の 所は 飽くまで もを 船 しなぃと 立 ふ 新が が、 おの づ 
ろ-心 起 〇 あいのは 當然の 事であります。 日常の 生 巧に がても、 その 思 化 心 二 がても.^ い' 台め る 
も 化を 持つ て 居り、 また 自 巧に. 働かな けむ ばなら なくさ'^ て 居た 私は、 神の 斯知 であつ たと を 

え、 つらん  S  じ  5 をぶな  ミ tv 夕 つ？ つ-心 

ひまず キリスト じしても をの 搖 鶴の 記事は 馬禪 じょつ て 姑 まつて 居り、 日 木の 腐戶も Sj すな ど 
も 切 后が说 宵のと ころへ 巧 かれた 時、 お 化む じな つたから をのが をつ けらむ たと かずこと です 0 
いづれ じしても ナショナル'  リー ダー として 則會じ 立つ 人は、 炒^ 搔理 にかる のが 觀 "做の やう 
であります。 さりと て 今 も 昔 もまる で 舍：錢 と 云 ふ 事 じ 緣が缺 けて ゐ ては'  擧閒 の修齡 j •心 どは 化 
ホる ものでは わりません。 元龜乂 ぶの 頃で さへ、 町 藝の齡 の觀^ をを が 領± に 人 わて お杂 のぶ 
かじか 要な が 源を 供給せ しめ、， 罔 己の 强乂 と私齡 とじ 資せし めんと ぃふが 將ム嫩 が、 が。 をの 巧 

A  ん  •  7  .y  ぶ  * 

雄を して ザ駭の 地を 学は しめた 譯 です。 主 かた 乂 間が 乂圾を 見なて たの も、 日本の 齊觀 とし 一し 薦 


tj 


積した 一齡 の がな もの じ 驚して、 これらを が 治 上の 目の じ 供用して、 天下の 政治と 巧 業の 權^ 
とを 握らう とした 所 輪で あつたの でず 人間 開 發の 原則 ハは どうして〜、 經濟と 離れる わけ じ參り 
ません。 

於 償の 齡 殿が 競 お iS 數 せられ、 また おら ゆる 欲求を 總 をし 統一して、 後の 意 巧と 償 値と 
を與 へた 强烈だ 信‘！： も。 齡无 中れば、 第一、 家庭 じ 加當お 錢の餘 がの あつた 所から •撥 潮た る 
盧氣 とみ 心と が 起り、 隨 つて 個^ じ 醒めた ので あつて、 次第 じ 人道の が 化み- 强 調し •而 して 斬 
しい 教卽 心が 煎躬 し、 新しい 人生 觀が 接頭して ぶたので ず。 第二、 先生の 遺 傅が 良かつた 矿 で、 
前 かも この 先天的な 不動 的な が 巧が、 感倘的 じ も 心理的 じ も 强い自 倍を 惹き 起さし め、 親の 赔 
んだ 道ょりも 乂 きく 影趴 でなければ ならぬ と 云 ふ 理想 じ 目 ざめ、 一廣 •をの 巧を を瘋充 したの 
.であります。 第 S、 も 己の 巧圍 の 境遇、 即ち 教 境が 非常 じ 都 4  口が ょかつた 事、 謂は' 兰兒ず 
揃つ てゐ たので ずから、 をの 運命を 十 かじ 開がず る ことが 化 ホた ので ありまず。 

さて、 ル 祿の新 島 家 じ •どうして お 鏡の 融通 か 利いた かと 云 ふじ、 先生の 祖父 辨治 とを ふが 
俠 を^で、 ルが： の社會 からは 板 倉の 親方と ち はれた 人で、 人足の 化 人れ や 周旋な どの コン ミブ 


シ ョンで 大分 經濟 上‘ 都合が よかつた のです。 一 體-家 巧の なぃ 所では 觀獻バ が あるに し 

けん ぢ をい* ッミ  くうさよ 

て も 厳重 じ 触が せらむ •空 虛な特 權を樂 しむな 外に 何等の 動きが‘ がむ ません けむ ども、 新な 家 
のみうな 新興 S 家では* 別個の 倫理的 動 四から 生を を 振 與し船 I 脱せし むん-事 がが ホます J さう 

ふくく わつ  'よな 

してを n. が 復活への 途で みると 信じた な 上、 をく. 目 己の 衝挪 でみ ぶじしても、 こむ か 必至の プ 
。'.クラムで あると 云. ふ 窓氣を もつ て、 步 j 步ぶ 案を のお臟 W まま じを のが 解を 樂き 上け ます。 

じ ゆん わブ 

丑つ ■之を 社を の センチ メ I トル じ 順が さして 巧く ことが が來 まず。 かう した 举 はがが の 巧 動 雌 
取を がむ やう じなり、 或 ひは じつと して 居られな いがが がた された わけです。 一例を 舉 ぐれで、 

ころぐ わい こくご  づん： っ 

をの 瞄 ハー 外闕 語を 研究す るな どと 云へ ば 異端を 扱 ひに された じ 係らず、 英 詔の^ 魁^が 十五 酌、 ク 

くわん クム  るた 

のをす に横算 すむ ば乂咯 4 -倍化 じも當 るで せう が、 先生の ために 買 はれた さう ですから、 先 化 
の賊感參約的の化根と鹏觀して、 勢藤齡|;^の辦觀のあつた事がゎかりまず。 併し>  可さま當畔 

そ ふ  V んち  7， 

雙證 G 給料 か 五 兩 二を 二人 扶持、 父 民 治が 五兩 二人 か 持で ありました から •二人の 年給を 

ろ 

をつ く  〇 充てても まだ 五兩 ばかり 不足す るので、 娜挪片 じ 事 實を具 かして •をの 十 瓦’ 酌を 拜借 
したとの 二と でず。 ミは 蔡豎 老人から 莲 の 父の 辭 として 聞いた ことで あり 妻。 


如何に 鱗齡が li 餘熙が あつても、 境遇が 許さた ければ 巧 心の 機緣じ 職れ る 事は 巧ぶ ません 


〇 


ぅへ  .やん かい  し だ ミけ いぶつ  いに くらい V。. かみ^つ を*- らかん； こ ミ 

幸 ひじ も、 名君が 上 にがつて、 ホ 牛； を拚 導な 数いた さわ ネぃ した。 即ち 板 倉が 豫许勝 明 ザ 邮么と 


い】 や'- •ミ、 っ りん， ゾ  て、 っ 之つ 

申ず ぶです。 さすがは あお、 常套 の 倫理を 超越して'  懦卡敎 


V 


ご 


べん 


一とい ふ患氣 をみ で 先 おを 鞭 


ゴ J  し 「よしたぅ らいめい 

勝いた しました。 さて H 人 板 倉 公に 伺候す る 人々 は、 何れも お肢 雷名の 乂家 でありました。 卽 


しの 


ち蘭學 の睡辭 同じく が s‘  i おで 逢戶 じがて は一繫 、赛懸 、藝 .磁斬 じて は犧 

廳 、編 &、 麵 等で ぁ— した。 また 髓繫を し •耗 難、 熙繁ぉ き、 髮庶 

がを 驚 革し、 が繫 を那隆 いたしました。 黏の 所持して ゐる 印章の 中 じ'  君 公から 山の 巧 じ下賦 

された のは 「脂 體變緊 >  齡 鑑繫 r にして、 臟紧 のは >「號 繫 k」 でぁ— した。 


く/* レん ミミ  ち  -:,M' け I  -r  こ； 

かぅ いふ 風 じ >  栽 巧 時に 逢。 諫殻筵 じ 鳴る とちつ た义 王の 治を 實 蝶して 居りました。 が 島先过 


じつ ホん 


ミミげ； 


ま i さつ 


らミ； ず  .，，さい*、  しご ミぶ い ^  9 

はこの 際 お茶が 小：、 即も今 H の 諸ち 省の 給 かがで •，おお 杯辦の 問に 巧旋し •を 迎に化 殺さ 夕 


自 II が， 北じ按 する の 機を •か 多く、 時 じは 雄 辯を 削き  >  時 じけ 藝 術の 氣 かに 身心を 游 離さす こと 
"みつたの です」 


、ん 


ホい ごぶ リ 


蕾  凝  歌 s 十六 韻が 像棠上 


乂 山！！ 齋 


で 纯蕾鄉 翁、 
向想渝 お碟、 
道 驻濟化 業、 
壯 志が 雲- M、 
熱な 蚊祀 俗、 
溫 温若个 質、 
覺鬧 一二 願辦、 
譜擧移 ホ 風、 
十 年勸お 化、 
歳 餘满化 臥、 
練靡盡 精力、 
花 烏辄春 夏、 


置么東 湖東、 
秘 化沈需 江、 
文章 ス尙 を‘ 
廚氣壓 I 山條、 
下視 衆愚 嘗、 
洋洋 王 都風、 
遇 一代 文宗、 
潤澤 及が 棄、 
廿年お 成 巧、 
掛冠 易が を、 
义雕 がぶ 渡、 
巧 雪が 秋み、 


磊落 殆殊 衆、 
至 寶が時 見、 
經史收 方寸、 
不擧敵 一人 > 
肖睫不 得辨、 
交 聘于腎 良、 
經義博 且乂、 
せ 哉 上が 華、 
屈伸 如 八 媛、 
か 成 名 已遂、 
豪膽躺 米衰、 
朔歇阿 時 歎、 


豪 俠孰得 同 > 
志 十； 英一 逢、 
善 言服膊 胸、 
願が 天下 嫌、 
な W 獨自 隙、 
賓 事が 侯を、 
詞霉曲 ホエ、 
下 お 謙 其 化、 
を 癖 一 牛‘ 終、 
巧 替讀蕾 窓、 
稍覺 顯 を 窮、 
夕齡 一一 录潑 


十五 志が 道、 
晚 成磯乂 器、 
乾 乾：：： 勉彈、 
見 間げ 物說’ 
禪ホ辭 擲闕、 
業隨 U 巧 盛、 
奉 命司敎 操、 
城 お义城 化、 
が 寅 六十 一、 
佛 眼鄰魯 淵、 
解 薄膚受 輩、 
胺 無萬髮 巧、 


を 游藝關 中、 
天爵が 鄙が • 
がを 早晚 通、 
一一 瞒病 暢蟲、 
發愤游 上 邦、 
人知 道 擧崇、 
晩從侍 后な、 
讀書聲 常充、 
蔡 疾巧發 癒、 
漱口漉 お識、 
懲德巧 誰 該> 
心 黃自黨 化。 


s ホ 道廣】 無知‘ 腦 裏を 麻を な 磯、 巧が 從ホ 夢. 中萝 、歡 憂苦 樂自隨 • 

世は 太平 無事の 時 じ も.- 君 公を 圍難 ずるを 氣の中 じは 西洋の 祁載 ゃ驴擊 の^ 觀 すべての 知 W 
半： 巧に、 體 達と 人格 主 貫 おとを ぶじ 供給すべき 難 14" のが 界が 、さながら 繁讓の 奥 
として 繞驗 される やぅ じなりました。 當時お 側の 儒者 疏 P 廉鄭 か、 一道 擧先 牛； であつ たと おひ 

を  • ， 

き や、 嘗際 政治家で あり、 世界の 大勢 じ 通じて 居た ことは 事贊 であります 。脈して 觀齡 がた る 
第一 脊巧 にがて 必要なる 斬擧み 君を じ 吹きを みました。 の 論 巧 肖 身と しても 冗た 蘭 書を 缉ドた 
ことは、 巧の 詩 じよつ て 承知され ます 0 

和戦 紛紛 孰 是非、 且看 人事 與乂 時、 群： 鄉議 議雖义 蕾、 常路ち ホを 不 お、 

おを 今 ホ 異化 俗、 冬 裘夏葛 お 化 一口、 蕾窓亢 々緩 蠻籍 、な 使 吾曹中 巧悲。 

かぅ した {み 氣は進 ホと 發達 とを 生命と する 先 化 じ】 曆 奔放の 氣 戴を あを り、 命を 辟-けても 
攀の得 喪を のて 窮極の 成 脱の 峭 ろろ 所と ずろ 送に 思む を 寄せさせました J 


賴 


いづれ の 化で も歴 お， じ 聰明 おの 獨 巧で あぃ •{千 化は 聰明を の舞臺 であります。 結が、 思恕义 
ホる がが 斷じ てが 化の 帝な にぶつ ので あ 〇 ぇす/端 島闕私 ヘム や、 む津 -s 敝 公、 i% 娜 組ろ 加 
州の 前 巧を など、 請 侯 W 牛で を 執つ てゐた 人々 は、 がに 西洋の 义 化を 现 解して おつた のです。 
なじ 熱心に 巧擧 S 研究を 獎勵 し、 造船所を 脚 ハし •或 ひは 軍が を郝 ，究 ずるな ど、 をく 文化の 施設 
を 致しました。 また 玉 政 維新の 乂 業を 成就した 雲上の ぶ々 じが かれても、 がじ义 化-し 抑 解と 巧 
鳴の 化つ たことは 疑 ひみ 〇 ません。 を 中 藩は 新たに 抱へ た 儒を •山 旧 飛 じよつ て莉お 想の 脈絡 
がっきぇした。 この人は延滕軍辦と辦夕あり、 ！^藤巧は即ち||府娘|^邮お斬の長で、 が齡私^^ 

らミ  ぢ よ，'! ゆ  よくら、 •  ミし よ 

郞 をを の朋手 としてみ たとの 事であります。 なが、 長 崎 じ舶谦 した 鬧 蕾は 一 证 をの 文 席に 傅を 

させ、 化 巧で 近 藤 や. 入 鹽の檢 閱を經 て、 をの 治 おじげ# の ものは をく 始き棄 てた L ‘立 ふこと で 

す。 この 際 •漢譯 の 聖書が 荷 詰めと なつて 來だ〜 ぶ ださぅ で、 これが 冀騰 等の 關巧 がる 人々 じ 

は 何時と なくみ 與 さわた もので C り 主 6 す。 斯 くして 早く かも 聖黃 がを 中 藩には 這 入つ たので あ 
〇 ま*^ 夕〇 

翻つ て 近 藤 雲おを 見る と、 眼を 西洋の 新黨じ 晒ず のでげ 辞を 透 {載し、 幕府の 政治が 旣じ 如 


-ク — ^ 


の 色を 浮べて を o>  外交が 曖巧 であつ たので、 自ら 棒 太 じ 口 本の 闕 旗を 楠て >  占領の 正式 手錢 
を執一行したのであ‘リます。 かぅした|^慨は巧ぶじは深く|1^11^;^れながらも、 彼の齡が巧動じは 
强い巧 感を與 へ、 終 ひじ 政敵 じ听 化されました。 山の 先生 も エトロ フ までが 盼誰 しました。 

惠 吐呂府 S 十六 詠 之 一  山 田  韻 
神 洲础盡 化 天涯、 望 搂魯西 氷海 滕> 

秋風 每導 春風 到、 セ 巧 巧 初釋發 花。 

斯 かる 進步的 悲壯 蚀を帶 びた 人々 の 活動 じ 培 はれて、 開闕進 おの 楷 光が 見ぇ 姑め ました。 お 
が 所持して 居ろ 物の 中 じ •大籍 平八郞 の 巧 藤 重 造 じ 宛てた 善 而があ 〇 ます。 これは 山 W 先 牛： か 
ら蕉前 ハされ たもので ず。 これらの 消息は 安中 藩と 新 思想家と のな ホを 語る ものと をら むまず。 
先 牛： が觀 奮を 荒ぶ たせ、 を 心 じ も 刑罰を 科ず ると 云 ふ 時代 じ、 贈柯が 「風 患 パが が 水 寒 
一 ま復不 還」 と 云つ た 幻影を 趁 ぅて 進んだ の も、 彼等 じょつ て 暗示を 受けた ので ありまず。 

先生は 廿 雨な の 意圖を 誌と して それに 順應 した 畔を 張り、 形勢を 按じて ホ武を 進めました 
をの 裏面 じは たと ひ'  策 韓が藏 めら れて あつた じしても、 が處 Lj 化か 一流の 巧算 S 精確と か 勝 


一-が 


の si 齡が樹 てらわて ありました。 かの 勝 まが 首尾よく 成就した の も 結局、 遂鹿戰 じがつ て 出よ 
うとぃ ふが 齡 II 龄の 新人 物が、 常に おな を圍繞 して おつた-券 閨 氣の闕 がから、 自然 じ 鍛練され 
て、 一種の 巧ぇ た 腕を 禪 うたので ありまず。 

< わん ミなら は t さじ かくら ぶ ミな 4 べしつ をを め ミら U こ 弓を いを め ミるべし 

爲 官應閣 をを 妻應江 西。 

又 

だん じし  ^ わんす これこう めいいつ 卞 。のこ. っくん  t たじ 夕 、っ々 り 

巧 お 志願 是 かを 一 醉紅裙 ホ 有情。 

占 i ホい す よさし うのろ ザ ふ ミ ぼくよ くく わけつ を。 や、 っした^-へいを だ- <* ず 

余 愛 巧 州な 杜が龍 評な 巧 义談丘 ハ。 

かう ぃふ 風の 趨勢です から、 先生 じ 又 他の 一雨の あつた ことが 明かで ず。 成る 程 •先生は が 
巧の 歌舞で あれ、 が 達で みれ、 隨か人 氣の舞 囊を華 かじ 引き サ！ てて ゐ たので ず J さう して 墙か 
じ替氣 礫の 一丽が ありました。 結局、 複雜 なる 心の 争： 性格を 統一して 農 而目じ 厳格 じな つたの 
も、 實 はかう した 本能の 忌 傅な き 解剖から 巧嘗 してきた ので あつて、 あして 自已 3 生活が 化 致 
であろ やを やと 云 ふ 問題 じ 逢 著した 時が、 別人の やうに なつた 時分で、 そこから 生活を 本質的 
じ哈 巧ず ろ やう じな つたので あります。 
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おが 先生を 觀て をの 過去の か ホ 事に 最も 多く 興味を 藏夕 るのは •過去は ホが じ對 する 則最幾 
であるから でず。 さぅ し； し 先生の、 心理の 誤 細 お說 くじが つて、 一 曆觀臀 に、 一層 端的 じ、 先生 
の 先祖の 人 分が おの 眼の 前 じ 密雲の やぅ じ 凝り 集つ てがるのを 瘋 じまず。 か峡峨 嘶の 子に が， 於 
の 親が あり、 英雄の モじ 豚兒が 生れるな どは •惟) つの 跋臟じ 過 ざず して、 實は 驚くべき^^!^ 
がか。 まれて をる のであります。 隨 つてを の 肥 紙の 思豁巧 || の 跡を 黏檢 ずれば •據 つてが ろ 先生 
のを 彩が 目睹 されます。 

巧 烏 先生の 祖先は、 確かに 優越の 質を 蕴んで ゐた入 じが 違ありません、 >  併し' 你 齡の產 でる つ 
た 力 料が 致しません が、 寶曆年 問郎ち 八代临 軍の 頃、 上ぶ からが 做 載を おつて、 終 ひこと 州 お 

り や ミぶ ム  ' •  ».  み、、 

中雖の おかなる 鄉瞬村 じ 十； 若した 神朽 であ ^ ます。 帯 蒸した を熙を でて 化. L. ょ、 

を 永 四 未 お 巧 

天 夏 雲 道 香 
-  宽政八 巧 辰 セ 巧 二十日 

秋 月 道 巧 法 ±  i  .  '  . 
千代 宮媪神 子な 
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と あり、 is が" i のとは 耻ハ つて 居ります 。をむ ざれに 憑つ て繫 がる 所の ものを をる と •先 神の 人 
人が すべて Si 戦^で なかつ たこと が 承知され まず。 我の 同鄕 なる 上 杉 神を じ 尋ねました .b.、 修 
驗を であると 答へ ました。 條麟 がとは 川 伏で、 ぶ 都の 聖護院 のをから 許 巧を 受ける もの ださぅ 
でず。 抑 もこの が 邸の が 辕が夏 雲 道 香は 暗示 じ寓ん だ 言葉で •天 影 じして 雲の 逍香 るの 意で あ 
ります。 單 語じ賦 せら わた 意義は 色々 じ僻禪 されます が、 實 際に 或る 命題を 構成ず る ものと す 
む ば、 を S 磬齡が 白雲 山 妙 難と 指呼の 裡じ舶 如して 居を 所から、 最 がの 冠冀を 飾る 麗誌 とした 
のか、 或 ひは" IT おした のがな 巧で あり、 而 かも おが &の妙 驚が 最も 詩 美の が W である 所 か， ぃ慨 

) ; を' 

を 的に 職!! したの か、 或 ひは また、 術 が ボ賞理 を 追求ず る 想念が 無限 じ 託 盛た 夏の 雲の 
如く あつたの じ應 じたの か、 いづれ じしても 觀那徹 尾 •彼の 胸奥 じ 描いて ゐた 生々 した 肅阔で 
.あ 〇 まず。 

さて、 鄉 原け じ II がいてから、 挑を 中島と が軟 り、 二】 一一 化 此處で 過ごしました。 墓は 鄉原村 
の壽昌 寺じ屬 した 地 じあります。 文化 s.ks 巧、 新 島 先生の 先. 祖が 調印 致しました 「宗門 人別 
な 帳」 と 云 ふの が ありまず が、 齡一義 戮に對 ずる 藩 政の 一斑を 知る ことが が ホます から、 おじ 
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記載いた します 


〇 


起 誓文 禮が 五十 お 人 謗呂寺 

一、 從御 公儀： が 仰 巧 候 御制禁 、井寺々 ょり 之條 目么彌 、可 相が 么 旨泰裝 候。 も 百姓 小を 之 
上 じ 印形 掠 かか、 前々 人別 帳而 印が 仕上 候 通、 拙齡躬 •直が じ 而御坐 候。 を 脇ょり が 支 丹氣門 
とかを 御座 候は ご、 何 ザ 迄 も 龍 巧 急 度 巧 巾 か 事。. 

】、 前々 跋仰渡 候 通、 浪人 一切 袍置 中間 敷 候。 不都合 之 お 御座 候は ご、 御 役所 中 遣 御 輪亂な 
第 可 化 事、、 

み 么趣擊 袖が 可 中 候。 の 巧 おなげ。 

海 化 左. 次 馬 段 
較巧 傅^^ 絲門殿 
小が 巧郎殿 

ホは 倍が とが 家と 連帶に r- 郡 お 巧に 屈け 化で たもので あ 〇 ます。 また 懷 家から 寺へ 差し。 し 
た 誓义は ホの 如くで ありまず、 


.〇 


14、 


一、 望 丹 宗門は kMI じが、 年々 冀賢人 組中閒 として 證斷哈 建候處 •畫蜜 無 

御座 候。 宗門 么倏 を、 帳丽 巧お么 通じ 御座 候 事。  . 

一、、 m が ggM とお 霸 覆。 寞持變 是蔡蜜 御座 候は ご、 華 御 本 爲申禹 く 候。 

t ハ通不 仕組が 齡 斬 僻 H ご  >  で 人 組を 不 なか k.、 圧屋 組頭 巧 急 度 御 處か巧 被 仰 化 候 化 ^ 

さて 郁 ぉがに お猜 してから、 代々 寺 平屋を 開き、 がの 子供 等の'^* 習 ひの 師阮を 致し •仍ら 生 
葉 どを 敎へ てを 〇 麦した。 明 遠 品 年の 琴 化は 齡 君を 霞 巧に 誠ね ました。 巧は 新 島 
家 のらぶ 筆 当人で み— ず。 曼 がで 董奚 驚® y— 跡 遠 お f どを 拜 
をし 支した。 賢鸦 の 產で ずから、 多 ま—. 蒙つ たと 見ぇ、 擊し覺 も— の 人とは 違 
つて、 鮮 II デリ ヶ！ 卜の觀 賞 力が あ— した。 輸妒累 話に •或る時 師匠が 樂丫の 一人に、 備 
氷川藉 のか ま じ-わき •が軟 の 水を 化み ホれ と 命じた ところ、 季の巧 妾ぅ 同じ 水^ 
違 ひが ある もの かと、 つ ひ 甲の ま 持ち 返つ た。^ おじ 管 一と 飮 みして これは ぃかぬ、 
k が 巧つ 下 居 6 と 云つ たさぅ でず。 二れ らは廳 な 誤と 靈も 含まれて 居る ので、 護な. 

一し 夕 か く  一  、八し さ  - 

I 聲賊な 遣り かでは あぃません。 がが すろ じ、 事實 は事實 として 的 旅 じを わを 諮識 ずろ とが じ 


— — 


•  い.* ミミく  けっ V ん  >3 「せ、 

S お 等の 道德じ 缺恰口 含まむ たこと を、 親切 じ 匿 北 じたので あらぅ と 思 ひます。 彼等の 歡 載な^ だ 
り ホが、 いは ば 潜然物 it 的に 混合され てみ た 時に、 帥睛 のかは 化 罵 じ 融和して ゐ たと 化 苗 
きで ありまず。 

ホん を  ィ 

また 先祖が 新を を かした とい ふを 地の 跡を 見ました が、 本 裝新も いづれ も等而 積で、 「文政」 

I '  I  、 W んリ  か ぅ い 

と 勃した 群 荷 おで 境界を つけて ありました。 私の 鄉 里の 慣習と しては、 通 列 木 家 六 か 新を 4 か 
の窗を ひでみる のじ •この {みの 平等 じか けられて あるな ど、!^ じ デモ タ ラシ— の 精 裂 見 わて 
ゐま ず。 さて 新 烏 先篆 祖父 辨 治と いふ 人が を 小 藩 じ 巧 かけた 後は、 叢が に 家を 繼 がせ、. が屋 
み 業と してを ゎました が、 離 新 前後から §11# に 業を 待へ ました 0 


が一 


♦ 
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第二 章 


新 島 先生の 祖父 辨治 とち ふ 人は、 身の 丈 五と ご 二寸の 典で、 おへ どつ しりと した、^ の 鉛。 
口の 引緊 まつた、 標悼 化の ザ だつ たさう でず。 をの 威力の 緊張 さ加减 が、 おじは ほの 前 じ辭び 
お てゐ まず。 元 ホが 活潑 な氣 象の 人でした から、 先代の 糟粧を 嘗めて、 がの-お 衆と をり を 合は 
ず やうな 譯 じは 到底 參 りません。 ひとつ 技俩 一が のを 席を がつ てえ たいと 云 ふ 一が じ歷ら わて 
鄕原 巧を-飛び 化し、， 巧 中 屋敷 じ 仲間 奉公 じ參 つたので ず。 をの 巧き ホが また 餘秋 惊觀に 谱んだ 

か* r* 去ん  し， L き 

一種のを 時です。 水 姓 中島を 新 島と 新しい 看板に 巧 直して、 先づ 新規の 家を でて ると いふか 組 
みは、 义 間が 羽柴と いふ 巧 字を 手製した のじ 似通つ て、 仲 問 時代の 草媳 取りの 口ち 丸を ぶ ひ 山 
さ ごるな 得ません。 かう した 淸 新な 意氣で をの 方の 巧 息を 急ぎ、 從 つて 創造 能 •斬の 斬^を 發禪 
ずるた めじ、 また 生の 經濟の 最大が 则を 遂行す るた めじ 切 賞 じ 意識した 進 潮は、 一 禮の船 斬 嘶 
を 命の 豫 媛を おず る 個性の 新邱 おを 喚起した ものです から、 常時と しては 社會 から 手酷い!^^ 


ホ擊を 受けた ので ありまず。 また 一 か：^ は 祖先 繼 承の 鄉 止を 終て るので みるから、 槪^ おから 
も 苦慌が おました。 をれ じ も 係らず‘ 辦 治が 非常な み 心を なて 艦が したと 云 ふことは 、こ；：^‘ が 
腐が 的遺傳 となつ て 先生の 特殊な 化 液を 染め、 雄 魂毅魄 が胸齡 li 賦辦 して ホた わけで、 邸ぶ 地 
上の 一點じ 立つ 自由と、 地上のを 點に 移住ず る自 もとを 有ず る ものである* との 齡 がを 得た の 
であります 0 

さて、 中心 孝 や 愛 國を鄕 王と か 旧 園と かじ 局限して 考 へた 時代 じは、 をの じ、 たと へ ホ 間 
から 辨 治は 一種の 錯覺を 持つ 人の やう じ 取 あつかわれ たれ ども、 服 松 •が緻 なく 鄉 里を!^ て \ 
r 人」 とい ふ 言葉は 絕 體の徵 象で あるとまで 感じた 行き ホは、 辨治 自身の!^ 黯術辦 一では ありな が 
らも •また 一 動機と しては をの 背景 じ 妻の おくわと ち ふ  一 S 紅が 驟れて 居つ た 事を、 

どうして 

も看遁 する わけ じは 參〇 ません。 實じ辨 治が 日 ま 丸 的 道 巧き じ 墨 潤の!!!^" を虛 めて をる' のは こ 
の 妻 おくわさん であります。 怡 かも 山 巧一聲 の 妻で、 これ も 鏡 おに 大枚 五 兩のル 判を 深く 秘谭 
して 居つ たさう でした が、 この 時 こを と をれ をす つかり 辨 治じ辦 へて 倘 がの 麟截 をが 意 させ、 
さう して 晴れの 舞臺 へと 門 立たせ ましたので ありまず。 齡； gf を 極めた 化靜 の円然 に圍繞 せら 
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れた鄉 原の 里 じ、 錦繪の やぅな 化 w 華やか さを 思 ひ. 浮べさせます。 

さて 辨 治が 乾燥 無 巧なる 鄉 王を 捨て、 やがて 交錯して 演ぜられ たる 悲劇 萬 劇の 數を揣 けろ な 
の 社 貪 生活の 斷曆を 當年板 倉 家の 懦官山 旧辦が 
氣を U 宇 巧 一眼 無人 駕啟 群雄 幾 屈伸 
昨日 爲 t 奴 執， 履 手 掃除 六十 六州遵 

と豐 公を 詠史して 彼 じ 送た 愉快の 詩が みり ます。 如何にも 辨 治の 劇的 氣 分を 釋 明して 巧る 雜 
巧の 讚で ありまず。 

辨 治の 先祖の 葬られて ゐる鄕 原の 窩臺 から 妙義 山を 見れば、 

を、 をく 議 中の ものです。 脚下 じ 流る、 髓乂 川は 日お滔 々として、' ホ 遠を!！ ふが 如き 趣きが あ 
わます。 人間の 子 も 化の 詩興の 中 じな つては、 藝 術の 琴線 じ觸れ ずして 止まざる べきで ありま 
ず。 里の 靑年 等は 村が 撰を 取り、 募 歌うな るを の 間じ辨 治は 白雲げ 迷ず る妙義 山を 仰ぎ、 岩を 
噓んで 飛沫と なる 溪 流を 臨んで、 限りなき 命と 永遠の 性と を!^ ひ、 いつしか 藝 術の 人と なつて 
旣じ雅 號を曲 江と 稱 し、 佛段じ 頭を 高く 星の 巧を じ ませ、 または 障^の 堇 がを じ 思 ひを 述 ぶろ や 


ルー の 山 じ コバルトの 山 態を 
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うじな りました この 辨 治が 鄕 おの 峭 おは 昔から 「橫胖 すみれ」 と 云 ふ 名所で •歌枕な どに も 載つ 
てを りまず。 

辨 治は 瞒 牛の 生れで ずから、. 義聪 じは 運が li いと 常に こぼして 居た さう でず が •死別 生別 十 
八 人 も 代つ たさう で、 最後の 妻は 二十 人目 じ 柳 原 藩の 高 橋 家から 參 りました が、 これ も 不緣じ 
終ゎました。 先生の 父 巧 治を 產ん だ辨 治の 妻は、 父 山 心 セの 後妻の 連れ子で おくわと 中す ぶで し 
た。 後 じ お 治は この 母のを を 自分の 長 かじつけ たのです 〇民 治を 生んで 閒 もな くじくな ゎ まし 
たから 里子 じ 化し、 自 かは S 十一 歳の 化氣 盛りに {女中 藩 じ 仲 問 奉を じ參 つたので ず。 さう して 
ま、 つ、 妻の おくわ さんの 里なる {女中 町 乂和屋 に 落ち 付き、 傳 手を 求めて 屋敷に 這 入りました。 
天 保 十 亥十二 巧 二十 五日、 徒 ± が じ 取で てられ、 初めて 板 倉の •臣籍 じ 加は つたわけ でありまず。 
をの 大和 屋の皴 さんが 破が、 未だ 安中 じ 居た 頃、 同町の 久化庭 家 じ 居ました が、 新 島と 云 ふ 姓 
は 本姓 中島と 乂和屋 の 新 野と を •一字 づ 、耽を せて 造つ たの だと 話されました。 參考 として こ 
、じ 述べて 置きまず。 

さて、 屋敷 奉公は 仲間から 始まりを 體と 進む のでず。 お輕 はを 祿 み-給せられ ますから ホ-の 籍 
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じ 入りまず が、 仲間は 臨時 日 傭の 松で 進 返 化 入 極めて 自 かです。 をの 當時松 水 巧と ち ふの が あ 
ゎました。 今日 でら をの 家は 巧 中で 和當じ 幕ら して ゐ ますが、 常 代の 松 本 君の 話 じよれば •巧 
の 養父が 萬端辨 治を 世話した さぅ で、 本人 もこの 事は 餘梓 感謝して 居つ たさぅ でず。 

德川 幕府の 施が 方針が 圖らず も巧祿 、享 保の 义 化を 催し、 太平を 致した もので ずから、 宿の 
勢 乂が武 ± の 勢力 じ 更代 せんとず る 傾向を 表は しました 。富の 進 ホは 一み に 武家の 失墜を 歳 ホ 
ずる 事 じなり、 社會的 勢力と して 當の 侵略と なり、 社會の 商覺的 本能は 武± じ一穗 無能 乂な巧 
名を 與 へて •  S 貧 ± などと 云ふ蝴 笑の 語が おが、 が來 侮蔑の 眼を もつ て廚 人を 觀た哲 載は 於を 
潜めました。 封建 制 じがて は、 上は 諸侯から 下は 百烛 町人 じ 至る まで、 化 難 的で ず けれども、 
をの 創業の 人物は 萬 おは 萬 お 梢應の 力景が あり、 巧 おは 百 お だけの 技倆が あ. ります から、 やは 
り、 一穗の デモ クラ チックの 社會 であつ たのです。 をれ が 制度の 弊が 生じて、 段々 人を 化 あじ 
したので あります。 然る じ辨 治が t 父 中へ 仲間 奉公 じ 化ました 時が‘ 怡 かも 時化 變遷の 際でした 

て ふは ふ  むし  ちけ-っ V ん りよく 

から'  調法 がられる こと 夥しく、 新島辨 治と 云 ふ 名は 寧ろ 智勇 辨 式の 化あ詞 となつ て， とん--/- 
お 子 じ 進路を 玲發 したので あります。 
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ホん 夕ん 


臟 愛る 武ま 外貌は がして ゐて も、 恰 からが 聲義じ 磬の賢 ざた と 同じく、 太 おじ 

慣れた 武 ホ はたご】 種の 體裁 じば かり 黯 はれて ゐ ました か. k、 實 力の 私 臓 戴は 封建の 社转 じぁ 
つても 身を 立てる のじ 難く はな かつた のでず。 辨 治の 揣齡は 忽ち 認められ てを 中 じ 奉 八ム後 >  間 
もな くな 戶 屋敷 じ 勤務-取へ じなりました。 畔辦が 人を 造る か、 人が 時勢を 載る か、 新 島 家は 前 


や' ク/\  こ  を、？  ふむ 

途洋 々たる 春の 海 じ嚮ぎ おでた 一艘の 巧で ありました 


化 處じ辨 治が {女中を 化發 して 江 表へ 參 ります 歡^ は、 恰 かも ナザレの ヨセフが 妻の マリヤ 
と キリストを 驢 褐じ乘 せて、 エジプトへ した 有様と、 時の 千古を 除-てた ごけで、 同じ 哀史 


せつ 


の一齡 でありまず。 即ち 蛾 觀を備 うて 片荷じ 妻の おれ か 身の 民 治を、 が 歡じ屑 紙な ど おんだ 風 

なかせん V ミ  >  « 

呂數を 荷 かけて、 中 仙 道を 江戶 へと 上つ たさう で •をのが の教れ なお 様を 巧々 松 本 君な どじ 話 
して ゐ たさう でず。 やがて この 松 本 おも 辨 治の 後を 追うて 江戶 勤めと なり、 をの 家 じが 辭 じな 
る 事 じな ゎました。 辨 治が が特瓣 から 安中 じ 出ました 節* 松 本 おの 載が じ】 方なら ぬが 話に 
なつた ので、 おの づ から 都 因 I の 時節が 雖 おしたわ けで、 辨治も 非常 じ 松 本 おを 歡斯 したとの 事 

こ、、.) ます  • 

でした。 をの 頃の 新 島 家は 世帶 向き も 良くな ゎ、 江戶住 ひの が も 見ぇて ゐ たさう でず。 
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當 時、 板 倉 藩 じ おおな 大目 か 尾 崎 直 紀と云 ふが ありました。 役目が 今で 云ふ蠻 視總監 といつ 
たなでした から、 飛ぶ 鳥 もを ず 勢 ひでした。 板 倉 家中の あ 家で ありまず。 かの 「.致 中宗 S 郞 しと 
いふ ル說の 中に 家を 尾 崎と あるは、 この 尾 崎 家を 諷した との 事で、 先づお 中と 云へ ば、 商 じ 尾 
崎を 聯想 さすろ 稽の 家柄で ありました。 この 尾 崎直紀 は、 中々 化 話に がけた ぶで、 後には ぶ 中 
藩の お 家老 職と なりました。 辨 治の 腹の ある 頭の 銳い 人格を 見が いて、 身分の 廚下 じも拘 はら 
ず、 意氣相 投じて 巧漢 おの づ からが 漢を識 ると 云 ふ 風に 觸捡 して ゐ ました。 

さて 辨 治は 次第 じ江戶 市中， の 親 か 株 じ 顔が 賣 わて ホて、 彼の 神阳 和な 橋の 人足 间旋 業の 人屋. 
五平 や、 鹿 島 居 齡兵衛 、をた 神 旧 長を 川 町と 师名 じまで かけられた 長な 川與八 等の 顏役 連と 銳 
交を 結びました。 本篇 のぶ 人 公 新 島 先生の 衣は 中々 サ： 派な 品で、 f 豕 老松の モ 巧で なければ 川 
ゐぬ 程の ものです が、 をれ は 人屋 五平の 贈り物 だつ たさぅ でず。 これらの 社會 では 眾じ板 倉の 
親が と 呼んだ 方が 分りが を かつた さぅ で、 ま 原のを 盛 遊び も數回 やり、 替り目 毎の 芝居の 總見 
もした もので •の. 之 助は 辨 治の 嶺眞 役を だつ たとの 事で ず。 辨 治が 顔仪 振りを 如何 じ發邵 した 
かは •或ろ 時 税倉心 屋敷の 前の 本を 家の 犬と 板 倉 家の 犬と が喧啼 をして、 談判が 餘禮 難しくな 
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で ごんず」 と 云つ た 方が 端的に 人の 顺 貧を 衝 くので ある 、眞廣 役を にがおし たさう で 

モミけ い  たいく  ょゐ さやく しや  ゾ 

が 蒼 勁の 體驅 を搖 が」 下馨席 か-レ 實役 君聲を かける 時は、 馨 •が 水を がつ たやう になつ 
たと 云 ふ 事で ず。 辨 治は 響と 彰 とが 許せば、 獨 特の淸 新の 擊 T 廢 とを 仙處ま でも 
の 儘 Li 締 なじ 當 現して 巧き ます。 をの 欽敏 なる 感受性は 到底、 自己 j 人の 狹い 天地 こ 願が して 
居る やうな 人で なく、 あらゆる 問壓を 自己の 自覺の 上 じ 立て \ ず ベての もの^ 中 こが •己 

はつけん  、  こ 

命を 霞し、 支て G 是を昌 0 中 じが かしまず。 辨治 はどうしても 昌萬 費ら 切り離 
してを の紛雜 から 議 ずる譯 じは 一行かぬ ものである 事蠢 り、 たピ繫 锻齡 載^る ことにょ つ 
ての み、 を 圓塞活 に し 得る とぃ ふ 載 を覺 りました。 故 じ載敲 、物質の 塞 じ^ ゎヒ し‘ 
徹底し、 隨 つて 眞と善 と美と を憬 仰い、^ 齡少る 生活に 達しました。 

辨 治が 織を る 第一の 生囊 志は、 お 驚辫 先生に 深刻な 羅 が」 及 ほしました、 「狐 心た め 

に 作られた 新 島なら 生命が なかつ たもの が、 fg 觀じ 生れた 「瓣」 であつ たから、 辨 治の 生活 
じ 生命が あり •先生と 云 ふ 取 常の 傑作が 巧 ホた のであります 〇天ネ は！！ じ 求めず して 新しき*^ 
もの かを 藉」 ます。 を 曾 i じか、 を 8 にか、 を G 行動 じか Ti」 は f 窮の 震で み 


ぞ， p" 一い  じ ゆん じく  ほ、？ ホ 

ります。 先生の 思想 や 生活は、 前が のをれ と異 つた 觸 澤と豐 富の もので ホり ますが、 辨 がの 师 
盛の 活動を m 霸 して ゐた 先生 ば、 幼年 時化から 常 じ 目前の^ 迫した 必要 じ お/*" て氣 息をつ. ぐ 問 
もない 程 じ！ & してが た。 をれ が 取り も盧 さず 鱗 治を の 儘の 氣 象であります。 

先 牛； が 生活の 苗床の 中 じがて 生活の 懷奔 なを 氣を 呼吸して ゐた 事は、 先生が 目前の 必嬰 事む 
外に 目を 槪 ずる ことを 得 たれけ であります。 また 化生が 感情と 理知との 方 而じ偏 倚して ゐた少 
年 時化 じ 牛 覆の 根齡 となる 寶 利を 略取す る心縣 I け や、 また 壯乂 新奇な 想 條や潑 淵を 轟舊 さず や 
うな お修 一が、？？ 斟を徽 く 流る、 詩の やうな I ダ诚 載、 い 化生を 導きました。 これが 先生の 性格の 
何處 かに 後まで 化の 神秘が 持續 されて ゐた 動因で あつたら うと 思 ひます 。をし 先生 じかう した 
指!}^ もがな く、 一途に 强制的 じの み 注入され たもので あつたならば、 先. 生は どうして 個性を 重 
ん ずる 自主的 獨創的 人格の 人 じなり 得た であり ませう。 若し また 先 牛； が 頭の 蕾い のじ 化せて 論 
理を 辿つ たなら ば‘ 恐く は 嗜巧も 感情 も 敷 志 も 反つ て 皆な 巧ち 壞さ なければ ならな かつた であ 
ゎ ませう。 人が 論理的 じ曠實 である ものを 欲し、 論理的に 明白な らんと すむ ば、 •一日 も 生がず 
ろ 事が 化 ホないで めり ませう。 これを 日常 生 巧の 場を に考 へて みても‘ 朝 起さて か r っ寢 ろまで、 
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ミん をく 

肆 性の 滿足ん ホめ ょうとしたなら 巧 ど クらゐ が g 皆つ 蠢の思 ひば かりを 去 居な けれ 
ばなら ないで ありませ う。 結局、 論理的 じの み 進む ことは、 自滅の 外ない 事 じなりまず。 巧處 
に 或る 交 逞 ぞ 《、即ち 理性な ま 或る も 0 が；^.^ さを、 これらが 初めて 健を な ものと な 
るので あります。 人間 じは お伽廟 のがが がなくて ならぬ わけであります。 お 伽 嚇の世 巧は 神秘 

しんで  ろ ミ 

のが 界て あり 享 。神秘を 認 むる 人は、 一つの 不爵の 事を 許を」 て、 擊を W がなら しむる 
のであります り 

一' 一二  こさ も  も、 っ. ん じご、  • 

先生 も 巧 間 0 子供と 同じ やう じ •が 年時仿 にはみ ぎから 次ぎへ と 新しく 玩具を 要求したり、 樂 
しく ぉね 麵り たり、 また お 伽 嚇の化 界じも 住んだ ので ありまず 。さう して 辨 治の 骇ぶ 先生の. こ 
めには、 最初の 敎壇 でありました。 堇の やうな 馨の 機を 狱 する 頭 も、 かう した 機 會に部 

ろ ミ  / 

秘を 詔め 一つの 不か 明の 事を；^ {もし T 萬 事を 明白なら しむ 6 と 云 ふ、 大切 齡を 知らず！^ 
らま 間 じ 致しました、 とじ かく 辨 治が 驚が を聲 で、 しかも 明るい g がで 寡の 體驗 した 

わんを ふ 

毫 、または 證を經 た 事を 話」 掌 時に、 如何な 6 務の事 じ も審が あつて、 I 賢 先を 
は ホん と無穀 、實堅 靈」 た 0 でを ました。 を 愛黨 りは 蜜 じ 辨袭叢 製し 
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て讀 まれた もので わります。 
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51ろ 武 L:、 「だかん」 大臣を^ がし^が '£お， ありけ るは、 今日 本へ 渡すべき 巧 法の 勝れた る おは、 何幽 にあ 
らんと 評を しける。 か' ¥>"2 がが るは、 是ょ リー 手 里 西に 切 支 巧と を ふ 國あリ 、さて 中け るは、 臣道師 の 
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爲こ來 る、 & ん觀が 使むり。 がぃ養 2 を 都に 召さる 御た のかの 事の 有る に 就て、 臣 々狸 ひに 參リ ぬ。 早 
々鄂 、登り 給へ とあリ ければ、 斬が一 殷邮い て、 わ、 る 山中の 隐延 雀に 何を か銷か あるべき かとを へば， 
吳 我され ば 貴僧の 道 巧 勝 させ 紛 ふこと ii れ なければ、 口 本へ 渡し、 日本人の 瓜を はから ひ、 巧 法を ひろ 
めさせんとの事なリと い へぱ、 を巧捧聞いて、 縣^一さホの身なリ、 渡りてな巧すべき智惠なし〇 歸リて化 
由 大王へ し 給へ とを ひ 拾て •かきけす 機に 失せに け リ〇吳 巧 大臣 あきれはて、 化 儘に 歸らム .も 本意な 
しと、 齡 と 尋ねる 處 に、 四方 八面 黒雲 おひ、 巧 先 も 見え か ぬれば、 訖ホ もな く 南蠻の 方へ 歸リ 、化 
旨を 勤し ける T ごかん」 が 曰く' •是は 喫 一^ん 如雙 熟のぅ ずき 故、 あざむく かと 思 ひ、 か、 る 事 も 灭輪样 山 
とを ム處 なり。 にな 巧の 勝れた る‘ 齡， ご 入 あり。】 人は 宇 留岸破 巧 述と云 ふ。 一人は 富羅巧 破ぶ 連 
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ろな そ 5 けい  こく、 っ 

と 云^ 程 僧形な リ C 秘術を 巧 ひ  >  其の 身 呂南自 ホに して、 虛 空に 登 リ 、でに も 寄らず、 地 こもつ かず、 

あめ ふ  】 

雨を 降らし、 風を 起す 事 之 術を 得た る 故に、 天を 破り、 雲に みを 速ぬ る 事の 自 巧を 樽た ると て、 で 速と 

これ 坟 てれんし 、っもん  これで  ) 

ち ふ。 是破 天延祭 門の 根本 化。 又が 巧滿 とを ふ 者 あ リ〇是 弟子の 如くなる 者な り〇 化か 道 巧を A て リ^ 
人を なつけな は、 なら ホ 望を 成就し 給 はんと 奏すれ ぱ 、大壬 大きに 悅び 、然 らばが 天 輪 岸へ 齡を か逍は 

ミを  つぃ 

すべし とる りければ、 7 かん」 中け るは •某が 寞巧畜 を 遣は ずべ しと、 終に 塞に 命じて S 留 

でん 〇ん 一口ん  ri がん  たづ 

巧 輪 岸へ 赴きけ る〇 彼岸に 至リて 彼方 化 ホと 尋ねけ る 所に、 を 巧 擇披天 遭に 行 合け リ〇 巧を 大臣 詞 をで 
しぅ して 〇今 一度 金銀 ホ わたを I く!； んじ對 はすべし。 薰 ねて パ おば 參ら ぬべき に をらず とて、 種々 の 

き L つか 主  、 、' 

を物寶 物を 差遣ず 〇义巧 我 大臣を 遣は しけり。 さて 巧 齡 の 使蹄リ 、宇留 岸は 心が^ 巧 じ 申け るは、 巧蠻大 
でょ リ吳我 大臣を なて 某を 都へ 取 寄せ、 口 本へ 渡し、 な. が。 させんとの* 剌斬邮 パ 巧れ 著 ふなる に、 彼の 國 

たいわ、 っ よくふか  こく  ソ、 

の ナミは 欲な き 故 口 本の 人の、 むを はから ひ、 な 取るべき との‘ エ みならん。 おる に 化の 運氣を 斬が る こ 

こ ミ  はか  I, 

•かの か淸 くして、 某 か 術を なて はから ひけ ひ 難し。 おに^ 斷掛 して さリ ぬと ち ふ。 赏羅ぉ 聞いて、 尤 

,i  こ^/、、、 .J  か  r 

の 事な リ〇化 上い くを 迎ひ にがる といへ とも、 巧く 事な かれと、 互 ひに 拱 鼓に 入りぬ 〇巧巧 大ち亟 ねて 

插 々の ± 產を爹 り、 宇留 がが 薑に 至り、 於て 申け るは、 ^磬靈 ひ 巧れ との 術<| .ぃ 斬。 化 品々 

•  ‘で  .  ろか ホ  •っるが、 

貴 信へ 蘇は る 止を なリ と、 を々 を お 巧し •宇 巧 岸が 前に 鶴 箇けリ 。宇 巧擇义 を 見て 中け る やぅ じ、 我 L 
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きんちぅ のゐん しや  ょく ふが 

は 山中 之隱を なれは、 如 化の 物に 暇を つける をに あらす 〇人閒 の 欲が きとは 相錯 わリ〇 いまわしい いま 
わしと ち ひて、 かきけす やぅに ちせ にけ リ。 ホ臣力 あはす、 义 都に 歸 りて、 ホの 觀 がを 具に 褒 した リ ける 0 
た王ん「ごかん」も* さては彼はぉぉなリ、 此上け某參るべしとて、 父子もろがじ打|^れ、 彼のおおに至 
リ>  字留 おじ 尋ねを い、 禮義 を拓— 申け るは >  巧灭の 下 率 王の 中 》 何れ か 王 主に あらず やと 理 をつ <し 
て 中ければ、 宇 阿岸な 久し < な 案し、 さらば 刺に 從ひ參 るべ し 〇化お 尾に 我 友 あり、 剛 、が こいて 參る べし 
暫く 待ち 給 ふべ しとて •行 ホ かれず たせに けリ〇 「ごかん」 父み は、 おしやが b く かと 思へ とも、 詞に 化か 
せ 巧ち 巧け リ 。巧、 字 巧 岸は 萬羅 天が 岩屋に まリ 、大王ょ リ兩 S が 迄 化が リ 、兩歧 は 載せし かと も、 
おお 軍 化に 參リ 、理を せめてが く 化に、 力及ばず •今は 刺に 從ひ參 るべ し C をめ て 凹國の 人の 感じた る 
如く、 口 本へ 波り、 其で 逊リ いたた との 事と 見えた リ。 U 本へ 波り、 が 韓^のは ば、 齡 I 魂を 詔 I はすべし 0 
巧の 時 ほかに 口 本へ， 渡リ 、おに 如を 添へ て、 大王の 蟹を 達し 給 ふ 巧し と、 暇 乞して、 かが 父子のを ち 
府 たる お 屋へ歸 りけ リ〇 父子 乂 にがび、 用意の 乘 物に 打乘リ て、 南 蠻の抓 だ歸リ ける。 

ホ もに、 宇 か。 岸 都に 着きし かは、 知 王化 |护^4 パず を 巧 岸に のた まふ 機は •  を敕 み、 円本へ 波 

浊 てれんの はふ  7がりや'?ど 

し、 破 天が 之 巧を ひろめ no 本人を 歸 化させ、 が' 後大 軍を なて：： 一本を 貴め 化か ひ、 4 巧が 幽 となすべき 强 
なリ 。彼 闕はル 峡なリ といへ とも、 神が 仁 教ク歐 なれば、 巾々 迎 常の 寧に ては 歸 於せ まじ， 隨 々巧 法を 


はて 人を なつけ 給 ふべ し。 が 曰 本へ 捧 物を 遣は すべし とて、 A 種の 寶 物を 巧 意し けリ 。を】 はよ 十 お 里 
を 一目に 見る 搂 Sri,、 を 二は 芥子を 卵の 如 （なず る顯微 鏡、 を 一二は 猛 巧のを、 第 四は 凹 十四 丈 四み 當お 
く鐵飽 •第五は 伽羅ち 斤、 第 六は 八疊鉤 の蚁屋 、た、 め ば 一寸 八 かの がに 入る、 第 ホは こん だつとい ふ 
南蠻 の 珠數紫 金に て 作る、 四十 ニケ 國を 表して 四十 二 粒の 续 数な リ 。な 上 A 品。 さて 字 巧 岸に も穗 々の 
珍 物を をた 《、口を 搞 て南蠻 船に 巧乘リ 、目 本へ そ 渡しけ る 0  中略 

嚴敷御 證義有 之、 門徒 攻宗 仰が けらる  >  事 

伙：： るに、 コゥ スモ ゥシ ユ モン 兩 人は、 粟 巧 口 じて 礎に 巧 はれる 〇其後 所々 を 御 證義を 之、 改宗を 仰 
かける に、 ま 向は 改 ，宗 しての 證は 耶蘇の 繪 像を 巧け、 化 祭 門を 尊み ける を 多し 0. 然るに きびしく 御吟ホ 
をて、 皆々 を损 取り、 急度改 泉いた すを は 其通リ 、义相 そむき 改崇 せざる をは、 罪科に 仰 がられけ る 0 
化 時に 彼 切支丹 {み 門滅 じせ リ 。初 そわょ リニ 十四 年後、 慶お 十六 年、 加胎鹏 後ず 淸が病 敗せ しを 率に、 
陋お网 宇 止 郡に ハヒ ヤンの 弟子 お、 此祭 門を なめ、 門 化 多くむ リ 、中に も 宇 止 前 ふる ひが 興 向. ずと を ふ 
禪ホ ありし をが 被り、 眞藏ホ 言 僧を 追 出しければ、 此 出家 江 口へ でり、 將軍 巧ぶ 八ム ，の 御代 寺社を 巧へ 訴へ 
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ければ、 御 化 超 か 仰 化、】 先靜リ 、其 後 党 堂 一一 年の 巧  >  近な 國丹 波よ リム ハ 十六 部の 樣に山 立て、 鏡を おて、 
物を 與 へな どして、 此京 旨を 進めて 如斯 者あリ 、依 么化祭 門のを 多くな りけ リ〇が 頃、 巧 郝の所 司 代 
巧 倉 かおず 勝を、 吟味を とげられし といへ とも、 命を 拾て おひ 入た る 越 人 化 ハ 故 >  邪法つ きず、 化 ハ 節、 關 
浓よリ 切 支 巧吟が 役と して、 大义 保が 模巧上 して、 彼 祭 巧のを お錢 八擺； りおに 入れ‘ 五所 結 ひ、 な 斗 
リ 出し、 四 條五倏 の 川原へ 巧し、 改京 する をは 助ける と、 巧 人よ リ申閒 せても、 かめの 程は 聞 入れず。 
彼等 かいふ やぅは、 さて 有難し、 是 則ち 耶蘇 尊の 御 慈悲 •たと へ八ツ 割になる とも、 化. がは 入へ 引 上ら 
れんと、 破雜巧 僧の 义を 鳴へ、 改 泉せ さるを も 多 かりけ る。 中に もころ び 山た くな りて'  俄に 改を腑 ふ 
者は、 町 お 人 年静に 諸合ぜ 、何 祭な リと 宜那 ホより 手形を とリ 、其な 改宗のを は 御 肋 被 成け る。 斯 機に 
しても 轉 せぬ 者を ば、 俸に 入れ 橫 重ね 燒 殺し 給 ふ。 が 巧、 近 江 段す かたけ とを ふ 所に て、 化 祭け おる 0 

し 戌ら  でしを も  こ ホん ぎつ よ 

是 は、 コ ゥス モゥ •か 暫く 化 所に 時り し 時の 弟子 おな リ 。御 訟義强 ぐして 早速 靜 まりけ リ 。夫よ リ此祭 門 
無 之、 な大阪 にて 轉 せぬ 者 S 人、 巧 1 人は 當 巧に て鏡屋 A 丘ハ衛 とおん 者. 逆 礎に か、 リ ける。 ホ衛 

巧と 1K ふ 者 も 時 罪 化。 靑 物屋宗 まと 云 ふ おは 水責 にて が 巧る 〇义巧 都に て轉 せぬ 者 四 人、 內 二人は 磯、 
二人は 牛 裂の 罪が に 行 はれけ る。 其 後が II 一年 過き て、 將軍家 光 公 御代 •寬永 拾 四 年、 鹏前阀 天草 烏に が 
て、 彼 祟 巧  一 1$ おり、 御敵對 をな す〇是 等は 其矮 凝な リと かや。 化 藉季に 及 ふと 離 も、 餘類 巧リて 反逆 
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をな す。 前 化 未聞の くせ おなり。 化 一^を 如 一が かり。 

卒直 じ 云へ ば 隨か牽 强附會 の もので あかまず が、 話ず 人 じよつ て 新しき 何もの かを 觀 僻い‘ 
また 聞く 昇 じよつ て 無限 じ 新しい 興 巧を 見 化ず ものであります。 總 じて 事件の 款 がは をの もの 
に 巧 巧ず をので なくして 其れを 取扱 ふ 人に 化つ て附與 される もので ありまず。 物は 聯^ じ 巧り 
扱 ひさぇ すれば 最もを 菩 ある 慈 巧に 於て 最上の 知慧が 見が さる、 もので ありまず。 

平凡と 云 ふ 地平線を 飛び 巧して 來 て、 巧 じ 江戶の 空氣を 呼吸して は、 人に 對 する 貸け じ 魂 
も 調和め る 魂 W 人となり、 彼の 銳い 耳は 微妙の 煎 I た ひきつけられ、 詩歌の 齡辭 やか じ鮮 おな 
る 感覺を 働かせ、 齡緒 生を を 樂むや うじな ゎました 。元が、 船が じは 職 纖齡齊 施の あり やう 笞 

玉ん ち-こ  こ I  *  I 

もな く、 た ご 美の 天地に おけを むので あります。 な 亡 藩 中の 瓣渺 となく、 身 かは 家老で もまた 

し'  ■こ， レ 

は-下 郞 でも、 詩 載は 平等 神往の 天地で ありまず J  がの f 齡雕〕 とち ふ觀 W の 中 じは、 辨 治の 「曲 
江」 をが め、 家老の r 釋 料」 も あれば、 「VI が」 も； g はると 云つ たやうな わけで、 辨 治は 益ず 人 じ 
用 ゐらる ^ やうに なりました。 寂截じ 云へ ば、 辨 治の 特殊の 人格は 龄識 的で、 みし も 喫 想の 氣 
みが ゐ ゎません。 春は 歌 ひ、 夏は 働き、 秋は 讀 み、 冬は 暇る と 云 ふ 風で、 物 じ滯ら ず、 賊 
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を 解く の慨 、新 快" でありまず。 辨 治の ものした •キリストを 描いた 條 りじ'  次ぎの 如き 肖 己 流 
の ザが を川ゐ て‘ 私? 風で 物を 取扱つ て 居ります 0 「南蠻 人の 貧む 本尊と 云 ふは、 耶蘇 如が 化。 天地 
の 始め 化の 佛 ょり 何物 もな し。 が 化の 娜の力 じかり て、 人 問、 烏獸 、森羅 萬 象に •をる まで、 造 
ゎ 出した る 根本の 爹 'がり」 とやつ ての け、 また 「日本 じは 耶蘇 霜の 法な き 故」 を々 など'  簡單 
じ 外 化の 事物を も表跟 b し、. 鈍根 も 利 おも、 化は 散りても 巧は 缺げて も、 彼の 常識 じ 映 じて は、 

應 

一 薦も滯 る ことなく、 活水 常へ じ 溜る、 事はありませんでした。 

蕃心 ii 水と 藥の 伸び 巧く 辨 治の 义や俳 巧は、 をの 人み づ からの お 張と も吿白 ともなつ て 居り 
ます。 をな むしろ 辨 治の 實 生活 上の 信^が T 削 天 去祗」 とい ふそれ を體 得し、 をの 境地に 達し 
て 居る ので ありまず。 をの^ 撒の 投影た る 左の 文を をれば、 を體 がを の 象徴と なつて をり まず。 

文 略'  さて 天下の 乂變 、上樣 寺 人、 火名國 人、 家中の 淚碗 じあまり、 拂物 買手な し •買物 

商 僧、 いづれ じ 心得て お 敷 候 や、 巧 然御心 添 奉 願 候。 

二 巧 二十 一日  夏 頓首  新な 辨治 
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俳な つけ 加へ 候 間、 御 笑 寛 可 被 下 候。 

〇 風 あおる 草葉 じ 蝶 や 舞 ひも どる 
011 心れ がた き や 安中の 芋の あぢ 

と &\峨 の 際、 目前 じ 差し' がつ た大禍 難を 無事に 避く 巧き-妙計を 案 化して •隨か 暗示 じ 富んだ 
文を 同僚の 鈴 木!！ 一義 巧の 許 じ 送つ て 居ります。 氏は 前 じ 述べた 松 本 氏の 實 兄です。 

明治の 初年、 辨 治が 朽 職で 御殿に あつた 時. 么が辄 礫の 際を 都から 吉報が 到着した とて、 を 
の 即吟に、 

〇 五月雨 やかつ 色 見す ろ勝資 かな 
と あり •また 寶と云 ふ 題で、 

〇 たからとは いのちの ほかは 子なる べし まご ひこを ろ ふ 花や 巧 雪 
と談 つてを りまず。 

かの ミルの 父親が 吾が 子を 激賞して、 我の 傑作で あると 誇つ た 事から 辨 治を 見れば >  化 はを 
の 孫 じを く 活ける 生命の 詩を 詠み 巧した とも 見られる でせ ぅ。 即ち 新 島 先 牛： は •辨 治の 傑作で 
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せお 


あります。 

さて、 人に 一 総 邮の感 を 抱かし めた 辨 治は、 新 島の ミ 興した るを 諭を 一人でが をつ て、 流 お 
じょく 先生を 継 わ 上げぇ した。 されば 辨 治の 生活の 攀 k な 資料の 一部は、 やはり 先生の 生 •巧の 
一部に 組み入れられ、 をの 辦齡が 鞭 織し 流轉 しつ、、 近景と 遠景と を 無限 じ 積み重ねて 居る の 
でず。 惜 むらく は 先生の 掀郎を 待つ 臟 がく 永眠し、 辟が 粉の 如くが 立した お 中の 妙光院 じ！- がら 

れ ました。 おし 予震、 字は 靈 • 徽 腺の 情を 墓 じ 誌して 

■ 

先考 新 島 府お么 叢 

明治 S 年 セ 巧 十四日を 

享年 八十 お 五  - 

si 影 驚獸 器繫緊 豁證 磬繁 

人相 やを々 路に ひごく 秋の 聲 

不巧么 勤幷蕾 

をの載の前に||に矜^?鞭を睹げて、 人の情けの美はしき手向語りを傳 へ た先蒙弟翠ハお 


— J0 


もやを 0 後を 追、 そまた i の 蒙 まとな 〇、 さぅ」 TSGf 二 f ;ん で 

窮蓉 だつ て 傑 十 •を 化す 話 祝を 傳へ ております。  / 


明治 帖年辛 ホ I 一巧 

新 島 雙六么 墓 

巧 年 二十 五 


が一 


新 島 先生の 父 民 治は、 文化 四 年 二月 十四日 孤々 の聲を 上州鄉 原が じ舉げ ました。 其 處は板 倉 
家の 領地で ありまず。 生後 間もなく 母の 死に 遇つ て 里子 じ 化された 爲 め、 巧の 愛撫は 受け ませ 
ん でした が、 父辨 治が 一層 不概 じぶつて 養育いた しました から、 规 しい 風化 じ も 逢は ないで 成 
長いた しました。 天が 十戍年 十二月 二十： 丸 日、 徒 ± 'し 取 立てられて 書 役 じなりました 。蕾 巧と 
は 簿蒂の 整理， 御納戶 巧の 事、 な 川 文 善の 保管 等の 巧であります。 慶應二 年 お パ 十ー ロ、 徒 ± 
ル 性に 進み、 初めて ±籍 じ 這 入た のでず。 な炯 S 人 扶持を 頂きました。 一躍 禪 脱の 野心 もな く 
靜穏じ 一 牛： を 送つ た 方で、 辨 治の 直線 的氣 かじ 比べて， 民 治は 餘程 人格 じ 丸 巧を 帶 びて 居 まし 
た。 辨 治の 带識 的な W じな して、 これは 喫 想 的であります。 樂モ たちは 师 一に 民 治を 惠比須 と 綿 
名して 居た さぅ でず から、 をの 人と 爲 りの 一端は 想像いた されます。 

辨 治の 創業 時代は、 余-糸で 織つ た蜀 江の 錦の やぅ じ 華やかで したが、 當 代は 擧究 的な 餘程地 


ーゴ ぶ*^ 


，咪 な氣 かで ありました。 辨 治が 衝動的な 企^ 精神を もつ て戰 つて ホた のとは 違つ て-化 默の推 
移が 新 島 家の 基調を なす やぅに なりました。 けれどが 齡祇の 生活で なく、 た ご 生活の 幸福 {女 寧 
とい ふ 結果を 巧谏し 得べき ザ 法 順序の 下 じ、 ホーホを の 新 を 築き上げました。 言 ひ換へ 


JU 

>7* 


ば 义化的 生 巧を ずると いふの が •す 案が のモ觀 ti あつたの でず。 隨 つて 先代と 變 つた 別個の 倫 


謂 的 動因の あつた ことが I 簿 いたされまず。 民 治 もまた 淸 新の 筆を 戦 g じ 染めて '  f 己黯の 流れ 
を 汲み、 雌 一の 趣 巧を こ -t におめ、 雕 を畜 がと 呼びました。】 體 、辨 治ので っな 諭 齡の人 
のす じどうして かう いふ 保 ホ 的の 色彩を 帶 びた 人が 生れて ホた のでせ う。 

をし 化の 價を 無視したならば、 遺艇の 理屈は 帳消し じな つてし まふ わけで ず。 併し こ U らは單 
純に 衝 破し 講ず ことは 巧 ホません。 深が 拔く ベから ざる 遺傳の 理法は、 齡 殿^ 齡 となつ て 新 島 
先生 じ傳 はつた ので あ 0 ます。 がつ また 民 治 ホ婦が 先生を 育てたならば •齡數 輪！^ の 先生 じ 仕 
上け たか も 知れません が、 辨 治と 云 ふやり ての 献ま しやが 觀が ががん で、 先生を 一個 絕へ师 の 生 
命の 人に 鍛ゎ 上げた のであります。 

辨 治は 創冀 活動の 精神を 先生 じ^き & む 左 ハ じ •また 親爺と して 辭鬟を 巧發 してを り 


4r^  ~ 


ました。 辨 治は ちかの 破 禮の夕 w 坐衝を 潜り おけて ゐる問 じ、 民 治は 巧々 と 媛 上^ じ 地 化の が 
すを 祭り 一行く のでぁります から •が 戴 齡齡お 齡と 云つ たやぅな 趣 6 を附前 ハした 惹 ホが •辨 治の 
言樂の 如何なるが 驚の 中 じ も 含まれて 居ない ものはぁりません。 すを 祝ろ こと 親 じ 如くは ない 

の感を 深く されます。 T 度 驚 


i 


の おじ 添 ふと 云つ た 親しみの 

じぶんら く ミ 

あろ かて じがて、 巧 閒日晴 し 


を 锻秦い 巧. 


ず いれ ミ 


しを 


た 拳實を 化が じして 我 モを歸 
ゆるの 親が、 尋常 一樣 では あ 
りえ せん 0 


ぃ r 齡邮が £ 候。 先を 時 かが お々 向暑 じ 化成 候 お、 ひ义^ 御卽す 中、 踊 益 御-お 健 お 成 候 お、 珍 乘ホお 候。 
な 地不 事に^ む。 II り ¥ 、乍 牌 様 貴 惹易思 召 被 下 度 候。 お處 二ぶ 十九 リ 、大阪 X 滿來糾 與別么 內大盛 か 八郞、 
同げ が 之 助、 覺文 者に 而 をす 教夕 御座 俟〇而 上々 様を 大切 •下を 憐 か、 巧な 姓の 巧、 巧？ 命を がて^の 


系！％ を 
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このた じ  これを り  あけを ろの  を こ.；*、- ま 

化 度の さぅ ど* 一に 御座 候 巧。 くわしき 事は 別段 有 之、 御上 樣に 上ち 之阳 、彼等の 行を.、 心 < むほんの、 むにて 

いたしたり そろ  をぎ や ミ 

なき 事、 先 あらまし 風夕致 居候。 當地甚 しく こんきぅ いたし、 师方も •狙々 施行 も 巧し 候 おお、 J 向ょ く 

I  . 

くらし 兼 われ 等 典 も 不印に くらしな 候。 是も 上の 御 政事 向の 場合には かく々- 


ご ほ ミこ ミ 


しらざる 處 もあ么 でに 

風 か 致 居候、 な 事は 人の、 むを 祐む るを 一と 申 候に が、 遺々 御泰 公に もがきた る错 义を必 巧け 候 事、 專一 

巧 


はなぶ だるくな つながら  くわち、 っくだされ たく そるな り 

じ 御座 候 C 甚乍 惡聲 、を 敷 風 か 別紙 認め 人 御覽候 間、 御 一覽之 上を、 火中 被 下 お 候 也。  辨 


がんてい 


かぅ いふ 風に 物事が 辨 治の 眼底 じ 映 じて は •生々 した 人 問の 心に 即して 動の じ， 具 槪的じ 事象 

ち ミし や ミて き  る ざ 

を お 巧し、. 人生と 社會を 抽象的 じ 見ょぅと はせ ず、 眼〇頭 、常に 鮮やかに 物象を. をて、 心境を 


て、 つ わ 


一れ じ 調和せ しめようと ずるので ありまず 


〇 


こ-、 一 


民 治は をの 心理 佩 傾向 じがて、 を然 父とは をの 選を 異にして 唐り ます。 をの 見ろ 所は 靜 のは 
た 拙 象 的じ觀 照して、 一 呼. 一 吸、 聖者の やうな 化 靜な氣 かを 持つ てゐ ました。 故 じ 社 轉の事 じ 
對 しては、 自 みの 職務な が じは、 別に これと いふ やうな 感规ぺ を 持たな かつた やうです。 た ご 平 
穩 無事 乂 平の 逸民と しての 化 渡りでした T 民 治」 の 二 ずは ょく 名 錢自稱 を IT- はして ゐ まず 〇巧 

やま ミ や  てが も 

治が 上 州 巧 中 町 大和 匡なる 母の 里方の 甥 じ 常る 許 じ 送つ た 手紙は、 民 治の 性 おを 能く 寫 してな 


一 A  4 壬 — — 


りまず* 


"S 齡 がが -心し糾 れ c そ!： 蠻が樣 御機嫌 巧 御 消光 之 御 事と 奉贊 候。^ 而 道中 無 滯御歸 邑之趣 么に而 一巧 女神 化 
た窠許 •个相 鍵 無事 消光を 致 居候 間、 御、 む 易 思 召 被 下 度 候 兼 而申上 候 通り、 書は、 心の 轟と がて、 ムの 化に 


も 化ぶ 争 -T ザ 
二 周 走 日 t 
庐， リも 

ぶ 明 八*- ム み 一 r 岸-一同 十ず. 
寂 をが^^ ム いち.>  ず V 是.も敎 


こ'  ろた ♦、 

现 はれた る あに 候 故に、 必圧 


ホい 
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けれは 篆义 ぶしと か 候に 化、 赖 
々度び 巧ぶ 被 下 候。 法帖は が迦 
御 地表に ある 千 字 文の 類に てを 
敷、 义 は巧賣 化かの 樣 のをに て 
も {几し く、 化 にて は 能くが が 
と和樣 とに 彼是と 中雖も 巧么候 
恃 共、 必 がけみ 樂 にて 上 連なす 

ミん し ゆ 


をに 候 問、 1： がふ 恥趴 と歲を 候。 猶 々御 孝養 專 一に 可 彼 巧、 書かは 朔が便 候。 頓を 

辨 治は 生な ちが 铅 がちで ずから ふ 臟齡じ 讚靠手 習な どの 修養を 積む 機な がな かつた W です。 

1  •-) 一： 

をれ 傅る 民 治には 十み 文 樂を化 をんだ じ 一 違ありません 〇 いづれ の 時代で も 自分が ぶりな かつ 


—  4。 一 


た#' 藝を 、をれ だけ 子供 じ 巧 秦」 むの が 親の、 若で ず。 民 治 もよ く 父の 意を！！ して 稱 々文 樂を 

k  I  お ほは しり、 3  めいひつ  K  つ、 っ 

勵 み， 於 ひに 义橋 流のを 藥 となりました。 當畔暴 も 普通に 巧は むた のは 御 家 流で、 次ぎは 乂橋 
流、 この 流は 餘程 漢字に 近い 明 峰の 善體 でず。 よく 世間では 蕾 法を 和 様、 唐様な どと が 別し ま 

;  てブ じだい  ごっ > 

ずろ いつれ も 六 朝 時代 や義么 の善體 から 臘 化した ものら しく 思 はれまず 。を わです から、 却 

V  た ふて ふ  し よこ、 

家 流の 中に も 名 業の 者は、 法帖の 蕾臟の やう じ 優美な 趣きが あります 〇 をの 頃、 を 中 藩では 習 

字が 霸 もてはゃされて、 i が駿栽 皆の 脈 

や、 顏眞鄕 の夕寶 ，塔 や、 槪 穀の帖 などは 常 じ ± 
がの 話題 じ 上つ たもので す。 新 鳥 先 牛； が 船" お當 
時まで 所持して ぉられた のは •ち 陽 槪が和 刻の 齡 で、 これは 多 か 父の お 治が 恥へ たもので せう。 
今は ぉの 手中に 化り 妻が がの ル 階は をく 王陽曹 、繫 は _ 驚 皆 善體 でした。 

さて 新 鳥 家も辨 治が 繼 龍して 居つ た 派手な お！!!^ りとは 變 つて、 今は 藩ので かたちが 手 習 じ 

し ゆ 

詰め かけて、 一穂の 寺子屋の 風に なりました。 さう して 民 治は が々 翁の が 叙舶齡 として •维子 
たちの 懷 かしみ を’^ いで 居りました。 齡 斬の 先生の 樣 子を 伺 ふと、 齡機 のぶつ 裂き 羽織を 若て、 


—  4 尽 


ホ トを赋 いたが {みは、 をれ となく 一種の 辦觀を 同 に與 へたを うです。 家中の w こが、 今韓信 


と 先 ホを f がいた しました。， ての 當時 >  藤旧柬 湖が 黑 IMs ぶつ さき 羽織を 幕て >  朱硝の S 尺 
刀を% き、 板 倉 邸の 一おが E りを 時々 通行した さぅ でず から、 肖が •先生の 頭 じかぅ した 似通つ た 
を 氣が诱 き 立つ たのでぁります。 


〇 ゆず i や 


す 


.傷 

4 ぃ "ぶ 


お 


れいり 
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先生の おじ 數六 とい ふずが ありました。 が侧 なかで 聖堂 じ も 入りました。 元 治 元年、 十-化 歲 
で 巧誰師 になり •を 一兩 二人 扶持を 戴きました。 この 雙六 おは、 天性の 齡 質でした から、 同僚 
と 箭憐に 上る 時は •いつも Sit を， S 騰 ずる 邮 S じ 特別の 秋波を 送られた さぅ でず。 酒數巧 じし 
て 得意の 漢文を する のが、 十八 飛だつた さぅ です 〇 これは やは ゎ舉 堂に 猜入 つた 同 蒲の 仁 
から 削、 < た 話で ず〇 をの^ 载の漢 がとは 自作の 焚書 論で ありまず。 


— の一 


焚  書  論 

泰 焚書 非-一 お當一 化 お i 泰 也、 記曰國 無 こ 一一 牵么儲 i 謂闽 非-, 其蜗 こ、 無 レ 儲猶す 巧が 鎮レ巧 乎、 候 レ 図 ぉ阴を 
是踞； .國 化、 而 、魏 i 泰者始 ，i 干商戳 ，矣 、軟 破-, 攘 先王 之が 田， 暴-- 減 先ぶ 之 政敎％ 嚴法繫 刑 剝ン督 流 ぃ血乂 
下、 不ニ ロ暴泰 一則 日 二 無道 之泰- 、を 巧燒二 踞み經 一而 使 下 後 化 至* が 先王 么禮樂 刑 政 絶滅 而不 巧ホょ 、ホす を 
ず， 而 、跌斯 す，， 楷お秦 一、 ホ自 おお、 何 則 辟 於 一一 志柯氏 一高 一 一喝た •義之 道が 齊魏么 削 一、 缺閒雖 一 こ 非が' た、 
缺么 あネ駕 巧， 謂 略，， 聞が 說 ，を、 而を撕 を 苟鄕之 徒ホ必 習，； 聞 仁義 么說 ，而 不能、：… . 下略 

文藝 じかけ ては 先生ょりも、 前途が 光りに f 滿 ちて 居た をぅ でした。 おがを 中 敎會に 皆 'g した 
る 巧の 書幌が あゎまず が、 觀^じ も g 那の 印象を 緻贈 せしめます をれば 
勝敗 丘 ハ 家 不，1 一巧 期 1 、 包 抓 含 お是巧 兜。 

'江 東 子ず 多，， ネ俊 一、 捲 主 重 ホ ホ， 可ぃ 知。 

錄ル杜 之 詩  公 錫 

巧は 擧 窓の 牛； 活から 將 さに 文學が 政治の ホへ 職歡 しょぅと して 居た 辦齡 "解 船 人となり 


一が 


て 一大 巧 擊じ逢 ひました。 

民' は一攀 一笑を 惜 み、 が； 疎の 道を 步 まず、 格 物 致. 处と いふ 夫子でした。 かの 辨 治の 艇 那 き 
で、 人心 作 州の 微妙を 蔡 し、 談笑の 裡じ 人事を 解み ずるのと は、 义 いに 趣きが 違つ て 居り まし 
た。 人世の 曲は 低く とも、 型の あろ 社會 じは、 民 治の 如きは 先づ 無難の 人物であります。 

巧 治の 子供は 皆な で 六 人、 上から 四 人は かば かりで、 ホの 二人が 巧で ず。 中 じ も おみょ さん 
と 云 ふの が 最も 立ち 優む た 器量人で、 わ 歳の 頃旣じ ルな 巧 人 一 曾を 請 誦した 程の ホ 物でした が、 
伟人 薄命、 ネ子 多病の 言葉 じ 漏れず、 足が ス自巧 じな つて、 あたら 一生を 日蔭の 花と 送つ た 方 
でした。 また 英ネ の雙 六づん も、 先生の 歸朝じ 先立つ こと S 年で 終 ひじじく なられた ことは • 
前 じ も 中し 述べて おきました。 をの 外の みすは 皆な 相 當の家 じ 嫁し ました。 

新 島 先生の 家庭 じは こわ ぞ^ 中す 趣が 物はありません が、 煙草は 辨治 お初め I 家义披 巧んで 
用 ゐてゐ たやぅ で、 先生 も 召し かさる、 十六 歳の 頃までは、 常 じ 喫煙して 居ました が、 をく こ 
れじ 緣を絕 たれた のは、 ボストン じ 上陸 後、 初めて 义乂 陸を 見た をの 瞬間て ありました。 化生 
が齋 をを がいた のは お 名な 話で、 辨 治の 天錢羅 、民 治の 媛と 巧 じ 隨か商 白い 話 じ 富んだ もの 
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です。 

先生の 母親、 即ち 民 治の 妻を の 素 生は、 餘程 苦心し ましたが はつき りか りません。 先生の 米 
と 人 や 新 島 •公義さん など も 御が じない ところを 見れば、 夙に 廢家 じな つた もので ありませ う。 
併しょく^調べた未、 中仙道補和巧の藏村の產で、 半農半商のが手間藍-玉を前賣じし、 また 
紐屋 もして 居た 家で あつたと いふ 事を がりました。 これは 先生の 親戚なる 木暮 巧の 家に、 おみ 
ょさんが が あつて 一時 寓居した 際 話されて ゐ たと、 木嘗 君が 私 じ 聞かせました。 成ろ 程、 先生 
の 誕生 や 五月 臓の 祝 ひじ、 補 和から を百疋 とか 五十 おとか、 また 鶴 著 初 祝 ひじ も 诚和鱗 屢を藏 
樣 から 八 ホ： I 一巧 疋 贈られた など あゎまず から •多 かこの 人が 先生の 母親の 身 巧の 方 じ 相違ないで 
せう 0 

如何 じして 民 治の 妻が 祁和 がから がられた でせ う。 所!^ は 巧 雲の 神様が 此の 緣談を 纏めた も 
のとして、 何は さて 置き、 私の 一番 闕心 ずる 問題は をれ じぶつ、 かつて 始めて 新 島 家 じ 眞に新 
しい 牛 一命の 禪が來 た 事です。 

第一、 緣談は 人 一代の 運の がは ろ 所でず から、 何人で-^ をの 選 擇を憔 むのは 當然 でありまず。 


が一 


ぶ も 人 問の 處化 のぶ 化を 重く 見る 人は、 政略結婚と 云 ふ 事を やろ ので ありまず。 

抑 もこの 結婚 じは 餘程辨 治の 智略が めぐらされ たので、 所證は 理智の 結晶で ず。 併し 巧 治の 
ためじは、 こ 7 が 一精-の 宿命 結 無で あつたか も 知む ません 〇先づ この 結婚の かがと ち ふは、 浦 
が 巧から 時の 樵 勢家、 尾 崎 大目 付に 一灯 儀 見習 ひじ 奉公した かすの、 負 淑で而 かも 衞生的 美人で 
あつたのを 見跋 いて、 辨治じ 意中を 源ら した もの じ 違 ひありません。 和卽 微妙、 辨 治は をの 髓 
音を 其の ま、 民 治 じ 俸へ たもので ありませ ぅ。 そこでい ょく- 黃道ま 日を 選んで、 をの 巧を ス 
保 二 年 新春の 頃舉げ ました。 巧 化 帶の冬 がれの 新 鳥 家 じ 一陽 ホ復 、萬 綠叢中 紅す f 離い いつた 風 
じ 久方振り じ 春が 音 づれて ホました J をの 年の r 春 興」 じ 初春の 題で 巧 治の 詠んだ 句が ありまず 0 
〇 初 ゆめ をげ めじは なさ じ 朝日さず 
辨 をのは 

〇 貧 やな 鶴 も あやかる 御代の 春 

四海 波靜 かじ、 新 烏 家は 新婦を 迎 へて >  風雲 巧 露 •黃卷 ホ 軸 も あみ しがた 茜 萬 水を 映し、 
融 々無限の 善じ參 じて 此處じ 豫言者 的の 新 島 先生が 生誕いた しました。 


ぞ卞い 

是 水 

さよく こ ミ 

曲 江 
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天を 一牵 トー 司卜 八日、 長 かお 載を 械め とし、 もとき、 たみょ、 おまきと 次ぎ 次ぎ じ 子寶が 

、 一.】 や ミ 

加は つて 李、 蠻 sab つもに > 掌巧妄 うじを 雲 じなり ま」 た。 なま 四 かは 蠢の甘 
美を 十二分に ホつ て、 M あ 星空ち をして 參 りました。 けれども 謂奏內 をの 一而 じ、 
を秘 なる 垢！： 觀扔 職の 幽 光の 齡 がが 泄れ て參 りました。 をれ は 武家は 與系 じょつて 家祿 が化證 

、  たつ ミ 

される ので ありまず。 嫌 II、 養ず の 離 於がない てはありません が、 武家 じ 男の子を 尙ぶ 念は、'- 
か 口ん ど 本能に なつて ゐ をす。 若し 邸が 誤い とが 巧の 檢先 のか 名 も 飛ぶ かも 知れません から、 か 
うい ふが 態を がは 點 I として 今の 新 鳥 家を 思へ ば、 さすが じ 忍耐 强い民 治の 愚痴 もいた く 同情いた 
されまず。 船 i がが 持主なる 辨治 おは、 破毀 もし かね まじい 濃厚の 化 氣壓に 襲 はれて ま ゐゎま 
した。 腊譜は 不運の 寄が ひと 漱赢 じぶ いては みた もの \ 天の乂 巧を です や 先' つを の 人を 苦し 
むと 云 ふ 道理は 心 is でありまず。 神の 鞭は 堪 へがたい ほど 無慈悲ではありません。 を こじ 深い 
智慧があ〇ます。 今や感情じ臟^^ゴれた新島家の斯挪斯無がは消ゎ尖せて、 銘々の觸神じ捕雅の 
神が 精り ました 日 

■‘  ’J  たこを 

新 島 先 化の お 部さん は、 心の 淸 いかで ありました。 さう してを 問 じか ほろ 百合の 花でした。 


が一 


或ろ 時 これが が 勝の 天と なり、 神の 心を 讀 み、 化 じ 雌め ろ 人を 慰む ろ ことを >  無上の 菊 化と い 
たしました。 をの 心 じ 一種 不思議なる 恩寵の 與 ずる ことを 證 得しました。 

かくて 天 化 十四 年 一巧 十 叫 日、 卯 中 刻 即ち 鷄鳴八 聲の曉 新な 襲 先生は 誕生いた しました。 地 
は 一淸の 松の 綠 、千代 吹く 興 かの さ ごめ きじ、 新 島 家の 喜びは 比へ やぅ もな く、 蓬萊の 烏は を 
ずと も、 が 死の 藥は 採らず とも、 無事 長久、 閒き 麓の 動きな き 基礎が ホ ホぇ した 〇 祖父の 辨治 


り 乙， ずが  ’. 


一 •ミり  一た こ、 ろ  L  ミ じ 

おょ 寧 如の 屑を 動かして •覺 わず 攀 をが つて 「占めた、 占めた」 と 叫びました。 これが なち じ 
先生の 名 じが けられて、 セ お S 太と 中した ので ありまず 。また、 しめ 繩の 引禮 はさ わた 松の 巧の 

J こ  か ザ  わず 

苯 なれば •しめ 繩じ 風んだ の だと もを ひます。 萬 歲の聲 、風を 忘れて なを 動かし、 昨日まで 思 
ひ斌 つたことは， 今日は ザや齡 ゎの ない 邸 八と なり、 實じ 過ぎ こし 年 巧は 夢から 夢へ がつ たの 


でありまず 〇み ぎの 部屋では 父の 民 治 君が 獨り 快、 むの 微笑を 雜 らしながら •ぶの やうな 屆 善を 
認めました 0 

お 妻、 今朝 卯 や 刻 出産、 男子 巧 生化^。 化么ホ ニ十 R を Jii 稽罷を 候 間、 此段御 国 お 上 候 y は 上。 


1 巧 十四日 
御大 日 かを 中 


新 島民 治 


こんい きき  よくじつ 

早速 •家中の 知已や 懇意 先へ 巧 生の 通が をず ると •翌日から 祝 ひの 客が 引き も きらず、 正 巧 
の 陽 氣を十 かじ 發禪 いたしました。 當 時の 祝儀 到ホ控 わが 新 島 家 じあり まずが、 をの 時代の 素 


くけんれ い 


がの 風と 社交の 慣例と を 見るべく  •眞 じ活 きた 歴を であります 

ず 


巧 保 十四 癸 卯 ザ 

正月 卯 中 刻  新 島 氏 
男子 巧 生に 付 到が 之な お 


洒壹升 


一巧  暗 


ど 

漬 


目が 文 蘆 殿 
仰 藍 段 

お 旧 太が 作樣 

お 部 幾藏お 


】 う 
一同 
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】 同 

一 洒壹ホ 化 
一げ 增潰乂 被 一一 
一 甘  洒 


子 一重 
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福 長 庄み檢 
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が木豊 みが 樣 


ジ 左—'- 


一 賓染物 
】 酒竟ホ 五目す し 
一す  し 
一巧 

一 酒 養 升れ 
一 酒 蕾 开 
一洒 壹 か 札 
一萊子  袋 

一 扇 

一太 織產 
一 干  瓢 
j 最  中 
一 觸節二 丰赛豆 
一中  着 
一巧 璧か札 
一太 織 綻を衣 

一 洞 豎列化 
一水  翰 
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岡 巧 源 セ 郎樣. 
お 部 ホ藏殿 
】 包 目 化が  藏殿 
橋 本 良 助 磯 
菅巧 總藏樣 
南  ま 昇 様 
ホつ き 萬  助 
乘木彌 五郞樣 

一對  樵 本を 奶樣 

中 村を ホ 衛門樣 
i  芳賀與 阿郎 樣 
一重  が 水 五郎右衛門 機 
一  悴 WS 郎を 衛樣 
飯 巧 太 郞作樣 
隔 W 源 屯郞様 

ルが 啸亩樣 
ル 巧な 之助樣 


X 大和 屋が丘 ハ衞樣 
巧 逸 巧助檢 
0 尾 崎 化が 礫 
口中 疹た郞 機 
河 野な 十郞儉 
ル 魅 藤藏様 
松原 判 一二郎 據 
金ホ满 お槪樣 
巧邊 繫ま樣 
深 川 雌な 郞綠 
'江嫉 化た 衞門據 
潰 地 尾が 作 機 
條巧 常ち 様 
ル 出を が衛樣 
一一 一木 户平様 
御作 事悠中 
二階を  八 
備考 0 巧は な約乂 X 巧は 辨祐の 妻 S 盟 なり 


】 太 織產を 
一 金  蕾  朱 
一 か  眷  一 
】 か  れ  い 五 
一い  な 一二 
一い  な 五 

I 菓  子 
一袁  豆 一重 
1 同 

一を 盈 菓子 袋 
一巧  魚 
一 巾  着 
一太 織 表 地 
一同  表  地 
一羊  か  ん 


"»• ら〇  ••• 


こ ♦こ、 •こ  ノ、 •  L,  /  わか をんだ ミ うらわざ いわらび 

先生の も 母さんは もとみと かして >  中 仙 道 拙 和ぶ 藤が の產 でありまず。 文化 凹 年 十月 十日 生 


れで •巧 治と 同年です。 藤 村は 信越 線の 上野 驛と 乂宮驛 との 中 問の が 麟、 であり ますが  >  彼の武 
磯野、 の 原の】 部で、 四 圍の景 をは 實じ 雄大であります。 齡の木 巧の 畦、 壓 班と 相 連り、 さな 
がら 慈母の 懐 じがる やぅな 靜 けさと 穩 かさと が、 現 はれて 居ます。 をの 中 じ 殿が つて 人目を 惹 
く玲 鶴た る 富 ± の 曙の 秀 色は •心なき 身 じ も 神 彩を || ぜ ぬわけ じは 參 りません。 斯 かる 美しい 

フ， 

自然 じ おまわて'  おとみ さんは 生 ひ 立つ たので ありまず から、 一念の 鐵だ齡 く 廚く寫 された 實 

むいし さ  しじ-レ 

化は をの ま、 無意識 じ 己が 身を なて 詩を ょみ 巧した ので、 いは ゆる 詩人なら ぬ 天成の 詩人で 
ありました。 こむ じ 比べる とかの 辨治や 民 治の 詩は、 捉 はれた 詩であります。 

新 島 家が 維新 後、 お 中 じ退隱 された 時の 事で、 例の 松 本 君の 直話で ずが •おとろ さんが 或る 


-、、•：一  でむぐ ひ  V ぶ 

年、 同氏の{モじ年賀じ參らむましたが>  手おを頭じ冠つたま^年始の祝ひを述べて、 をこ^ 
じ 歸られ たとい ふ 事です。 をの 素か眞 純な を 情趣は、 眞じ尙 ぶべき であります。 こ k もを の當 


かぶ 


3 ん〇ん  る， flK そ j  か •  た どく 

時 •巧 隣の 本島 沖 造 氏の 妻が r コレラ」 じ 罹つ た畔 、先生の お母さんは 單獨で 厚く 看護した さ 


をき を 


たん ぞく 


だぅ ミくて きかん じ トミ か ミレ ミ  ミる ほ  ミミ ふつ 

てず。 道德的 感情の 高調され て、 如何 じ 潤 ひの あつたかを •歎繁 させる 話で ず 0 


一が 一 


かれら  だで、 つちよ 

體 、新 島 家の人々 の 生活は、 彼等が 倩緖の ± じ體驗 した ものが、 なち じ 神で あつた じ 止ま 


ら ず。 また 彼等の 意欲の 趴 動から 樣 々の 神 樣を拜 たのです。 をの 是 取は 暫く 措く として •をれ 
が 反動的 じ、 載^の Hi とぶ 法と じよつ て、 先 牛； を 聰明 じし、 また 先生の 生活み 各邵 のじ 深化 
し、 浮 化した なは 異乂な もので ず。 

さて 祖父を 初め i 親が、 一心を 籠め て 日本 橋の 水 天 おじ 日參 して、 先 か： が 授かつ たので あり 


ますから、 をの 中し がで あると 云 ふことは、 熟 烏 家の人々 じ 深い 感銘を 與 へました。 を n でず 
から 先生 じも辦 がの 頃から 是非 何 か獻就 させて、 をの 名を 恥 かしめ ぬ やぅ じと 心 懸けた もので 
をのた めじ 先 か； は 十一 歳の 幼時、 擊 就の 試合 ひじ 勝ちを 取る やぅに、 水 天 宮じお 巧 度を 踏ま さ 


じゐ じは け 


かんめい 


こんなん  ィぅく ぅ 

れ たとい ふ 話を •ホ じ 人から 閒 きました。 をの 外 何 か 困難の 事 じ 遭遇 ずれば、 直ち じ 水 天せ りじ 
祈願を 瓣け ると いふ 習慣が、 自が I じ 造ら わたので す。 自分が 水天宮 のかし すで あると いふ 信な 
は、^ 觀 先生の 心中に 一穗の 光輝と なり、 をの 华立 ちじ 益す 鳥 調を 帶 びて まゐり 、さぅ して 水 


を、 3 ぐ、 3 


けんじ 


じ緣 ある 海洋の 健が となつ たので ありまず。 


かんけ き  かんし や  しク 、っがい 

斬 島 先生の お母さんは、 口々 感激と 感謝に 充 ちて、 自足 樂あ のか 一 涯 をを つて 居られました' 
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淸ち飾 

冗 

た 

人 

お 飾 馬 


X  S 白 宇 
陶 

巧 怯ホ津 

源 喜 長 木 
七  裤 
郎 助藏六 


な 愛を に 
ど撫 •"’も 


一 冗 本道 具 一 飾 
一 弓  お  飾 

一同  一 飾 


天 保 十四 年 癸 卯 五月 

よ 五三 太初 織に が 到 來物輕 


大黑崖 巧兵銜 
濱化摇 巧 作 

一一 一木 戸平 


先菱雲 は 誓 蒙黃が 時を した。 先隹 化に も 稀れ な を. 賢寬 として、 嬰辨ム n 

の 隊 C 上 じいつ くし まれ、 姉さんた ちの 手から 手に 愛撫され ました 0 梅の 化 おろ ひて 徵 とずぎ、 

暮潇 おく 五 巧の 節 巧 じは、 武者人形、 飾 馬、 軍旅 地な どを 勇ましく 動かして、 弓 潮の 威を ふる 
ひました 0 


一 の 一 


••赖  0 
】 同 
1鷹 
】 巧 

一な 太が 人形 
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一泉 川 養 か 
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一 飾  大  ル 
】 同 

】 「， ソ  矢  飾 


ル お藤藏 

今 ホ戶】 

福 長庄み 

橋 本を 助 

目化义  藤 
同が  藤 

飯 巧 丈 助 

芳貫化 巧 

巧 中 左屯郞 

菅 沼總藏 

巧 山を 巧 

芳贺右 中 太 

南  ぶ 昇 

二階を  八 

中 村な を衞門 

鈴 木豊ま 

巿原利 八 

藤 ホ綻藏 


】 同 

一 金  巧  巧 
一菊げ 洒義か 
】 同  壹  升 
一同  當  か 
一 金  款  朱 
1 劍 裳酒壹 升 
一 ふき 黑觸及 あじ 二 
一を  巧で 


乘木 彌：立 郎ち鹤 
中 野 敬 助 
田 透は つ 
山 下 邑太郞 
X を 崎な 疵 
淺草安  お  銜 
江 湯 か ぁ衛門 
淸原 ホみ 
X 抓 かよ リ 


一 剑费洒 一升  御廟 部屋 頭 
長 門屋織 右衔門 ゆか はら 藤を 
巧 中 長み 郞表  御門 
裏  御  門 新 野 友み 郞 

巧が 傳ホ衛 巧 御闕が 
御 勘を 巧 常  吉 
藤  ま お  巧 
當  郞徳  平 


—が 


-  虎  亩龜  古  が  寿  方 亩巧健 か 
. 龜  太 丈  藤  巧な  町 

: I  加 藤を 藏 松な 八み  備考 X 印は 特に S 家に 援深き 人々 むり 

天 保 十四 年弘 化と 改元、 をの 四 年の 十一月 十 直 日 じ、 先生の 横 ぃ亂 ひが 擧 げられ ました。 を 
の 節 「巧 じ 身を 巧は る-* こを めでた けれ」 と、 一 敵が 辨 治の ものした のは、 をの 街 散、 您是 ずろ 
だじ餘 あろ ことで、 實じ新 島 家の 運勢は 紫氣斗 牛を 犯す と 云つ た 風です。 同年 十二月 十 凹目、 
11男雙六君誕生、翌年即ち嘉お元年五巧、初節巧が祝はれましたが、？4觀那私物が數僅かじお 
つこれを先生の盛儀じ比ずれば、 氣運の有象轄移の樣が、 あり^とをられまず。 

弘化四 ホ 年 十一 巧 十五 日 

目 お 度 お 五 S 太 稼 着 斬 じが 

-帶  一な  大巧 屋武 兵衛樣  一雪  駄  1  な 沼 總藏棒 
一同  一錠  X 岡 巧 源 半が 樣  一麵开 巾着  一  X 化 崎な 祀様 
一を  一  飯の 文 か樣一 酒蔓か  盛巧淸 A 郎樣 


GO — 


德二も 字 化 橋 S 金 
旧 おホ津 g 本木 ホ 
源 善 長 木 ホ お巧戶 

吉 助藏奠 n  S 作 一 
標 樣樣康 樣 樣様樣 


洒  同洒 金’ 巧 足 同 
參  壹壹戴 養  畫 
开  升 升 朱 ブト 袋 ブト 


巧 かた 兵衛様 
內 山を 巧 殿 


一同  晝か  目が 义藏殿 

お  巧  殿 

一な 或巧疋  X 祂和鍵 屢な藏 殿 
一 蛇  目  傘 一  横 巧 豊み殿 
備專 X 巧は 轉に 新な 家に 關巧 あリ 


さて 先生は 化の 激しい 荒波 じ も 逢は ず、 C がれが のい とすな ほじ 生 立ちて、 早 や 十六 歳の 冬を 迎 
へたれば、 即ち 妾 政 四 年 十一月 十五 日の ち 辰 じ •元服の 式が 巧 はれました。 この 巧は 幼年から 
靑年じ 這 入る 最も 意義 ある 式です から、 知己の 中から 特に 武運に 强き 人を 遭んで、 前髪 郎 しを 
願 ふの が、 例と なつて 居る のでず。 卽ち新 島 家では、 お 中 藩 江戶邸 じがけ る 馬術の 指南 家岡阳 
源 お郎巧 じ、 この 式を が賴 したので あります。 さぅ してを の舉 式の 辟が、 祖父 辨 治から 乂口か 
じ 化されました、 
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新 島辨治 

をへ がみ ミり わろ 


を 政 四 了 己年 十】 巧 十 お 日 
屯 五一】 一太 前髪 卸に 化 •齡岡 旧 源 A 郎殿 相賴〇 

が 巧 巧 巧げ A 量 太 儀、 當罩六 才韶巧 候に 化、 今！^、 齡 がん 恥し 候 化 巧 御屆里 候。 なと。 
御大 目 か 衆 中 

十一月 十五 日 

右に が 到 來品控 


一 扇子】 封 銀 化 二 
】 銀  化 二 
】 劍  裳】 
一同  一 
一 銀  化  一一 一 
一 扇子】 對が節 二 本 
】 扇子】 對劍 糞】 
一同  一 
一 銀  化  一二 


巧 邊順助 様 
骄村 元を 衛樣 
藤 巧 高造樣 
X 星 お S 太夫 樣 
な 場を 五郎 樣 
お賀健 11 一樣 
极岸 團藏樣 
巧 本 疹太樣 
巧邊顺 之助樣 


一泉  川  一 
一 銀  化  一一 
S  菱  一 
一 金‘ 五十 巧 
一足  袋 一 
一 あ  じ  十 
一 銀  化  二 
一同  一一 
一劍菱 化】 


飯 巧を の樣 
橋 本元/一一郎 様 
横 ホ 保吉様 
X 岡 巧 源 A 郞機 
淸原 米み 様 
巧 出 庄巧殿 
巧 原 利 八 殿 
ルが 脯ま様 
岡 時 勘 助 殿 


G よ 


】 善 翰 袋 綴 本 
一 銀  化  一二 
一同  S 

一洒化  一 


銀  化 


I 一一 


目が 忠  臟 
な ホ 淸兵衛 様 
巧 中 隆ホ樣 

X が 川 寬平樣 


ず 

同 


賀 

多 


申 

割 


かれい 黑觸  御縣 部屋 頭 
酒  化  一  藤 田 高 造 様 
備考 X 巧の 添 川 巧は 儒を にして 先生に 漢籍 
を 授けし ホ 思 野 氏は 家を 職で、 巧 鳥 化 
化を 問 接に 指 薄した ホで、 獎 励の ため 
魄を與 へたので あります 0 


たんじ クミ ご 


じ わ 5 らく 


もよ くかくて き 


先 牛； の 誕生 後、 凡を 十 年間は 新 鳥 家の 常樂の 春で ありました。 辨 治の お覺 的の 洞察力を 中心 
にして、 人間の 力の 巧 能を 碼 信す る舞臺 厨で ありました。 故 じ 牛： きんと ずる 臟敕が •を こじ 溢 
れて 巧た ので ありまず。 民 治は かしく 本質的で ありまし たが、 ょく 牛； きんと ずる 感情と 理知と 
のぶ 前 じ 力を ないだ のは、 十 か 新興の 新 島 家 じ 現 はれて 居ました。 さぅ して 先生 じは、 こわら 

と、. ナ  '  'ぶ 

を背異 として 更に 意義 ある 生活の 强烈 なる 意志の 力が、 象徵 された のであります。 先生 十 歳 じ 
して 詩を 賦し 、漢文を 草し、 十四 歳の 頃 旣じ願 I ホの 大意 じ 通じ •西 ザス 化の 骨髓 たろ 科擧 の、 
辩 擧的槪 念じ 觸れ 、巧 代 的 文化の 氣 かがを の 家庭 じ 這 入り、 更に これらの 文化的 生活を 傲 底し 
て眞と 善と 美と を樣 巧、 鑑賞ず 6 境地 じ 進んだ のであります。 
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た 5 じ 


當 時、 新 鳥 家の ホ 媛 振りを 發禪 して 居ました おみょ さん 夕 が！！ した 臟 g から 累ス自 かじ 
な-^ ました。 法 輪 こも j 轉 して、 I 一 I の色慘 となり •覃 一家の K やかなる 能は ず。 熱靈 

ノ  、  あらし ミげ •ホ  ち'  たい もく  を、 

しる 叟辨治 S 荒 修業、 父 夏の お 冒 一 一廉、 器と み Q ぅるみ 勝の 眼畫 はたごぶ 眞を籠 

•  I  ィ  きがん  ミ 

めて 雜じ 露ず ベく 'f げた わ、 曾は 受管 つて 日 參し宮 本 橋の 禁賢蓄 度を 踏 
むな ど、 一を 亂じ祝 願を 續 りて 居ました。 やぎ この 壽の 風が！! 薇に 活 きんと すろ 所の 

•’  し ミナ、 3 

谎お 換言す わ ば宗敎 の活が 初めてが を まれた のであります。 


おみよ 病に が 醫藥の 煙 

•竹  內樣 


二十 一二 日 
ール藥 

二十 四： n 
】 煎藥 

二十 五日 
一煎藥 


一 お 
二 お 
二 貼 


二 互 一日 

】 憩藥 

二十 五日 
一粉藥 

二十 五 〇 
一膏藥 


一馬 

一 貼 
四な 


二十 六日 

f 煎藥 

別 

二十 八日 
一煎藥 


S 化 
義包 

一晶 


二十 ホ 目 

一煎藥 

別 

二十 九日 
一敬 藥 


一二 貼 
壹包 

二 貼 
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別 一巧 別 一二 別 一晦別 
同 H  同 口  煎 日 
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貼 
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貼  包 


一 一 瓦 別  一 S 別 一朔 別 
粉帖日  巧 口  煎 a 
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貝な 
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六日  と：：： 

】 同  二 化  一同  二 貼 

別】  水藥別  】 

AH 

】 同  一 貼 
萊一藥 一一 一が 藥】 

な  上 

備考 化內 巧は 醫 帥な リ 


祖父 新 島辨治 么藩歷 


一大が 加 番隨巧 被 仰が 
灭保 A 年 五月 十四日 
一 御徒 組 除 被 仰が 

灭が屯 年 冗 月 十】 日 
一な 古 小 性 命 說分お 被 仰が 
天な 十五 年 おお 十一 日 


】 中小 性が 給金 戴か 增被 卿が 
嘉 、が 六 年盐月 十一 日 
】 中小 性 被 仰が  、 

葫延二 年祀夕 十】：：！ 

な  上 
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父 新 島民 治 么蘿歷 

I 

一 徙击が 御 お 立が 仰 か 

天 保 十 年 十二 巧 二十 近 H 

新 島 家 之 人事 

1 わくは 出産 

天 お 一一 一年 十一月 十八 日 

一 わ、 は 初節句 
天な 四 年 一二 巧 

一 わくは 炮瘡 
灭 巧よ 年 一一 巧 

1 出  父 

がか 年 四月 

1 巧 お 桐 氣をか 祝 
灭ほ九 年 


一 徒 お ル 性 被 仰が 

慶應二 年盐月 十一 目 

な  上 


一 おかょ 谣瘡 

天 保 十 年 十一月 二十 二日 
一 わ まき 同斷 
】 おとき 出を 

•天 保卞 一年 六月 十六り 辰 上刻 

f わと き抱瘡 

天 保 十一 年月 二 巧 二十 H 

一巧 子 川 化 C 新烏裹 先生) 

天 保 十 阿 年 お 卯年ぶ 月 十四 H 卯の 中 刻 


― 。6 一 


】 七 •五 s 太か喊 (新. お襄 先生】 

天 保 十四が •五月 
一 太 巧 奪が 軌 

な 化 四 年 十】 巧 十五 日 
一雙ホ 化 産 

な 化の 年 十二月 十四 口 明み ッ時 お產 
】 雙 六が 節な 
嘉 、を 冗 年 お 月 
一雙 六植瘡 

黨永二 年 一一 万 
一敬 德 湯を 

ホ、 政 一二 年 六月 十】 口 
一 おとき 奉公 
を 政 S 年 二 
一よ 五 S 太 前髪 裕 

{女 政 四 年 十一月 十五 日 
一 わ まき 巧姻 

を 政 お 年 十】 巧 一二 H 


わと きが 姻 

文义 元年 三月 十二：：！ 

備考 新 烏 化生は 植 がに 招り し 事な し、 {女中 おに 
て 種痘を なした 最初の 人な リ〇 
一雙六 聖堂 入り 
文久 元が 十一 巧 

】 雙 六 句 讀師御 雇 給料 二 閒戴人 か 持 
元 巧 元年 五片 十八 日 


む  i 


新篇襄 先生 藩歷 

しめた かち 卜 るる ふが つけら ろを ぅきん ょり 中ぅ じ； わ、‘* ご- んょん ぶち 

1 A 五己 太 徒 組极除 給金 四 兩戴夕 臺人半 扶持 
お 政 六 年 正月 二十 八 口 
一敬 幹 かめて {かか 表ジ 御が 撞邮 
文 乂一兀 年 三ぶ 十】：：！ 

備 ホ、 敬 幹は 化 化のを である、 

1 -V お S 太 備巾お 山 表え 軍艦 乘お网 巧が 樣 ょりが 賴 じか 出帆 
ホ久一 K 牛 十一月 十ニ リ叫 帆. 椅 S 年： 此月十 凹り 到着 
1 屯 お 一二 太 巧 化を 様 御船に 乘 .紳爲 修業な 館 表え 化 張 
元 巧 お 年 十ニ ロ 


え. •_ 夕-イ  そんしよ ’V  こしつ 

化かを 「巧 人 一と か r 英 離」 とか r 天 ホ」 とか 目つ て、 をの 霉稱 を眞が 目じ陶 執す る 人が あるなら 


ば、 をの 人は 多 かその お 職を 的 じ 無窓識 のじ 表示した ので ありま だぅ。 一々 これを 詰 諭ぶ 

し ゆち よう  こわ 

てを してみ ると、 をの 謂 ふ 所の ぶ 張は 直ち じがち 毀ず ことが 巧が ると 斷言 致します J をむ のみ 


せんざ 


ならず‘ こぅした 兒 ぶは •雕 つて 先生を 裏切る ことじなる 淮稽 じ陷る ものであります。 た ごを 

.莊が 科擧： 一ら 巧 焚され だ 智識の 基調と、 人關の 木質を 化 
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'丈  X 


み盡ぅ C ぅ户 •ずる 誠實 なかてと、 また ホ 張を 飽くまで 貫微す 
ろ‘ の氣 象と が •先生を 偉乂 ならしみ たので、 乂體 じが 
てが C  乂 .が 均 霜して ゐる 文化を 背景と して ゐる だけの 事で あ 


か 


われら 


义ム 

9^ 


ゎまず 〇假 りじ 吾等を 光生の 化 置 じ 置 ひて 考 へても 巧 等の 
销じ蹟 かれた 環境を 考蔡 して 一層 適切に 巧 等の 巧 じかて 


かた 


ろ带 を ir 如したならば、 巧て 先 ホ： たろ じ & くは ない と 信じます 〇 適切 じ 言へ ば 吾等 じ 最も 缺 
けた 處の ものは 如 日'!^ 閒 式を W て 示された る 計冀の 心口理 他と 可能性と を 洞 薬ず ろじが 叟 なる ホ-命 
の 飛！： と襯 知の 飛雜 f であります J 


が，- 


先生の 經歴を 細、 むじ お 察すれば •巧 代义 化生 淸 上の 心理的が 巧の 諸相が 認識され ます。 さり 
とて 別段 常人の. 可能性を 超越した 優秀な 特殊の ネ能 とか、 適應 化と かの 所ち をで あつた 爲 めで 
もなかつ たこ-^ が、 明白 過ぎる ほど 明 円で ありまず。 換言 3 れ ば、 誰 じ も 间樣の 機 會が惠 まれ 
て 巧る のであります。 されば 先生が 如何 じして 同じ 機 會を蜡 巧 さ たものを、 獨 り 利 巧す る 能 
方を 持つ たので あるか-^ ち ふことは、】 應考 へて みろ 必要が ありまず。 其處 じ一穗 || 特 の遺傳 
的 素質を 持つ てゐ たこと が 明か じ證 明され まず。 

先生は 化 づ直覺 的 銳敏を 祖父の 辨 治から み 離遺傳 致しました。 且つ 身體骨 巧まで 祖父に 酷似 
して ゐ まず。 さぅ して 明晰 銳 利の 頭腦が 歸納 的に 働きます をの 衝動 性は 絕 ぇず 新しい 生活を 創 
巧して 巧き ます。 他面 また 父 民 治から 馈釋的 論理の 形式を 蹈んで 進まぅ とずる か 離 满傳を 受け 
ました 〇 即ち、 擧問 上の 原理 原則 じ 吊 上 W 槽 威を 認めて 巧き まずから 、鷹揚で 高尙の 態度が あ 
〇 まず。 をの 他の 理が としても •論理のに 表 一ぶ ずる ことは 巧 ホません が、 家庭に 一種の 槪念崇 
邦のを： 氣が 離つ て 居りました から •をれ じ關聯 して 樣 々の 神秘的 意味を もつ た 言葉が 婦 かれて 
りた 爲 めじ、 單じ人 問と しての 資椅 ょりはを かじ 蔚い 程度の 創造力に がて 自己の 木質を 體を認 
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識 し。^ 賊 として 創造力を 神人 や 超人に 一巧せ ず。 個人み づ からの 商 お 貴 化と して 藏識 

このい し 5  そのし さ ミ 

したので あります、 化 意識が 新しい ザ 雨 じ 段々 糜 まつて 往 きました、 其 思想に 速れ て あ 〇" ゆる 

*7^  •ぃたん  じこつ ミ 含ツ 

物の 上 つら 丈け では 熙慢 が化來 なくなつ て •自己 じ 痛が じぶつ かるまでは 承が しな かつた ので 
ず。 ともあれ 先生が 名もない  一 としての 生をから 化發 して、 逢 ひじ 晚 年の 化 置まで じ 叩き 

ぐぅ ザ？ レ  は らん 

トーげ たのは. 或 ひは 偶然の 幸運から がて ゐろ 場合が あるじ もせょ、 をの 波 欄のを いか 洒を 潜り 
おけろ 間 じ 巧 世した ので ありまず。 故し 天才と かち 人と か 或 ひは また 英雄と か 叫ぶ ことの 根據 
の不十 かなこと が、 一點 疑を をむ る餘 地がない のであります。 

家庭 じがて は 父の が' 職た る 背が を學 び、 六 歳の 頃 旣じ叢 ±銘 々傅を 騰寫 いたしました。 現じ 
なが 所持し .r^ 居りまず。 またを の 頃の 日本 肅の樂 善な どを 例の 被の 中から え 巧ました。 素 讚の 
手 ほどき も { 豕 がで やゎました 。藍 做じ從 つて 七 歳から 藩の 擧舍 じて 素 讀の敎 おを 受けました。 
次 巧 じが 擧 心が^ 騰し てま ゐ り。 をの お 化 刀は 驚く ほど 猛烈で ホり ました。 斯 くして 巧が を銳 
くして •自己 S 巧 想を 明滿 じし >  ち 己の 悅 操を 純化ず る やぅ じなりました。 敎师 もまた が獨じ 
巧 巧を なず のです から •佩 心を 線 雷 化 叢して、 成' 起の 機 食を 十分 如へ たの でんります。 化生の 
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最初の 素 15 の 敎師は •江 錫 新 太が 巧で > 
傍ら 毛筆 講と 漢詩の 作製を 授け まし 


ころ 


た。 先尘卡 一歳の 奥 じは、 いづれ も 立 


せいか 


派な 成 横を 舉げ てを ります。 江 場助敎 
授の轉 職 後は、 飯 W 逸么助 おが 句讚師 
として 漢籍を 光生 じ敎 おいたました。 
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飯い おが 當 時の みぎの 如き 感想を 私に 
話しました。 「新 島さん は が wg' 
で、 一字 一巧を 苟 くもせ ず、 か彰の 意 
巧を 詳細 じ 了がず る 質です か. ぃ、 恃に 
巧ろ と 一 寧 句の 硏巧 じ數 日を 藝 ずと 云 
ふ勉强 法で •弟の 雙六 巧の 一瀉千里に 
がかけ る W とは 大變な 違 ひで ず。 


當時敍 脱 sS が繼 がは 約 五十 戶 でした から •擧舍 は 御殿の お 猪の 口を u て 充てられました。 

をの 長は i 蝶臀 字は 繫で t 最初 サ雨 公は 一代 sgfgiM がを 賢ん とした S でを 

ましたが 辭 して 門下の 逸足 添 川 
氏を が薦に 及んだ のです。 おの 


r  •  IT 

，.夕 


グク石 
r  く 

叶  沪 


かんか 


仁 己に 漢籍の 撫 奥を 盖 して 瞒擧. 
じ人り：^邮がと意識的に應照し 
て 局り ました、 巧は 山山 飛、 义山 
誠と 當年 {女中 板 倉 家の S 民 頭で 
太山は子ずの敎育驚=^じがて仙 
こを の蔽 艦を 許さず、 山 旧 飛は 


が 化の 機鋒を .て 政事 じ 應酬し 

ナ タナん きぅ 丈  け L こ 

添 川ょ お務 みむて 庶政を 驚を いたしました。 なほ 先 牛： は 擊鄉巧 砖 をれ ぞれ師 じ 就いて 稽ムを 姑 

ナ レ  ひんせい  ミぅ ク 

ました 觀 IT も 十 凹 歲の春 か 赋 I 心を 始めました 。がくて 普通 W 常識と 品 化と を 陶冶ず ら敎 なは 


— /3 


夙 じ 準備 さ：；：^ たので ありまず。 


尾 崎 大目 かに 卡歲の 時 送りし 先生の ず 紙 


が、 ^ 


^  ぶ 
み 


，一 


一筆 啓 ^ 化 候。 お HIP 氣御化 候へ 
甘： ハ、 御 殺が 樣 お 御機嫌 能 被 成 御が 奉 
恐が 候。 化な 先般は 御 进中お 御滯被 
遊 御到辭 奉恐悅 候。 を 許 被 爲巧候 柳 
は 口々 參上 仕、 蒙 御 懇命. 閒戴物 等 
化 冥加 至： i、 雛が 化合を なお。々 御 
辞 恐 悅御碟 旁 乍 延引 巧 W 中 上 捧憑化 
候。 恐 惶誰青 

十月 六 a 

新な A 五 3 太 

尾 旦那 橡 

參人 々神み 
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翻は 

が 隱お様 

御新造 機え もを 敷 

被 仰 上 巧が 下、 日 一先 達而は 地 产栗被 下 置、 誠な 難が 化な おを 候。 早速 打 寄 頂戴 化攸 、お 御 磯前 お 巧 中 
上 候處筆 不巧屆 、蒙 御免 荒增 を中卜 候。  は 卜。 

わの 書簡は 先生 十 歳の 時 巧め て. 
書いた もので >  如何にも 初々 しい 
が！！ な ものであります が。 巾嘗じ 
家庭 敎 育の 臟 れ てあつた こと や、 先生が 幼 かながら も绽 い證德 意識を おして 居つ たこと を 嫂 
はしてをりまず。 尾崎巧はこの^|^齡を受けて强く齡撕し>  これを稍や年長であつた例の關島-氏 
に獎勵 のた めじ 卵へ たのであります J 

ぅて尾 崎 巧は 板を 家の 蔚撇 龄卽 がで >  禪| 日獻齡 がが さ强 さに めて、 新 島 家の 慰籍 をで あり 
攸が '巧で ありぇした 。尤も この 齡 齡 は徽 狄じ瑞 はむ て、 辨 をのが 遇、 が 治の 妻の 媒介 >  別けて 


7^ 


先生 じ 社 咎的化 置と •人格 的 じ 成長す る 機 貪と を與 へました。 耐も それが 雛！^ の 巧し 載つ たお 
建のを 氣の 中に、 先生を して 巧 意， 的に 光明 面を 離め させました J 
何と 云つても 常時、 輕數の 新 島 家が がが 佩 尾 崎 家 じ齡載 じな つたことは •先生の サ 身が 世に 
際限な く附 纏つ た 一の 偶然の 幸 蓮で ありました 。先生が 輕叢 をの 子息で ありながら >  幼少の 頃 
尾綺 氏の 膝の 上 じいつ くし まれた ことが、 |?«嘶 じ 種々 の 巧き 織りを 生じ、 お茶 巧ぶな る 比較 
的 幸 連なな 撞に 推薦せられ ました。 一 齡燕辦 じちへ ば、 お 公 じを の お 能を 認めら むさぅ して 簡 
がされる 機 f なつた ので ありまず。 がつ幫 露の 衝動の g がと 巧 利の 繫 とに ぶしき 群 
と 修正と を與 へ、 卓越した 人 じ薰染 され 麟 斬が」 わて‘ な然 N 牛： 巧の な 蒂じ關 ずろ 漱辦 ともな 


^リ ました 0 


先 牛： 十一 歲の 時の 詩 


立  巧 

い-ちょ の-.; ド ミ よく 叩ゅ ゎゎ くま さじ L るべ しぶつし で； かなしみ じいる 

一葉 梧 柄 玉 樹開正 知 物象 入 ，悲 哉 

ip や ミち、 r のこく りい を いづく じかき るか デり なき しんり や 5 ひヤ くし ツ くの 

がみが 造々 何 ま 無 &新凉 巧 K  I 量‘ 


化か 十 歳の 時から 正 おじ 載、 娜を 姑め ました。 剝滋は 武家の 宵髓 であるから •家庭に がて 當歲 

まで 父兄が で 巧の 巧を み 星を を& ミす。 前進 謹 《鹽 運動 《、腕を 謹を 目の 

とする 齡 が載獻 であります。 板 倉 藩の 定 がの 古は 少辦 でした から、 神 阳ぉ玉 ヶ池 じ 道場を 娘つ 
てゐ た' 弘棠郎 斬 巧 じ 藩 亡の 取 立て 稽古を 麟 がいて ゐ ました。 この 時は 攻防の 道具が 完備して 技 
術が!! .i され、 實じ擊 劍の最 厨 潮時で めつ て、 巧 代 生活の 實感 巧は 化 じこ、 にがりと、 武 たた 


だい そ- 


る あの 魂を i する 力が あつたの でず。 歡時千 葉 間作 巧と 齋藤彌 九が 巧とは •斯道の 二乂双 壁で、 

こ、 •  わさ 

人 氣の瓣 戴 おでありました。 新 鳥 先生は このが 家の 千 葉 巧 じ 就いて をの 技術を 修め、 また 精神 


/〇 ようめい 

し 


的 訓練を 受けた のでず か‘ b、 潑獅 たる 生活 愚 化を もつ てゐる 先生の 如きは、 一曆 これ じ 典、 嗚 
たのです。 お 載 載觀を おへて 共鳴す ると 云 ふことは、 これを 愛し これ じ 同情して、：^ 事 じか 


ず 道徳的に _ 賭 ずるが 底です から、 擊劍も 先生 じ對 しては、 人 お 修養の 練麼 となつ たのです 。今 

一つ 先生を」 TISUS 梦 持た」 め わのは、 ル瓣 G 霸か らぉた 镇 が累 •一  堅 夏 

'で 水 戶に觀 えられた ことで ありまず。 お 中 藩て は 家を の 最高 祿 が一 一巧 右で わりまず のじ、 傑 か 

かう ろく 


^ んを 


け、. 一 


、ぅろく  ひじ や 弓  こぅ ん  ，—  I ミ  ’ 

卜八歳 じして 五な おのが 一祿を 得た のでず から、 藩の すがは 非褚の 興奮と 刺戟を 受けた のです „ 
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この 海 保 巧は 私 G 祖父が 指!！； して 居りました が、 天 ま 謙 I をが がいて、 賢て 化 戶じ楚 し 
辛 葉 巧の 門 じ 就かせた ので ありまず。 蠢パ板 倉 藩の 盞は板 倉が.— と藝繫 と、 この 靈 
とでんつたちす。 ？^の家は代々ぉ中表を^&の擊剝指囊で’ ぉの父も酱军蒙塾で 
修業 中 新 島 先生を 指導した 事が ありました。 

、擊劍 じ 興 巧を 起したず 一つの 觀 織は、 かの 天草の 亂じ 幕府が 板 倉の 繼游 、臟 於が 離の お' 3 じ. た 
討の 命窄 した 叫、 柳 生 罵が が じ も •板窥 は斯 かる 霍に 適した 人物で、 ぶ、 とて、 を 

、)) くどん  ち' っし 

軍を 差し 豐 いて 露で 中甚 しめょぅと 致」 ましたが、 遂 ひじを 0 機を 失して •板 香ま羣 
に 出陣 致’ しました。 量ろ 哉、 恥 峰 おは 繫 して、 をのが を 奏する ことが 染 なかつ たので 
す。 こ W 柳尘は i'k の 擊劍指 覆で ぁるが、 齡 '齡 にして また醫 gf 梨を！ がぶ る 事 實じも g 誠 

けんを、， 

ずる 憐 勢の 人た るを 見て、 一 かを が擊劍 じょつ て 干 奢の^と なると 云 ふ、 而 かも 我が^ こ闕巧 

ミく べつ  I  •‘ 

七 特別の 光を 故つ てを ると 云 ふこと が、 藩± じ 强い剌 g を與 へたから です。 故 じ 先生は 如何 
'なる 楽 暑に も 屈せず 燒 まず 擊劍 を顾ん で、 一日 も 船!! した ことは なかつ たとい ふこと です。 十 
一歳の 時 •旣じ 擊劍の 試合 じ 勝つ やぅ •を おじ 薑 度を 祕 むと いふ 熱心 家で みり ました 。そ 
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の 後 例の 搞化 w 平氏の が だが 'i とい ふ 人が、 を' 府の擊 劍敎授 となつて 、先生に も お 導した ので 
ず。 同時に 馬術を 漱 の騎觀 師關阳 源た 郞 巧に 就いて 擧 びました。 

齡じ 心、 擊 劍じ搬 恥を もつ たのは、 獨〇新 島 先 牛な みで なくが 爲の卡 一は 皆な これを 'y て 勞龍門 
としたの です。 かの 巧 中 化身の 献做 i おがの 如きは、 をの 師千葉 周 か 巧 や齋滕 彌化郞 巧と、 天 
下 S かの おを 疏 かしましに。 千 葉-氏は ii 獻 にがて 優り、 齋 藤氏は 技に 長 じ、 さう して 帆 平氏は 
二者の 長所を 臘帶 しました 。故 じ 千 葉 氏は お 化 巧を 觀化載 湖に 介し •東 湖は これを 烈公じ 推薦 
しました。 辦おは 更に 板 倉が 豫 なじ 觀 聲 して、 水戶じ 抱、 りた 0 であ 〇 まず。 後ち 日 木 か 記の 著 
をた る會澤 ぉを をのが 驟 となつ て •帆 平と 齡が しました。 かう いふ 素晴らしい 活 鶴が 頻繁 じあ 
るので。 槪 I ザ辭 料た もの 志， 问 を齡瓣 し、 機能を 喷郵 にせ しめたの も 無理は. めり ません。 また 其 
の當時 藤の 東 湖-^ が歡 がの 擊劍 試を などは、 實じ職 あ 的 題 村 だつ たさう です。 一 かは 水 
戶 家のを 職‘ 水戶擧 派の 鮮お おで、 ー ホは 信 州が 代 藩の もがが. 印 洋科擧 の崇拜 者、 兩 おとも 
貧け じ 魂の 齡ぃ 人で、 擊劍 の 試合が 何 管 3 がちに 終つ たとの ことで ず。 常時 こわら の 話は 先 
生に ぃ一つ 漸 の囊蟲 へた じ 相違ありません。 


一の 一 


さいし、-  しめた  けいかん  へいがい  も、； ん 

先生のを はを もを も 最初が セ S 太、 字は 敬 幹で、 平涯 、楊が、 公暢、 廳 水'  柬岛散 人、 幹、 

い  し、.'  てき  こ 、っ . ’ レ 

襄 と、 年 ホ じょつ て 意識的 じ、 自 かの 生活の 據充 と、 巧 部 生命の 轟が i とが、 表象 さ U て 居ぃ ま 

みう が ミ  くナ  J 

ず。 先生の 場合 じがて は、 稱 號の變 化は 巧 面 生 おの 流轉 、また 意志の 私 ザで あり、 極めて 與咪 
ある 象徵 であります。 即ち •先生の 巧なる もの、 外じ投 抓され たもので ありまず。 幹と か 巧な 

散 人と か、 釋 年と か麗 水と か平涯 とか、 それぞれ 化の 語 


也ろ 


し 或 さい  てうし  の 5 だん 

の影じ、 色ぉの調^ゃ濃淡の結を關係が、 あり. 


見 


えて 脑〇 ます。 尤も おな S 太と 敬 幹とは、 ギグ ィング ホ 
1 ム であります から、 化生ち 身の 水準から をた ものでは 
みり ません。 をの 他の ものは をく 先生の 书觀で •のをは 


〇 


人格と 略 ぼ 同じ 意 巧 じがての 献 n、 でありまず。 

平涯 •標年 は、 先生の み 年 時代、 毛!^ 載のを 與 心用ゐ たもので あります。 さぅ して 平 里は 輸 
擧じ 人つた 時化の 稱號 一^あります。 擧と 術と じょつ て、 撤幣の 東西、 贈の お 化、 漱撇を 知らぬ 


い ゐ> 、ろて ごく 


I  ’<,.、；‘，-、、 く  々ミホ. 一 

異域 遠國 の人义 とを 渉と が展閒 された もので あゎまず 0 


~ — 


かんじ や、 _ 


へんく わ 


端の じ 智力と 麽 情と 分化し‘ 理想 様式を 變 化し 隨 つて 人間の 幸福を 增進 する 方が となる もの 
、構成に 就いて な 整の 考虜が 施された ときであります。 標 年は をれ 自體か 先生の' 載 -擊 的 傾向を 
詰ろ もので 夕數の 巧 巧の 事實 のはたら き 振ぃ と意藉 とょり'  歸納 して さき じ斷片 ので あつた。 
をし くは 斷片 的と 見 わた。 情緒と 意慾と をれ まて 潜 巧して 居た。 其 等の 發 動の' 凡てが、 段々 袖 
をの 間 じ 組織と 滿 一とが 成立つ たのであります 〇莊 子から 巧 典した もので •極 ル 限た るの 外的 

關 係と 極大 限の 巧 外的 關 係と を體驗 した もの 


島 あ 欲 


でず。 


懷 がの 化 所 


そ 5 しのせ うたう へんじい わく われ だいじを ちつ ンミ これを ちよ ミい ふ 

莊子 逍遙 篇巨 吾を， 大賴 ，人 謂 =1 之榜 

そのたい ほんえ ミし じ やう ほく じを たらず そのせ ミし けんちよ くして きく じみたら ず 

お ホ 7C 搞 陋すぃ 中-, 繩酱 一が ル枝卷 m ホ 中，， がが- 


S ぅ^.^ さんじん  ご がかい  たいけん 

鳥 東 散 人は、 n 本と いふ 國を 一巧 子と して、 五が 界に對 立す る愛國 、むを 體驗 した 程度に 進ん 
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V ま 化 即ち 綻獻齡 卽肌趴 似 じ巧ゐ たもので あります。 純 載の 一日 本人と して •また H 本と いふ 
國家的 統一が、 がに 意識され た反應 でありまず。 

幹は 先生が 牆^が 做、 即ち 脫 藩から 臟酔じ 至る 間 じが ゐた變 名であります。 鄰轉か 「風 肅々 
を 易 水 寒、 壯 ± 1 去復不 還」 と 云つた •がが の 生命を 捨て、 か、 つた、 犠牲の 精神と 悲壯 のか 
モ とがを まれて 居ります。 

襄は 驚黯寶 賊 へた 名で、 別 じ キリスト 敎の 式は 受けな かつた けれども、 礎 かじ クリス 
チャン、 ネ1ムであります。襄はジョセフの白脉初の一綴字の音で、 ィスラエル民族を救つた傑 
人の 名であります。 をく 心が の 生長と ホ 調を 揃へ つ^、 また 献身 巧 力の 積極的 目標であります。 

新 島 先生と 海 保 i" おおとは、 ホ 面は 义 いじ 異なる けれども、 をの 灭ネ を發禪 した 點 じがて は 
安中 舊 藩の 奶 解； でありました。 而も 其の 名を 改めた 點 までが 能く 似て 居りまず。 海 保 氏は 晚年 
に 父母から 織 さむた 名を 捨てた のは、 終世の 悚事 であろ とちつ て 居つ たさぅ です。 新 島 先生 
はこの 觀じ 就いて が邮 なる 感脯 心を もつ てゐ たか、 終 ひじが る 事が 巧 ホませんでした。 

^ じて 先生が、 生活の 齡斬 じ隨 つて 個人の 解 釋の變 化を 惹き 起された 現在の 社會は •抑 も 幕 


が— 


かなへ も ミレん  ミぅ をい  けつ か 人 

府のお 流で、 鼎の 中心が 動き 始めました 。これは 社 貧が をれ 自らの 統制 じげ 陷の ある ことを が 


けつく わ 


り 始めた 結果で ありまず 〇さ ぅして これが 民族 心理 じ 新 局を 巧 開す る 蓮 動と なつた ので ありま 
す。 この 新 思想の 先驅 をな した ものは、 世界の 一大 潮流が 世界を 蒋 おじ 結び かけ、 貿易， 風化 


し ゆく むん しさ ミ  たこく  ぶ宁 

習慣’ 思想 •感情 等、 一國 じある ものは 他 國じ傳 はる こと •從 ホよりも 遙 かじ 速く •强 く、 深 


ザん わく 


てうり ブ 


一、 ミミて き 


で/* J ク、 _ 


なり •善惡 にからず、 この 擲流 じ乘 じて 生活 狀 態を】 變し •道德 的の 考 へを 適應 しなければ 


Lt り 


化界じ 孤ぶ ずるの 止むな きじ 至る と 云 ふ 心理- 


ぶつ こ ミ 


つは フランス 革命の 思 お、 ドィツの 勃與、 


か-いり かく 


さぶ く ミミ 


就中 ィギリスの 重 商ち 義の 政略が、 差當り 極東の 政局を 繁雜じ 導いた からでした。 されば ィギ 


リ 


スの 商人が、 富を 筹 積し 金力を 贏ら 得ん がた めじ、 自巧 競爭の 名目の 下 じ、 あらゆる 營利的 
手段を 巧 使し •極端な 弱巧强 食が 一行 はれ、 無限 じ 物質を 自國の 手じ蓄 穂す る ことを 獄 する じ 至 
り、 をの 目的の ためじは 政 前 さへ もが 後援を ずると いふ ことじな り、 鳩が 戰爭 もを の 結果と し 
て 突如と して 平地に 坡を 起し •吾が 琉 球を も ィギリスが 一時的 占領 するとい ふ 物駿の 世の中 じ 
なりました。 斯 くの 如く あら e る も W を犧牲 とし。 巧 お 力の かい 所 かじ 橫領を 始め、 彼等の 意 
のま、 じ 慾 望を 滿 足せし めょぅと いふ 傾向は、 闕 際げ 局を 益ず 煩瑣 じ 導き、 國 家を 統一して 對 


— S3  — 


おし； A ければ ならない 氣 運を 促進し ました。 故に、 瞻 級の 利害の 按排 調和 じの みこれ 化は しき 
封建 社を は、 猛然と して 覺 酷し •巧 巧的經 論を 講ずる とい ふ 段取り じな つた けれども、 を然 •無 
準備の 悲哀が 曝露され ました。 なに 敏感の 靑 年は、 國 情が 治の 硏究國 際 政局の 硏究じ 興味を も 
ち、 從 つて 外交 じ 重要な 語擧の 必要を 痛切に 感じ 始めました。 

扳倉家 儒 お 添 川 簾 齊么义  - 
吾間峡 夷之 關古不 A 通 遠な ュ歐羅 臣州西 化 孤 鳥 クー 中 1。 長身 隆準 i 眼晴 祭髮帅 如。 鬚 眉 紅 其 
仁 其 性 貧 兜 如，， 鬼贼 ，。竭 ホ經商 頭， 萬國 音船稠 裁，， 磅か烟 ，。其 意不 ミ. 旅 も， 貨 艦，。 愚 巧 食レ么 
巧， 一時 一。 お蚀 有ぃ漸 夕盲識 ，1 慧 食。 南 夷 窺，， 粤 職，。 包藏， _禍 心 恥， 一日 \ 維時 淸國道 光 十九 年。 
で レ 詔特禁 。，市，， 毒 煙， だが 削徐專 管，， さ。 か 絡 巧深觀 ，を 速， 貪 虜何命 影，， 約 東 一。 齡向 VMi- 
爭， ，樵を. お靖 乂艦蔽 ..天 ホ。 狂獅 猿々。 狗嚼虎 掠， 巧實 が褚， ，せ 轟か >  絳乂旁 か歲凹 巧。 
乂ぶな 南無 ュ乾 車。 廟堂 議論が 擁窮 C ち k+u 庸だホ ュ和お 一。 二 千 萬を 換 ，1 煙よ， 〇割ぃ 地耿い 
君銜 ，巧 か。 寧 知 生 靈膏， ，鋒 錦，。 孤 籍乂ル 空が 抓，。 此時も 滿城輸 。齡が 齒深斯 弱 か。 甘 パ 地劉從 
を 矢， 志 赴， ホ 死。 滿 庭鬚屆 輪，， 巧國 1 誰ち，-】 人 梢，^ へ I, 而 -iEt をす。 惟 お，， 粤中義 た 民- 捐 
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納簡練護1,鄉隣1。 無事歸農有^4勤。 巧萬勁旅お^願牌-。 吾讀-1巧搬能心目-喜々化憤ずザ慟 
哭 。滿廷 文武 斑顺塑 。誰ち y 一人 敵 n 王氣 1 而 等* 國 辱％ 嗚呼- 嗔お廢 ル 醜を。 破 k 浪而來 
一二 千里。 ホ ご 有 か 趙魏么 甲孫吳 略％ 所， 恃を船 堅而袍 利な。 机爲ず S だ 之 如贼 お。 撫 ，之 如，， 
嬌モ ー。 晋閒 覺羅巧 武功 一肇 k 基。 康 照お隆 兼， こ父德 1。 致 治 重 照巢年 一" 二な 么 .次長 治果 
お兜|^^ホ。 遽南お局委靡不ぃ振。 咎歸拙お傳一 和關1 莲レーー が節一 义がーー 琉球/臓一， 口巧谭莽米ュレ 
得 間，， 其詳 一。 或是嘆 夷之 お誦 。故 生-一事 端 窺 1- 我 門閱欽 。惟 我 祖宗 仁が 澤澳 民心)。 化 幾 磨 
厲傳 至， 今。 お子國 か實界 す。 一孽髮 外人 侮。 或 日 彼 意不。 U 過 求， 巧 易 一。 货； 遽凱规 把， 一乂 逆。 一 
些言其 一 米 レ 知 レニ。 須 レニ 觀漢よ 已然逃 一。 若 龍 二互巿 一が を レ 地。 彼が 一室 巧 築 11 城郭 1 ちし か不 
如意 一時 裂 4号 起 倉が 么變尤 巧 V 踐纏褐 多事 自 t 化始 。利 蒂甚 分明。 巧を 眞巧 t 鄙。 巧す 國 
日 木刀。 卒銳ホ 巧。 利 双 吹 k 毛 彼を 能が。 + 萬 人我 斬爲 二十 萬。 斷化紅 商 嫂，- お巧携 一。 不レ 
然 祖宗 あ‘ 天， 之 靈赫 震な。 永世 罰麵 。强 か贿呼 嗟で。 真が 子が 鬚 的誰喃 効-- 寸 思-。 而^ 個 
之 辨髮兒 。讀 唤夷 犯，- 淸國- 事が。 數種作 M 長が み 記^」。  . 

弘 化が 長 八月 作を 政 巧 辰 議平巧 重錄爲 。ル 林 おな 鄕 。が 所 不爲齊 巧 人 添 川 興。 ，" 


一が 一 


先 半は 十 凹 歳の 頃、 旣じ漢 义の乂 意を 研究し •傳統 を 消化し、 さう して これを 新惹 叢の 上 じ 
^11 ずる ことじょ つて、 更に 新時代の 生命み 巧し 得べき 何もの かを 期 巧し ました、 をの 意 想 
感情を 吟ホ すれば、 武 in 道と した 處が 何ん と 云つ た 所が >  單 に 傳統の ホ 技の 上 じぶつて、 極め 
て 卑俗を 喜ばす に過ぎない もので める とい ふやうな 見地 じ 到りました。 何と なれば、 をの 基礎 
を 単に 名譽 心の 上に 置いた 爲 めじ •必然の 勢 ひとして 傷 善を 生じ、 虛榮 となり、 體 裁を 装 ふこ 
と、 なり、 結局、 僖統 を傳統 として 化 持す る ことの、 がつ て危險 である ことを 感ずる やうに な 
りました。 を こで 先生は 舊き 衣を 新 文明の 基調の 上 じ脫し 去つ て， 自己の 世界を 牌 〔きました。 
即ち、 ホ吿が 今まで 繼 承して ホた 形式と が {谷と じを がりを つけ、 先'' つ 善を 行 ふを たるが 爲 めじ 
は、 如何にして 善 じ 達ず るの が 自己 じ 許さ わたる 道で あるかと 云 ふこと、 換言すれば 、が：！： に 
して 善 じ 達する のが、 自己 じ 取つ て 利で あるかを 曾 得し、 經驗を 積み、 敦 知を もつ て 體驗の 命 
名 じ 就いて、 顆 似と 棚 違、 {女 定と不 おを など それらの 性質に^ づて 識別す る ことを 姑め、 を こ 

ちかく  く、 っさク  ぶ ムろゐ 

じ 感情から 知覺 を、 空想から 實 がを 區 別し'  夕頻 する ことじいた しました。 抑 もこれ が 先生の 

た-^ ちょ  く  ムン 

生を ザ 針の 端緒で ありました。】 度 か、 る 生を ホが が 工夫され てがる— こ、 牛： 巧を 構成ず ろ 誰の 


— SO  — • 


>  *  * 、 •  そ、 3 トー  A.  Aw 

要裴 のはたら く 備がや >  をれ を 取扱 ふ 方を を 一層 洗練し、 また これを 實が 化した 上 じ、 をれ の 


ホい くわつ 


'を 川え でを も Pi がず る ことじな 〇 ました。 化處は 則ち 科擧の 境地で あつて、 自分の 生活の 幸福 
の穀 がる あらゆる 事物と V 俾 とを •科 學的じ 獻 妒ェ して 巧く ことを 得た のは、 如何にも 惠ま n て 
夏り 表ず。 

先 牛； が 理知の 人間 牛； 活 じが 賢め るまで じは、 隨 か、 無 邪氣な 氣燈を 上げて、 滿お氣 に 見えた 
ものであります 〇 左の 齡 がは やはり 巧 並みの 沪 絡では ありまず が •當 年の 先生と しては をの 奧 
底 じ 光つ てゐ たが iSi で、 こんなが 款 をのうて ゐ たもので あります。 とにかく 物事を 新しくを 旌 
ほさう とずる 力が 磁齡 で、® 斬な 意思 じ戾 つて、 をの 永久の な 力 じよつ て •溝 新な 氣 かを 吹き 
を まう とずる Ik 力は、 先生の 一生涯を 通じて 絕 わず 繰り返されました 0 

書 坤輿圖 後 

昔を 普 太 間 登'!, 淸 水寺閒 10__ 西 窺 慷慨 日 ク巧兒 か が。 伸-一武が 淘 か-ザ 爲 。幅瞥 之 爲遂颁 •。朝 鲜地圆 が-諸 將 -。 

如 雨，， 化茲 k 平 字 レ 4A 嘴」 齡 i おが U 溝 如-.? が U 巧な 國- 。え 贈 =皇 城が-詰 か'。 な 化 時 ホ レ 間 お： お 
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大浏 ，化。 米と， 南を-, 輿佛堇 ，也。 今 也。 英 佛薪然 1:,,, 也を， 歐键 心， 麟 手數棋 朦饋數 干な レ戰爲 話。 は レ— 的 
立 國〇魯 化 横-一 斷锁 驻二洲 ，接， 二 境 於 二 巧唐夕 を-一一め こ 長を 一〇曰 I 畔非一 五な 一 比 志盡わ k ル 化。 ホ 也ち ヒ 
横禮惕巧修な精擲圖，お。 其文物之卽お も比。 而其地脈之所：お41海路之所，私'熟，化圆紹綻規講！^||,, 
其許-〇 抑我么化，至冠亦能至。 彼之能ホ巧ホ常，往0 若使化圖^,丰豊公么前，歎。 我銳鋒么所^ 向；如不 
レ， 化鷄扣 ，也。 擎豐 公之 事， も V 而巧教 をが f が。 ム孟お 巾；！ レが ン齡修 尸む 卽ン 斬而 己。 た 

新， 若.，， 能 I: 皆 I 挺必 4J; 起 地，。 則 不ビ_ 一能 l,i,。 制 J を 際；； 卽 こ 能^ 彼：。 

巧知， & 刷 レ 彼おぞ 候，， 干化圖 ，也。 な 碧暮が 力^が^が' 化 載" 巧 侧么赏 强如齡 んなナ 齡ャ斬 わ ン如レ J 也。 大 
をが 苗 5 大 詐似ぃ 僧。 米之恭 儉退酪 巧が 毅二 機 か 一耶 未- IW ご 知， お。 お も才 疎^。 魯么 銷^ 不^ 澗 。が 
馆 乂不： .振耶 ホ，， 巧 ご 知 化。 孰お跋 が，- 彼 姑， 而 {な-, がが 狀 ，ホ 〇齡， ，が^,:!^ 畔 ，削 お 之。 が-を。 

新 烏 ホぶ 梟 

化  を  な 巧 健拜巧 
是正. 

一緖 慨然 思 遠瞭热 .  於お貞 妄言 多 
行 夕森嚴 読 論 悠遠  巧學 妄評を 罪 


が一 


文 おお 潑令 讚を 巧 案 巧 快 

飽  妄言 

...一一 一が 退拜讀 

ホ 山 鼎拜讀 

先 集は 二六時中、 藩な の 左 もに 侍して 居りました から、 餘 暇を 勉學じ 利 川した 梁' じあります 0 
故に 自分の 巧擧 心を 滿 おさず る わけ じは 參り ません。 常に 深更 書を もさり、 發 雪の 游を橫 みま 
したので >  自然 身體を 害し、 眼病 じ 罹りました。 然し 不饒 不屈は 先 牛： の氣 象で、 賜 喂化暇 中- 
藥 飼に 親み なから 硏 究を續 行いた しぇ した。 恢な後 化 仕して、 蘭 擧の敎 師杉旧 女 撰が 當 時、 ミ 
區八ぁ 杉に 塾を 閒 いて 居りました が、 二 里 半 も ある 其處 まて、 一生懸命で； 外 神 旧 かご， 徒 ホで 通 
つたので あります。 これが ためじ 藩ち のな りじ 觸 わて 難 足を 命せられ •或 ひは 笞 罰を 課せられ 
た 事な どら ありました。 

さすがは 明主 板 倉が 豫ホ肯 贿八ム だけ あつて •天下の 推移を 豫樂 し、 儒 わ 山 瓜が 傍らから 輔 
化して •急進派の 思想を も參 酌して、 瞥 お總藏 、祠村 喜 凹耶と 化生の S 人 じ、 蘭學の 修業を 命 


か一 


じました。 をれ は 安政. 二 年 正月の ことで ありました 0 な ホ 漸く 先生は 公然 藩 費 生に なりました 0 
惜 むらく はサ雨 公、 をの 發年 正月 逝去され ました。 これが 先生の ためじは が 巧擊で •化 化の 巧 
を 一-貧 じ缺ぐ ほどの 衙機 じ際會 しました。 サ雨公 じ 一子 あり •熊 若君と 申して •聰明な 後繼を 
でした が'  不幸、 で 化され ましたので •化 雨 公の 舍ず勝 殺 公が 順 養子と な b わました J 當 代は 
尋常の 方で、 先代の 積極的 政策を 踏襲ず る 識見 じ 欠けて 居りました 爲 めに、 蘭擧 修業は 中止 じ 
な 〇 ました。 當時 先生の 落 膽は思 ひ 遣る 巧き でる ります。 聊か 激越の 情を 左の 漢义 じ泄 らして 
あります。 隙 分放騰 の 义で すから、 をし を 司 じ 漏れたなら、 今日の 謂は ゆる 不敬罪 じ 州 常ず る 
票き 處 かが あつた ごら ぅと 思 ひまず。 

を 政 一 串 おな 僕 受ニホ 公之 命， が^お 託 二 田 島 先生， 學二蘭 書， 化ち，， 歲 月， C 時 巧な 學 ，一期 書 r 託，， が W 化か， C 
ホ，， 數 月， 旧 烏 化を 蒙， 上 命， 巧，， が長嚼 ，0 巧义 請，， 巧 島 先生， 化 ハ 巧，， がを 晦 ，0 モ時 去年 r へ 月 化。 僕.：：：， 是 
無 レが，， 干闲 話，， 手篆 氏， 學义 あ，， 敷 月， 〇時添 川 先生 巧 T 僕 漢學不 ，戍 而勉 ♦蘭 書 ょ〇謂 曰 C が/於' ^學_ ，蘭 
書， か， 瞻，， 漢學， C 今 縱令雖 _ ，勉强 ，不ご 知藻學 ，が 得， ぶ 乎" 僕 自它冗 心，， 犬が， 學，， ，漢書 お，， 蘭 善， 义々， ，教 
り。 僕が， か-也' 遂 ぉ， 不 括，， 蘭き。 魔， 一 欲，， 學 ，一。 が更 なな： 个 ，化。^ が友竊 巧，， 便' 洋 謂， 漢口 


^ 巧 比 私， 樂^化 乎。 儀 p 興が ぃ么〇 朋友 曰辭 非-- 多 欲-乎、 "人 猫' 不ごぉ r 巧能兩 をず 〇勉 强换 不^ 
巧，， •贿ナ 不 ，如勉 t  一  〇 僕 円 閒之遂 駿-南 善-。 化 ii 詔 御 C 僕义何 面目 學- 蘭酱 ホ。 初 
化な 卜欲 下を 二 僕 等 一 學中蘭 書 上 C 一 斬^ こ 僕 等 左を 0 曰 予欲ミ 令 彼等 學 一一 蘭 毒-一一 如何。 丸 か 口 可 こ 遂を〇 
僕 等 如す 一 蘭^ 一^. 1:" 僕々 か 心 一ー ホな 之 德-不 ごが 成 一途 廢 嗚呼 〇 嗚呼。 勝 OW レ誅 乎。 勝巧誅 ホ。 價 Gk 是 克^ 
己 欲，-,' 學，- 漢書，。 頗巧 勉强。 僕 頓首待 S お 雞夕褐 k 下， 而 己。 巧禪巧 巧。 

備 を。 勝 〇 は廿附 公の が繼 をた る勝殷 公を 指す C 

先生は、 自己の 牛！ 命が _ 心處じ 巧る とば かりじ、 眞劍 じ勉强 して ゐた蘭 擧を中 化されました。 

が、 し，、  こ •つ ふん 

先生 こなつ ては でしく 搬神 生を の中斷 でありまず から、 を G 興奮 S 情、 察ず べきで ありまず。 
これに 加へ て 郎 觀の菅 沼 氏は、 光榮 あろ 蒲覺 化と して 長 崎 表 じ 喊擧を 修業いた しました。 さぅ 
して 化の が じがて、 其處じ 感情の が汰が あつたので ずから、 先生た る もの】 層 猛烈に 巧感を 
持ちました。 かくて 先生は 斷 じくだつた 浪人の 如く 「ま、 ょ、 かは 英語を なて 成 かの 道 極 じ 上 
ると 云つ て'^ の 爲劍な 態度で 驚^しました。 若し 此の際、 先生が 蘭學の 修業を 纔 けて ゐ たな 
ら 支、 遂ひ じ觀 ig を學 ぶ機會 がな かつた かも 側れ ホせ /〇 嗽して 然 らば、 英語の 餐 席に 道 入る 


•- 則 一 


、、  \  るん ミムし 化ぎ 

ことか； ィ巧 能で'  ァングロ、 サクソンの 民 本ま義 なる 正義 人道の 理想 じ 思 ひを 觀 める ことが， 

じし ゆ じはつて，#; 

おみな かつた かも 知れません。 また 自ぶ 自藝 的に 獨 立の 人桥を とな. り* 神の 偉大な ろ 創造 進ヒ 

、  したが  ま j し 

じ 調べを をせ て 巧く こ ともお ホず、 がつ て淸き 愛の 緊化 をして 行く こと も巧來 なかつ た 卜も讯 
れ ません。 先生が 脫 まの 途上。 暫時 化 海道に おつた 時 じ、 ニコラィ^^の 日本語の 敎師 をして 

かんく わ 


居ました が、 をの 時に 同氏が^ 藉敎の 感化を 受けず、 且つ ロシァ語 じ 巧 かな かつた こと も、 膽 
かに 神の 恩寵で あつたと S 心 ひまず。 先生-が 斯く化 齡_ 戴の 二 過渡を 齡じ 幸運に 轉 じたのは、 結局 
日本の 闕家 のために 盼 たまわ 日本人の 赖 神が 生活 じ惠 まれた ことで ありまず 。なは この 事實 
を 通じて 明かに 巧き た 敎訓を 得た 心地が 致します 〇お ょを 自己の-  狱 がは 神 的造沾 への 道で あり 
また そわが 自ぶ自 發的じ 神の 進化の 偉業 じ參 加し おる 麟 であります 。かの 謂は ゆろ 神から 受 
ける 助力と ミ ふの が、 この 说嫁 でみ りまず。 天は 自 b 助く ろが を咖 くると いふ 說娜を 巧 ひ専ま 
した 0 


らんがくし ぅけ ふ  *4. ’レ 

先生が！！ 擧 修業の 中 化を 受けた 時は‘ 旣じ 蘭擧が 傾き 敝 めた 畔 でず。 これ じ 代る ところの 英 

ない よ、？  ぢ ぅごつ  •  * 

語の 巧を が •日本の 闡家的 意識に 充實と 共鳴と を與 へました。 斯ろ端 象に 娘つ て 見れ で，：^ 國語 
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ザ 或る 一曼 wiii を 支配」 HI で 場を 賢 塞 去が も 利な 至馨を 蒙む 6 場合 系 

利な至^響を5^^^ものと义は"^^^ず6場合とがあり妻。 蘭學は不思議12ら侄1|が色采を帶 
/、 ?^ls は 志 ± 寒 生の 自覺を 促が して •巧 都 ザを 團繞 したを 氣の裡 に 這 入りました。 且つ ァメ 
リヵで 化 ホた 英語の 蕾 物は、 繫 から ぉ價 におされ ましたから、 盞の讀 み 物と な义羣 
第二の 國 .吾と ならぅ と 云 ふち 樣と なりました。 一先 生は この 點じ 於ても 確か じ眞實 健を じ もみ 出 

さる 巧く 巧 利 じ 機會を 利用した 人で ありまず。  ‘ 

先生の 十凹呈 威の 頃 書ぃた もの じ •「地 新； f;i」 とを ふの があります 。先生の 普通 擧に 於け る 造 
詔を がる ことが おがます。 

地球  論 

かれ は： 大上獨 一眞神 S 含に して、 何 S 巧ょり 田が しを なる を がらず、 宜璧地 巧に 化かし あ、 
ち 己の 所 巧に 騎 ひ、 か & い 乂 陰は 天上に 氣 する 天體 なる 者と 考 へ、 踩に 太陽は 我 地 巧の 輔 とし 廻リ 
たなは 巧 地 巧を ちな とし 轉 する 事を がらすして、 か， 祭の 表面は 一文字に して 渺違リ なきを と椎 寒し 
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もま； z* 

を リし〇 然し 組 元 前 六 巧 年 時化に 最早、 「與お 西 Jl 學 校の 敎授 職なる 「夕 —ン スフ アン ミレ テ」 なるお、 地 


球は 圓 なる 巧に しで、 を々 極リ なき 者に 非ざる 說を 立たり しか、 世人 化說 を對っ 駆ん として 信せ さりし に 
後に 至リ .「磨 日 巧 波援 が」 なる 者、 初て が 球を 一轉旅 巧せ しせ リ、^ の っ漸  <  巧 はる^を 得たり し 事、 貨 


に祀元 後一 千 暑 千畫 也。 化ょ リ 地理 辭 日に 開け、、 遂に 地體 は扁圓 にして、 K 峰 ぃ實の 如なる を 田 


さんれ、- 


山陵 川 澤は猶 、澄. 皮 上の 凸凹に 類す る 第を 發 がせり 0 が 人 若し 地 巧を！ な轉 旅せん には、’ jp 中二 巧 

卜璋一 了/巧 一 萬 0 巧 八十 五單； 、一 一九二】 なり、 而し \  ，ミ； 卜 厅 ノ  〇 1. 

巧^て】 時 巧は 巧が 一 お、 四 一四 六 0 五な り、) を 歩む 事を pji {するな らん r かがと なれば、 則ち 地 

巧を 一一 音 六十 度に かち 得て、 一度は 二十 ル 時 巧 (識二 汁 八 造なる かなり。 へ 一一 音 六十 度に こ 十 ル 時 巧 

ご 一カ ニ】。、 す ホす  ^を乘 ずれば、 則-? 千 一 一里 

^ん^^ィと)  〇或は乂 一  聲夜八十ル時巧つ て進む蒸擬車の速力を^て地巧を 一 巧せんじ は、 か十日程を費 

ゃすならん。. 致輸故？接試£指|^龍。に) 。义或人化蒸雲に乘若'5^2が人を 

訪尋 せんに、 九十：！！ の 二み の 一則ち 四十 五 H の 時を 架す るな らん 0  、化 禪腑 とはが ち圆 5 如 < じして、 

こ 入の 巧 も 地球の 中 ム\ 

に 向 ふを いふなり。 一 


如 一: 髮 k ジ 法に 尚り、 繫 。周 圍七千 一音 ル 時 巧を】 一】‘ 


こ 


四 一六を は r- 除 すれば、 則 二 千 二な 九十 

こ 時 巧を 得るな リ 。(峰 謂？^ 異 

の 巧國は 一二 尺 一寸 巧 か 一睡 六 毛な 
リ〇 がに 闯經を お めんには、 巧圃 

S だ、 除 痛た ハを) 之を がょ リ地必 
を输 し、 乙に まるの 線と なす。 化 線 


に隨ひ 同上の 蒸 儀を にて 巧ょり こに 至らん に、 ーヶ月は 赞 やさ r るべ し。 巧れ-」 做 ひ、 地の 表面ょり 
中、 むに f ん じは、 則ち 十 凹日强 ならん。 編 S の 頭 韩談巧 贈兰 之に 依て、 •世人。 


も >•<•<* '■あんぐ わい  ‘、 

地球を 案 かじ 荫大 なりと 思は、 誤れる 事を かるな 


リ 


先生と おみょ さんと 鍛が 栽とは、 兄は ず 姉妹 中、 巧 前 花 下 じ 鮮妍を 競 ひました。 おみょ さんは 
セ 歳 じして ル 倉な 人 を 誠ん じ、 雙六 おは お 記の 項 羽 本 記を 略說 'じ •先 化は か 年期の お茶が 
ち 時代 じは、 更に 黯私齡 齢が 皆瓣を 明記いた しました。 謀 蕾は 赚贈艦 坚の編 黛した もので、 且 
つ ホ 雨々 とが S 麟齡の 間でした から •お 公は こわを 愛讀 し、 唐突に 說 蕾の 何の 超の 平 •队は 如何、 


— が一 


をの 用字は か-何と 云つ たやう じ、 先生に 索引す る 歌を 一 刪 じました から、 勢 ひ！!' 獻 いたしました。 
斯 くして 先生 十一 歳 頃の 詩作は、 音韻 Sp 詩の 風が あゎます。 をう して 靑年 時代の じは、 反つ て 
甘 雨 公の 詩と 品 別し 難い ものが あります。 これは 先生が か 半熙化 じ' かく 君 公に 奉仕して 居り ま 
したから、 をの 臺 間の 氣品 文獻の 思想と じ 若 公の 薰 を 得た ので ありまず。 かの お 旧 S 成が ル 
太 間で あり、 森 蘭 丸が ル 信 長で ありた る 如く、 先生は 正しく ル 甘 雨八ム でありました。 

此の 時代の 新 島 先生の 詩 

巧 日 を 

きん 〇夕 5 のけい し 5 きふ 〇 ミ じむか ふ ひんし 5 ふかき ミころ をん きみ そぶ 

一二 兩輕巧 向 急流， 蔡洲深 處占婷 遊 

いつそ ふのを 5 て、 rv ゆ ふや 5 の 〇 けん 乏 いけむ りを ついしき よりう じん デ 

一巧 瞎鳥夕 t 陽裡 C 帆影 衝レ烟 任 ま 巧- 
み  舍聞站 

みつしよ くそ 5 のこ ミく ぎよく きのこる こ ミ ふゆめた もたよ せいを たんず 

月色 か レを 玉 ホ 露 C 孤 接 夢歸唉 長征 G 

•) ら ずて い ミ 5 たれ かいへ 二 か へら をた これく わん； n ん 店ん りの じ 中 5 

不知 了 束 誰家婦 。义是 熙山萬 串； 情。 
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巧な 聞な 


W  夕 くはい ミミみ ふじち かほる  らくけ い いっさょ くの こえき こ ゆ 

歸橫 常す 夕日 熏 。をが 一⑩ 聲 聞。 


けしむ くたち つく 卞 しさ かふの るち  り や ミ/ \  よいん ほ、 n ん にいる 

お 端立盡 巧郊路 。劉 嗔餘音 入 碁 雲* 


先生は か 年 時代を がぅ した 膺惕 の禪に 消息 致しました けれども、 生活の 寶感 味は 稀 •诚 では あ 
ゎませんでした 。をな 先生の 普遍的の 常識から 割り 巧した 經濟 思想が あつたので ありまず 。を 
れは义 化 生活と 經濟生 巧と じは 離るべからざる 關 巧が あつて、 個性の 發達も 成長 も 皆 經擠的 じ 
駒 係して 居る とい ふ 事で みり ます。 故 じ 先 牛： は、 人間的 生活を なし、 俯化發 狼の 機 貧を 得る た 
めには 如何な ろ 事も阀 避し ませんで した。 刖ち經 濟的觀 をの 中樞 じ、 武家には】 種の 錯覺が あ 
つて、 何事 も 消極的 態 膜を 取る のを •先生は 意氣 地な き举と 思つ て 巧ました から >  锥ゎ樓 る だ 


た： 


けんせつ 


け のん 力と 體 力を 捧 けて、 人生の 積極的 建 鼓を なしつ、、 進んだ ので あ 〇 ます。 かじ、 おじ 肖 


- J、？ れ  S 


他の 利益 本 幸福との 事慌 S 下 じ 生を せんとず る意氣 をみ が、 事々 に 現 はれて を ゎます。 が じ 機 
會 とがな とが 許せば •潑满 たる 第一の 牛： 巧 意 おを 祐烈 に實% し •寶利 的 物質的 生 巧を 深化し。 
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觀底 させて •當 面の 實 利を 略取し ました。 かぅ した 事は 結局、 先生が 生を の 苗 ホの 中 じあつ て 
旣に 生活の 優秀な 穗 子を 呼吸して ゐ た證據 で、 如何なる 行 爲の中 じ も經濟 とい ふこと と 畳と 質 
とのな 意が 拂 はれて 居ります、 則ち、 先 ホが か 年期 や靑 年期 じがけ る 手帳 や樂 記帳の 綴ぢ 糸は 
手 習の が 巧を 利 巧して 紙撤 となして 用 ゐて居 〇 まず。 かく 瑣 細の 事 じ も •をの 經濟 思想が 生を 
に實 現さ わて をり ました。 後年 ハー デ ー 巧が、 一先 生のを 錢の藝 途は舰 何にも 當を 傅て 居る と 云 
つで 賞 讚した 碍 で、 かねて 巧の ザ 面の 訓練の あつた ことが かります。 

先生は 一 瑣事 じ も 常 じが 當の 省察を 加へ、 觀 照を もつ 化でした から、 志向の 問題 じ 一一して は 
深い 體驗と 十分の 觀 照を 絡た もので あ. ります。 を こで 先生は みづ がら 巧が 敎 育の 洗禮を 巧け、 
ずべ ての 學 科の 中から 品性を 養成ず るの じ 最も 重大た 意義を もつ 修身と 理科と を遵糟 しまし 
た。 修身は 妈 科の 精神で あり、 總 をで あり •理科は 修身の 系糕 でありぶ 便で みり、 お 局、 修身 
と 理科とは 同一 精神 じょつ て 互 ひに 照應 が' じ、 互 ひじ 嗔補的 じ 効果を 顯し ホる とい ふこと を理 
會 し， 先 づ難理 的科擧 じぉ發 して、 數擧や 文； i、 を 熱心 じ硏究 いたしました。 み 年期の 終り じ 数 
擧余體 を 修了し、 代数の 一一み ザ 程 式み 平 お 幾何を も留 得して、 慨 念のを 體を龄 系 的 じ 確* L ま 
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した。 み ダ じ 勢力 舆擧 じがつ 一」、！^ 裝 を硏究 し、 織いて 鶴 撰 g じ 人 ゎ •塞の 槪 ぶじ 

就き硏究を*^^して、 牛：活を體の事實ぷび法则を硏究ずる牛：理舉を修め、 
种經 系統 及び 化の 格 能を 講究す る 心理 學じ 進み、 W て 普遍的の お 識を帶 


や 八 もんて み、 け A  ぅ  はい 

備し •やがて 典 巧 的が 巧に 這 入る 能力を 養 ひまし わ。 

新 島 家は 抑 も 力の 巧 能を 信じた、 祖父 辨 をの 意志の 巧 動じ 始まり まし 
たから、 父 巧 治の 割合 じが 心 深い 態度の 中 じ も 活動力が あります、 さず 
がに 傳統 の氣 かば 絕ゎ ません。 先生は 更に 徹底の じな き 新 文化の 必要 
を 自覺し >  階級 や橫 力で 計つ た 能率 S 代りに 情と 誠と を!^ ホし‘ この 徹 
底 性を 推し 腹め てがき ますから •事苟 くも 生命力の 巧 心に 觸れる もの じ 
ホら ざむ ば滿 足いた しません 0 例へ ば擊劍 でも 先尘 じは 結な 人 おの 修養 
となつたのでみりまず。 巧し先半；が、 外律的の考へを：：^て、を擧とか> 

こ ミ 9 

武か とか、 か 利と かいふ ことを 目-樵 もしたならば > むしろ 擊剝 ょりも 输 
を 撰んだ じ 巧 逢ありません。 何ん とな：；‘ ば‘ 武 巧を 考 ずるには •檢 のかが 優つ て 居ろ とい ふこ 


— ジジー 


\  ' 

とが 武 ± の 輿論で あり、 s では 檢 •下の 巧を と玄 つて、 溝 二な 的の もの じ評僞 されて 居づ たからで 
ず。^ じつじ戰あ心もでの巧あはかかつたのででず。 けれども擊劍は建國な來國民的の競技でま 
た。 國 民の 趣 巧 じ 適し、 さぅ して 路乎不 なの 性格を 陶冶す る もので したから •先生は これを 熱 
心じ擲 みました。 

さて •先生は 甘 雨を の ああ じ 奉れして ゐた數 年間 じ、 活 きた 攻事 攀を擧 ひ、 經 化の 嘗を 解し 
重 停が 雅の 品性を 陶冶いた しました。 また 新來 の教學 思想を 通じて、 で 地 萬 物を 巧が 一心 じ統 
撼し •既 おの 化 巧を 卿 下じ饼 みつ、 •靑 年期 じ 這 入りました 0 
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t へが A ちろ し 

巧 政 四 年 十二月 十五 日、 前髪が 執行の 屈 蕾を 大口 か 宛に 化して 元狀の ホを 舉 t レ •先. ホは 愈よ 


考^^ ぅれう^ 

LF^/1^  0/3^- 


I  J 


名實 おじ 靑 年げ 期 じ 這 人り まし 


じつし 一 


た。 眞じ實 質の 化澤を もつ た靑 
年式であります。 現 巧の 徴お遮 
齢と 同じ 形式で ありまず けむ ど 
も、 をの 巧而價 値は 先生の 錫を 
じがて は、 阔 日の 論では ありま 
せん。 何ん となれば、 旣 じ藏義 
を其踢 した 僧 値 ある 生活 じまで 
鶴充 し. 來 たのであります。 また 


一 ■/り  J  一 


素嘗を 陶冶し •境遇を な 造し、 をの 巧. 新を 觀げ する 巧 龍が が、 个かで あつたから であります。 

しい じ やぅ  ， 

を 中 藩 じがて は、 -H な 上の子 ホは 十六 歳の 正月 十五 円*  では 其の 年の +1 巧 十ぶ 日 じだし 
ホされて起垫日文に記爵印ずるのでありまず。 この式は公人塞じがつてぉる重5?の力繳であ 

、  た； けく み 一ぃ-ミ  或>  ホい  れ 、卜 

ります 力ら、 この 場を 金釘流の 記名な どいた すを は、 h- 巧の 中で 斬 載 さむる と 云 ふ 皮肉な 試験 
です。 

先生の 脈管 じは、 常 じ 理智を 溶かした 感 の聽が 流れて ゐ ました。 旣じ 少年 期 じ 尋常 中擧校 
廚等舉 校の 擧 業を 修得して、’^ ぉ識 化も戶 ；；' か 先生を 體の 象徴と なつて 居りました から、 立派な 發 
言を して 卓越 性を 發禪 しました。 加 ふる じ 始終、 サ雨 公に して おつて •精神的 ま 配を たる 
自負. むと 亂滿 じょく 調和して、 をの 真面 U じ 構へ た歡 唆は 如何にも 刀 强い表 倚で あつたから • 

お 公ろ 

を あ-を 驚かし >  秀畫 U 去 薰 第一と なつた のです。 けむ ども 齡 ，辦 とぃ ふ r ン ティ キャ ップを 

r  め、 ょ 

なて、 を雰 元服 式は- 下の 乎 察で 繫 がれた のであります、 

をい ねんき 

さて 先生の 靑 年期は'  ァメリヵ 流に 云へ ば 謂は 你る 「ヵレ—' デ •ラィフ」 に 這 入つ たのて •換 
言ず ク‘ば 前日 雲から. 門の 擧巧じ 移つ たので ありまず 〇 即ち 幕叟献 載^ I 如 g じ •藩の 遽が 


牛； として •入學 いたしました。 さう して 歐 防の 第一線は 海上 じ 巧 o とい ふ經か 愛闕の 理想を 巧 
實に行 ふ 場合と なり^した。 をの 科目は 為 等 新‘ 微か 積分 •測景 術、 航海術、 機關 術、 築城 
術* 並びに 尴攻 。一 班 原 削と して 今の お 軍ぶ ハ擧 校と 同様で ありまず。 ォランダ 人へ ルた ヵー チ 

>ん しよ  ブ づきち が* rs 

巧が 敎 {臣 で'  すべて 賦 善を 用 ゐ たもので あります。 これらの 諸擧 巧の 新 島 先生の 樂 記帳は •い 
づれむ おの 手中 じみり ます。 最早 時代が 推移いた しまして •平民 も 臺閣の 人 も •能力と 質との 

- 一.  問題 じなり 始 じめ てま ゐ りました。 必葫、 

-れ ふを 了 

.てみ  化生の 社を のじ 僧 値の ある 生活は、 科擧的 

み  一 

の 基礎が 决定 的の 耍素 となつ たのです。 

單 じ" 入 恥 魂を 振り 迦 はして、 肉彈を 飛ばす とい ふ簡 谭な舊 へでは めり ません。 

先生の 靑 年期は 先生 自作の 詩 •卽ち 海軍 傳習 所が 擧中じ 作つ たのが、 全幅の 脚 木と なつて を 
ります 0 

け- ん じしがん はこれ こづみが ミ  いつす いの こづ くんを た じか ミみ ゥ 

巧兒 を願是 かぉ。 一 醇紅热 亦ち 棉 C 

ii あいすよ うし、 っのき や ミミ ほく- よくく わけつ を ひおうし ミた へいを だんず  と，..  V  , 、 

余 愛 楊 州な 杜收 。お 評 一二 化 弓 二 又 談ンお C  -  .-  r 
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この 郷本產 脚を 露した s ですから •蓋 も裴 01^ も異 ば、 露の 繁も をと 
わ-^ りじ 化沒 して、 鳴% 入ぶ 獻豐 なま、 です。 先生は 元蓮戶 ずて、 がが がけした ぞ’ 

暮 のち 锻 慶嚴 買を 豐 •搜新 麗し、 |。窒 にを •耳は f て 聰明を 

表は い。 は 紅 寝 咳 業を なす 浸す でした。 敦露觀 の贷子 じ、 桃 $ 白の靈 はが 瓶 於 


■JJr  ド—  P  つ,. >  > 

な ゴみ富 


〇 


お知誕 も 


もの 

物の やぅです 
日 さがな & 恥" 軟 
に 板 倉 Q 冷が 職と 
て、 名所 司 代 振り 
を 評判され て ホ 


'み’ VT, だ‘  VS ると.：！ 

ご」、  . .  i  -  '  5  •  rl>  7^ 

震が じ 深 あの 藝を 慈し、 精 望： 累上じ もまた 何もの かの 繁な 叢を 與 へ、 g 霜な 
るを 譽は板 倉 家 Gkf なり，？ 11 霸 となつ て •讓 器き 遣は むてを 〇 ます。 即ち 

いんし や ミ  rf 

，をの^ 象の 誓は 「縛聲 民」、 塞は 运異 蘇」 「を 中 侯が」 当一聽 —r り、 印度 聽擊 
代 時代 じ 刻せ」 《たもを、 紐は 湊の 繁累窠 でさ じを 妻。 が 繁^*^， して 畳り 


~ /り：^— 


ます。 さて、 解 織と 云 ふのは、 非の げち どころ がない の 意で、 火の 音 使に 通じた のて ず。 當 
の 板 倉麟齡 がは 柳 K 峨 の&齡 とな 心、 嘗ては 千代の の 登城 じ 板 倉の 冷 巧 縫と 齡 はれ、 名 巧の 

象徴と された ものが、 が 代の 變遽 につれ て 内が の藏 ホが 


た 


V 

- -t、 户 

一：： . 
バー'^ 


て、？ り， 7 


し 地ん クい 


はんた ぃ 


やい しつ 


が 對じ變 つて まゐ りました。 勝殷 公は がめ から 化 萬を 證 
かず、 顏貌 の 裴揣は 新 鳥 先生と ぶ反對 で、 顔 而神辨 もを 
く 違つ て 巧り ましたから、 がつ て 心理的 傾 巧 も その 趣き 
を 巽 じして、 結扁 先生と 對 立を しくは 思想の 並行が 化が 
なくなりました 〇 併し 幸 ひじ も 家を 職橫ホ S 右衛門 氏が 
轉 化して 先代 S 遺圖を 編紹し 先を を-安中 藩の 進よ として 

ぶ  すん 

籍 俯の 漁 軍 傳習巧 じ 派遣した ので'  先生の ためじは 横 井 
巧は が 生の 您人 であぃます 。この 家を 顺は流 おじ 時代の 
潮流を 感得し •俊 ホの 離の 平が をが 擢 して 學業化 化を 與 へ、 をの ホ 能を 十分 じ 發禪し 他り の 奉 
公を 觸 せしめ、 絕 ぇずち 機の の 社 <1" じ 巧 意を 拂 つて 居りました。 さぅ して ニコラィ 巧師が おな 
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で 傅 道— 姑ず ろと、 島ぐ じを の 信 f なり •白 かの p 聲 帥なる-シァ 人に^ しめた 稻 
の、 冷靜 ながき かの 人で ありました。 

さで 冀餐 所は 棄 I 蠢に 1:^ 置 さを あつ 一」， 巧 今の 霎裘 幕が 即ちを の g でありまず。 
元 ホ •幕 度昌 G 蟹髮が 二 わを 建設」 たので ずけ わ ども、 驚を の もの 品質から 海 
軍の 實僧 營馨と 震」 5 なけ わ ば、，^ 粟を Q で t ます。 度 諸 離に 悠 

锦£ して •姜を 化處に 送ら しめたの でず。 をれ 改 生徒 じは 龜 の.％ がを 集め 且つ 硏薰 巧が 
r 孰」 て あり つてぶ 派な 海軍 國 となつ T 制 海權を 握り、 英幽 の海带 にも 獨力當 り 巧へ き實或 
を 養は ぅと 力 f 又れ たもので •を 8?6 養と いひ、 霧と いひ、 いづ わ も 竊を帶 び 
を 子の ためじは， 二 0 雲馨 所は & の お！^ でありました、 蓋に 警 •新 裏菱冀 

震が と辦 81、 且っ fi 皆窘 にごる 一物 

もな ぉく、 英 fS け 閑日月と いつた 調す で •結局、 洒 々落々、 お髮臀 をました。 蔓遂ひ 
巧を 追ぅて 父 ぉ治奚 記を 見れば •次ぎの 如く  P られ てを 妻。 
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一巧 政 五が か 十一月 111 口の々 わ まき 
差遣 侯に 化觀物 到が 


巧 


一を  戴  朱 

一 上  田. 統 .な 
】 小 杉た け 切が 襟 

ぅ •か ツあ爾  1 

一が  粉  貢 

一 銀  化 一二 

ー ルが 一風： 敷 一 

> ま  げは  J  二 
* な み 


筆 二 

一半る リー 巧が 
ー ル 杉、 扇子 
i  口伞 、雨傘 
は 上 

一 {女 政 六が 己 米 お パ ニ 十八 口 屯 •五一 一一 太 化が 除な 凹 
兩說ホ 證人半 巧 持 被な 巧 候 御 桃に 化 


岡の 源 セ郞様 
中が 进勝様 

円が 福な 様 

橋 本元 一 一一が 樣 
飯 巧 ホ助樣 

巧 本 藤 ま 様 

星 野 S 太夫 樣 
肉が 化 助 服 
か 勢 や 藤巧郞 


二  を ホ 隻衛様 
二 (韓 難跑) 基， む 澗難機 


銀 


札 一一 


相 水 っん樣 
巧 おうた さま 


巧  一二 
問  .'，二 

菊  巧  巧蕾开 
を 五拾疋 (巧 術の 化 J 
銀 化 一一 一 扇子  一 
銀  札 一一 一 


同 

同 

同 

巧 

同 

同 

同 

巧 

巧 


一二 
二 
二 
一一 一 
三 
一一 


一一 


福！： 巧 三郎様 

I  :  し fex  。ミ 

パ 下が 藏樣 
飯 E 义助様 
岡 E  : 祗 A 化 様 
被が 剧藏が 
橋 本元 一二郎 様 
芳巧化 巧が 
渡邀聽 八が 様 
热原 ホみ 様 
藤 巧 巧进様 
丹 所 太が 樣 
靑 木が 平 様 
巧 原 利八徴 
巧 川 比 助 股 
をが 大- 悚藏殿 


一り 7 一 


岡 


五 


絲 一输 


】 下 

一 銀  札】 一 
一 銀 化 二 扉 子 一 


篮凹 源吉 どの 
义 保 孫 平 どの 

'江 猜證 五臟樣 

碟金蒂 太郎様 
添川鑛 么巧糕 
星 鮮巧ホ 術巧隱 


銀 化  二 (先生の 句讀の 敎師) 飯 巧 逸 之助樣 


巧 

一よ 

銀 

同 

巧 

同 


】 ぼ 
一 


二 

一二 居 
化 一一 
一二 
三 
一一 一 


富 岡 文み 樣 
坡本藤 ま 様 
巧 中 陸が 模 
お ホ 和 兵衛樣 
もが 福藏殿 
口 邊澗么 助 様 


一巧 
1 同 
一同 
】 同 
一同 
一同 

一同 

】 銀 

一同 

】 《 义 


ホな 7；；： か 宿 


二  內巧 巧事樣 
二  湯淺 健を 郞様 
二  巧が 姆彥 兵： 嬰 様 
二  洒ホ對 巧 礫 
一二 (お倉 家の か實 家} 礫 川 悠右耍 門 様 


一二 

化 お 
一一 
魚 


岡 本 銀 之 助 様 
的中 銀 一二郎 様 

目 化 米 助忠藏 

を巧牠 一一 一 

か 勢 屈 藤四郎 


な  上 


肉と 骨との 鳥き 韻の 外 •靈も 露 じ 巧し なか？ •某 生え 響の 勇 flit れ 、を 體奠一 
案の 解み じ 突 喜つ 宾 'っな 氣が 致し 妻。 他 じ I 異 PT が あらぅ が あるまい が、 をれ は問题 
では あり 畫ん 。を C 何 •等 毀穀 寡たない,, 身の 生長で あり、 讓の 驚で あり、 馨と 
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を 積との gg が あり、 益す 興奮を 荒立せ、 火の玉と いふ 綿 名を 學生 問から 巧け ました。 

先生は 游軍傳 習 所 じ 就 贼四年 S 巧、 瓣也 早々 第 一朔 生と して 入擧 し、- 父 攻七年 S 巧まで 滿 S 
ヶ 年間 修業し ました。 校長は 木が 圖 書、 敎 頭は 勝胁 舟で、 課業は 日々 午前 八 時から 午後 四時 
まで、 階 おい お.： とじが て、 與 科と 數踩 との 並 巧 敎授を 受けた のでず。 當 時の 一期 生は 各藩 か 
ら吕平 校の 斬が さか 職秘 させた のでず。 然る じ傳習 所では ォランダ 語で 敎 巧を 受ける のと、 な 礎 
になる 巧擧 の軟举 がな かつた 爲 め、 歡子 子の 丘 ハを とか 程 式が 代つて、 近代の お 器 及び 軍略を 
硏苑 ずる ことは、 齡等 じは 颇ろ 瓣 のこと で、 無 慘じも 討死を 遂 たろ 擧 生が 多 かつた のです。 
先生は 從來 の爾驚 i 喊載が 火い じ 効 架を 奏し、 を 體の上 じ 一一 火 偉 彩を 發禪 しました。 楠 軍傳習 
所の 最初の 1 1 年間は 海軍 一般の 知識を 化 入し、 終りの 一简 年は 專攻擧 科を 修めた のでず。 化生 
は、 同僚の として ゐた數 學^减 載 臟 一」 いを 尊なぃ たしました。 さぅ して この 際、 闕 家を 體 
の組織の部かとしての£?^をも、 硏巧ずることが巧ホました。 當時の擧巧の成績は、 先化を推 
薦 した 横が 家を 職が ょく 承知して 居りました から、 おは 現在が なじ 居 化して をら れた 同氏の か 
息を 訪問して 離が いたしました。 削ち 祕軍傳 習 所巧擧 中、 先生の 嗦考學 巧は 数擧 でした。 從つ 


ホ だむ 


—10。 一 


たいけい 


てを の體 系に 屬 ずる 物理は、 最も 得款 であつ たとの 事でした。 先生は 織 齡 及び 科 學の叢 礎 

の、 っりつ  の 、-  ょ. 3 

の 上に 立つ て •能率の 上る やぅ じ當 ホの 知識を 運/用して 行きました から、 巧 動が 常にち 意義で 

W  ‘  けいざいてき 

あり 月つ また 藝的 であり •.合理的で ありました、 左 じ橫隻 から 得た 新 島 先 牛； じ關 ずる 書 
而を 記載いた します。  ‘ 


た、 つじ 法く ふ 


昕略 C な 時 幕府 じ 築地 (今の 海軍 大學 校の 所 一に 御 軍船 練習所を 潭气 S 备 1 倫のを おを も統 かして、 很軍 
の 修管講 せしめし 時に、— 新 養 も窜" ％,.; リ練 重に 人學 し、 巧は ナ^ 和が て (敎學 幫を击 とせ リ) 
大に上 巧し、 測 最械を 化 川す る 程し！^ に 至り 候。 前述の 如くを 家 じて 力觀 がを 腿 入して W 來 、新 鳥 巧 同 
船 じ 乘リて 一端 備 中に 赴き、 翌元巧 元年 江 戶灣に 歸航し 》 化 海に 職して 鹽 叙^ 目的と して、 同年 一一. リ函 
館に 航行す る 事に なリ 、其の 際 新 鳥 巧は 巧。 同船に 乙 恥 斬いて、 六 巧 お、， 邮ゅ 一が て替 したる' が、 モリた 
國 渡け^ 楷が にち 么 候、 而し P 區飽 着の 上 渡米の 盡力 をは 豫て御 話せし 澤邊 巧、 及び 常時 澤邊 ホに 常 お 
せし 菅沼 某の 雨 おにて、 其の 如 A か V にて 御 話の お國 人の 商館の 棘- gT」 化賴 せし かに お C  W 上 •か 巧 烏に 兩鉛 
渡ィ .まての 率赏 にて、 現に 常時 前 寶ホじ 乘組巧 りて 》 新 島 巧と か 人な リ しを 家の 擔臣 は、 現 ホ じ 巧 侯。 
同人は 新 烏 £ 朝な、 巧 か 載の 時は 巧が、 同人が 豁 、^來 訪廿」 時は 新 烏 養 ホ、 斯 くが 冗 一二 一面に 
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及ん て、 終に 坐 前に 一別な ホの 面談を 遂 けざリ しと 云 ヘリ 。草 々o 

十^日  横ホ拜 
•お  岸  雅兄 

ST 解が 海軍 傳習所 時代に 聲 父を 結んだ お 人は、 後ち に 义擧博 ± となつた 川旧剛 氏と、 今一 人 
はおの 廉鄕 巧で ありました。 先生が 勝 齡巧じ 知ら わたのは、 實 じこの 畔 でありまず。 搞 巧の 逝 
去され ろまで •當 時の M 齡が 持!！ されて ゐ ました。 先生の 京都 丸太 町の 自宅の 書齋 の正而 じ、 
勝 おかが 當時先 牛： を鞋 した 翔而が 掲げて あります。 

この 减龄傳 i 白 所 時代 じ、 先生は 海洋の 自 おを 保持す るた めじ、 一國の 海軍 力を 養成す ろ とい 
ふ 前提は、 やがて 理想と しては 戰 ひの 道具た る戰艦 兵器を 絶滅ず べきで あると いふ、 人道の 乂 
局 じ 想到して まゐ りました。 戈を 化む るを W て武 とする を 地 じ 立ちました。 この 時化 じかつて 
餘暇每 じ 先 牛： の愛讀 した ものは。 ォランダ 語で 蕾 かれた ピ ー タ ー 义帝の 傅であります。 この 傅 
はが 腺博ズ おや 佐 久間象 山 先生な ども 愛 讚して をり ました。 これを 見る と、 志 北の 著 眼は 一曆 
窝巧 じがつ て、 齡 等は 國民的 じ 新 一の ある 國 家を 建て、 制度 形骸の 上から 世界の 乂勢じ 適應す 


ームょ '一 


•o いたく、.，， 

べき 新 天地を 開 妬し よぅと 欲した ものら しく、 をの 歸總 として 彼等の 性情が ピータ ー 乂 が； 


J'3  ✓  )  ,  1?^んけつ  ら •、て い  • 

曠 したので ありませ ぅ。 俊傑は いづれ も： が 世の ル 娛樂じ 満足ず る樂天 家ではありません。 彼 


てんか 


ぶ 


てつて い 


等は 帮擧的 じ 徹底した 肖覺じ 達ず るまでは、 牛 •きた 心地の せぬ 稻じ觀 離ず る 
もので みり ます。 抑 も 天下を 取らぅ とか、 または 哲學 のの t 安心を 得よぅ か、 


らんだ い 


さょ やぅの 問題の 起つ た 時、 いづむ も 彼等は 浮世の 成が じ 跪いて、 露 魂の 平 

ぐ  てつがく てろ 

和を 犧牲 じず るの 愚は 致しません。 この 場を >  帮擧 的の お 心を 得ょ ぅがため 
じは、 帝王の 業を も 抛ち まつて 顧みざる 稽の 勇氣を 化した ものであります。 


W かい 


先钟の 頭の 善い 擧生 であつ たことは、 數學が 得意で あつた ことで かりまず、 
さぅ して 先生の 生命の 徹頭徹尾が、 數の 象徴で あつた ことを を ばせ ます。 先 
生の 頭の 數 字は、 寫實の 物象 じ對 ずるが 如く。 歡 II を款 し。 萬 意を 達する 實 
妨的木 能で あゎました j 解 じ 先 牛 一の 哲擧 も、 敎育 も、^ 僻 も •一切が r 數」 の 
象徵 であゎぇず。 抑もギ ゲン •ホ ー ムのセ お S 义が數 の標號 であり、 「义 J い 「ァルハ」、 「七-瓦 S」 
は r ブ メガ」 を 意が しまず。 和訓は 英語の 「シン メ トリ！」 じを 韻 加 通じ、 齡 邮製嗎 整 齊の體 がを 
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てんさい 


象徵 してを りまず。 スネの 道 もこれ じ おらな けれは •をの 妙を 傳 へろ ことが お ホません。 無赃 
もこれ てなければ、 計る ことが 巧來 ません。 おょを 數の槪 念 ばかりは •文化人 も •野蠻 人 も、 
銀け 家 も、 貧乏人 も、 ユダャ人 も r 支那 人」 も、 ァメリヵ人 も'  日本人 も、 をの クォ リチ I じが 
て 同一で ありまず。 この 一つなる 眞理じ 立つ て 化 巧 的の 使命を 自覺 したの が、 謂は 你ろ光 牛； の 
r 數 J の 生命で、 またを の 牛： 命が 「數 J の宗敎 であります。 獨一眞 神、 S 化一體 と、！^ の發 おが 人 


くわて ぃ 


ち ミ だんた い 


間の 實際 生活の 過程で あり •さぅ して 字 {由を 體が 無限 乂の ホ知數 なる をな て、 即ち 人間は】 個 
の 靈的實 巧の 單化 苦しく は一單 化の 人格者と して、 初めて 神の 紋 論を 觀る こも か化來 、また 體 

ミ  し ミけ ミく わん 

瑞 ずる ことを 得る と 云 ふの が、 先生の 宗敎觀 でありまず 。先生の 牛； 涯 は、 が も 默示錄 の 記事の 
やぅ じ、 「セ」 と 云 ふ數を 基礎と してを の 精彩を がつ てを りまず。 即ち、 硝神 生活の 中編で あり、 
また 緊張の あつた 時で ありまず。 た 歳 じして 漢學を 姑め、 十四 歲 じして 蘭' If じ 入り、 二 十一 兹 


をい ご 


ぞんご 


で脫 をを か： て •英語 じ 移り、 二十 八 歳で アメリカの 义擧を 竿へ、 S 十五 歳の 前後に 同志 社 創ぶ 


けつ こん 


•つん。 ミ 


をい A ん 


並びに 結婚が 巧 はれ、 四十 二 歳の 時 同志 社义擧 設立の 運動を 起し、 四十 化 歳で 水贩 いたし まし。 
た 先生が 精神 生活の に 新 境地々 開が しやぅ とする 勞 力は、 實 に傍觀 巧の 驚嘆 心を I ん る一禮 


一王。 一 


の ロ ー マンスで あゎます。 先生の 精神力の 發 動機は、 絕 ぇず 順滕の 作ぶ を 巧つ てを ゎまず。 先 

身 午、 っ.^ ミ  寸 、| 

尘を單 に 境遇の 人と して、 をの 精神力 じ 敬意を 拂 はない をが あると ずれば、 謂は 傅る 一を がつ 

ず- せ、—  つ トム 

て 二を がらぬ 着と 云 ふべき であわます。 先： 一：H が傳習 所を 卒業して、 機 會を耍 求して ゐた 矢先に、 


流星の 如くに、 一莖を 放つ て 太平 
洋に體 ぎ 巧で たのは、 つまり 宗家 
で 軍艦を 購入した けれども、 をれ 
を操縱 ずる 人が 無 かつた 爲 めじ、 
先纯 にこれ を仏賴 したからの 事で 
す。 宗家とは お倉 家の 總 本家、 板 
倉 巧 防 i 寸の ことです C  . 軍艦 海 費 丸を アメリカから 八 千 兩で買 ひ 入む、 こわを をの 頗 地なる 備中 


TV?  -  0^  ^^^74 


を 


くわい か 


玉 鳥诞に 回航し ました。 囘時じ 先 牛 一を して、 藩 古に、 數も じ關 する 事項を 辦槪 せしめよ 

夕  こ* 

期 村して 居りました 0 


け、 つじけ 


う と 


み ざ 


るん やぅ.^- っかい  はつぶたい  f、 

先生の 遠洋 統 掏、 即ち 海洋の おお 臺 は、 實じ 鮮やかな ものでした。 先 牛； の 船長 振りは、 敎壇 


一 11± 一' ， 


一 1 巧一 


じな つた 酪 がの 如く、 巧は 靈の光 じ 終け、 一巧 群 增璃の 潮 かじ 泛ん で、 がるな 人るな、 をく 借 
仰 生活の 呼吸で ぁゎました。 熊 の辦 風、 遠州纖 の傲浪 も、 靈 性の 權 威を 犯す 何を も ぁりま 
せんでした。 化生の 日記に 化れば、 m 始^わず 風濤と 闘た 事が 記載され てを りまず。 中 じ 
もが 州 熊 断 沖の 離 -S 歡觀 は、 おく 撇薇 しやぅ としかけ ました。 けれども 部下は 光 化の 巧ぇ た 腕 
と •断纖 された 新 K と、 がかな 理性と じ 吸 ひを まれて'  外から 殺 倒し 來る 何物 も、 先生の 靜か 
な 優越を 辦 がず やうの 事な く、 た ごみ 人の お 齡が野 座を 库 ろべき 一穗の 障壁で あるとまで、 先生 
をが f 撇 したので みり ました T わたつみの 潮の 八重 路 にさく 花の 句 ひは 同じ 野路の くさは な」 と、 
化か. は 一な を 一して、 幕 おの 生命の 泉 じ姆り あてた やうの、 徹底的の 調よ を 示して 居られ ま 


ず。 かの£^^船「タィク ニ ック」の難破した際、 英關のサー。 パ ン フ レー。ギ ルヴエ ルトが、游肤一 

ア ー ルアス ニア  ヘプ •一 


化まぅとずる則那、 譜 ^^ル も ^ ぃ^ が P  4ひました。 天は西 

くわい だんじ 


、つた 


ぞ ミこ- 7 いきよ く 


の 梅 鳥の 臾 すと、 曰 おの 掀斯 ずと じ、 時と 所を 異にして、 同巧異 曲の 詩を ぅたは せて ゐ ます。 
この 臟槪は 文 乂一牵 I 能 巧 木が らし 映き 荒む 頃で ありました。 父 巧 治の 手記 じ 

iT 文久一 一巧 年 十一月 十二 H、 俾屯ぉ S 太、 備中松 山 表へ 軍槪乘 組、 巧 防ず 機 御 願に て 出帆な し 候に 化、 


銭 別 到が、 問 三 亥年 お 巧 十の 日、 お 滞 眷觀。 


】 風 

吕 

一 煙 

1 で 
I 紙 
一畑 


呂政  1  飯  W 丈 助 
お袋 一  もが 福藏 

草 一玉 (ms •は} 石 塞 丘 詔 

ぶ 一 軸  星 野 澗凹郎 
袋 一  淸原來 み 


1 な 營朱 (先を の 姉) 

一玉 を ら れ 同前 


ん 

ぶ 


草 一玉 


岡阳 源韦郎 


一で ん ふ 

一巧 年卷 せん 餅 
1 同 

一同  一 


曲 


充 化の 離' 
一學 のな 帥， 


速 水 おとき 
植が おまき 
御 顧を 
飯の 逸 之 肋 
.江瘍 新 太が 

お 巧雕卿 


ホ... べつを ミよ  L や 


びつ ち， 


と あり、 な 上の 饌別贈 典 者に •歸擲 後王產 として •備 中から 持參の 品を 配 かいたしました ( 
なほち の數氏 じは、 特に 儲 中の 國產を 進呈 致した ので ありまず。 


一 袖べ し こんぶ 
一巧 

一き び どん こ 


巧 巧 源 巧 
川  巧  剛 
淺尾 藤兵衛 


一き ひどん こ 

一 梢  ベ  し 


木が かね 
飯 巧 逸 之 巧 
根 岸團藏 


わんし かつ か、- し ミ  - 

J の 前年 即ち 萬 お 元： 止 巧 十 S 日、 恩 柳 勝 海 巧は、 日本 最初の 條約 批准書を 携 へて 米國じ おく 


かんりん える 


を搬 一巧 護送の 巧に がりが 臨 丸の 摇長 として 太平洋を 檢觀 桑禮じ 渡りました。 こ、 じ师 弟の 軍 


— • ょ_/6 一 


■サミ 


おを 對照 します 


〇 


擒長 


が 名 


勝 海が 四十 ネ 


感臨丸 


長さ 二十 セ閒半 
山 四 問 


が 骨錢裝 
棘 一 

トン 數 
巧 力 


十二 門 
二 8 
{〇〇 


摇長 

船を 


新 烏 -V 五己 太 十八 才 
诲寶丸 


長 ミ 十六 間 
ホ  ーニ 間 
木骨 鐵裝 


袍 


二 門 


ン數 
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スク！  -K1 型 (帆 破 一 


今日、 一一 寫顺 級の 义洋丸 や J 萬 卿 級の 加 賀丸や 春洋丸 やを 見た目には、 殆んど 隔世の 感が 


ー パグ— 


われら 


ぞんミ 


あります 我等の 先輩が ご 巧 麻 前後の 船で 说洋を 橫斤觀 おした 乂膽 さは >  寶 じな 慕に 耐わま 
せん。 


さて 先生は 熊 野 沖を 通過して •鳴門 じさし か、 〇 ました 。見る ところの もの 一つと して 新奇 

けうむ‘ 5  。•く  〇 ん 

ならぬ はなく。 敎 養の ある 理知を なて、 巧き た攀 問を したので ありまず。 神 一 っこ投 錦して、 ま 
づなて •補 氏の 墓に 諸で 辭鑑載 の囊じ 難く* 一詩を 賦 して 祖 頭に 納めました。 


補巧湊 川の 社に 詣て 


た パ ゆ、？ J い!' き 三 ミん るいじい 寸  くわう ちか. うねん/ \ へ 、ブ た、， を も、 つす 

を 邱一去 華， 塵挨 ，。荒 擦 年々 長，， 奪 苔， r 


が 


ミうな いて ゆ ふで、 つたい かふ 

頭 廊巧夕 嚴衷。 


せ L  一--、？ ごまた しろ か- ん この ブらる 

楠 烏 ホな 千古 巧 0 
夕 

^ •口み 和。 ザ*^,.^^ っ， が。 む^い、 iV ぶ. く、 這。 が こ。 こんじ お ミす し  ぃじしえ を おちぅて ょ 5 む夕 たし 

:一 —ゎ r  E 多 宇 癖々 二 ちが。 悲 今人 易 i。 底 苗 夜 難 t こる 

ち ミ デなる はなく かわち  をい い、 つし ちもく ざん 

思 義禍河 巧 C 英雄を 餅 前 0 


終し じ贺 年の 正月、 無事 備中じ 著し、 載批 して 傅が をと 心が^ おしました。 をのが は恰 かも 十 
翼の 巧で あ. つたから、 g 醉 t' ばかりの 歇を ょみました。  . 


- ~ 1  /5— — 


たと へても いたん かたなき パ彭の  < まなく ぶ ゆる 如け 沛 むみ 

先 牛-は 何時も 自分の！ 15一 かれた 數數 から 生を のが 料 や 刺 鞭を 躁 おして、 失敗と 化かと を闊 しつ 
、なび 生 巧の^ li に 組み入れて、 更新の 意 畿を觀 脱して 巧き 支す。 人は 紫駭じ 山って-. パ 學を始 
め’ 0 と 云 ひます けれども、 世の中で 最も 眞 面目に 人を 動かず ものは 驚 おで わりまず J 化. 尘は搬 

ベての ものを が驗じ 入つ て 來る圭 、に 受取り 
これを かが‘ して 一且 、慨 をのの 様式 じ 引き直 


した h_ じ、 更にが 様式を 自 化に li 化しました。 


ぶ る ホ 

と^^ 冻ダだ 

f 裳聲 

^ む 


じ もれん 


さぅ してを むが 先 牛； にと つては •日蓮の やぅ 


-  ■く  ’  I 、  <  ’ 

レ'  ン  な 熱と なり、 ぶ I ルの やぅな 熱と なり ル ー 
テルの やぅな 熱と なゎ、 吏た 詢敎 をの 化 ともなりました 〇先 ホが 人生の 貴 巧を 嘗める をは、 巧 
擧の敎 ふる 所を 載 S せず >  巧 擧の究 むる 巧 じ 背な せず、 獻骄の 到り お ざろ 所、 哲擧の 達し お ざ 
る 所の 境地 じ對 しては 光明を 齡觀 け、 おしく は 光明を* 觀恥 する ことが 化が ると 信じて、 先生は 
お 上 巧 力され ました。 確-かに 先生 じ おつて は、 載證 の 神話 も 一積の 粗 破な 巧擧 で、 巧學る 


— パク ー 


ぞ客實 じ 洗錬 さ 持 神話と も をら むた ことで；^ ぅ。 先. ま^- 智 《進化の 跡を 考察す る 時‘ 
'を 擧てか 曲され た 寂覺の 詩を •昌の 上じ縱 歎して 居られ まス老 莊の擧 も、!! 瓣も •マホ メ 

ツトも 音 習を 妻。 靑年時 援先菱 mi じは、 もみれば 基 もを、 Mi も あれ 
ば 傳習錄 も あり、 ピ i— が襄も あわ ば馨 霞の g 冀も ありました。 二れ らが 皆な 思は 

ぬ 所で 鳴りを 發 し； し 居ります。  - 


も 


霉水ム ハ 年‘ 义利累 辦が囊 して •幕府が をの 裳 じ繫擊 ：；^ 問 はれてから •それが がっ 
て 善い 患# にが T 歴ま轉 一! 機と なり 麦した。 外國 との 羁が 謬ず る やぅな 蔥 かな 素姜、 

卜ん すつ 

闽家を穂極のじ建設して‘ 個人としても競爭じ龄わ巧るだけの、 心为み能力と一作組わ上げて。,-^ 

モミた、 って ミ や  -  tt 

で々 が 嫂。 轟 野に ぁつた n ば こそ、 今日の 义 化が 榮 たので ず。 お 厳 賢 か、 佐 义間象 山 
とろ 藤 旧* K 潑遵臘 とかい ふ 入 次は •化 運の 觀歡 の實感 に^れて •部 斬を もやん とを めて 夏 
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つた 人々 でず。 何ん と 云 つても、 s 千年の おおを 持つ て おる 目本國 •  骼は 細く とも •中々 
張りが あります。 天は 日本 國じ 新しい が 命を： 卜 さぅ 爲 めに、 慕 進 的 じ 巧が 四 年 •江 一い の义 地を 
震は せました。 お述が 勤搖し 始め、 が權 階級： 3^ 外 じ、 かを の 寒 生が 地平線 じ^り 化て まゐり 
ました。 室唤 きの 化能兒 等は、 寒風 素 尊の 秀ホ じな 置を 轉 倒いた しました •この！ の 悼先尘 
は 神 旧の 上屋 數 じなんで 巧り ました。 震災の 最も 娜 しかつ だのは 神阳 一圓と を ふの じ、 不ぶ議 
じ も 板 倉の 屋敷は 人畜 巧じ異 がは あゎませんでした "併し 地を!^ きおを 锡 ると いつた 變 でした 
から、 御殿の 柱は 傾は して 悲 酸の 光景を 演 化いた しました。 をの 節、 安中 あ 所ょり 新 町の 親ぶ 
半 まとい ふの' が、 職工を 伴れ て岀府 いたし* 修鑛 をした とのこと です >  ス往 巧れ 地維轉 けたを 
の お樣を 見て、 先生は 化 變を豫 測した と 思 ひまず。 果せる かな、^ がの 中心は 今やな 尸を 離れ 

ミん えん*^ わん ねん も •やっく  す ミ  A ざ パ  • 

て'  巧 都 じ 移らぅ と 致しました 〇篱延 元年 >  桃の節句 じ 雪が 條る のが、 瓶 有の^で あると ころ 

はくら ミ るん さ^ 

じ、 义 をが 白畫晤 殺される とい ふ 凶事が 出 ホした ので あゎます。 

卓趙 性を かすろ 先 か： は •專門 的 技術の 範圍 から 國 民み 遠の 利 蘇を 木な として 是た時 じ、 お閒 
の敍 掌に 私が する 茲掌 がな びれば、 巧す ろと 云つ たと ころが •歡 'ぶと 云つ たと ころ •か •地は を 


一 1 別 一 


い、 ズは窩 いと 云つ ゎ哀 もので、 何ん の 利： 3 じ もき 笞 はない と考 へ、 人が 熱し 品での 事 
に妝 惑し Tf 際 に、 先生は 冷たい 數 一雨 S で、 f かじ 國 境を 露して、 湾を 辟を 觀測 
してを りました。 すべて 高級の 審巧 家は、 實は题 際 的 じ 駭齊っ しつ^ ある 自己 所 屬の專 門 社會じ 
がて、 個性の 發 達の ためじ、 一 乂機 貧を 發見 しつ、 あるので あります。 先年； はが 說搞？ しこなし 
て スを擧 ，一と レ*" W 筆法で 英語の 天地 じ 飛び込みました。 斯 かる 商 覺 的の 感受 曲は、 後年 ホ國 
ボ スト、 一の ワシントン 町 じて ロビンソン •クルー ソ ー の 傅を 臟究 した 時 じも齡 術され、 人の 峭采 
を 博ず る简所 じは 沒六义 渉で、 意外 じ も 祝 13 の眞 巧を 擧ん だと 云 ふこと てず。 英雄の 見る ところ 
は桓じ 常人と をの 趣きを 異にして 居ります。 

言語の 變 化は 活動を •款 ホし ます。 例へ ば佛語 じ^ん 解の 人は フランス 人 じ おし、 英語を 齡 
はぉ 己の 倘操ジ 英語を 話ず 國民じ 共鳴，  レ、 オランダ 語を 能くず る 人は オランダ 人を 理解す ろの 
が當然 であゎます。 さぅ して これが 露觀替 結び かき、 政治的 心 邱じ巧 はれ、 議似 r 

なりまず。 同じ 上 州の 先輩ながら ル 雨加卜 - がが フランス語 ボ齡麟 なろ がな に •佩闕 と 連衡して 
英語 派の 薩長を 片 かけよぅと 致しました？ 先生は オランダ 語で 祕敷 を學 び、- 更に 英語を 硏 巧し 


の… 


て、 ‘p 人の 露にまで 商め られ ました。 當 時、 英語の 隨長 、ォランダ 語の 嗜が •佛 語の 常： 制と • 
この S 系統の 思 加 心が 衝擊 して •新しい 道德が 起、 リ藉い 道德が 藤れ、 自發 的に がしい 社命：： を述設 
じたの ジ •即ち 明治維新で ありまず 。一而から いへ ば、 維新は 政 樵の 撒が ではなく、 語をから 
當然歸 若すべき、 文化的 精神の 爭 いであります。 

先生が ィギリスの 英語 じ 巧かず して、 アメリカの 英語 じ 巧つ たことは、 先 牛； の， g 嘶を 襲藥し 
て 居ります。 旣じ 英語の 中、 むが、 义 西洋を 横つ てえ 國じ 移り 始めた 暗で >  义 越の， の 偉乂な 
潜勢力の 歡展 期で ありました。 事實 上、 今後の 文化は アメリカ じ唤 くべき 載 命で みると が ひま 
ず 〇且つ アメリカは 人種の 爆鑛爐 で、 隨 つてが 界の 思想の g; 調され る 場所で ず。 何と なれば、 
英闕 では 多くの 場 4 口、 言語に よつ て ぉ 分の 理想を 說明 せねば ならぬ のじ 巧して、 新 化 巧なる 义 
國 では 「自己を 表現」 ずるの じ、 活き たか 料を なて 賞 際 的 じ 表 巧ず る ことが お ホます。 をむ じ 

ち せき  じ 八 こ' っみつ を 

米國の 地積は •ョー ロ ッバの 人口密度の 刹な に すれば •およを 十 憾の人 巧を ぶる、 じ おり まサ 
ぅから I 從 つて 义學 上の 巧 動 も 十倍 じなる わけず。 且つ 人禪が おが" して 居る から •相互の 貢 葉 
はお 純で。 了解し おい ものを よいと し 1 居ります 0 これが アメリカ じがけ る お 語の 載！!^ でず。 


ごたい 


言葉の 半 一命に 統 通性が あり •實嫁 巧の あるのは 、が から ホた のです。 思想の 使を として、 公 
をと おじ ホき •公衆の 必要を 痛た さね ぱ ならぬ と 云 ふの が •一般の が I 齡 があります。 また 宗敎 
にしても •华 をの 要求と 理想 V が •端的 じ 表現 さ：；^ てを ります。 今日 •日本 同胞の 巧 生 巧の 改 
善に も •かぅ した 明晰の 理解 ある 宗敎が >  一 曆 新しい 满 足を^ら す 道で あると 巧け をれ られろ 


そんせい じ  la  ゎ。 

やぅ じな つたのは、 先生 自身の ためじ も、 また 日本の ためじ も、 乂 なる 獻み でありまず 


〇 


年ゎづ かじ 十八 歳で、 而 かも V 蜗寶 丸の 艦 として 先 牛； が  >備 中 玉 島へ 遠洋航海す ろかし 前 じ、 

例の 樓旧 事變 がを ました。 落啦觀 々、 I 謀觀 、化 精 拳を g らず 事件で、 か 前 化 芋 頃の 巧が 
事 だつ たさぅ でず。 先生は 例の 火の玉 じ船蠢 ぃで •霜が をが き、 「だ 今日ぶ t 一斬師 暮一即 
授一 一臣 首が 師直 一」 と 豪語して、 おつと り 刀で い 日 比 谷じ廳 けて 巧つ たさぅ です。 こ；^ は 巧 
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鳥 公義 君から ミ 新 門 町の 御を で 聞いた 話で ず。 この 時 >  先生の 腰 じ 挿んだ 秋霜の 劍は備 前の 長 
船、 祖 火の 辨 治が 祈が がで 浮め 化て •巧く さきへは 必ず 携 へた】 で、 不思議 じ も 化の 刀を 佩い 
て •一度 だつ てす 覺を 取つ た 例の ない 業物、 これを 此の 時 先生は 拜借じ 及んだ ので、 情 我で も 
せねば ょいが と、 辨 治は 後から 氣 がいて、 む 配した さぅ でず。 

を こで 先生の^ 欄の% これが 問題 じな つて まゐ りまず。 中々 の 深手で 蜡 かじ 刀疵で ありま 
ず。 が 織懲齡 •獻の 友人 澤邊辰 馬 君の 直 語 じ、 處± 橫議の 際、 向疵 などは •人が を惡く 見せ、 對 
話を をして が^を 感ぜし める もので ずが、 先生の じ 限つ ては、 一諧千 おを 重んずろ と 云つ たや 
ぅじ、 if 心 I ぶ 靴の 念を 起こさし める もので あつたと •申して 居りました。 この 疵は先 牛 だ 取つ 
て 運命の  一 乂回轉 機で ありました 。これ 程の 刀疵 じ 生命を 取り 化め たと 云 ふこと が旣 じを 跡で 
ず。 同藩の 巧 身 お 保 帆 平 君は、 徵 田の 事變で 嫌疑を 受け、 穀 居を 命ぜら わました。 をれ からを 
れ へと 先 牛： の疵は 迷を じ 這 入ります。 

文久 元年 酉年 S パ 十ー ロ、 敬 幹 初 而をゃ 表 江 御が にて 巧な にが 錢別 到が 0 
一風 巧 敷 一 扇子 一 お  巧 中 障を  一風  貝  敷】  なが 專太郞 
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1 銀 
一元 
一麻 


襄 


化 二 
結大 

媛 一 


岡の 源よ 郞 
が 本廳太 
滿本嘉 一郎 


カ ミカい 


一 錫  化 二 
一 ま r ろ剌 .が一 化 

ー ル 菊  ill 半切 一 
な  上- 

じ卜 、つし う をん なか 


巧 原别八 
な ホ福藏 
植  t  新み 


備 中への 航 おの 前年、 郞 ち文义 元年の 一二 巧 十 1 日、 先生 初めてと；！. がが ピ君 かの お 化と して 

V 


■% 


iyila»r 


じふ じ トミ 

入城いた し ミした。 をの 節 
の 巧 列 じ 先生は が 化の 部に 
編入され t 祖父 辨 治は 先發 
隊 として 宿衞 係で ありまし 
た。 お供の？ i 心 はと 十 名 
です。 搞衞 係は 途次の 本陣 


ぶんを い 


をの 他、 舍衞の 分配な どじ 機敏を 要すろ 化 目です。 をし 仙の 諸侯と 偶然 一緖 じな るげ け、 先手 
をが つて 本陣を 取らねば なりません。 下手を やる と'  脚 本陣 じ 這 入らねば なりません。 これら 
はを 公の 而目 じ關 しまず。 辨治 はこの 時 助手と して 淸水 帶藏 •福 田 お八を’^ 佩 巧いた しました。 
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先生は 卜如 人の 似 お囉新 於を 一人で 取磬ひ をんで をり まず。 化 精の 所は 鳥山彥 九が に、 霸氣 
の ある 所は ル 栗 卜_骄 介、 若しを れ臟智 じかけ ては 新旧 雞貞 に似てを りまず。 水滸傳 の 梁 山 化か 
となへ ば、 また 繫 |5惦 の 所 もめ ゎまず。 先生 G 人格は、 數奇を 雀躍して 菩ぶ靑 年に もお嗚 
が あり、 聪和衣 載の 思想家 も をれ じ統齡 巧を 見出し、 嗔想家 も 新風 化を 感得し まず。 先生の 前 
身 じは 野 處を巧 も あれは、 黯載じ 放浪して、 古鄕 我れ を をれ ずと も‘ 我れ 巧鄉を おれろ 心境 も 
あり、 が 贈の 智識の 低速を 藝闕 する 情熱 も あれば、 國 家と 社轉 との 前途を 田 心ぅて、 苦 惨な 犠牲 
も拂 つて 居りまず。 歸 朝， i 次、 伊藤博文 菊じ拉 せられて 乂阪の 造が 局 じ 斤つ たのは、 をの 科擧 
の歡齡 いたので ありました。 明治 九 年、 巧 都の 巧 顚勸業 博覽轉 は、 先 牛 r が實際 施設 じ 常つ たの 
でありまず 。いづれ の又而 じか けても >  巧く ところ 一つと して 可な ちざる は あらません 〇 かぅ 
した。 一1 陳の 智識 じぶつた がを の 人で ありまず グら 、.妊ち じ裝 巧の 個性の 特色を 加が して、 を 
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の 人を 活雞 させ r を ゎまず。 歸朝匆 々、先生から. 辦‘邸 さわて 奮起した 人々 もを く、 または 先を 一 
の經驗 じを まれた 深い 意裴 を柿捉 し、 巧 代 生活の 勇者と なつた 人々 も ありまず。 息つ 經濟 組織 ^ 
み ムロ資 制の 產業 上、 お 力な 款繫を 理解して、 I 苗懿 となつ た 人々 もあります。 

斯 かろ 眞 面目な 先生 も •一度は 經 過せ ねばならぬ 蒂 年期の^ 盼を 潜り、 巧 生か がらすん ょぶ 
といつ たやぅな、 恐ろしい 繫 私いた 一 蛛を がまれ ました。 繫 隊 かぅ したが 擎か •眞 面目な 誠實 
な 人の】 生じ 必ずを ると いふ ことは、 かの トルストィ などの も般だ 見ても かかる 事で ありまず。 

備 中で： 島から 江 戶じ歸 つた 頃の 先生は、 穀ド 費との 二 元 場 裡の闘 ひの 人でした。 この場合 
じがけ る 先生の 肖 おの 情熱と 自 おの 意志との 新驴 が'  取り も 度さず、 先生の 靑年 時化に がける 
最高 悲馴 の、 心理で あり、 俊活 への 心理で あゎました。 

先生の 眉 問の 疵 は、 おの 辦を 通して 見ろ と •獻 II としてを の 中に 乂 なる 惹義が •ホ 得さ わ 
ます。 併し 傳說は 例れ もル說 的で、 化 馬には 一種の；^ 齡も あれば、 また 多分のを おも あゎまず 0 
おは ホ 生の 操 巧を 請議 ぶてす るが ではありません けれども •之は 實じ 先生の、 、，里と 辦齡 との 巧 

-  さんけき て さ  ふ*、  よて  • 

か而 から •急鬻 じ 深く。 し、 V, と實 蓋せ て ホた、 蚕が， が 紫 業 事で あつたと おひまず 0 


この 秘密の 扉が 開かれた 畔じ •脫 ホの 動機が 無が 抗じ 開かされまず。 

ホ 牛： の 米と 人 八重 平さん におへは、 先生の 眉間の 疵 は、 襄が 幼き 頃、 一橋の 辦 邸の 前；：^ る 御 
陣ヶ賦 じ 地の 立 木が あつて、 をの 實を 隙ら うとした 時、 營史が ホた ので、 ホは て、 木から なち 
てち 傷した もの だと、 話されよ した。 また 私の 巧 所の 方で 當時 しかもを の 場に 居を せて、 織帶 
の手傳 ひを したと 云 はれる みの 話 じよろ と、 をむ は 先 牛； が 紙 慕を 物置の 上で 楊け てが つたを の 
際じ赌 から 落ちて おへた 傷と 承 〇 ました。 先生の 姉 おみよ さんの 直話 じよれば 、{みがが あつて 
をのを が歸る さじ 襟卷 をと 心れ たのを、 後ろから 追 ひ 駆けて 幅け ようとす る則那 •類いて おへた 
疵 だと 中 さわました。 普通は 脫 をの 航梅 中、 船長の 銀の メスを 海中 じ?^ した 爲 めじ、 も^さ 
れて 受けた 疵 だと 信じられて 居りまず。 また 或る人は 船客が 枕を 持ち 來れ とを つたの じ、 をむ 
が 手間取つ て激 なじ 觸れ 、枕で 巧 たれた 疵 だと 中して 居ります。 かやう じ 先手を がつ たり、 後 
手を がつ たぃして をる ところ じ •暗示が を まれて 居りまず。 ぶ 党、 不明と 云 ひかつ てし まふぶ 
が、 この 消息を 語る 一が の 雄 辯 だと 思 ひます。 物を あるが ま、 じを る ことは、 被 動の の 化 事で 
なく、 巧 動的の 化 事で ありまず。 徒. に衝齡 じよつ て 取り上げたり 、またはが 尙 じよつ て取拚 
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ぅべき ものではありません A 


きくら だ じ へん 


ピや 、つむつ 


〇 


樓 旧事 變なホ 先生の 手帳は 理知と 情熱のを 慘 な記錄 です 

ミむ ミる を おめか、 つくわん さんで 5 のさよ く  J  か 5  くわん さん で’ かかな じむ じたえず 

を 唱陽關 一二 疊 か。 陽關 一二 疊 夕堪， ，悲 I。 

さみ じ おくる だ  悚  かへんの や なぞ  おつて なんし よりはく しじい たる 

贈 レ 君臧馬 河邊挪 。巧 貴 レ 南 枝 一重， 化 枝"。 

の 如く、 今更ながら 深い 歎息な しじ 讀 むことの 巧來 ぬ、 憐れな 記述が I ザ じある と、 また 


方 じは、 


くわん ミなら 皮 かくら ミを るべ レ  つを をめ ミら 怯を さじ-  5 こいを め ミろ.. へし 

爲レ官 寧閣老 一。 妻 娶應江 西。 


(右が 模屋な 西の 贊) 


とちつ たやう に、 一 かどの 英雄 氣 取りの 態度で、 盛ん じ 氣焰を 上げて 居ります。 これらの 感 
駕 のな 多 錯擧麗 な 方： 怖から、 先生の 精神 狀態じ 多み の 動搖が ホて 居りまず。 さう してを れが剌 
戟 的の 行動 だけ じ、 先生と し； しは 飛んだ 見當違 ひで あつか も 知れない けれども、 をれ が决 して 
其の ま、 では 濟 まされません。 洽 かも 幡隨 院長 兵 衛が水 骄を向 ふじ 姻 はして 戰つ たやう じ、 反 


對 側の 义物じ ぶつかつて 巧. 


ろん わ、 


其處じ 感激の 泉が 發 見さむ ます。 これが 背後の 支 巧と なつて 


、ぶつ 


— . .  、つす いた 《-こ  おつぶ 

恐ろしい 爆を をいた しまず。 何ん とい つても 化生は 生粹の 江戶兒 であります。 壓し 潰され さ < 
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とすれば をむ を 勇敢に 邮し 退けて >  何時も 新しい 世界 じ 突進して 巧き まず 〇さ うして 水 义じ生 
きらと おじ、 轉 かな 過去み 其の ま、 持績 して 居りまず。 この 鉤爛 の 渦卷 きの 中で ー ル 事 化 じ 遇 
遇しても、 先生は をの 菲 件を ル さな 生命と 見做して、 大英斷 を： 卜 します。 さう して 部 かを 活か 
ずと おじ、 を 體じ活 きて 巧き まず。 賴 まれたら 最後、 何處 まで も 遣り通す と 云 ふの が、 この 疵 
の 一 象徴で あゎまず。 併し 並製の 江戸つ 兒 が、 他愛 もな く素晴 しい 巧 動み 故 じて、 一寸 興味 
を覺 わさせ まずが、 本 常の 江戶兒 となると •忍耐の 殼を 破つ た巧氣 でありまず から、 同じ 商 巧 
巧 動と 云つ た 中 じら、 深甚、 絕乂の 創造的 巧 力が あゎまず。 がに 不 聰明に 代る に 聰明と なり、 
無智に 代る じ智 となり、 將た 失敗 じ 代る じ 成 かとな りまず。 かう した 積極的ぶ 針の 巧 動が、 ど 

つ  卜 r わ 、 

うして 先生に 取れた かとい ふこと じ 就いて、 おの づ から 一つの 說 明が 與 へられて あります。 を 
れは盖 し 先生が 靈 巧の 氣を 千秋に 聲 ゆるち 人 富 ± 山から 受けた からで、 先生は をれ じよつ て > 
江戶ッ おの 意識を 造り上げ、 品 化を 重んじ、 精神 上の 窩 潔を 尙ぶ道 德の觀 念を 築き上げて をり 
まず。。 乃 木 乂將も 江戶ッ おです。 日蓮 上人 も 富 ± の 露閒氣 巧に 發 生した 人で ず。 

さて 神 旧は 柳阮 上鹏屋 とちつ て •先 ホ お得 窓と した 貸 船 業 兼 貸 席 寧で、 備中玉 島 航海の 慰錢 
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會が 催されました。 宴會が 果て \ 先生が 元氣 ょく 歸途じ 就く と、 薄暗い 一が 肥 一の 下じ齡 化を 握 
つて 居た 占師が T 嗚呼ち 星 隙」 と •先生を 目掛けて 云つ たさう でず。 これが？ I- み A、 胸 唆 ひじ 
入る やうに 感じられた 時に、 先生が 狼籍 者め がと いひながら ザを がくと'  何 か手應 へが あつむ 
をれ と 同時 じ 棘へ る やうな 邮き聲 がした と 思つ たら、 をのげ 先生-い 巧頰 じも齡 恥が 滴つ てゐた 
のでした。 

「嗚呼ち 星暢」 とい ふ 誇張 的に 言つ た义 巧の 中 じ、 如何なる 迷信が 含まれて あつたかは かりま 
せんけむ ども、 何やらを の あが 證を なした やうで ず〇果 せる かな、 この 數 日が、 新 島 家に 起つ 
たことは、 南と いふ 醫± との 交渉の 多 かつた こと、 例の 顔役 長が 川與 八の 處へ 祖父の 辨 治が 數 
巧 訪問した こと、 これらの 倩 研から 判^ず ると、 义乂 S 年 二月 二十】 日 か •公一 一巧が 句までの 間 
に 起つ たこと じが 違ありません。 先生の 疵が 向ふ疵 で、 しかも 重傷で ありまし たから、 先生が 
受け 义で ばかりでなく、 割 手 もまた 尘 死じ關 すろ 場を であつ たでせ う。 をの 場合の 交涉は 一切 
老 綠な辨 治と 長 谷川 與 八との 問 じ、 手際ょ く片 かけられ たものと おはれまず。 然る じ 端な くも 


なりました 。脱藩 脫を など、 神秘的の 色調を 帶 びた 巧 象が、 次第に 發 生して まゐ ります。 先生 
•か •化 米が 化、-: 朽 倉を 權じ なせられ て ドィツを 巡歴 中 >  ベルリン 义擧 牛； は 化 牛： を 「トー スト マ 
スク I」 として、 ドィツ 流の 萬 歳を 鳴へ て 敬 怠を 表した と 云 ふこと です。 化生 W 巧 問の 疵が何 
處ま でも 跋帅的 W 色調を 加へ ながら、 公衆の が奇 心じ投 をし、 意外の 程度 じ 反映した もので し 
た。 巧 じ 約を わは 先生の 一斷唐 でんりまず。. 若しを む 其の 事實 じを まむ た 藏繫を 端の じ 語るな 
らば、 先. 牛： の 生活を 體の 改善を 遂巧 せしめた 動因 •或 ひは 先生の 性が の發 嘘して けつた 惜齡じ 


卜 さで 一，- 夕 王う ふ 
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横は る 劇の 與巧 のす： 成义と でも 巾し ませう か、 何は 兎 も あれ、 先生の 眞劍 さと 純粹 さと じは、 
驚嘆せ ざるを 得ません。 をれ じ また 先生が 冷 靜じ稱 へて 脫 走の 機を を 作り •更に 今- 理的 牛； 巧を 
なすべく 志向を 轉 おし、 知覺 とだ 能と じ 驚： 理 ずる だけの 餘 格を 時間の ± じ 將>  またが 慮の 卜：に 
を 化した ことは、 實じ 驚くべき 奇蹟で ありまず。 どうして 斯うした 强い窓 川 心、 または 明晰の 頭 
腦を 持つ て 居られた か。 先生の 懐んで ゐた 文化と 敎 養とは どんな もので あつたかと いふに、 を 
れ U 必 •党ず る じ、 科擧 と語擧 とむ 賜物で みり ました。 前 あは 自然 典の 現象を 利用し つ、 順應し 
て 斤く 態度と >  なぞは 知の 圆 巧を て 示された 計薰の 合理性と 可能性と を、 洞壤 ずる 必 巧の 鍵 
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となり •また この 兩 をが 先を にと つては、 生が の據 耀と敦 知の-飛躍との 诏  であ 〇 ました 


して 先生の 語擧 の 造詣は •が 徒ぶー ルのを れと齡 側して 居りまず 0 
地を 變 ずれば 先生は ポ ー ルで、。 ホ ー ルは 日本の 新 島です。 をの & 職 じがて* をの 離 殿 じがて 
をの 境遇 じがて、 兩ん のを わらは 千古を 勝てながら、 なほ 且つ!： 齡 / がする 趣きが あります。 
著寞年 京都に 蓉 して. •を 町の おちを 訪， g し、 室 人 じ两會 した。 を g 時、 ホ羡齡 n じ 

ん 一い サ ぅち ブ 

導かれ、 まだ 曼勤照 中 じ 入つ たことの S 程、 議な 境地 じ 立た やぅな みか 致しました。 を 

すべ  ぶつ- 产 心 

の 手 澤の享 る總て 夕堇の 生命の 發现 で/先 ま狱求 乃至 本能が 齡 めて お 力な 作用を なし 
て 居る ことに、 化は 氣 がかき ました。 をれ は 盛!; の、 むを 新 じする をな て 自ら せよ」 と 云 
つたぶー ルの 言語が、 先生の 軟 觀の觀 恥い なつて 居る ことであります。 劈頭、 目 じ 脈 じ 來つこ 
ものは‘ 乃ちぶ1ルの銅版の大额而でありました。ホじ人じ伺へば、 一議じ巧ばず、_「義人は信 
仰 じかつて 生くべし」 と 云 ふの が襄の 生命で、 數ボ！ ルに よつて 說觀 され •をの 軟齡 じよつ て 
生命 じ 入り •敎 へを 得 •も {女を 得、 齡歡の 新 象を 養 はれ、 光明を 認めた のです と、 巾され まし 
た。 何な じ 先 案 •ホ-ルの 信 側 生锻じ お. 麟 レた ぞぃへ ば、 巧 省 じがて 同一の 壽 、槪浑 か あ 
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つた 故で めり ます。 ボ！ ルの 「掀は 罪人の 齡が り」. また 「我は がなる ものにして、 罪 军じ資 
られ たり。 我が 齡じ 他の 法 ありて、 我心の 法と 熙 、我を 礎に して、 巧が 股 艦の 中 じ 弦ろ。 
邦のを-」 從 はさる ことを れ り」，，」 まふ 税 は、 先生が 靑 年の 危機に 騰 して 懊槪 した 聲 であ 〇 
ます。 さう して f ルの 叢した 社脊 は、 一礙義 の 極めて 甚 しい 社 脅で •この 邊〜 、望の 
ホ 息した 乱觀の 社會と 同じです 。先生 じ 江戶ッ がた るち 貸 心と、 精 利 的 階級を たる 化を' かめる 
のこ 對 して、 彼には 選民 中の 懲が であると いふが^ 心が ありま 夕 。さう して 彼の 信仰は、 律法 
じょっ て，^ 皆され る宗敎 で、 をの 說 船が る臟 は 霞 萬に こを iji 美され るで だう けれども、 群 
おじは： I： 等の 恥が？^ も與 へな かつた 所 なぞ も •先生の 生 ひぶち 時化の 儒教と 酷似して おりまず。 
室には乂された震は、 繫|たる觀2^齡|^^で、 よ羣と稱する仁でずら、 二重半一活を送つ 
てゐ たもので す。 をれ を 公 お 一 船が が疋 || して ゐ たの だから、 不思議な 事で ず。 かし も 罪の 意識 
のない、 さう して' 脈 齡を站 いる 國家 じ、 最も 都合の ょい 敎 育であります 〇國 巧の 個性の 發肢ず 
る ことを 養ず、 皆な 一樣じ 或る 種の 贴 i じ まつた 人間を 作り、 馨じ祗 像 も 纖創も 傲かず 
ことを 禁じ、!^^ 瞥窠 S 舊璧 IS? せしめ •た ごな 5 浸 蓋を 求めを 曹な いとを 
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ふ歧 みは、 ボ ー ル も 先 ホ もが じ 事でした 。彼が クル ソ ...の 乂终で 心 I 趴齡 を擧ん だの じ對 して • 
先生は アン ト バア！ の种擧 校で 神擧 を挪究 しました。 ポ ー ルは 向國 語の 外、 ギリシャ 語 じ 精 姐 
し、 ラテン語の 造詣 も ありました。 實 隙、 化 がの 文化を 代を する 諸顚 語に 通じてな つたわけ. で 
ず。 彼は をれ 等の 义擧 を線歡 し、 または 對 照して  >  自分の’；：^ 齡を齡 き、 こむ を 宇 化を 臘に狎 し 
據 めて、 宇 萬 精 聖诉の 人格 蓋 現し •が g-fgg 塞を じ 入りました。 S 先 f 英語 じ 
通じ‘ ォランダ 語に 造詣 深く •ドィツ語を 解し •數 峰、 巧げ 义化 人と 邵 想を ぉじう し、 黯騰を 
间 じうし、 神と おに 働き、 神と 共に II しむ 人 お 巧と なりました。 

先菱夕 多角的な 個 祭 人 巧 をれ 寡の 窩渥 性に ょつ て、！! 範バ乂 能 のらのと なる 巧 

だう ミく  っ ’ 

能げ があります。 道德じ まれ、 心靈 上の 事 じ まれ‘* 智^に まわ、 自國 の國家 智學じ 不安な しじ 
生 巧が 化ぶな いと 感じた 時 •をの 境齡 じがを 瓣 ふて 居らるべき 箸は ありま ぜん。 取が の 範齒の 

たんて 5  こ レイ 

狹ル 、單 調な 奚 地に 襲」 T 居ろ ことは 缓 まだん。 蠢 ，すむ 巧薑 をの も Q が S けで、 
昌 葛り 化して、， 脅を 見る ことは 裴 ません。； ^^一{」 蔓 ベての 寞 であり •を體 である 所 

なをが つた 時 じ、 人類 じ對 して 純化なん 。郡 的の 臘 を おる ことは 當然 で、 をの 自己を 完全に 生 


長發淺 さすべく 社命" をより 善くな 造し ようとす ろ ことげ、 如何な ろ 階級の 人より〜 >化 .かじ 一廢、 
敏感 じ 鳥攀じ 感じられる 常で ず。 結局、 この 觀 までぶ ると、 詰擧が 人類 巧 通 W 運命を 開く 鱗と 
なりまず。 また 人靖の 智識 おの 賓稽 であゎます。 自闕 語と 他勵 語と を 比較して、 をの 中 じある 
爲ホや 精神を 對 か： させ、 分解し、 乱つ 統一し ます。 元が、 國語 じは 國 民の 特殊の 色彩が ありま 
ず。 がつ てを の闕家 辑擧を 特色 づけます。 併し、 これが 必ずしも 聰明な ものとの みは 安へ まが 
ん〇 ドィツが 化 界戰爭 を惹さ 起こした やうの 事は、 をの 闕 民の 衝動であります。 ヵリフ ォル ニ 
ァ 人が 排日を するな ども 巧の 一例です。 が 個人' がが 界 奉公の 意思を 自己に 體巧 ずる ことが 必耍 
で、 お 牲が闕 策と なり、 個人 策と なる に 至つ て、 初めて 人類 じが 和が 來 るので す。 結局、 愛國 
、むの 中毒 や不 聰明は、 博 言 じよつ て 矯正 さ， パます。 かの ぶー ル や化华 やが この 高所から 俯啼し 
た 時、 コスモ ボリ クンの 槪 念に 醇化され た 愛を を認 ずろ ことじなります 〇さ うして こいが 强い 
實 一行の 力ぇ なり、 初めて 道德が 生命の ある ものと なり、 ち 我の 貴な を 解し、 個性の 貧 厳を なし • 
人格 的 個性を 知る ことじなる のでず。 結局、 人格の 完成は、 人 願を 體を劉 照と して 愛の 奉 化を 
すろ 場を じの み 得られる の だと 云 ふこと を 肖 得し、 をの 思 恐と、 をの 信念が、 先生を 海の 外へ 
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と 導きました、 

.ホ— ル G 傳道 書簡に 比ず ベ さ、 堇 の 愛ての 傳道 書簡が をます。 これは 先 寒 例の 飯 田 
巧に 宛て、 米國 から 遙 かじ 寄せた もので ありまず。 何處 まで もぶ— ルです 0 

新 島 先生の 手紙 

ザな はお 外 之 御 至 日 か 候 段、 萬 恕可被 賜 候。 借 先 集 5^ 抓* 化 鉛に 被な ホ 候 半と 譜奉 祝賀 候 ル 化義も 
旅々 乾に 化り 書志销 光せ る 段、 何卒 御を 慮 巧 破 下 候。 さて 此度 恥が t へ 中越 候述 、小生 歸國之 一 陵、 口 


.  よ  や  ご L ミ せん 

何して 宜き哉 ホ 生の 御 周旋を 勞し 度候〇 兼て 御が 之 通、 ル 生 義公禁 を も不頤 、臥赔 が 里に 驅 する おを 

谨つ ぞ-れ  ， 

起し 遂に 海外を 跋潍 し、 千畫苗 今日に 至る は、 查<國 墨す る， 解 力に よる 〇 然し^ んを 化せし 段、 闽 
巧を 免れざる を 得ず。 其 さら スル 生 量へ 參 りしよ リ 、如何して 歐洲 のを 闕も 利。 鸣 の、 口に 强大 

たんきく 

に 巧 成し やを 克 々雲せ しが、 漸く 蓋 奥を ぶる を 得たり。 巧細站 累^^っ^ 歷ぉ i るに、 獨 一巧 

中、 ホ 叫巧 巧こヒ ろじな、 く 叫い 江た： 指く.： 5 らダ 4 ころな しはじめな くを は。 なしの  ろえず 

? ホ. 戶不を か戶 不知 解： が不ホ おか 無が、 「ゴッド」、 萬ち 么造物 者、 なて！^ も、 巧 わと 

ミるべからざる 

も 不可 夏靈 神、 巧 中のを、 王 中の 壬の 眞理 、妙 道を 倩 奉せ し 人 巧は 必ら ず榮 へ、 化を 蠢 せし 闕は益 

ぐさん 

意 頓に陷 る C 巧 千年な 前に 與 起せし 「ィジ プト J、 其 後 「エッ シリ ャ」、 「バビ 0 ン」 、「ポル シャ」 、「グリー 


ご レミ せん 
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ス -ろ羅 おの 盛む りしは、 八 r 何 所に がる。 巧 度は 巧 ホき 蝴 むれと も、 ち 厳の 佛 巧を 情み せし か、 一 侃 愚顿に 
が 成 候て、 巧  <  お 人の 所り 觀と戍 れリ〇 虹ち 那曰 本に がて 一切 化 妙 道をから ざリし 故、 巧々 のり 本は 巧 年 

さ 、っ ゐ こ .1— 山 く  しんはつめい 

前の 口 本 じが 別の 相 遠齡么 、唯ち 史鶴經 を 索る 事に して、 一が 開化に 逝まず、 是ぞ とがす 新踞 化も不 お， 
がて？ が今么 R 本は、 巧 年 前の 日本に 知れり と 思れ 陕〇此 巧 神の 道 即ち 耶蘇の 福音は、 化を の 道に 比すれ 
ぱ 、唯 巧と 鹿の 巧 違なる 巧なら ず、 巧に 巧と ホ： との 相違に 齊く 思れ 候〇 耶蘇の 敎は 統榮 え、 孔孟 么道 
はお 衰ん 事' 仏. 常な リ〇 化て か 化 も 脚る 化 道に をし、 な 今は 「アンド ヮ」 邑 の神學 節に 此滋を 攻め 的 候 故、 
何れ 歸國之 上は 此 迸を ホ 張し、 ち お 之 子弟へ 相 傅へ、 溢闊 をを し 氏を 愛する の 志を 勵 まさん 课を總 む。 
孔张 て學び 得し 地理、 天文、 窮理 、输密 等の 學をも 傅へ、 た" 闕强み 之 策を おすが ならず、 人々 己を 修め、 
獨を愼 むの 道を なへんと が攸 。巧し 人々 己を 修め、 がみを 愛する を 知ら ば、 己の 化め る 闊を裝 せざる を 
不得候 事、 自 がの 理なリ 0 

兼て 「ポル チユギ ー ス」 人の 口 本に 參リ へし 道は、 當今强 がなる 英國 T プロィセン」、 合衆阀 にて 信を 

せるな 道とは、 大に 脈，! 111 がなる 誤を リ OL ボル チユギ ー ス」 人の 中には、 「キリシタン」 宗門に 人る あは 

挥獻む 化 王に 隨 、且巧 王を 齡 取せ ねばなら ぬを々、 然しを S* に 巧れ る敎 は、 貨に 獨一眞 神の 眞理 にして、 
巧 等の 奉淨 ずる 所の 者は、 唯る お ず 巧の 「ゴッド」、 我 蟹み び 天地 萬 物を 造れる 天 巧な リ 、が 此眞 神を を 
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辞し、 量 神を 宴せば、 必ら す阀を 憂へ、 民を 愛する 奢 起さん。 お I 齡恥お c ぃ かつ 人 ふを 一な せん 
事、 化抄 道に 如  <  者 なわらん と 存候〇 如何と なれば、^^ おがの 「キリシ テ ヤン」 を 門を 舉 する あ、 益其數 
を 矢 ヘリ。 例な ぱ羅 、巧 「イタ リヤ J、 「スペイン」、 「才 J スト リヤ」 、「ポル チユギ I ス」 、如がん 趴 -Ijf の阀 は、 
一時 强大 なりし も、 今は 遙に 英國 、邮闕 、「プ E イ セン」 等の 下に 居れ リ〇强 兵に ほこれる 佛人 も、 今度 
「ブロ イス」 人との 戰爭 には 火に 化 化し、 有名なる 闽郝 「•ハリス」 も 十目 前に 「ブロ イス」 人の ずに 入り、 十 
八 萬の 佛お r プロイス」 に降參 せり。 奴 ルを 中せ し 逝、 「プッ ド」 を 信奉す る國 はお 榮 へ、 之を 閑却せ る 人 
巧は 化ら す t ぶと 中 候。 是 道は 奇 々妙々、 人、 心 一致す る 事、 ぉ吹ス くに 槪 たり。 

「ナポレオン」 第一 佛 ちを 特 か、. 「プロイセン」 にな 入り 候 節は、 彼國 にて 文は が 別 盛に あら ざリ し〇然 
し 彼 「フロイス」 人 化を がりし ょリ、 育を 盛に し、 別して 化 お 神の 道を.^ ち 如^し 故、 义お 共振 ひ、 人、 心 

ろ卜 •* ， 

盛 •瓣 、益闽 、遂に 如化强 盛なる 幽 と；；^ が、 嘗てち あなる 佛 おも 空く 手を 下し、 「プロイス」 人に を L リ〇 
化 英蝴 、疆に 於ても、 文宮に 盛に 相 成、 お ジち 載/へき 新妓如 となせ リ 。昔 道を!；， する 闊 じは、 
格训貴 脂の 差別 無 之、 富 おは 窮乂を 救 ひ、 貴 者は 別に 貴から す、 賤 者ホ贱 なら デ、 上下 共に 一を し、 な 
然據败 すべから ざる S 闽 とぶ わ 9。 化り て 之を ぶる に、 幫<幫 ご 人、 此 道を がめ、 化 f 闕人 じを 
へす んぱ あるへから ず〇 何れ 小生 も 歸阁の 上は 化 福音を 講じ、 越 人の 十一 炭に まみる を教 はんとが お。 が 
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つた 


ミつ 


しな 府 にがては、 今 n 化 眞理を 「ポル チュギ I ス」 人の 傳 へし 道と 一にぶ、！^ た 張化敎 をを する おには 必ず 
岭 ‘If を 加 へんと お 候〇が 小を のがき は 海 かに 逆- 醉 せる 身々、 巧し 政府に がて 嚴 刑を 加へ るの 沙 ホち 之 候 
は、、 天で 黃 至る所に 化む が 無 からん や T ヒマラャ」 山を 跋 みし、 ルみ がに 腺を 漁す る、 巧 ル も-の 望 
。所 。巧し 闽 をを：， るを、 日 じ 益し 巧 じ 長 じ、 巧 U みの 降 興せん 杂ザ 、日を 『ゴッド」 に 肺 藤し 巧 候〇お 
日本の 開化 じ 逆む をぶ ば、 ル 化に がて 餘 のを 齡は無 之 お C 化て 先生 何卒 ルを のぶをを し、 ル 化の 補れ > 
ゎ<が卜^辦^%、 樣巧々政.时むぞ司と談判下し賜ひ、 化化福音を講じ候はピ、 た张前例じ化リ政府にめ 
では 嚴 刑を 加へ 候な •义は 小生 縱令 福音を 講じ 候が、 みに 難 髓は無 之 候 哉、 克 々を繫 巧 ‘不。 な 化 じけ 右 
么趣か 細 御 吿巧下 候〇ル 化む 亞险に 於ての 親ぶ 中に'  な 人と 相ぶ リ 、巧 幽火統 が S 化 誰を おて、 円本へ 
.がるべき が 宜しき と、 若し H 本人 刑を 加へ ば、 巧 國む人 統領より 宣 しき 所蹈の お么 お、 せの 段 如何な し 
でを しき や、 を 父御を 巧 被 下 お。 

さても々 か 上 おお 得 共、 何 か 寸暇を 不错攸 故、 扣此亂 文を W て 玉れ； 卜じ社 •す。 唯赋 くは 加莖 甘よ、 菊な 
千 八 巧み 4- 】 年 二月 二十. 五り  巧  島  薛 
飯の 逸 之 肋 お 
妻 おへ もよ ろし < 


—1 が一 


ご > 


、1、 


備考。 を敏田 おはが 塞 年 時化の 穀子 くの で 化つ 脫蒙 時、、 先生の 齡がを 援助した み、 前ち 先生の 

V-  '  ■  I  tu  •  I 


タミれ ミ 

化 輩に 當 るる おがです 0 


先生の 靑年 時代に、 世界の 局丽 は】 變 しました。 >  則ち 交通 機 鱗の! fp をの 機 貧を 造つ たの 
て* 交通 機 闕の發 達ば國 家が 立の 外の 條件 じ、 益す 重大な 心^と 價 値と を附與 する 事 じな つた 


ょ， V を呵 

のであります 。ィデ ン のな 牌の やぅで あつた 日本 も、 ロシアが 化 門から がめ 斬せ、 ィギリスが 

る へんせん そ 5  ょゐ  かな】、 な‘ 

擺か戰 爭の餘 風を 振つ て 南から 詰め かけ、 アメリカが 嘉 も 解邮じ 輩驢を 日本 じ 送つ て ホた 爲め 


たいへん か 5  わ 

じ 太平洋は 乂變洋 となり まし UO イキ リスは 一面 ロシアの 南下を 抑へ て、 インドを しくま 支 巧 
の 墓を 覆す 6 爲 めに、 日本に； j% がま」 いほ ど 世話を 燒 さ!! めました 。呼， イギリスの 巧 

を A せん  せんぺい 

人は 戰線じ 立つ た 尖ぶ ハの やぅな もので、 彼等が 商戰を 開いた 後から、 闕家 のが 齡で殺 倒して 

按 5 ミき  ホ、 きく 

ホる とい ふ 寸法で、 貿易は 國 旗に 從 ふと、 いふ 蜘 策が、 隨か 露が であります。 イギリスの】 商 
人の 事件 じは 政府が 必ず 後援す ると 云 ふ 次第で、 化々、】 個人の 關 巧から、 郎 nil 错を g すと 
を 妾ぅな こも か、 タノ々 をました。 何は ともあれ、 _&豕 が 輪の 勇から 巧發 した 政 華 あり 

きんく- ^  し ゆ 、 

•まず 結局、 を 貸を 多く 自國 に吸收 ずると 云 ふ祕款 です。 斯 かる 政府を 代表す る 公使は、 隨分 


-ぶが— 


勝手な. 撼 II の 多 かつた もので、 I 一 へば ィギリスの 最初の 駐日 公使 パ I クスが、 澤 外務 卿と 外國 
君 まの 僻' Sli 就いて 談話 中澤 君が 「クィン」 と狗 犬と 音韻 相邁 ずと 云つ たと ころ、 •ハ I クスは 直 

ぶっそ ミ 


ちじ コップを 澤を じふつ けたと いふ 化で 物騷な 事で めり ました。 

さて、 英米が 外交の®^ で、 而も 幕府の 外交は 少しく 巧き 詰つ た有樣 でした。 何 さま 適 巧な 
外 •な 家が 見當 りません。 じ 外交が 幕が の致倘 総いなら ぅと 致しました。 當 世の 時務を 解す る 
と 云つ たがが、 嚇嶋 きながら 國情 政治の £載 じか、 り、 語擧の Is— やる とい ふ お 様で、 普通 
の 山は 軍艦を 見て、 彼等が お隨 したならば、 目に 物を せんと 檢を しごき、 または 彼等は 卑怯に 
も 飛び li がを 用 ふるな ど 云つ て、 切齒扼 腕して 居つ たのであります 〇斯 かる 際 じ、 先生は 深く 
國 家の？ 2 載を 思 ひ、 带 對斬默 怖が 觀 嘯の やうな 勢 ひで 暗く 押 寄せて ホた をの 恐怖 も* 率 悄の上 


からはが り 得る 事と して T 爐は巧 をした もの、、 また 靜 かじ 考察す ると •をの、 む誦的 巧を じは 
權 かじ 夕 くの 瓣獻の ある ことを 承知して、 自 かが 信ずろ 優等の 意見を 準備し •輿論を 目の のか 
向 じ 指導すべく、 理想と しては 敞 をの 者を も改 、むさせる 意氣 をみ で'  海外へ 飛び 化しを した 0 
同時 じ 自己の 趴 僻まで も偉乂 にし •自己の 智識を も漉充 し. 自 已のネ 能を も發 遠せ しめ、 霞な 


一玉が一 


巧 動が 達し 得ろ よりも •遙 かじ 鳥い 程度に がて 達する ぶ 法 •即ち 武勇から 文 勇 じ 進んだ ので あ 
ゎます。 この 時化の 先生は、 异 をに 常識を 準備し をの 精神 じがて は 西洋 文化の 歸趨じ 究極の 理 
解を 出し、 をの 手法 じがて は聖實 のを 鉢を 踏襲して、 其處 じいみ じき 偕 調の 美を 表現した の 
で、 をれ の與 へる 感じは、 ム蒙 およりも 優美 •崇 鳥よりも 典雅で ありました。 次第 じ 深奥に 進ん 
だ 先生は'  自已の 理性 じ 夏み、 當然 解かなければ ならぬ 事は •何等 惜る 所な く 其の 間 題に 丽し 
本然の 要求 じを 致すべく 明究 致し まし だから •漢擧 などに 對 ずる 態度と しても •餘程 普通人と 
をの 選を 異にして をり ます。 刖ち林 家の 朱 子 擧じ對 して •先生は 陽 明 擧派じ 起たれました。 を 
の 立場は 如何にも 卒直です。 かの i 目僚學 派の ま 張は •人間の 性情を 採究 する のじ •論理的の 遊 
嬉 をして 居る やぅな、 迂擱の 所が ありまし たから •先生は それを 棄 て^、 實用經 化の 陽 明擧派 
じ 這 入つ たので •かの 熊 澤蕃山 や 中' 江 藤樹と 同じ 流儀で ありました。 この 邊の 事は 俗が じ •紫 
雪を 呼ぶ のじは、 聊 さかが 侧 過ぎろ 思 ひが 致します。 

先生が 脫 藩の 前日、 芝 區ホ羽 橋畔 じ 秋水 江 翁を 訪ねて 禪じ參 じた ことは、 ル さな 活 ずで 埋め 
たなら、 聊 さかが 奇 心を 鈍 ぶらず 遷 ひがないでも なく、 また 人 じよつ ては、 先 ホが 何んだ か佛 
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邦 じで も闲 はわた かの やう じ、^ 厭やな 氣 持の 惡い g 臀 とがろ ぷ もみら うけれ ど •さう“ 
ふ 入 こを、 昌 窒腎瑞 いた 我が 佛實 し、 星つ た 先人 觀 念じ 磬む 一」 ゐ 6 人では ありまず 
まい か、 蓬： は fo た 心 持と 智夸」 じ何累 基と g 繁見 掌、. へく 程 廚い產 を 仰、 

で 心 雲を 眺めな から >  燕 念 無題の g 誤を 過ごす 二と が、 が < 藤、 にも 髓神 的に も、 恵 古 夫な 
る 巧果の ある， 一とを 悟り、. をのた めじ 禪じ參 じたので あゎます。^ しさう したおが、 巧 極 リ、‘ 
狀 であつ たと しても、 をれ が、 垄 にと つては 寡の 心靈の 底から!^ き 上つ た •純眞 な •靜か 
ホ 活じ對 する、 中、 むの 要求 じ 外なら なかつ たと 思 ひまず。 さう して 先生の 心が が 極度の 蔡节バ 
穿した 時に、 蒸禪 から 强い鬟 を 受け •恨 底を、 統 j ある •靜 かな 心 露 塞 じ， M つての 贿 
をと なり •先 ま蓉た I 殺な 心境 夕 蓮から 閒 けて ホた ごら うと 思 ひまず。 

先生の 平淡で 而か も淸 新な、 さう して 蠻 e ある g 貧 歌み 見る も 先 第 さう」 妄瓷 

寫の禪 じ、 昌 G 審を 養し T ホた ことを す 妻。 裹靈ま 光 菱皇置 M の 巧に、 

r 人 塞に す 6 議か きか 那」 とい ふの があります が、 先羡 繫を擊 した もので あゎ ます。 ま 
た先 生が當呼參禪 S 禍，機 を|^ら し た 义が あ り ぇ ず 。  - 


一 U ろ 一 


タミ ご、 •し ゆん し ヴ J  し、 っ ホい こうを 5 をを か 皮ね のさ.* じ ミ ふ  くわん いんつ ミ卞 いご 夕 じ いたつ て かへ^,., 

斬 か萍 師訪- 秋水 江 翁が-ー ホ 羽 里-。 歡 飮痛醉 至： 午を 而お 

しよ ひを  > よし ミき じうたつ てち つて お ミ じ わくる V れてミ じ めし t たいつ かを さんす  もつ て，^ じしめ しが 沿」 お、 P じ い^ 

師作 ン醉時 歌は 贈 レ 衾。 兼示ぃ 予ホ贊 n 1 歌-なず ン師兼 呈レ翁 

卜んを じ ダら こんを て委 るの めいしん たらずん 皮  ナべがらくてミふうろうげっのいつぶんたろ，'ぶ  だん じ き|  ちほがはなジ 

和， こ爲扼 & 轉レ坤 么名臣 -。 巧 ン爲苗 風 弄 月 之 逸民-ず 兒氣を 尹が 控 化 

こ ，ん 卜 •产 ぶこら のい よくよ こらん  し ゆ、 し。 や ミ せいじ レて ダよ くけ つなり これを ろめ，)】 らひ をず これを みがけ ミら りん そず さを うかべて えう だん ミし ユ设 .かかい をん む 

心 恥‘， 你 i が！!。 豬師 を淸而 玉 鬻 。涅 .之 不緖 磨？ €。 浑楼杳 ぉ 掘. 法 海-。 

一 こ、 ちじ じ夕 4\ じ r ■つてを のじん をき ミる そが ミ われ これ じんげ ふの こ  をん もや ミる ミね くむす ぶ ひかめ ひ ミ  そう ミ いつ 怯い をつ^^. を 

直 A,, と乘 1 悟，， 其眞- 。粗 豪 我 是任俠 子。 燕趙結 J 過 悲歌 人。 壯圖 一敗 淸巧 


いたむ  こさ こ きちじ  ぎよ か ミな 6 

節，。 江湖 更與 ，一魚 瑕 一馴。 


、.，ミて、 っい きをい ミミが ぶ るち は そしなり ミい へを もじ タミ おの づ からした しむき みる づ 

一朝 意氣巧 投合。 途 離，， 粗を 情自 親。 ぉ不 


や あか ぉねき 户 5 せいくわん ミの たく ミち じてきた  ツじや ミの きぞくる り さいらん り、 っ をん ホ らふ じ ゆ の いん  し ゆく ぜん ミミ/ \ こ、 つ 

見 羽 橋 西環堵 を。 中を， 柄 償 非常を 1。 紫 門德拖 老樹 陰。 蕭が遠 與こ紅 

じん ミへ だつ われ わょ， しを ミら なつて きたりて その ひ ミを ミ ふ  し でん V つくがん くわ、 っを いる  われを^^かたてそのたミをはらひてひく はなし 

塵 1 隔 。我 伴 ぃ伴師 巧訪其 人。 紫電 體 々眼光 射。 邀接爲 掃- 1 其 榻-延 話 

じ ゆく して ひの じしに ゆ-ぶた ろを おゴ たずかん じきた 〇 ていじし へを おも ひを たいを をが いサ めいいん ミき つくす こ、 っは いのる ミ  ひじを ミつ で いんぞん 

熟 不ご覺 口 西 夕，。 感 巧懷ン を义慨 ，今。 鳴 晒說盡 與廢迹 。把， 臂殷數 


ミら じろ ひ* ゥかふ す、 りきた つて りんりの たんげ つ レた、 る 

ホ相盟 。歌 ホ 淋漓 丹 血 滴。 


6  いじしへ ょりし、 の は ミ ふ は ミ さ ミ そむく  た。、 を 3 たきん こつを 

鳴 乎自ぃ 古を 尘 抱負 與 ン時腾 。多將 筋を 


をょナ つ らい 〇 じく  ^^55ら、つた *、ホべ からく つ -、一めてろづ からくら ミす さてつる る ひは， T そる、 ミ， ごへを を か をん われを きじ ぞぅお ミミを のかつ じる ぶら して 

供を 難 肉。 放浪 唯 巧 務自晦 。踐跌 或 巧共壓 ，瞬。 巧 將同翁 脂，， 其 礎 1 ご 

しじ レたがつて しや ミし ょぅ ミして がんせ いじ ふ ホん ミす こらの ころもは いち ミん ミつ じたいす  ミん しの  ク全 ぶこれ こけい  か ミ だ、 つ ミけ 

從 ，師倘 禅 臥 U ぉ攘 >。 二 羅衣對 ，1 1 雲納 一。 一二を 之 山 是虎溪 。高堂 酒 

たけな はじして よるを さじな かけな りけんが うら 5 ホき はいなん みだる  われな よ、 つてを はん ミ ほつ すきる こ ミうた へよ を じふ ミん なんを たんずる じじらん や 

酣巧將 半。 嫌 毫狼籍 が盤亂 。我醉 欲， 舞 お 請 歌。 世事を 雲何沪 歎。 
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第  A  章 

くわん ミなら は ミ さじ かくら、， ミなる べし つを をめ ミ 急ぇ さじ こ、 っせ いを ミ、 っべ しもんく 

「爲 レを 應 ，一 閣老 一。 を， 妻應 ，一江 西 1。」 とい ふ 文 巧が、 海軍 傳習所 時代の 先生の ノート 、ブック 
に數夕 く靠き 散らして みる 所 か r? 見れば >  先生が 歡樂の 瘍面じ 底力の 這 人つ てゐ たの も 事實で 
あり、 また 肉 慾の 天 國じ鍊 翔した 事 も •肯お 的の 事實 であります 。俯し 其 所が 麟史 を讀 わの 雛 
い 所であります。 維新の 風雲を 麵釀 した 志 ± の 人々 も、 「化の 中の 烏を 皆殺しぬ しと g 機が して 
見たい」 など、 駄句つ た 逸話で 飾られて 居りまず、 をれ を 文字通り じ讀 むと •抓！： じ も 狐臘 しか 
らぬ 節の やうに 讀 めます けれども、 能く 嘴み かけて みると •臟 ろの 色に 飄 け をんで 居る 思想 じ > 
勤王の 思を 述べた 悲壯の もので、 幕府の 執政を 殺して、 巧び 天 目を 拜 するとち つた、 綿な 心意 
氣を 歌つ たもので ず 〇心蜀 山人が 頓狂 瓢輕の 詩人で あつたと 思へ ば、 何ぞ圖 らん、 をの 筋の 視線 
を 遮くべき 假 巧の 妙計で あつたと 云 ふこと でず。 兎に角、 先生 も 海軍 傳巧所 時代から めき^ 
巧を 上げて、 どうやら 一隅 じ 腰を！^ -- ^ て成佛 しさ' うじ も 見ぇません から、 あらぬ || 勝の 犠牲を 


一  U7 — 


i う ホう 


しぅる 


避くべく、 鋒 巧を 藏 めて、 巧 圍じ柔 かなな ひを 撒き散ら ずが 婪を 感じた 節 もみり ます。 むに、 


ろくがくて さ 


わ 主、， レり 5 

をく 官能的、 錯驚 的な 靑 春の 奔放と ばかり 見るべき でありません。 やはり •义お 流の 眞の奥 じ 


煙いて ゐ る。 先生 一流の 機智が 藏 されて あゎます。 


なんか 


はつぶ 


ザつな、 _ 


先生が 一懸 長と して、 觀洋の 初 舞 臺じ風 濤と戦 ひ、 絕 望の 悲哀を ひしく と 巧 ひ >  時 じ 蘇生 


去 \ 


の歡 びを 爆發 し、 抑揚の 强い 生活から 感 


B  ' 

奪 裳 


お ミ-とつ 


情 じ 起伏が あり、 凸凹が あり、 离 低が ゐ 


かつ ぞん 


る ことを 感じ、 轄 然として 眼に 見えざる 
精神の 王國が 先生の 前に 啓きました。 即 
ち、 をの 意識 か 巧を を檢 ずれば •先生は 
巧 じ k がいた. 利 慾 じよつ て滿 足を 贏ち 得よぅと した 畔 代から、 去つ て 創造的 方法に よつ て遙 


くわく-二 


こ ミめ ミは かじが ミの つゆ ふ ミ 3 は そ i ミ さ 


かじ 窩い黃 格の ものを 渡 得しよぅ とする 悼 化 じ 移りました。 を こで、 「が あ 化 h_ 露」 富貴 草 頭 


のし も 


王ん し ホ 


ぞん 


はつ けん 


霜。」 と 先生 一流の 帮 擧を撤 化し、 自然の 論理的 發展 として、 劍造 力を 向 己じ發 見し、 人 問 生活 
の 求、 む 的 機能を 感得し、 ち 已を搔 ふと 巧に、 國家化 靈を搔 ふこと を •自 ピ の 直 お 貴な として 惹 
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1 I  しんごつ ぞいき  よく 

識 しました。 また 一丽 から 見る と、 眞實 化の 稀 薇と なつた 社會 や、 閑义 ザを 請む ことの おさ、 ぃ 

•  -  •  けんじつ  /Tt ゎ ‘ミい 、•っ  いた ミ 

實 際、 も かを 瑞 費の 境遇 じ 置く ことの 痛 じし さやを. •考 へて みると、 のをのを 蔭な 智識を をの 剧 

すいな ゥぶく  を ひ 

圍じ 並べ サ： てたり •推理 刀を 麻 痒さず る やうの 事 ばかりしたり、 巧 巧 巧 かの 實驗を 遂行し よう 

。つ ぞム  ，ソゅ も J 

とずれば •必然の 結果と して 不良 靑年扱 ひじ さむたり 、自分の お酿お 支持ず ろ理 もを 舉 ぐれ 表 

5 らぞ  ら  あんて、 

巧つ て 裏から わたりな として •最早 や】 日 もまを が 巧が なくなりました。 何んでも 白 かが 振な I 
つて 自覺 しな ドれば 滿 足が 巧 ホず、 更に これを 他の 言葉で 云へ ば、 に 物の が，!^ ずる ことを 

モ  i  » 

要 ホす る 心理に なつて、 已と云 ふ ものが 現にが 也して 居るな 上、 をの 己 わを 無視して は 棘 目 だ、 

み ミ  、 ぎ 

少 くも 自己を 半丽と 認めねば ならず、 我の がな ほど 重 乂な事 はない と 云 ふ 獻義 が、 化生の お  一 f? 

た ミ*'"'.  りち  かう せ ミ 

に 働き かけ、 さう して 陶冶され る 感情を して 理智じ 交 ホせ しあ •事實 的 じ具體 的に、 想像^ こ 
よつ ては 生活す るより、 智力に よつ ては 生活す る 方が、 滿 おする こと- 曆夕 くして、 なぉを 擲 

る  ここ 

らす こ.. こが 一曆齡 ない ことを 承知して. 飽く 吏で も ぉかの 腳に騰 へる ものを 肆 るまで 進む と、 

をん ホ'  だ 「よ-- レ 

ふの が 先生 脱藩の 動因と なつた のでず。 

ホ ホは お前、 秋水 江 翁の ちで 陰慘な 離別を；/ みし、 歸 .书 いたしました。 さて 明 口は な迎の 別れ 
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馨 の執奚 6 く！；」 富 H、 いづ 尝を强 い 人 ほ 塞かねば ならぬ、 勇」 い、 悲 ひ‘ 運 

^  ^  ろ* らミ 

命を たこちながら、 をのぅ ち 爽やかな 上野の 寺の 鐘が >  眠りの 足りない 耳許 じ 落ちて 來 る。 を 

I 

生は、 

«ム むか レ しやう くわ ぎん けつの ひ  をい か  めう ぶ 会：^^ 


おもん むか レし やぅく わぎん けつの ひ  をい かめぅ ぶ 去；^^  ^  -  V 

惟 昔 嘯 花 吟巧日 淸歌妙 舞々 仏々 

いまた*、 これを を*- なに ものを さ A 

，化 今 只是餘 何物 云 


をた*、 これを を*- なに ものを さんじ やくの げん ミい ち 

. I,  K 颜與一 か 衣 


の 一詩を 賦 して、 いさ、 か辦驗 の!! 槪じ齡 H りながら、 母國 時代の 惹 おの 總 量的 决算 をつ け ま 


した 0 


そむ 


花の 春を めで、、 繼如 人は 眞 底から 亡 頁を 祝磕 ずると 云 ふの じ* 先生は 化に おいて‘ 興 奪を 
荒ぶ たせ、 觀^觀 な意氣 をみ で、 元 治 元年 S 巧 十二 日 鹿 島 立ちして、 江戶 をが 帆いた しました 0 


先生の 行動は、 野 じ 故 たれた 船黯の 如く、 極 が自 かで、 乂膽 であります。 先生は 驚異を おめ 
て准んでずきました。 をれが齡；^觀がを，こなり得るやぅな寮巧への實巧であり、 また最がまで 


よくたん 


の實テ じより て體 得される、 をの 眞實の 巧 識を楓 まう 爲 めの、 正しい おじが ける 個人性の 集中 
でありました。 かう した 事は、 八 離の 辦造 力、 個性 力を 深く  11 識 した 數 景的發 おで •また 性質 


が 


的 進化であります。 これ こを 神人を 超人 じな ぶ させ、 超人を 凡人 じな 正させた 意志の 別 あで あ 
るを 人の 超人 仏、 を 人の 神人 化で、 デモ クラシ ー の 開祖は、 先生で あるかの やうな 感 があります 0 
さて、 先生 脫 まの 船は、 軍 觸海寶 でありまず。 S 巧 十 S 日、 化 海道 じ 向つ て 出 W した もので、 

て、， よく  しゅくだい 

•江 戶灣じ 礎 泊した のは、 約 凹 週 問で ありました。 この間 數年來 、宿歷 となつ て 居つ た脫 走の 機 
が、 眉間の 疵 から 急 轉 直下を の 機を をめ ました。 さう して 脫 走の 地 點の利 叢、 實 一行の 按排な ど 
じは 餘 程の 思慮を 麵 らした じ 棚 違ありません。 即ち この 際 先生の 心意の 働きと、 巧 爲の巧 ふ 所 
を 規律と してを る 思想は、 ち 田 松 蔭の 失脚 じ 基いて 居ります。 松 蔭が 幕府の 最も 馨戒 網を 密 
にして ゐた長 崎を 遽ん だのは、 同人の 一所 思を 果たす ことの 巧 ホな かつた 理 おです。 な 蔭が をれ 
じ も 懲りず、 巧 度、 沛賀で 失脚した のは、 聊 さか 千慮 不成功の 憾みが あゎます。 察する ところ 
當時志 ± の 問 じ 惰帅的 じ •長 崎 か沛賀 から 脫 まずる と 云 ふ、 心意が、 强く 働いて ゐ たじ 違 ひ あり 
ません。 先生が 逆 じ 箱舘を 選んだ のは、 かなり 苦、 むの 結果であります。 いづれ じしても 非常な 
お險 がが つて 居る ので'  ーホ閒 違へ ば、 兩 親兄弟 もろとも じ處 かを 巧け ない とも 限りません。 

ぞ 、ミ  〇ん くいく 

もとより 先生の 脫 まの 動機 八 至 目的は、 國 家の 前途を 思うての ことで、 をの 輪廓は 極めて 明龄 


一む 义  一^ 


でありまず けむ ども、 實 際の 巧 爲 から 云へ ば、 をの 當 時の 國 法に らして 不法で あゎまず。 孜 

じ 脫ま暮 G 議 G 蠢 と」 ては、 父 養の 壽じ至 通り、 不崇が "至 覆た の も、 

一應 無理なら ぬ こと、 思は むまず。 

さて 新 烏 家の 危急が じじ 際して、 齡给 I を 整調し、 直つ また 先生の 脫 藩を 豁 助し 實じ 先生を な 
ミ 轉向 せしめた 恩人と して、 飯 山 逸么助 氏を おれる わけ じ參 りません。 今、 作 g が 先 ま 脱 
走 S 時機を 二つに 分けます。 即ち、 邮繫辭 がな して 居 &脫 走の 前提た 6 燃！！ と、 が 國を離 
'れ た脫國 とで ありまず。 先生の が槪® がきは 表 厨 •觀載 獅齡齡 がが 傑で みり ました。 何 かに 
も 藩 ホの 中に 見當違 ひの 愚かな 疑問を 發 する をが あつて、 海じ緣 のない 奴が 薇に、 どうしてな 
軍修蒙 必要 累る だら うかと か、 また 藩の を 如らぬ 先生 夕反 つて Mil される 送を 怡 
であるな ど 主て ひ 振らし •めきめき 巧 精す る 先生み. 歡 めようと する 手を' か、 辦 僻の 齡 じを 心 
を迦 らした ので、 何となく 藩 中 じだ 新 烏空氣 が!! が、 をのた めじ 新 島 家の人々 は蜡 かに. ザくな 
たられた もので ありまず。 父ち 治が 認めた 先生の 前 罪 赦免の 通が 狀の 一節に、 -M 觀 巾し 述べた 
不化 不孝 云々 の 外 じ、 「乂 手を 軟げて 歸朝上 降を 第し！^ されたり」 とち ふ歡 がの 兴 がが あるの じ 


一が クー 


激しても、 當 時の 膝ぶ さむた 悠 おに 刺 火して •を むらの 手を ひじ 一矢を 滯 いたを おの 發樂 であ 


ったこと がかり ます。 

藩 ± のが 熱 的 かすを 緩和し •淺 ホな 頭臟 をが 觀 さす 上 じ •兎に 巧 化生を 隔離す る必 嬰が みつ 


づ の ミ  ちん ホ- 


かん ミ  こ 


パブ ミ、 っサい 


たこと と、 また 一而 •甘 雨 公 の窝等 政策を 體 して •追々 お倉 連枝の 諸侯を が‘ が* し •摘 上贊 

し きん  ぢ ぅじつ  ダ-じ ゆつ 

易を むつて、 實 をの 充 當を圖 るた めじは、 新 烏 巧の 海軍の 技術 じ 愈ょ 巧つ ものが あるので、 旁 


夕， 


ミり はい 


ら飯旧 氏の 巧旋じ 同意して •橫ホ 家老 職が 先生の 巧 命を 取 計つ たもので あります。 旣じ两 おの 
謙 藩が 悔上貿 ぶを 巧 ひ、 をの 富を 籌積 してを るか. 心、 ル瓣 たりと も橫ホ 家を 職が、 觀が的 じ 機 
轉の 均等を 維持す ろ 態度に おた ので あゎ ませう。 なじ 化-度の 化 梅 道行きの 槪 li： の 使命は、 著" b 
しく 實隙 ののを 彩を 帶 び、 化 海道の 鹽臟を 上 おじ 輪 化する 計靈 であつ たやう でず。 この間の 消 
息は、 横 ホ 家を 職の すなが おじ 當 時の 事を 說明さ n た 善而の 一節に、 明かに I をいて ありまず 0 
こむ ょり 化き >  横 ホ 家老 はが 雨 公の 遺 策を 體し >  連枝 板 倉 藩を が 合して、 板 倉 家の 宗家 
を蜡 ホと なし、 この 運動に 著-ドし たので あゎます。 幸 ひ 宗家は 備 中で‘ な雖 がみり ましたから‘ 
巧 處 を根據 地と して、 新 島 氏の 手腕を 拂は せょうと しました 0 今 左に 横が 巧の 手紙を 記します ^ 


♦ 


前略。 宗教に て掏寶 かを 赌入 してな ホ、 新 島 巧 同船に 乘リ 、一端 觸 中に 赴き、 型 I 冗 巧一兀 年、 化 戶轉に 
歸航 し、 化 海道に 航 して、 驗麟を H 的と して、 同年 一一 ー パ、 巧 舘に航 けずる 事に むり、 化 ハの 際、 新を ぶが 
巧び 同船に 便乘 して、 四 H 下旬、 が 館に 着きた るが、 巧の 米幽渡 行の 楷機 にな 之 候 0 

而 して 顧 館 着の 上、 波 ホの 盡力 をは、 雜而御 話せし 澤瘦 巧、 なぴ赏 時澤邊 方に 寄 {おせし 菅沼 茶の 兩么 
にて、 其の 紹 かにて、 御 話の 英 館の 番頭に 化賴 せし 巧に 候 0 
は 上が 新 島 巧 锦館渡 行 迄 S 事實に 候。 下略。 

十 屯 日  横  ホ  巧 

根岸雅 化* 

さて、 飯 W おは、 個々 藩 ± の 要求 如何 じ 係 はらず、 藩の 意思を 新 割して 巧く 横 ホ 家を 職を 輔 
佐す るの じ、 理想的の 人物で、 徒ら じ 他人の 拘束を 受けない だけの 膽識が ありました。 をの 化 
身は 聖堂で、^ 新 後は 裁判 宵を なて 終始し ました。 ザ面乂 なで、 一見して 閱歴の ある 風采で し 
た。' 檢の 名人で 胸 廓の 非常 じ發 達して 居る のが、 人目を 惹 きました。 騰汁 性の 人で 自體 が旣じ 
裁判官 じは 適役であります。 かの 先生の 脫國を 助成した 福 十； 君と、 風采 性格と もじ 正反對 であ 
つたことは、 極めて 面白い 對照 でず。 おは 明治 S 十 年頃から 飯 旧 君と 板 倉 家の 祭奠 に同贿 ずる 
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ミ かが 


機 貪を もち、 時々 巧の 下な のちに 一行つ て •いろ--^ 先生の 當 時の 事を 信り ました。 個人的の 對 
話は 論理の 妙を® め •物事が 算術の 問^を 取扱 ふやぅ じ、 結局 一を のか 式から 結 おじ 到 著す る 
とち ふ 風でした から、 萬 事が I 姐齡 がありません でした。 先生を して 昔 尾よ く 脱藩 させ •また 新 
島 家の 街?^ を 全ぅした こと、 並び じ 板 倉 家が 幕府から 遺 貴を 受けず じ 濟んだ ことな ど、 皆な こ 
の 飯 旧 おの TO 脈 t な 頭から 化た 處 置が 然 らしめ たもので ず。 この 人 また 情 宵 じ 厚く 藩の 儒者 添 川 
完 平氏の 助敎授 であつ た闕が 上、 臟 W 氏の 造ず 數 人を 引き受けて 成人 させ、 いづれ も 相 當の巧 
じ 仕上げました。 添 川 巧の 禍子錠 君が、 飯 旧 巧の 赴 巧を をる 序は、 飯 旧 おの 人と 爲 りを 知る の 
に 最も 善い が ^ であわまず から、 今此處 じを の 义を揭 げろ ことじ 致します 0 


送， 飯 旧 權大參 事， 序 


今 天子 即化么 凹 年 遮-, 諸藩議 む，。 を 藩 酱お义 な-, 巧が 政 -C 我 飯の 權大參 'が ホな レ焉 。敦 謂參與 化い を 能 
排こ斥 與論 一變， ，民 制度-はお- 麵我溝 政- 矣 。ホ 费樂我 蒲之毁 化。 が游 -1 藝苑- 。改- 業 戍-廿 が 化 公 お W こ 儒 
を，。 巧辭不 ，巧。 參 事を が-化-, 巧 効-, 化。 及 レな-- 粧 祭-能 著-お 効- 始敍お 憤-お 滞 化體陵 お古 風が 敗义巧 
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す：振 ^^片二11一執敗不レ=,冀レこ巧其責-。 而闡雖之人化然如レ不レミ加鹏痛-モこ化み蓋ハこ參事言_。 微 
諷之 而參 置諭护 機を 時勢，。 禁 酉 時 離，。 口 不こ聲 目-ふ 窃非レ 之。 なな 機を 么楽暑 こ 言 荆- 乎。 人臣 単 レ 
夏 多事 之り。 寄，-, 悠 々はを， 無言. と 機， 哉。 况使 S 無-- 機を 寄-- 接 時勢 寄ご乘 。是終 着 而ム化 C 
ホ， 幾 有，， 化 命 ，0 夫 參事鐵 な，， 機を 時勢， 敎を若 巧で が 巧* 干 此ょを 然化〇 顧 -參 事么黨 _奉= 巧 天子 之 命 ~ 誰 

裹 U 異議 蠢篡干 其 間，。 雖 ki な 聞 之 難- 冀機 也。 易矣 者 勢 化。 麗-夫 下 之 八- 5U お y 機乘^ 

矣 。聞 其 言 察-, 叟 灯， 乃 不，- ，過 徒 粉飾-, 日を，。 途巡苟 化は 渝こ 華卞 一日- 而己〇 今 參事抱 こを 爲之 を投 f 難 レ 得 
之機ょ 2^をこ易失畜， 必？排こ斥衆議- 改革巾霞ム。 振脚ハこが綱- 莫驗巾昔リ所學干今口矣〇參聲此行お 

义跋蟲 望- -S ま 5 也。 必 其？ 而で 屈。 行 品す 馨お S 奮が 獲。 糞 不^ S レ 店。 

送 巡お默 が 爲*自 {か 之計ム 化。 及 _ ，其 巧， な 送，， 參 事， W お 〇而賀 我 薇を 人な。 

添 川な 拜么 

明治 十一 年 十二月 

飯 旧 おは 姜な指 思潮の 推移を 曇いた 人で、 先 まを 前が P- に記錄 される 時に. どぅ 
し. しも 切 〇 離す こと 0 漂 S 人で ぁゎまず。 先 ま 如鮮斬 W じ、 をの 旬 I 補で ぁつた 間から 
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逸 ザく 先 牛： の特 能を 認め* 先生 じ 十 かの 天み を發禪 せしめ、 何 かの 窗與を さがて 巧きたい と。 
常 じ 同慌を 持つ て 居りました から、 新 鳥 家の ためじは 入な ろ 恩人で あり、 別けて 先生が 立身 山 
世の 產樂 役で ありました。 同 おはぇた 新 島 家を 取卷 いた 隨か强 い 桃發的 のぞ； 氣を かなり 脊 巧つ 
て 緩和して 巧り ました。 けれども 一仅新 島の 空氣 は、 かなり 濃厚でした。 先生の 爲 傷じ繞 まつて 
物淸 騒然たる もの も 加つ て 巧る のは 無論です。 聰明な 子と をの 親と が >  他人の 言葉の 投を みや 
うじょ つて 不化 不孝と なる 危險 の瀬戶 際で ありました 。他人が をの ちるべく 希 ホし、 をし くは 
おらう ことを 欲する ま、 じ觀 ずろ ので あるから •同情の 缺 けた 風評 じ 裳 切. られ て、 當事 あとし 
ては 聊 さか 了解 じ 苦しむ 節 も あり、 また 挨隙じ も 巧つ たので ありませ う。 瞩舰の 化み も 必ず 酬 
ひ 一飯の 总 もまた、 これ 郁い ず じは 措かない 辨治 も、 この場合 だけは 一鍊を 磨して、 機 皆の 到 
ホを 挟つ ょゎ 外じ路 がな かつた のです。 

一二 人 谣れば 义珠の 智慧と あろ やう じ、 神 轉應謀 湧く が 如き 天 ホ 的の 參謙 たろ 祖父 辨 をと、 調 
和 性 じ 富んだ. か 一 お 役の 父 民 治と、 义 きな 膽 力と 义 きな 目のと を 持つ た 先生と、 かやう じ 新 島 家 
の S 頭が •化 勝の 計 謹を ぶて、 み 勢 防禦の おで、 一面 •黑 がを 巧に 張り詰めた I 神 寂と •他 而、 
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一ち  h  )  ，  はこ だて  か-.^^?./ つ ？  そぅし‘ 户 

飯 旧 君の 助义 刀で、 箱 館に 參 りました 。この 時の 錢別 寄贈を は 姉 二人、 飯 阳お外 一 ご 二の 藉藩 ± 

ぞ ホ、 ィ •)  ご 、  、‘  J 

で、 天 保を、 辨治か 重時仍 じ、 焚を 見舞つ て くれた、 當 時の 繁齡 ひの 娠 やか だつ たの 
じ 比， ベて、 これ も對 照の 妙を 極めて 居りまず 0 


一 和  紙 
一白  砂  糖 
f ホが 菓子 二 巧 
】 金  壺  お 
一巧  壹  朱 


X 飯 巧 逸 么助樣 
AW 邊が 么助樣 
白 ホ 福藏樣 
X  が おまき 
X 速 水 おとき 


父に あ 手記 

一な  毕  糖 
一 金 款巧疋 
一錠  化  一一 一 

一な 善 兩款み 
な  上 


巧 原 利 八 
A 川勝樣 

飯 の 丈 助 様 
松 前 様 御内 
鉛 木 能ぉ樣 
邑 化 四郞樣 


X 刷は 前編に 說 w 濟 か、 A 巧の 則邊 巧は 先生と 
同時に 甘 雨 公から 蘭學 修業を 命ぜられた 人り 
天 化か 年 巧 1 ち 


お 火 見舞 覺帳 

】 洒壺か 重 詰 二 
一 銅 一重 訊 二 
一 お 卞壹轉 
一 觸巧平 一 
一 蛮 詰 二  汁 
一重  壹  組 
一手 棉 ザ 日 一 
一菊 染一餅 一 机 
】 酒  養  か 
一 煮を  一巧 
一徳 利黨對 ずし 一巧 
一 煮豆】 曲 


魚屋 一二 郞お衛 門 殿 
加 納居ま 兵銜殿 
お 城 屋お屯 殿 
11 一河 屋； 一一 郞広 ハ衛殿 
濱邸屋 .奴 作 殿 
木工 屋忠吉 殿 
大お 厘が 巧衛徽 
中 邸 敬助樣 
大坂 おが 助 殿 
乘物屋 太を 銜巧殿 
油屋吉 巧衞殿 
< す屋友 八 殿 


1 辨  當 

】 同 

一 お碗  十 
f 茶硫十 蓋物 一 梅干 入 
一な  董  歩 
一 棠子晝 巧 
ごか 碗 五ケ 
一す  し 

一を 碗 十 但御陸 尺 
一 餅 菓子  S 
一 酒  戴  巧 
一まん ぢ ぅ】 が 
5 豆 一巧 觸節二 本 
一， な  戴  歩 

一 巫 詰 最中 一巧 

一茶  婉  十 
一 盆  二 


中が 遺 勝 様 

福な 美化 様 

巧 本 榮泰様 

た 化ぶ 一郎 機 

武藏短 次 郞せ衍 巧 殿 

滿和徊 和 お屋： 牛衛殿 

な 谷川 與乂殿 

巧 中 裤八樣 

一二 义字屢 佐 兵 御殿 

涩邊丈 お 夭 機 

が 憐屋幸 右 衞巧殿 

吸  江  專稼 

巧 德丸度 十 お觀殿 

な 出超 利 A 殿 

上州屢 利み 殿 
网 おこま どの 

ル お川义 A 殿 
一一 一河 屋喜 兵衛做 


一 金  戴  歩 
) 金  童  分 
一念  壹分 
1 金  壺朱 
1 手拭  二 
一な 飼 鋼】 

一 洒盞升 
一 上  瓶  一 
一 蓋 あ 碗  f 
一 主 瓶 一を 碗 •五 
一 お  跪  十 
】 ± 瓶が 禪 あ】 斤 
一费染  一重 
一 餅 菓子  一巧 


流が お 鍵屋み 么亟瞧 
川口 屋榮お 殿 
和泉屋 利 兵衛殿 
中 村道 勝 様 
久  み  郞殿 
濱郎屋 お 作 殿 
勝岛 常古樣 
町  口  喜八樣 
大和 屋猜助 巧 どの 
加 潮 六郎ホ 銜門樣 
が 橋み 郎兵 衛敝 
正 阿 願 又 二 一郎 殿 
武元 太郎 衛門樣 
W 中 洽ホ銜 門 殿 


一お强  一 蛮 
一 お  碗  十 
一茶 碗な ヶ小现 蓋 化 ハー 
一葉子  が 
5 豆  S 
一眞鑛 巧が 
一 巫  物  一 
1 祝 おこし 

1 な  董  を 
一 和 紋壺來 
一手が 五 筋 
一茶  碗  十 

な  上 


海 巧 一二 吉樣 
御 陛尺部 展頭展 お郞殿 
淨金 元投樣 
森 m 萬 之 助 殿 
飯  E： 簽 み郞樣 
杉 川 居 勘 か 衛門殿 
相 機屋 幸 お 衛門殿 

巧 屋駐ハ お衛艘 

を か粮岸 闽藏様 
を 中 鉛 木 鑑み 機 
據嚼ホ 衛巧様 
恠屋國 線 殿 


5 , 一‘  け ふ  ，れ 

先生は 妥餘 のない 尙い 道を 機んで >  愈ょ 元 治 元年 S 巧、 江戶の 花盛りを 後 じして、 巧く 福の 

ぶらん  >  ょく ホつ 

如く 波 源 曲 巧 じ 富ん たか 浪の 人となり、 心の ま、 じ 天下を 巧 遊す る ことじな りました。 卜 S 
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日の 朝 まだき に、 懐し い 家を 離れ， る 時は、 流 おじ 先生の 職 呪 文雅な 面。 も、 一條の 葱 愁が漂 ひ 
ました。 辨治 巧に やれば、 高 張り 提 巧を 揭げて 成功を 祝 ふと 云 ふところ なのに、 雙六君 一人が 
總あ 代で 先 牛； を 見送 ゎました。 先生は 早朝から 結髪し、 新調の 道中 著に 身を 脚め て 餘裕の ある 
態度で あぃました。 雙六 おは 聊 さか 緊張の 氣 かで、 悲痛 身を かむ やうの 思 ひが 致しました。 雙 
六 君は 途中で で 棘の 鼻緒を がらす 先生は もどかし さじ 巧ち 震 ひ、 底 刀の ある 聲で 化る。 雙六君 
は 淚じ而 を 曇らせ ましたが、 先生 じ 劇 まされて、 弱い ふを 引き 繁 めながら、 ホみ を 運びました。 
雙六 おは 神經 質で あぃ、 先生は 踞 力じ充 ちた 體驅 で、 をの 對 照が 如何にも 韻 じ 和した 活論 であ 
りました。 さう して 背景 じは 柳 原 堤の 柳 おが 搖巧 として、 腕 手じ拌 はる 無邊の 魂の 陰が、 进遙 
してを 〇 まず。 先生は 其の 悼 何 か雙六 おじ 懇切 じ訓 诚を與 へました、 さう して 雙六 おの 奇姑 ハな 
感覺 的な 形と、 色-こがち やん とを 暴 じを まれた 意 巧を 解し 得た やうで ず。 

父 巧 治は 胸じ大 なる 動搖を 感じながら も •己が 愛すの 過去を 顧み、 また 遠き 齡 'おが 愛子を 向‘) 
ふげ、 其 處じ乂 なろ 誇りと 希望と、 悅 びと々 禁ずる ことが 巧 ホず。 料紙 じ、 

「雲 ホまで 名を ば あげ ませ ほと、 ざず」 と 認め、 祖父 辨 治は をれ と^じ、 
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「巧 かるれば ゆけ 花の やま」 と、 半 巧の 唐紙 じ禪警 して 先生 じ I ぶました。 齡 巧に 祖父と 父と 

タミ じ タミ  す 

は 先生 じ對 する のじ 十分の 理解と 同情’ こを なて しました が、 母は 全然 別世界 じ 棲んで おる 人の 

,  たの なんら やん たく 

巧き 方で、 我が 生命と 賴む 先生を 最早 や 捨てる かの 如く  •何等 選 擇の餘 地の ない 態度で 單じ心 
堯 しの 手料理を 薦めました。 父 民 治の S 巧 十二 日の 手記 じ >  次ぎの 如く 亂 されて あります。 


玄 ホと 引替 候 事」 とは、 何たるい じらしい 華き ホで ありませ ぅ。 辦鹏 のがが グ齡 めた 言葉で、 

ぶんき や 5 

文學 的の 反響が あると 思 ひまず。 

ふユ’ 

先生は 神 旧の 柳 原から 舟を 貸しで、 大 川から 品 川の 本瓣 へと 下りました 〇數日 前、 卽 於と 例 


か し ミト サいぺ を 

め 顔役 長 谷川 與 八、 鹿 島屋淸 丘ハ衛 などと、 S なまで 舟遊びを した 時の、 船 問屋で ありました C 


々ミ 


がが 化た 巧 じ、 落花 兩 S 點 、ひ • 


ふなは た か卞 

くと おを 掠めて 散り か、 りました。 乂川 じがて、 満潮の 巧 
ひが 忽ち じ 感覺を 新鮮 じし •遙 かじ 將 軍の 城を が 目 じかけ •水 鄉淸 をの あたりに 心 懐を 述べて ご 


左の 一詩を 作し ました。 


雲 頭 龍掛堪 ，成，， 議 一。 雨奔 1 觀昔寺 塔 西 1。 

一な 線 じ 銀の やぅな 乂 川を すらすらと 消つ て 一打く 間 じ、 長い 蜡防じ 沿ぅた 翠簾朱 欄の 美しい 
色彩 や、 新 花 榮鮮に 開けて •樓と 柳との 並木が 美しく でち 並らん で、 萬歲 のをを 契る 風物な ど、 


くわつ き  ていし 中く 

目 じ 入ろ 限りは 引き 緊 まつた 渚 氣を與 へて 巧き ます。 先生は 懷 から 梯 尺を おり 巧して 靑 たじ 樂 
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そくり や ミ  ' 

ゆろ 富 1 山を が 量し ました 。かぅ して 何物 も祂 おを 瓣 ぎろ ものな く、 海の 巧 ひに 胸を 躍らせな 
がら、 本 雛 じ 雪ました。 かの n  : ブスが 繫 職 じ 向つ て 態した 時の や ぅじ、 先生は 希望 
じ充ち 満ちた 懷 ひで 親」 •を 0 夕 M 賀じ S 听备」 た。 此處 で賣歸 に^ だました。 巧 
は 長 崎の 人て 渺 術の 大家であります。 彈截擊 、步お 操典な どを 著は しました。 これは 私が 巧 


が、 夕寶 衾' 编 雌^ 辯， 獲 


も》 


持して をり まず。 をの 高がなる がな の の 代官、 江川 义郞 左衞 門は、 菲， W じ g 勝を 築き。 な 

ちゆ、 つを ぅ  J.  _ 

を禱 造し ま」 た。 賣歸は 實じ日 羡揖菱 謹に 震累 S 人で •を 0 曲裹 跡に ずの 

渔 唯が 生れた のです。 元 ホ、】 ホ 衣の 身で ありながら、 麟獅が W て 蒜. 肘- 獻 せられた ぶです。 


— が ター 


私心/は 化生の ためじ、 特に 他人を 交へ ず じ婪を 張り •犧牲 の 精神の おつむ 化生の 心中を 
一氣じ 看破し、 賢 贈が じが 膠‘ を 叶 •露して 語り合 ひました。 「をは 貴殿が 巧せ、 智慧は 余が 貸して 
やらう」 など、 いふ 頗る^の よい 口を 利く 外 一 父 や、 鼻下 思案の 公武 論じは 入が 對の氣 おを 上け， 
「をの 作は、- 私 Ik もなければ 、韻ず もない、 文 ± じ 示したら、 笑 はれる かも 知れない、 笑は うと 
笑うまい と  >  を こは 义 たの 勝 一手 だ」 と、 ばかりに 、老人は 自慢の 化 一篇を 先 か： じ 贈りました。 
元 ホ ー介の が 織ではありません。 原 蒂も讀 め ば、 丽譯 もずる。 先 牛 一 も 「を 人は 外闕舉 一竹 も 勤ま 
ゎまず わ」 と 云へ ば、 窝 島を 人が したゎ 颜 で、 献替 の責を 叢ぐ ことは 礎 かじ 化來 ると 答へ たさ 
うでず。 こ S 際、 商 島 秋 帆から 先年 じ 贈つ た 化は、 はやは ゎ 私が 所有して 居ります。 

火攻么 か爲烈 。武子 斬 がが い篇 。誠 重 k 之 化。 を 平 お pii が 之 牛 1P 下-一と 十餘 城么强 
4。 が® 於 f 炬 一が-ち 麻 八十 萬 衆 於-ホ 載 下-。 雖 ，火で 技 米： 誰 k 之 •-時 其 か 如 k。 
也が 一 乂今么 術 一ず。 不 レ- 一可 挡祭 化。 

元 治 元年^す を 

火な 中興  秋 帆を 人 致 


—7 が一 


养 w 贈 新 島 敬 幹 供 一窠云 

な ひに 献 卿し、 がをおいて 撕騰 し、 情熱を 繼子披 ひじせ ず •極めて i 化な 意志を 映發 して 居 
ますぅ 

先生 だ 尚 島 秋 帆を K したのは、 一っ じは 叙繫辭 の 海軍 部の 長、！- 繁彎聪 巧 じ 紹介が 

もら  7、 ゴ *  し 

を 賞 ふ 積り でありました 〇 これ もまた 眉間の 疵夕 先生の 思獻を 痛めた 願で、 何 かに もを のの ハ • 

李 填議 S 際、 庸の疵 などは •對ぞ じ 黑齡の 霜 影ぉ ハへ ろの じ •不便 だと 考 へた 爲 めに 

この 擧 •かあつた のであります。 

さて、 十七 日 诫賀を 化 帆して、 總池賊 斯じ磁 がし •同所の 巧 家 じ 隱れて •泉 あの 淸幽 を樂み 

堅烟 懐じ埋 むて •寒 ま 操 害つ 妄 人を 訪ひ •  I 雾の 人となりました、 化處 でも また 一詩 
を賦 し i し 居ります J 

化風捧 雪雪更 暗。 欲訪 幽居 信 馬 行。 

疎か 雪堆將 巧處。 一間 茅屋 讀善 聲。 

ホ 生は また 脫ま 途中の 倩 調を、 箱" 館 じ 着く や 否や •飯 旧 おじ 送 ゎました。 即ち •左のを 紙ょ 
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をれ であります。 

W 拙筆 啓上 化 候 〇向著 之 御 產候處 、彌御 化 愧御勤 化 被 遊 候 ホ 事と 泰祝贺 候。 然 ホル 化 儀、 ホ パ 十二 
日、 な 川 巧 帆、 十 S 日、 沛實盤 溶 結  1、 十み 日、 浦貸齡 帆、 十 A 日、 總州奥 津へ豬 お、 二十 二 H、 當が山 
奶 仕、 がく ST 離 迄 k 一候處 、俄に 逆風 吹が リ 、ホが あ艇 穂々 運轉仕 候® r 寸進パ 却、 不が化 事 同船 化、 
巧 州 ゆ 子の 滞と 申 所へ がが 化 候。 拽 ホの 奥 津旧船 之 節、， 風波を 敷候處 、俄に 風おリ 、船 潮に 流され、 を 
一? I， に 常らん とせし 故、 巧々 端が を 卸し、 本 艦を 引き 候處 、何々 潮 早く、 倦 か 巧 樵へ 四な 問么祀 離に 相 
成 候て、 避 之 問屋ょ リも端 かを 出し 引 巧 候 故、 漸 辛ら き 命を 拾 秘申候 0 

あ 故、 斬ち ひ；! ぃの 仕度 泰 を、 早速 上 瞬 化、 化 砂子 么沛の おに 當 リー k 巧 之 所に、 トー 總么 '江戶 むる 
Mil と 申 處へ參 り、 當き納 機を 撰 か、' 江戶 製む"' 「フロ ー」 を 上げ、 一が 飮候時 之 ふ 地、 如何にもが りを 
脫し候 & がに 思れ 侯〇 二十み H 早 削、 な 所 出帆、 二十 八 H、 奥州 盤 前 郁 中 之 栅ょ中 處へお 旋化候 〇 二十 
九リ 、上陳 化、 {女 藤 候 之 辟がず をな 物な、 其 日 城下に 一宿 仕、 政が 風俗 等 採 索 化〇盡 日記に 巧 直 攸閒、 
歸化么 上 可 お御麗 候。 岛 別に 平が 之 略 阔差上 候 岡、 御 笑 質 可 被 遊 候 〇な此 湛じ戶 口 巧に 滿 ざるに、 一二 か 
之 一一は 娼 .ホに 御座 候。 
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•  •  I—  **1  a  •  やんだ いさんく わゴん  し ゆ、？ r» 

巧リ屯 口’ なが 出帆 十口么 正午に、 化 臺な化 山を 眞のホ 悠じ見 候、 節 驟雨 起來リ 、濤 をを むる 風聲 


ら 、つせ い 


は、 が 堅 之 軍を 驚かし、 船に 逆す る お 勢は、 盤 太 閣之膽 を 奪 ふぅと おはわ 候 〇筒機 么殆卞 こ陕お 化、、 
轉煉之 外 手廻リ 、無難に 十ー ロ、 南部 餓い崎 避へ 到リ 、〇を 延ぱし 候。 此銳ヶ 僻は 實に 齡っ齡 がる 姬 こて 
一重々 曆 々、四 巧皆亂 山、】 切 風波 之 患は 無 之 候 C 力： 靑年 之を のな にいょ ろしから ぎる 断に て、 六と 
巧之戶 りに、 商人は 十々 一に 滿 たず、 餘は薰 娼家に 御座 候 (難!^ 触^^ パン 人ャ、 y； お。^^^。 總 )0 卜 

な、 當が 出帆 仕、 て 円、 風 吹き 且繫ゃ る 故、 不得止 南部 穀が 滿 謎 5) ( 域 •请甚 妙、 に： f て、 

ウキ、 クジキ 等に ましく 候 故、 六 屯 
十 お W 外よりも 六々 參リ 候み 0 


じ 船 掛リ化 候。 二 


りか 後ょ 9 帆を 卷き (i 誠？ 詰 I 巧 


二十 一日 六ッ 時、 無 滞 搏箱赌 港へ 到着 化 候。 

化圖を  <  終ら さるに、 船頭 飛來 、只今 便りを 之 候 故、 巧々 可 ふ 抓 へ^ 間、 觀地之 形勢が 細が 索れ _ 
が化縷 々巧 申 上 候。 ホ 化 度 御 周旋 么御禮 旁、 御を 巧泰巧 度、 如 化 御座 候〇巧 々不 を。 

新 島 屯 五一 一一 太  巧 巧 


飯 m 逸 之 助 様 

玉  か 

叫 丹. 二十な り 


下 


-r 、 L  な 3 


摘々 巧 候が 巧 御 厭 被 遊 候 様、 を 神 祈 候。 本文 之 逝之始 ホに 御座 候 故、 化 お 別段 星 貼 おへは 書が 弟上不 
ホ 候 削、 を 敷 御 巧 拾 御鶴雖 么植泰 合掌 候。 猶お禪 江 場、 营 沼、 か 巧、 が 川 諸 おへを しく 御 鳳が をが •お。 
巧師 、な戶 、薩長 之 新聞 御鹏 候は •、、乍 御 谋勞ホ 便 御 か 越 可 被 下 樣奉頤 上 候。 己 上 
巧 落し 0 

を 田 賢輔義 は、 二月 巧當 地へ 參リ 、早速 江 戶表江 寵歸候 苗、 亂文御 蒋兔司 被 下 お 0 


第 八 章 

おは 新 鳥 家のを 紋を 見て、 新 島 家の S けが この 標號を 旗印と して、 世と 戰 つた 武器で あつた 
ことを >  面白く 思 ひます。 これは 祖父 辨 治が 改姓と 同時 じ 採 巧した 記號 で、 丸に 破 越しの おで 
あります。 圆の槐 造は 丸の 中 じ 節 くれ 立つ たかの 根幹の 强い不 規刖な 曲線と 粗い 線から 化が て 
ゐて •をの 尖端の 繊細の 丈 枝と 中央の 漱葉 とが •を 體に淸 避を 獻 じて、 如何にも 蒼 勁の 感じの 
ずろ 圖 でず。 をの 意味は 宜しく 磐 根 錯節じ 逢うて 利鈍を 別つべし といつ たやうな、 强い意 巧の 
象徵 であります。 この 中心 勢力が 新 鳥 家の S 化 じ、 長いと 短い との 差 こを あれ、 また 輕重乂 ル 
の 差 こを あわ、 彼等の 心 耳 じ 微妙な 響きを 傅へ て、 傳統の 勢力と なり、 巧 化 お 象の 權力じ 反し 
て、 神聖 W 眞理を 信じ •物の 眞 相に 徹し、 結局、 眞理 の禮拜 をな す ものと なりました。 かう し 
た 修養の 道程 じ 民 治が 善 役と なつた ことが、 不思議に も恰 がの 英氣を 斬 島 家じ齋 らしました。 
サ 雨な を簡繞 した 新 思想家 等が、 なの 閱覽じ 供した を 本は まづ善 巧を して 寫 さしめ たもので す。 
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こ H が 新 島 家の ためじは >  どれ くら ゐ關發 の 機 貪と なつた かかりません 0 
先生が 夙 じが おの 乂勢じ 通じ、 相當の 裁斷を 自己の 心 裡じ撇 いたの も、 辨 治が 得惹の 笑を 池 
らして、 耶蘇 如來 とが 奇の 目を 畔 つたの も •民 治が 直 按瞒攒 Li 生活 意志を 實邱 して 巧く やう じ 
なつた の も >  皆な いづむ も善 役と いふ 職に 在つ て、 目を 新書に 晒した わ 陰でず。 さう して 人 巧 
を 巧 現ずる 現代の 宗敎 じ、 追分 見ち か變 化して 氷て'  かの 「ゼス ィット」 のをが^ 削の 心 販じ映 
じ •をれ から 同音の 是 水と 號を つけた ものであります。 これ も-殿 歌聲 例の 關 島を 人が 直 •話さ 
れ たのであります。 して 見れば •民 治の 妥協 的な 化 渡りの 中 じ も、 かう した 勇敢な 人道の 職 i 
たろ 奇 鈴が 藏 めら れて 居つ たので •がけぬ 刀で なく、 がかざる でで あつたの です。 先生が 脱藩 
後 >  商 ちじ 幹と 改名 ム たのは >  後難を 願 還した ものであります が、 一つ じは "取 じ 火なる 意 巧の 
發現 でず。 即ち 人間は 一個の 震の 實布 として、 眞に 神の 事業 じ參 加す る こ-^ がおかる とを ふ 信 
念を. 幹の 三 ホじ顯 はした のです。 この 幹-^- 改名した のは、 即も 先生の. 矿齡が 第一 難で ありま 
した 0 

.さて、 先 牛； は 四月 二十 一 り、 午前 四時、 箱館诞 にを 着し ました。 この 巧 じがて 益す 華を をな 
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底せ しめ、 まる 所 じ 人民が 餘 りに 時代の 厳 戳じ言 目 じ、 つ歡 w 碱じ暮 してを るのを えて、 今更 
ながら 驚く とおに、 不徹底な 經化家 や 志 ± などの、 點新斷 し 解の 論を 叶 •いて 居る じ も、 驚か ざ 
ろを 得な かつた ので ありまず。 外を の 支^は 此處 じも顯 はれて、 ロシァが 齡齡 して 備が關 境を 
樹 ぶして をる やうな お 様を 見て、 神州の 聲名 地じ蠻 ちは せぬ かとな ふ 情は、 人一倍で ありまし 
た。 上陸 後、 直ち じ 同藩 人菅沼 氏を 訪問し ました。 m がは 先尘 とがく 默の 友人で、 をのを かつた 
頃、# 雨八ム じか 擢 され、 一時は 先生ょり 幸' 載 k だつ たらしく、 長 崎へ 蘭擧 修業を 命ぜられた 人で 
あります 。一度 人間の 衷情を 和解した 文化を 見た 人 じは、 お 載 殿が をして 居る ル 天地 じ 生息す 
ろ ことは むづ かしい もので、 何か賴 館で 一旗 擧げ ょうと 計薰 したら しく、 をの 觀 から 云つ て、 

管 沼 氏 も 一種の 脫ま をで ありました。 同- の 載！^ で 箱 舘奉斤 所 じ、 窩島 秋輒の 織が 啓 2 グ携 へて 
巧裴 氏を 尋ねました。  - 

當 時、 箱 館舉巧 は松邮 誠と いふ 人で •  數 巧は 即ち 附屬の お 率 所長で あ 〇 ました。 齡號 はか 
の搞 が戳爭 後、 化 職 じな つた 英闕 武官の？ 徊軍 がが であつ たさう です。 さて 斐綾 S 郞 巧は 廚島 
秋 帆と 同鄕 で、 文化の が 巧つ 長 崎じ觀 恥じた 一人でず 。最初 蘭 學を學 び、 後ち 鱗 卽の必 嬰を 瑟_ 
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じて •これ じ おつた 方で、 前述の 英闕武 {良を 搞窜 所に 聘 し、 义蝴人 ボーデ ッチ 氏の 著 蕾に，^ つ 

て 生徒を 敎 おさして 居つ たさう でず。 時勢の 蘭擧 から^ 擧じ替 り 巧く お樣 ザ、、 3 れ じょつ て 造 

かじかり まず。 新 島 先 半； も 英語を 修めたい のが 一心で、 をの ミる 化 所に つ數 いたので あゎます 0 

この 甲斐 巧は、 五 穂 廓 や 箱 館の 袍臺を 築いた 人な のです が、 おは 大正 元年 化 巧 •福 ± 宇 之吉巧 

の 案ので、 これを 拜 をし、 直つ 嫌 新の 際 •{目 軍が 楠 上から 破 棘 I した 模様な どを、 指呼の 可 こな 
擧 しました 0 

先生は 猫 館 奉行所の 海軍 部 じを 錄 して、 若干の 授業を受け ましたが、‘ ^ は旣 得の もの ばか 
ゎで •別 巧 脚 C 發 さわる 程の 事 もみり ませんで した、 かやう の {も 將が下 じ、 希望を 滿 たす ことの 
不可能だつた のは、 巧 論の ことでした。 此度 、先生が 急激な 巧 動を 取つ て 載‘ 歡斬献 と 巧 おけた 

しさ さい  をむ 

の も、 英語が 新しい 色彩と 生命と を與 へる とい ふ 愉快な 長所を 見ないて、 をれ を硏究 しょうと 

志 ざした ので ありまず が、 をの 海 輩 部では、 この 期歡を もを く 裏切られ たので •先生は 悲觀し 
ました 0 

.先生の 豐饒の 希望と 運命と を閒 がし、 また 表瑞 する ことの 化 ホた のは、 外國 語が 先生に 新が 
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な 偉 义な空 氣を賊 き 注んで、 革新的 氣 違を あを たからであります 。さう して 先生の 外题 語の 過 
'程には、 第一 期と 第 I 一朔と があります。 第一 期は 卽ち ォランダ 語で、 をの 齡 じょつ て酱 信仰 
も 感傷的 文 擧の態 座が 破れ、 第二； の 英語 時獻 じがて、 罐 賞な 時代精神と 天 かを 麟3 つて おろと 
いふ ことを 見た の C ありまず。 英語が 筋肉と なり、 頭腦 となつ て、 先 牛： はを のた めじ 化 おの 品 
性と 世界的 常識と を 準備す る 事が 巧 ホました。 今日まで 日本 外交の 樞輔 とち はれて ゐた 日英 同 
.酷な ども、 結局、 幕府 時代 じ】 寒 生だつた 齡が 等が、 价概 の機會 として 英語 じ 能力を 總動 
員した のじ あると 思 ひまず。 ぶ 思議 じ も 英語が 關際 的に 個 « を齡 放し •重 蘆を 增 し、 個性と 機 
貪との 關 係を ぉ當 •完全 じする 刀を もつ てゐた 事であります，’. さう して また をれ が、 巧界 人類 
に 直 巧歡迎 される やうな. 純粹な 普通 的な、 常識と 審 門と 品性と を 準備さず 力を 持つ て 居り ま 
した。 

さて、 化 海道 じ參 りました もの、、 巧が の 期待を 叢 がられ、 聊 さか 苦齡 燃^した 結 おとして、 
先生の 行動に 多 かの 皮が が 混 八 口 して 居ながら も、 猶ほ A つ 幾 かの お 明が 11 めら れ ないでも あり 
.ませんで， レた。 文 王が 釣 じ 化て 义 公望 じ 逢つ たやう に、 意外に も 先生は 奉行 巧の お擧 所で、 長 
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州 藩から 派遣され た ホ -H 削 多 おと 親しくな りました。 ほご 邮齡撇 w 人で、 また 性情の 歸納こ Au 
てムロ 致して 居た 巧から、 箱， 献滯巧 中 傑が の 時日で あつた じ もがらず、 兩 人の 間 じは-眠 いを 際が 
ホり 立ちました。 をむ はが 上 君から 先生 じ 「兄弟」 とい ふ 慰で 一首の 和歌を^ つた 程でした。 こ 
の 和歌は 化 ザ 化が 澤邊 おじ 而會 した 時、 间 君から おし 受けました。 即ち、 

兄  弟 

松 じけ 梅 も 千年の 數 にこを 連なる おの 花 じほ ひ ぬれ 
備ぞ〇 化を のが 所け 化、 ホ 上 氏の 當時用 ひた 紋所は 梅で ありました 0 

ホ 上 おは 元 ホが 話が きで、 また 躬 I 赫定の 高い 人でした から •先生の 生 巧 上の！! '{I おを を じ 
ずるた めじ、 澤邊辰 馬と いふ 人 じ 先生を 僻が して、 ホ啊 日を 勝 娜 いたしました。 澤邊 おは 止 化 
の 浪人で、 これ も. 爛熟の 空氣の 中に 居られない 一人で、 坂 木 龍馬と 衝突して、 箱 館 じがを おん 
で 居つ た 方です。 さぅ して 東照宮の 神 {ちとな つて、 暫く 納まつ て 居りました。 先生と 同藩の 例 
の菅沼 某が 訓神 {呂 であつ たのです。 この 澤邊 おは 最初 じた 態度で 繼 載を 纯 命と し、 常に 二 

ちんさつ 

コラ ィ敎师 を 暗殺ず る ことを 乂 眼目と して 居りました が、 後ち じは 巧つ て ニコラィ 敎巧じ 感化 
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され、 空 戚一轉 して 聖公 曾の 霜と なりました。 選單 年頃 〇同 君が 東 富ッ谷 化か 巧の 普 
公 貪の 牧師で あ. りました 時 か、 おは 氏 じ；^ 斩 いて、 先 苦學る 話を 承り ま」 た。 をの！！ •初 
めて 先生の 眉 問の 疵が震 じ 上つ た 所から、 察すれば 、脱藩 ニー ニ 週 前に 受けた 疵 であつ たこと 
.が 鮮やか じな つた やうな 氣 持が 敛 しました。 澤邊 おが 先生を ニコラィ 敎师の 日本語の 敎師じ 巧 
旋 いたし ましたので •先生は 斬 〔く 化 處に糊 おの 資を 得る ことじな りました。 

さて 先生に かう した 機 會を與 へた ことは 如何にもが 思 で、 颊山 おや 澤邊 おや ホ 上 お 後ち じ 
また 福 ± 霎 が、 が撇 けで 先生の 脫 走に 奔ホ して、 互 ひじ 愛の！！ おを したの も •畢寬 * 霍 の 
眞 輿が がり 眞 人を ホ附 せしめた 所な で'  到る 所 じ 先生 か 中心の 重きを なして 居る のば、 衆人の 
曾 領 たる 素質の ホ. つた 故であります。 をれ は 先生が み 年 敏感の 時代 じ。、 かく 巧 斬が の 左右 じ 奉 
化して 居て •をの 環境から 受けた 鬆 であります。 當時 、腸の 嘉 とした 治國平 天下は、 今 
日 一派の 論を が考 へて をる やうな、 狹い 一行 攻の ろじ 限られた もので なく、 第一の 目標を 化 道、 

を か 上に f  ••德 を 蒙 夏 I を j とを； とし •をれ から 一切の' 羣や夏 のみ 爱 

案 巧した のス窩 ぃ I 曇が じがけ ろ經 化を 理想と した 一が 疆で あります 。この！^ II が 先菱的 


一-む 6—— 


巧 的 理想と なつて をる ので ありまず。 こ、 じ 先生が 衆人の 首領と なる の ネが養 はれた ので •机 
承 傳習所 時代 じ 先生が 餘暇 さへ あれば •ビ I ター 大帝の 傅を 愛 讚した ことな ども >  か ぅした 厳 
氣を鍛 わ 上け たの だと 思 ひます。 

その後 先生は、 豫 をの 行動を 取つ て 脫國し •ホ 上 巧 も迂餘 かがして 英國 じ留學 いたしました。 
新が が じな つてから、 一方は 廟堂 じ 立ち、 一す は 野の 人と なつて、 ス 思議な 對照 となりました。 
两 をと も事實 じがて は 民 ま 的 傾向を 是認した けれども •思想 じがて は 別途の 作 州を なしました。 
ホ 上 氏は 政治的 組織 じ獨 得の 傾向を 示し、 先生は 道 德宗敎 じ 特殊な 傾 巧を 示し、 個人と しては 
かやぅ じみ々 をのぶ 叢を 異にして 居りました が、 お 交 上 じがて は 生 fe 變 はる 所がありませんで 
した かの 同志 社の 創立 じ關 しても、 ホ 上がが どの 化の 式と なつて 瑞 はれ 波た かは、 蓋し 思 半ば 
じ 過ぐ る ものが あります。 新 島 先生の ホ じ 人が、 お 等の ま唱で 先生の 二十 周年 紀を 祭を を中敎 
命。 で 惟した 隙、 朗讀 された 先 牛； の 病 あ 日誌の 井上 おに 關 する 一節の 如きは、 鹏 がに をの 職の 供 
息を 語つ てを りまず。 

rv リ 十九：；！ の 判、 か 上樣御 出に 巧ぶ リ 、み：：！ かな 四時 頃ょ リ 、大腿 機に 化かを 載 巧 軍に て 大巧 じ 御 逃 
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れ 申す 故に、 御ん 配 なきやう にと、 御 親切に 仰せ 下され、 又 態々 御迎 へに 御が 下され、 其の 夜 同 あ社乂 
擧の爲 に、 を參 萬歇モ 圓出來 、十一 時 顷に歸 を、 非常の 悅ひ にて、 共に 神に 感謝を なす」 

さて •薄 生命から 新生 命への 飛躍が 英語 じめ りと、 貴 劍じ思 ひ 詰めた 先生が、 ニコラィ 敎師 
じょつ てこを、 自分の 希望が 解决 される だら うと 期待して 居つ たと ころ >  此處 もまた 思は しか 
ら ず、 せめて 渴仰 ずる 聖書な りと 硏巧 したいと 願つ ては 見た けれど、 ニコラィ 師と 先生との 思 
想 h の 距離が 巧な り 遠いた めじ、 仕方なく ニコラィ 師の 暑中 化 暇 旅行の 機 會を幸 ひじ、 一封を 
遺して】 段落を つけました。 この 時の 感想を 先生が 八重 子 夫人 じ 物語られ たのを、 何ょりの 證 
據と 概括して 私 じ 送つ て 下さいました。 をの 一節は 單じ 先生 一個 じ 止まらず、 日本 文化 お G 新 
しい 領域 じ觸 むた もの、 ある やう じ 感じます。 

「襄 が賴舘 にて、 ニ ゴラ イ敎師 のをに おて 日本語を 敎 へて 巧た 時、 聖書を なへ て 下さる 餘励 ひし も、 ホ 
た 早し とてな へて 下さらな かつた が、 若し 化の 時 ニコライ 師が 聖書を 敎 へて 下さつ たなら ば、 ニコライ 
のま 旨を 倍 じ、 米闕へ 化かず して 露闡へ 巧き しなる ベ < 、隨て 同 お 社 も 起ら ざリ しならん に、 化 5 時 壁 
書を 敎 へられ さりし は、 巧に 妙へ なる 御攝理 なりし と、 なに 語リ ました j 


一 •がみ一- 


澤邊 ちが 先生の 衷情を 誌と して 紹介した 斬 去が-心 おおは、 先生の 脫國 の!？ 恥 おで 權 かじ 時流 
を 捕 きん 巧た 人て ぁります。 かの 脫 藩の 節の 帮 助を たりし 飯 旧 おとは •曾 職^ ともをく 異つ 


ちづ 1'' 心 ミ り や ミ 


とこ こて  > 

ておりました。 當時福 ± 君は 箱 館中濱 町の 英人 商館 ボ ー タ ー の 番頭を K めて 居りました 〇 をの 

ぐ わい こく  一より ミち 

頃中谱 町の 外國 居留地は 六區 じかれ てゐて •この 商館は 一番 践橋じ 近い 東側の 所 じで つたので 


ず。 外國 船の 鍋を 下ろして 居る 所までは、 傑 か 四 五 了の 齡齡 であつ たが、 これが 先生 じは 常 年 
ご凑の 川であった のです。 先生は 福 ± おを 訪齡 して •斬 躬^ 瓣 とな 〇 終 ひじ のをり を 結び 

し ダん  ノ 巧 こ レ 

ました。 自然、 館 おぶー クーじ も 知られ、 同人から 巧 給十圓 で雜貨 郡の おが じ處ひ 入れたい と 

4^させム 

巧を 涉を 受けた とい ふこと です。 星 移り 物變 つて、 明治 十九 年 八月 •化生は ホ じ人柯 伴で 化な 
道へ 漫遊し、 この 地觀に 立つ て 往事を 豁解 一た しました。 をの 當 時の 感興を ホ」 J 人から 私 宛て 
に 通知して 下さつ た 一節に、 みぎの 如く ありまず。 


のち ふ、？ ぶ 

「.较 夫婦して 圃 館へ 參リし 時、 襄 はおを 港に 連れ 行き、 化處 はおを のせん. 與を 載れて 聲 駄を脫 きし 所な 

こぶむ  た、 

リ 化處ょ リル 巧に 乘 つたな ど、 1 々指繳 して 光 おを 說き 聞かせました 〇 がの 節、 g らずポ ー タ ー とを 

な A だ  し  れ、 i- 

J 名れ の ある 家を 認め、 測を 通じて 其の ま 人に 面を せし に、 おに 冢 落した る氣の 藻なる をに て、 余は お 
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を識ら ず、 君は 何人 ぞとな 化せら るム で、 藥は 貴下は おを 御が 知を' なまい* か、 おは 質 おの 願 ふなと 懇感 
で、 屢貴 巧に 福 出に を訪 ふて、 貴下に 默臟 した こと もあリ ました 〇 がは 禍 十： 巧の 蝴 けに 曲って 米 國に浙 

I 

じました 〇  f み々 〇」 


元來 、福 ± 君は 健 實な 人で、 志 ± の 仲間 中 最もょ く 西 巧 事 倩に 通じた 人で ありました。 最巧 

の 巧 身は 靈繫 、猜 B 费 下に 葉 幕惡載 課が でぁりました。 郞ち縣 麻の 箱 館 丸は、 

續 造船 技 ± と 巧との 殼 計で、 格へ たも S です。 測量 や數 .學じ 長 じ、 黑阳巧 か 化 海道が 殖長宮 時 
化じ實 測を なつて、 化 海道の 歴 あに 偉がな 貴 g をした ホです。 やはり 縷山化 組の 一人で、 常 じ 
銳い 瞳を ないで、 何 かしら 反が を 得ょぅと >  期待して 居つ た 方で ず。 化は 乂ぉ 元年 正月、 同 巧 
じ而會 しました が、 もはや 八十 近い 瘦 せおの 華奢な を 人でした けれども、 請が 琴線 じ觸 むる と、 
巧頰 じな を 潮して、 銳い 眼光で 話を つ ごけます。 化 巧 下野 ホと 辄織 部-匠， 二 j 代の 箱 館 奉行 じ 仕 
へ、 江 戶じも 二间奉 巧の 隨巧 員と して 海路を 上つ たさぅ でず。 貨殖の 道 じ も 疎からず、 晚 年は 
造錢 家と なりました。 

當 時、 箱 館 じ 集つ てゐた 人々 は >  保 {女 條 令で 逐ひ 巧され た 人 か、 自ら 飛び 巧た 人 か •いづむ 
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も 皆な 繫氣な 人， 4 ひで、 化を をぶ 廚賣 の 逢は. 训 でを つても、 闕 家を お ふ 念は 何れも 織烈な もの 
でありました。 先生な ども I 見 中 藩が 鼻元思案の 化 蒜 お 驚でした から、 これに 補 惜を盡 かして 脱 
瑶 したの も、 一つの 理か でめり ました 。この 事は、 先生が 例の マ ッギ I かおに 詔され たのに よ 
つても 明かであります J 

さておは 福 ± おじ 面を して* ホぎ の やうな 問答を 数し ました。 

第一。 「澤邊 おか 先生を 質で に 11* 瓜いた 書狀を 今に 御待參 です か」 ょ 窺 ふと、 巧は 感激に 打たれた 態が 
でさう して つ 私!!^ たと リ ながら、 お晦 下の やうな 篇 化の ものと 話されました T 化かは 髓 神の 强ぃ 人で、 
化 間に {が 易に おられぬ 入物で あるから、 是非 噫つ て 吳れる やうとの 意で あつた」 と。 

を 二 or 裳 下が 化 坐に 恤一邮 んの巧 象は」 と 閒へぱ 、巧は 言下に 答へ ました T たしか 一八 六 巧 年、 夏の 顷 
でした 〇化华 は 料 ホ歓の 勤-い、 机 与 編 露 然として 入 ホされ ました 。さう して 應對 繁劇を 加 ふるに 化つて、 
益ず 高惜む 人た る 事 か 分かり、 この 人の 爲 めなら ばと なつた ので あリ ます」 と 0 

巧 HIT 化生は 理智に i 倚した 方でした か」 と 閒へぱ 、その 答へは みぎの 如くでした。 「科 學が貨 化 巧 化 
さ杠 て、 すべての 巧勸 に' が 意 謀 か、 渾 然とげ 得せられて 巧 ま！ た。 さう しで おおを 秋 巧 整が と片 かけて、 


n X  *  りサ い‘ めい ホ ミ  くわ ご--* 

なぉ 广も 理性の 明晰な 人で をり ました 〇一體 が 寡言で、 物言 ふ 目 化き、 U 化き、 言葉 遣 ひに 少しち 無 化 
がむ く’ 如：！： にも 對を をして^ 持の よい 感じを 起さし めました。 

を 凹 or 先生の 專 門の 智識の 造詣は」 と 感想を 叩く と、 巧は こわに 答へ てみ の 如く 語リ ました 0 「化生が 
をれ 程までに 科 學の中 樞に道 入つ て 研を した ものぅと 、そごろ に觀 i く歡 f しました 〇自み も 造船 家でした 
から、 奉 巧 G 隨巧眞 と」 て 太平洋を 江戸まで •画ち 舶 海ぃた し、 そ Q 際、 が^， 銳ヶ 崎で 齡に 出會 つて 
マストを 吹き がられた 時の 辛ら さな どもを ひ 出し、 さぅ いふ 處舊を 正す と 化を は 式 どころ に、 その 気壓 
の 公 巧を 書いて おに 示し、 これ さへ 靈 して 巧た は、 がで 辜穩 "航海 か 誤る も？ あると 說圳し 

てで さいました 。その 公式を おは 爾 ホ、 新 烏 巧と ぶけて 時リ ます」 とを つて、 がに それを 示しました。 
貝を 


ちリ を；?- 〔(忌な—】 0 巧  B)  =  lL84s(10g  Bliog  巧} 

此の 酸 ホ お 巧ょ リ、 海面-^ の 鳥 さに もて 浦 度の 異る がかに、 氣壓 のか 溫 度を 觀 測して、 之を 計 
算に 入れさる 巧ら デ〇猶 一層 捣 をの 計算には、 莲 力の 更拓 を拖さ ごる 巧らず、 T を 海面の 氣壓と 
し、 狂 米突の 高處 にがけ る 氣壓を T とすれば 、瓦の 値は みの 式に て か る 0 

田"1848(1,8157  +夕88667でド)二爲ヴ-累巧)  • 
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先生と 福 ホ おとの 間 じは 非常の 愛敬が 增 し、 脱 まの 一遇 問 前 じ 先生は をの 抑談を 福た おじ 持 
ら かけました。 r 前が、 健 實な福 ホ 君です から、】 應 熟考ず ると 云つ て、 をの 場は 別れた のです 
巧 細は 西が 某が やはり 脫ホじ 就いて 福 ± 君を 煩は し •をれ が露顯 して 迷惑を 蒙つ てゐた 際と て、 
同 君と しては 無理なら ぬ 事であります 〇 併し 先生の 意氣じ 感じて、 たと ひ 命を 稱 て^も 悄 しく 
ない とい ふを が 起り 鹏 ik 先生の 賦 おい 赴ぃて •お 舞を 亂 いて 引き受けました。 福 ± おは 當惦二 
卜わ歲 、先生は 二十 一麗 でありました。 いょく 脫 まの 計な つて'  福 i おは 先生 じご 育のを 辭 
を 述べた さう です。 福 ± 君は^ 長者でした からを 婆 心で* が じは 秀キ でも •巧 巧關摧 ずろ をが 
かくない。 くれぐれも ^ しむべき は、 傾城 傾 脚が 禍 がて あると、 R 頃の 親愛を なて 詰り 化た と 
ころ •先生は-贈が^ らして 獄 つて 聽 いて ゐ たが、 やがて 强い聲 を 巧し、 颊 にが 潮して 「さて 巧 
擊 は、 阻献^ がの 事は 斷 ちがつて* 軟慢 のが おじ 突きが けなければ、 化き ては 巧び お 円 じか、 

た、 ピわ  ぇ  さを  ほ ミげ し  つ ほ 

ると も覺 ぇず、 嚴舉や 魔の 誘 ひい 物の 歎には；：；？ りません」 と、 氣を ひの 迸る やうな 剛 さが 繩つ 
て、 だり と^を li めら れた 時は •さず がの， 福 北 おも’ 先生の 巧 じか、 つて 刺される やうな 
な；！： がした との 事でした < 


— が 3 — 


話は や、、 前後 致します が、 栽は 大革兀 年 正！：： 十六 日 午後 一時、 化幌 區九條 の^ じ 福 ホ お 

くるを タミく/レ 

を 訪問 致しました。 体を 同 君の 邸 前じ棄 て^、 巧の 玄關 前に ぶつた 時、 敌の 心は この 家 じを 封 
さむで みるす： 人 じ而會 して •日頃の 巧舶 心を 確 じず る 事が お 化る かと 思へ ば、 或る 觀齡が 胸 こ 
脈が ちました。 雪白の 銀化界 じく すんだ ペンキを わの ガッ テ—  ' デ、 かなわ 廣い 邸が gll の娜を 
繞 らして 居りました。 庭には が擒の 木を ホ ザ おじ 植 るて、 玄關 までが 獻じ 尊を 敵き 淸め主 W ぃ 
ほり めでたく、 串 さきのよい 兆しで ありました。 

辦石じ 邸を の模樣 じ* ぶ 人の 雅懷か 思 ひやら むました。 奥まつ たを 關 のが に 立つ て 阿を 逆 
ずると、 咸 勢の よい 孫さん が おの 前 じ 現 はれて 一間の 中を 適わが けて 福 十； おの 部屋 じ 案内して 

しよ たいめ ム  、っか.，‘  か ^  の 

興れました。 初 割 面ながら 先生の 事を 窺 ふと •价 かもが 野じ展 びて 行く 火の やうに 應 答し 一し ド 
さいました。 望遠鏡で 物を 見る やう じ、 遙か 先き じあつ て 裳の 辭 かつた 先 ホが •いま H の あた 
ら乂 ルをから りと 投げ 巧し •欠 も檐も たまらず じ、 船へ 乘り をんだ までが、 手 じ おる やう 

- •一  >  こく  夕 -I 、 

'じ揣 かれました。 福 十； おじ 而 をず ろまでは、 先生 S 腮闊の 動機 や敎 養の 程度な ども、 巧と なく 
足が 地 -H に 著い 下-居 ぬ やうで ありまし たが、 先 牛' が 繼齡な 驚齡と >  澄明な 志向と こよつ て、 
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同胞の 中 じを まれた 臟齡 を銳如 「じ 匡 おし、 先 巧の 事業を 繼紹 しむ 兀成 ずると ころの 神舉な 乂聯を 
託さ わた やう G 感じが したので あります 0 

前段、 福 中： おの!^ 恥 さむた が 巧は、 ず おの 艦げ な 手帳 や、 腐 鈍した やうな 紙 かでん ゎました* 
おはこの 説 が 人が、 先生を して 日本の 文化 じ 貢^を させた のかと おつた 時、 やはり 福 北 おも 
とも じ 先生の 事業の 職 系の 中 じ 組み入れられて、 新义化 建設 じ與 つた 一人で あると 思 ひまず。 
福 ± 若は 一 體 几帳面な ぶで ずから、 ずべ ての が 念 物を 舊形 のま-' じ 保が されて、 をむ じ 手を 觸 
れられ る 時は、 流 おじ 目じ滿 つる 淚を撒 はれて ゐ ました。 併しき び した 風 おは、 横 颜の銳 
ぃ' む 持と 加俟 つて、 觀 HsH がいが I 弊み 頭腦 とを 備ば せました。 ストー ブの 燃ぇさ かつて 巧ろ 
傍 .b で^!^ ょく 御 ぉ 分で あを 汲んで 勸 めら n ました。 おはを の お 話に-ょ つて、 先生と 福 ± おと 
の 削-豆の 闕 係を!^ 棘し、 脫 まの 場-怖じが々 と た 目鼻を つけました。 書棚のを 文字 や、 ぉか 
で 獲得した 魚介 烏 類の 姗 11 が、 酱 節一 でと i が々 排列 せらむ し、 非常に 濃 やかな 情趣を 灌へ 、彈 

る  しる だ  ホん そく 

力 ある 間-ぶ ひを 巧は して 居ぃ まず。 さう した 中 じ 巧は、 一糸 素れ ざる 利舉 的の 原即で •口が の 
生 巧を されて 留 りまず。 刖ち瓣 新 終から 着物は が 服で 通し •食事 も 明治 二十 四 年 攸臟免 おな 氷、 


——m—— 


朝は パンと 牛乳、 をの 他は H 本 食を 取られて 居ます。 硝丫階 千を 透して、 「シ ダ」 の 木に 積ろ 六 
なの 妙 珠一堆 、何となく クリスマス 氣 を備 ばせ ました。 

さて、 福た 家は 奥州 南部 W の 船乂エ でした。 微族樂 生、 型の 通り 氣 ，おを 化て、 父親と おに 化 
海道 福 山の 松 前 藩に 奉公され た 段取りは、 先生の 祖父 辨 治と 邮 巧であります。 をの 後 また 箱 館 
じ 移り、 奉 巧 所の 造船 技手と なつて •御 維新まで 其 處じ居 化されました。 觀 俯椒が 福 北 家 
じ 新を. 氣の這 入つ たのは、 父親が 日光 見物の 巧、 エ藝 の 完 美な 有機を 見て •をの 時が!! じ誇稱 
される ものは 人 問の 技術で あつて、 をの 摩い 人 問が 完成され て 居らなければ ならぬ と 云 ふこと 
じ 感激し、 福 ホ 宇 之ち を' 江戶へ 造船 術 修業に おした のであります。 福个一 君は； g 育 的 利 點の夕 い 
機會を 逸せず、 文化的 敎 養を も 忘らな かつた 爲 めじ、 大勢を 誤る ことなく、 意 鶏 ある 生帘 なさ 
れた 方です。 さぅ して 箱 館 奉行所の 海 奉 所の 造雕 技手と なりました。 巧には 兄弟 姉げ が 九 人み 
ゎました 。自分 じ 子は がない のて、 緣戚 から 養女を 迎 へ、 醫 師を耀 として 居りを した。 をの 碼 
は 第二- 廚等學 校の 敎授で •おが 福た 君の ちを 訪れた 時は  >  ドィッ じ留 If 中でした が •をの 妻女 
が 福 十一 若 K 養み じ當ろ 方が •同氏のを じ 同居され て 巧り ました。 
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軍 おの 維新 後の は、 先 かじ 麟 つた 手紙の 中に をます から、 化 所に 記載いた しまず J 他 
はが 禍道 偉人 傳 中-じが ります J 

一、 小化義 一二 四 年 前ょり 化 海道 地理 お 調の 御用 蒙り、 げ 年の 巧を じは 魯闊 巧の お 終 加ょ リ 千島 闕巧邊 
までが張、 其な昨年八巧お、 ^^,&ょリ^烏読';^の際は、 測量專務にて理がをに隨むす〇 然るに季節遇 
れの なめ、 一一 一島に 上 瞬、 請 お 渡の 問 借】 時間の & 卽 、がに 本船に 歸リ 、旁々 W てな 鹏の實 化は が 現す 

るの 暇 無 之、 實じ I 刪 & の 至りを 之 候。 幸 今般 該島顿 じ 諸 大臣が 張に 化、 巧. 故隨 巧を 被 命、 現今り お) 

■  、 

祿備 中、 iSii が 4 が。^、 何々 寸暇を 不得 化て 交が 亂 筆、 耍述の i ぐるが も あり、 化 下 宛し く 御 洞 祭が 而お 
ふ。 が 首 巧拜。 


の 巧 九が 六 九： 


福 


尘  成 


な 


巧な 巧 島襄樣 足下 


かほい そ 


是 いる ム 


新 島 先生 か 一二 年 一巧 か 一ニ ロ、 み憐 じて. ホ 眠の 節‘ 八ム講 おから 福た おじ r ブ 'ディ マ シキ ョス 
とが 載し ました、 をの 際 福 ± おからの 次 ざの やぅな 巧電み 贈ら n ました d 
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-y 大磯巧 お屋  福 ふ巧豊 
新  島  公義 

化 父 化 去の か、 邦家の ため 悲痛に 堪 へす、 令閨 洛膽せ さる やぅ 婿む。 

サ S 年 一月 サ 四日 午後 

四十を 

あの 弔電 じ 答へ た 新 島 八重 子 夫人から 福 ± 君 宛ての 書纖 。札幌 二月 十】 日 利 若 0 

辨慶は 如何 じが^が 

一書 拜 おけ 候〇陳 者た 夫襄 永眠に 就て は、 巧々 電 音を W て 御 巧 詞御お リ被成 下、 難を を 謝候〇 人間が. 
ホの 事は 天命のを する 處 ろ、 是非 もな きみ 第とは 申しながら •今日 大磯 にがて 化 始末を 則 見 候 事、 夢の 
如く 思 はれ 中候〇 幸に 老母 も 差した る 事 無 之 お 問、 先な て 御 放 神 披成下 度、 頭く は 辟 おに 於ても 化舊 か. 
の 如 < 御 厚 値を 蒙リ 度、 偏に 奉 願 上 候 0 
をに 謹て お 御 禮申上 お、 如此に 御座 候。 草々 煎 円 〇 

一月】 丰 一日  新を 八亟子 
福 壬 成豐殿 


一巧を 


|禍± おは 右の 魁 輸* の!！ が じ、 「瓣 II は 如何にせ しや」 と 記しました。 破は これが 何の 惹 味で 書 
かれた かを 同 ミこ 伺 ふと、 巧は & 軟み齡 M を 頗る 引ぶ たせて、 人生 朝露の 如し、 今日が つても 明 


はからない、 未と 人から をの 害^を 受取つ たおは、 寒い 風の 吹く 暗い 晚 で、 悲滿 身を 駿むや 

さ^  ずゐ ぶんしの こ 

な 思 ひが 致しました 。働き盛りの 身で あゎな から、 隨 か仕殘 した 化 事 も 多いで せぅ じ、 中途 
で^かれ てし まひ、 乂 なろ 國家 的の 驗 かで、 且つ ホ涯睛 巧り 績 けで、 樂を する 閒 もなかつ たと 
思へ ば、 自 かが 鮮^る やぅな 氣 になつ てし まつた から、 お 武± の 辨慶が 如何なるが じ も おかな 
かつた ことを 齡ひ 巧し。 我と 心を 取り直す ためじ 齡 日いた の だと 語られました。 損 初から 先生と 
福中豪との間は、 ：^|^&肅な冰を象徵して居ることを思ひます 


さむ  かぞ 


5 


〇 


第 九 章 

武± の 思 ひ 立 巧の 山 もみ ぢ 錦のを きざれば なと 錦るべき 

この 歌は、 氣 の 先 寒象徵 した®^ の ある、 先生 一代の 轰 でありまず。 靈黨 
じ 知られて 居る ものは、 下の 巧が、 「錦き ずして なと 歸 るべき」 と 訳が'  されて 居ります 〇 何時 ご 
ろ 訂正 さむた かと 云 ふじ、 明治 セ 年 + 一巧 霸 して、 窜 なる 兩 親の 許 じ g らく 滯巧 された 時 
善 かれた 書 幅は 後者で ありまず から、 事實 は. 一 的-ちじ されまず。 さぅ して この 歌は、 今風 詠 
月とは 聊 さか 撰 嗟 じして を。 ます。 渺 g じ 富み、 邮繫 夕い義 をを つた、 覆 農 かなが 話 
題た ろと 同替 、先 蒙 生繫醫 。であゎ ま，) た。 一時 社會の 最も 低い 懸 じまで 身を とし 
ながら、 みし も墮 をせ ずに、 またかし も ± おモ たるの が 心 擦を 換 へずに、 二卡歲 前後まで 受けた 
武ホ 風の 氣 質を、 化が T-- してが 續 させて をり ます。 先生 自身 じと つても' 、一の が 新が 鱗齡 であ 


一が り- 


り、 また 純實な 心情ち この 和歌 じ繁 き® めた ものであります。 福 ホ 巧は、 この 和軟の 意を 化 
み 取ろ や、 一刻 も麟 •贈して ゐる ことが 巧 ホない 程 •心の 亢奮を 感じ'  背 水の 辟を かいて、 自己 
のを 體じ 先生. の賊 雖を 敎 ひがみ、 前 じ も德じ も、 惟 だ 一度 而 かも 雌 だ】 つの 化 命を 一瞬 侮 じ 
縮めて 巧く やぅな 獻款を 化處じ 集中して •捨身が ありの 藝當を 演じた ので •をの 心意 氣 から- 敍 
びた 底光りの ずる 福 北 おの 頭 じ、 一切の か 法が^ かれた ので ありました。 ぶじ 記載の 福 ± 若の 
追懐は、 を わが 先生 自身と しての 木當の 生活の 根底を 据 るろ 爲め であり、 國 家を 思 ふ 一を のな 
めで ありまし たから、 先 牛； のみ， むは 强い 鳴‘ 示を 福 ± 君に 與 へました。 

「夫れ 元 治 元年 四 巧、 「武卡 乃 おひぶ 巧の 山 も おち 錦の おきされ はなと 蹄る へき」 の試歇 1=^ ル 生に' がさる 
、は、 則ち 足下の 巧 か 邦家を 憂て 化まず、 巧に'^ の おを 發 達す、 なて 其 米 聞を 進化せ しめんと のを 裝を 
抱かれ、 巧* か 救 W に 熱ムの 深き に 感謝す 〇我 身を をれ て 秘かに 闽 数を 化す、 なて ムハ月 十六 日の 巧 おを 則 
す、 ホ蝴巧 船べ マ： リア ソ號に 同 巧す 〇忿 速の 離別に 臨み、 お 下は お下り お 願を がかに 完を せらむ ん杂を 
祈り、 思は じ扼 ホに 感激せ し 事を 今に をれ ず 0」(瞒± 巧が 先生の 歸 朝を 祝した 文の 一節) 

先生い ょ-.^ 齡 'i 腸 郎が齡 が、 一 1 n ラィ 敎师 の留ぞ おじ 一善を 殘 して、 親の 柄 i が K のかを 


，が J 一 


なて 急遽 歸國の やぅに が 縫^、 暇 乞 ひして 同 邸を 辭 し、 福た 君、 澤邊 君と、 先生と 互 ひじ 親交 
を 契り、 海岸通り 山形 屋 ，こい ふ會 席で 別 編を 交は しました。 黃 音は 漸く 齡く叫 ザ じひろ ザり、 
陰影は 追々 深く 重くな りました。 併し 勢騰 が!! じ活 々とした 光景を 生み 巧く ので ありました。 
この 時 先生の 詠んで 福 ± 若に 贈つ たもの が、 献； 載の 歌であります 。たと ひ ホ 知の 國 とはい、、 
项 がの 歸僞 な、 拘柬 的な •  II がべき 塞から g れ て、 自 かな 獨寓の 達に 入ろ かと 思へ ぶ、 

くわん き  けいけん  %y  、卜 _〇 ぅ 

また 鮮やかな 歡 喜の、 む 持を 經驗 させまず 。されば、' 日瞥 がの 人の 顯 線を 避けながら も、 先生ょ 
流 おじを 身に 異常の 衝擊を 感じ、 

一な 破 衣 一二が 劍 。追懐，， 往事 急 悠々。 

從 .今 得. 借 & 恥 11,。' 歷載ァ 紙， が义 i,。 

、■^  t  れ 、っし  3 ク、 

の 一詩を 賦 して 料紙 じした^ め、 これを 瀑邊 おじ 騰り ました。 追々 孩が 更けて、 街頭の 静寂 
じ もつ た 頃を 見は から ひ、 福 ± おは 退席して、 ボート を驗齡 しながら 先生を がつ。 先生ょ 犬 ル 
蓋最じ 包み/ 變裝 して 塞の 所 じ 巧く。 途中、 亭乂 かしきり じがねて、^ 邸 W 緖賓 つた 
爲め、 先ホな素おのま^でボ1卜 へ とつぎました。 福±君は先生を迎へ、 無言のま、ぶートを 


'—1Q  心 一 


連つ 


木 船へ と满ざ 化しました。 

先 牛： と 福 ± 君とは、 巧に 危機 一 蠻の線 上 じ 立つ て、 悲腳を 化して 悲化 美と なし 得る、 詩的 呼 
吸の 人と たりました。 銘 々が 運命の 如何 じ拘 はらず、 理想 境を 描き おして、 これみ- 樂 しむべき 


獨 立の 權 威を 挺り かざし、 輩 件 進け 中の 刺觀 じらみ 遠 じ 滅びざる 自身の 特色を 貼し •萬 象の 一 


こく 


て夕か ミて、- 


片じ 生命の 不滅 相を 刻しながら 、人間 生活の 歷あ的 意義の 詩的 高調 じ 達した のであります J 
さて、 福 ± おは 先生の 脫國を 引受けてから、 絕 ぇず お 船 入船 じ 意を はいて 巧り ました。 今時 
、で 五へ ば、 運動費と でも 云 ふべき でせ うか、 さう 云へ ば 福 ± おじ、 何 か策晦 の 氣 かで〜， あるか 
の やう じ受 取られる かも 知れない が、 碟盤 勘を とい ふ ものは 一 體、！ 定 のぶ 式 じ 巧 巧され る も 
ので、 律義 ホ ほど 比較的、 勵 をの 達を な ものであります。 刖ち ロハで 人 じ 物は 駭 めない とい ふ 窓 


ミ 


こんい 


高僧 じ 買 ひ 受けて. 懇意と なり、 をの 楊な >  乂 秘密の 計 

.  ツ 系の 米 人 だけに 化の 環 

のをい がで、 をの 相談を 鶏俠 のに 脊を ひ' をみ ました。 この 那長 名は セ ボリ ー、 其の 父 ぱドイ 


で那 長の 机 やら 手碟り 品な どを わざ ノ 

蒂：を船長_し話し化しました。 船長も流ちじ思案じ暮むましたが、 ド{ 


ツ 人で 和 蘭に 移 化し •をぅ して 义义幽 にぶた のでず 


〇 


躺は ベルリンと いふを で、 スク ー ナ ！ 型 S 本 マストの 百 一 ご 二十 トン 化の 船で、 辦 員は 船長な 
下 七 八 人、 皆な が飄人 ばかりでした。 當お 先生は 尾羽を がち 枯らした 姿で •單 をじ乂 ルを 風 留 
駭じ 包んだ のを 抱へ、 福 ± 君の 寫眞を ふところ じ 納め、 さぅ して ボー トじ乘 りました。 一福 十一 君 
は 檐擢を 手 じして、 渺浪 永へ じ 消わぬ 歷あ 話を 描きました 。無論。 祗 はこの 際の 光景を 新閒紙 
上の 活字で 想像ず る やぅな 華麗 さはな かつた ものと 思 ひます けれども* 併し をれ じしても 先生 
がよく もさ ほど じ 身を 數 ずまで じ覺： U をされ たもの だと 福 ± 君 じた だず と、 聲じ應 じて をして 
最も 斬獻の 満足を 與へ た獻齡 は一應 下の 通りでした。 何ん といっても 先生は 屈 從の怜 倒を 擧ん 
で 一種の 一 調和 & ぴ化 ホて をり、 人から 何と 云は むても， 對巧じ 快感を 與 へろ だけの 態度が おの 
づ から 先生に fe はつて 居りました 。無教育の 水夫 等 じ、 穩 をと 惡口 されても ジャップ >  と 謂は 
わても、 一切 頓齡 がる ことなくが 岸を 換 へて 巧 鞠して をせ ろと いふ 氣慨 が、 先生 じは あつたと 
福 ± 君が 語ら むました。 

福 北 君の 細心^の 巧歡と 苦慮と によつ て、 先生 等は 深更の 中 じ 首尾よく 本船 じ乘り 移りました。 
先生は 一度なら ず 二 •塔なら ず 死の が 怖じお^ 勝つ て、 さ； して 常に 天 闕の畜 びと いつた 新ら し 
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い 生活が、 先生の じ 加は つて 巧き ます。 先生は 自分の 意志を 信じながら •而 かも 神の 意志な 
くば 何事 も 成る もので ない とい ふこと を 深く 感銘して、 ぶ藉と 信ずる 處 じは'  爲ず をの 意志を 
た膽じ 表現して 巧き ます。 さて 船に 别 著した 瞬間、 船長と 福 ± 君と 先を との 間 じは、 無言の ま 
、で •而 かも 力强い 握手が 交は されました。 福 ± 君は駐 ちじ 本船から 離む る、 先生は 船室 じ變を 
隱 す。 一切が 電光石火の 如く 片附 きました。 ま 旧 松 陰は 一朝 じして 蒙鑛 せざるを得ない、 混斷 
と慘悲 の 事 じなり ましたが、 先生は 福 十-おとち ふ 仁の 時機の 觀挪と 人 氣の觀 測と を もつ て 上 結 
おじ 參 りました。 而 かもを の實 巧が 物凄い ほど 力强い 一致 鹽 結の 下 じ 斤 はれて、 哈 かも 一人の 
す ロムの 如く 統一的 じを 動され てを りまず。 

先尘 の 生涯は 舉 碱じ嗦 げられ む爲 めじ •平和と 愛の 戰± としての み 化 じ 知らむ てを ります け 
れ ども-をの 前身は 戰爭の 場 數を經 た 勇を の 如く > さすが 海軍 傅 習 所な が、 軍略を 心得て 死活 
じ 愛の 結 ホを 造り、 相互を 結合して 剧 なき 仲と なり 闘た のでず 0 さぅ して 死活の 數を閱 し 
たこと も、 巧 戰の將 ± じ 比して 劣りません 。自由の 爲 めじは 一身を も犧做 じし、 巾 義の爲 めじ 
は 於へ て禱踐 せぬ 勇 おな 戰歸 力を 事 每に發 輝して 居りまず。 實じ 偉. 火なる 人道の 戰 ひは、 無な 


一の ろ一 


しん  を. フレ 

なろ 平和 人の なす 所でな く  •眞の 圖± ならでは 巧 ホる もので ありまがん。 

さて 瓣に乘 る や 否や、 瓣長 室じ譜 かれて、 船長の 一 棘 斬の 禪じ 身を 潜伏いた しました。 流 


ホん きん  ぶ  ゆる  、、わ 3 

おに 千 釣の 張り も 一時 じ 弛んで、 一 隣 おの 明くるの も 知りませんでした 。翌朝、 話し 聲 がする 


そ 怯 V. 


けい. 


，  夕‘む しし t と  い .J 巧#^ し  こら 

ので； ィ圖 巧を 敵て ろと、 磬 吏が ぶて 触を 巡視す るので あゎました。 息を 凝らして 刑の 宣货 でも 

ホん/ \ きょ、 


聽く かの 如く 戰々 兢 々として 居りました 。やがて これ も 無事 じ濟ん で、 船は" 解 近の 如く 錦を ぬ 
いて 非师 しました。 先生の 荆閨の 陰影は み 第 じ 晴れて、 を 身じ^' 載が- 與 へ、 をが 巧を 爽快 じし 

たつ  みら  ィミ、、 _ 

つ、’ 目的を 達ず るょり 外 じ途が なくなりました。 この k は 心の ま、 じ 天下を 周 避して、 をの 

L ミち ミ 

決 愈を】 骄じ 集中す る ことじな. りました。 

睁 「な  い  I)  > き 

さて、 お 那^^の 生命が 何時まで 巧き てが くもの かと 思つ て、 先生は 自分の 歡贼の 見物を と 

.バ  V 、 、 •'一 

な 〇、 人間は どぅせ 一度は 化なねば ならむ’. こ 覺惜を 定めた 。時が、 或る 意 ホ じがて 旣じ 死を 趨 
越した ものである ことを 覺 ゎました 。をむ 狂 ふ 浪に洗 じ 去られる 船の 運命を ちれ、 自らを の 触 
の 船頭で ある こ-^ さへ おれて、 先 牛： の 歡識は 爲早や 死の 歡 心を 感ぜぬ 辭-以 じまで なりました。 
想 ふに 先生は、 郡. 想 家で みつて >  囘 時に 訊擊 をで あつたから、 をの 意志の 動；. 道程は、 巧擧じ 


一が ジー 


けんは さ  が ょくて きけん やつ 

ょつ て說 がされ 得る 巧き 力でした 。故 じ禍 謀と 見 ゆろ 中 じ も •谤棟 的 建設が あります、 さぅ し 
て科擧 をが 化々 陷 いる 卑 巧な 巧 利 ま 義じ瞳 落せず >  自己中心の 偏狹な 境地から 救は わました。 


〇 


いは ご啡 物お觀 、乃至 雌 物 自然 觀の じ、 精神の 詩的 權 威を ち糜 ずる 調和が あつたの です 
盛 移り 物變 り、 先生 脫 まの あ搔は 時代を 超越して、 雄 ホな 姿を 印して を わます。 が處 じげ 山て 
ばな 年を 象徵 のに 說明 する 詩的 情趣が 溢れて、 先生の 信仰を 語り、 綿 神の 權 風を 物語つ て 居り 

さやう ち  い ザん じぶん 

まず。 かぅ した 境地 じ 巧つ て觀蔡 した 時 じ、 私が な 前 自分の 巧の 柬 縛の 中に がて 先生の 脱 ホの 
動機を 邮 めた 時とは、 餘も 刺戟が 變 化して 參 わました。 當時 先生が、 窓 湖の 支齡ド じある 削‘ な 
の 儘では を 易じ斷 巧し 得ろ 當の ものでは なく、 已に 不思議な が 巧の 意 おじ 示唆され て 動いて を 

いしき  いうり 

わ、 且つ 個人的の 意識から 遊離して ゐ たこと が、 十 かじ 窓識 されます。 誰でも 一度 この 境地に 


し ミな 


たが 


けいけん 


立つ て 巧 圍を眺 みる ことが 許されるならば、 同様の 心境を 經驗 ずる こ-^ が 化 ホる だら ぅと 言 じ 
ます。 先生が 令閨 同伴で 北海道に 遊び、 脫 をの 地 繳を說 明され た 一節に 新ぅ ありまず。 

じよ ミ  むかし 

裹は化 時の 光 暴を 一々 指點 して 說閒 かせました。 ろ こに 巧と 祷ら す、 がな の 傍に 英± 利人ポ ，.夕 I と 
中ず人の家あリ、 じ乂巧-館に屛候時は、 ボ ー タ1巧をとて中々盛なる巧のか、がバに碗古た^^部恥こ て 
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'中 

同 巧 Q 計；" 度々 逝 6 た"、 盤斩 はぶる 斷 なし、 圖らず もボ ，夕— 巧 Q ぞ冀 け あり、 故に 巧 氏を 尋 
れ ぬ。 二階 一 室に、 白 f 裳 ン老ん /と楚 子息が 二人、 巧に 巧る 藤 もな き 御？。 ソ； ，はを >  乂理で 
の 卓子は ん分植 るげ 靴は殺れしがに他の切をぁて、 着物は所々にっぎをぁて、ロビンソン*クールソー 
の往 居も斯 くやと、 妾 想 ひぬ。 同氏は た 夫の！^ 賢を 如 非ね けれ ぱ、 J し义は 私は 昔け、 御 巧に 一巧 ホ 巧の 巧る 


めんく わぃ 


居らる、 時に、 を々 同氏に 面魯 じホリ 、其の 時ょ リ 貴下を ょ 


■  Li  し  C 

.4 


ごを いさつ 

巧し 御挨 おはなせし ことむ 


御 巧の 福 ホ 巧の 御世 話に て 渡 ホが し、、 が 年米闕 にあり てへ 如"^ をな し、 歸朝お 同 お 社 おぶ 學 校を 述 て、 化 

びみ‘、 つ さぅ 夕じ や、 つ  ましよ 

度は お氣 養を。 爲 め、 化幌に 巧く 途 ホ、 家內に 昔巧奔 致せし 巧の 執 所を なせん とて、 茲 にた リ阅ら ず も 


きか 


貴下の 御 お前を 見て、 昔時を 思 ひ 的して 御 尋ね 扔 したる みあな リと 語';^ リ C を々」 

祕は ロビンソン。 クルー ソーの 如き 類 泪 をの 生涯を •自己の 衝 覇。 なせて 膏 目が のり 動を 採 
つた 巧き 當り ばつたり のぶの やぅ じば かり、 おひ をんで 居 ゎました が、 結局、 斬 齡な獨 ぶの 自 
曲、 さては 健康を の ものまでの 中 さへ、 I- 白齊於 浪人と 呼ばれて 居る 人たち の 生活 じがして ゐる 
ことを 發 見した 時、 をの 兢 から 見て •先生の が 局， に那 する 判斷 が、 根 木 的 じ 合理的で あり、 さ 
ぅして キリスト 敎の 人生 觀 じぶ 脚し、^ 載じ對 すろ 信念が、 一巧と 說齡じ 巧つ たこと を 覺りま 
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向ふ夕 、疆 とい ふ li 概 M 齡じ 入り、 愛の 對 象が をれ じ歡 喜を 與へ るまで 媳 むこと なく 魂 
まこ ‘こ 導かむ、 二れ じ 傾いて、 を S 春び の 費に 向つ て 活動み 瞒始 します。 おじ 先寨葉 
匆 々、日 職 學接辦 i マ ッギ！ がが じ 語つ て、^  •歡望 化を 叙した 一す がを 妻が、 請過悲 
おの 感じの ずる ものです。 

die  eveiitiil 1 一宮 t  ca 巨 e.  allevoyagerlnethisthreefriendsfcl'tlclpsttlme. 

The  cup  of  ri^e  wine  was  ha 菜 ed  from  苦  to 苦  ill  psge  of  を i 昏ぞ 、。一 
They  all  wished  t 晏  were  go 寡  too,  ch 惡 red  liini  §,  ai 己  bad こ i  go ミで 掌 
cue  of  二ち m’— !  the  clerk - 巧 rii:  el  to  have  a  boat  waiting  at  the  づ atcr  s 

illg.  himself， 

M  midii 皂 一^、 ゴ a  wh 專 cred  づ ，ord  of  part 忌、 lill 乙  footsteps,  the  mi 一香 


— J クク- 一 


を r  hi:i 一 try 難 ミ 0 ミ thli ミ 菜 H;  £  —rr ミニ i) 穿 f 一. 巧 夢 

さ Ip 产 

ihl_s  wa 化  C11  the  e 昏 teenth  cf.  J 晏】 餐 4 

先 Is 鬟 i 雲 f  I たるを 5 から、— ilf、 靈紛 のせ 

つなの 盞 f 描き 得て、 最も 生 fg 書 ぁる S の ものです。 望を むの？ 蕾き たる ものなら で i 
^ 昼の 害を？ たれば とて、 If 賭した 場面 •1 ます、 兎 ili る も 
、るリ ます。 そぅ」 了 英語 國 巧 《お に窩 京を」 た 事 《ぁる 人で なけれ ぱ專 かれぬ 文字です。 若 

(1) は. f  f  —  (2) は 1  ご ミ •ゴ はを；— さ fw と訂 圧しを ならば 恐 

左に 前假の 英文を 驟譯 いたします。 

S ミ^き をは 巧れ。、 遙 けき 船路に いてた つ 余を管 んと寒 S。、 胃に f ど^,, して t せ 

妇 —  i ミミ 友 等は 前 i 營 て、 余 奮が 6 にせん と 切なる！ りき、 されば 


余の なめ 巧を 祝して、 滿 腔の 同 梅を 寄せ じき、 さて 本 お 十二時を 撕 して、 余を 親が につれ ゆ < ベく、 灰 
の 一人なる 英鉛お 巧のを 頭は 營 はれたり、 余の 滿化 はさる ことな-がら、 友を して 暗 黑と晚 第との 血路に 
みち ツく にわ あらず やと そ戰 愣せリ 、哀れ 眞を 中に なリし 巧、 坡か 打ち 際の 俊.^ じて、 感激と 化、 いとに 滿 
てる 送別の 聲か攝 やかれたり、 靜 寂なる 巧のを を やぶる 梭贝 のをとの み 巧え にけ る、 ああ かく ある こと 
のがん ぞ余 1 人のを こかわの みならん や、 同胞の 爲に自 おと 幸福と を、 享樂 せしめん おに 外なら ず 糊む 
べき かなこの 愛國 をは、 今は はや 刑餘の 人の 如くに 巧國の 海岸ょり、 I ょかに 葬ら 4 了ん ぬ。 


らも 


せい 


さて、 先生の 脫走じ 踏み をんで •力づ くで も 巧を 明けよぅと いふ 氣 勢を 示した 船長 セ ボリー 


レ-一 


氏は •义题 マサ チユ セツ ツ州 セィロン 市の 產で あります。 騰略 人並み W 一 上に 優む、 棚應 じり 化 
き 6円 ル ゆる 人で あゎました。 終 ひじみ、 むの 赔を 間め、 前途有望な 靑年 をして、 志を 遂 けしむ 
る ことじ 致しました。 これは ーツ じは、 福± お W 紹介 じ勵 まされて、 懸命 じな つたので はあり 
ませぅ けれども •窮鳥 懐 じ 入つ たおの 先生 じ 欣んで 握手を 與 へた 彼の 手は 實じ怠 巧 深 重の もの 
でありました 〇  ^ ずると ころ、 彼は 化生を 通じて、 人道的、 平和的な アメリカの 义 化を 傳擺 


ぶんめい. 


ずる 機 曾み 與 へた 人で、 先生を して 日本の 义明 おじ 最も 乂 なろ 寄 おを なさし めた 人で ある 


と 


沈 王 一 


ふ 事を 禪 ぃません。 を G 意 居 於て 彼は また、 新 夏な 興 も I が あると 愛ます。 實 じこの 

瓣 長の 行 ま ザは 一面から 云へ ば •日 氷幽を あの 一 側面を なして 居ります j さぅ して 其處 こょ 

‘  、 

武 i 遺な 外の 規範の 動いて ゐ るのを 認めます 〇  W 叙、 歴 窮じ餘 りじ 閒 がされ 過 ざて ホた 化の 
事 賞，】 をは、 日ま义 化累ら 見ても •否な が 豁の鮮 移 じ徵し 1> 礎 かじ 大きな 時化の •ホィ 
ントを 割して 居り， ょず。 をし をれ 政治的、 軍事的の ぶ 雨から 見て •かの ペルリの 六 乂涉が 興鬻的 
でみ つたと したならば、 こわは 勒ろ 敲い靜 かな g が緊是 であつ たとい ふこと が窠 まず。 

この 時瓣 長が 福 叫： おじ 與 へた 一封の 承蕭 書は、 生命 ある 眞の 魂の 載で ありました。 隐 かも 
大和魂を 萎で 撒つ たやぅ 若！^;^ ちの もので、 をれ じは 感激と 齡 おとが 齡れ て。 なります。 船長 

こ > 


か 感激の 泉を 化 處じ發 見した 文書で ありながら も •これを きつ かけじ、 我が 闕公 おの^' ぃ齡の 基 
底 じ 於て 封建時代の 遺物を 棄て •新 哲擧 じぶ 脚す ろ 人生 觀 のる!^ 難を がつ たものと も •化る こ 
とが棄 妻。 かう した 一 國の黯 じ 端 境を つけた 晝 な% g が •これを 外 じして またと W 處 
じあり ませう。 をの 义を讀 み 巧けば、 一を 一な の 和 教^は 血と 辦 いです。 さう して 感倘 の虽お 

だム りょく  ぞ つた、 て** 

と彈 力と を もつ てを 體を 包括し つ、、 絕龄 的-の 向ぶ 自由 •無拘 来な 自我の 活動と が •を 體の幻 


影 じ 不思議な 優しい 詩的 情緖 を满ら せて 居ります。 

w.  Y. 穿 wry 

oapt ミーー  of"  the  ^schooner. 

M ぞ 己 ill こ  ell  tl5 ir 於 ht  も  tl ち IGtli  July, 1 黨 4.  \v 泛 1  Mr.  Fiikushi 一 こ equest、 
th  當 of,  the  Captain  穿  u，rv  wli こづ， ere  so  ki  ご  d  t- 己 ceil  this  巧， ご  it  risk  一ち  cing  payed 
for  IVIr.  Neejili  as  so  far  ミ 望 langl 吕 一,  01 二 lie  1 ご ’gilt  of*  the  Ilalsdate 
占： 一き 己  this  1 焉ジ tive  to 客  r •巧  lllmshi、 乂  一ー ミ 己， as  his  mni  ご  i 
oiit  inilciish 一ぶ づ ，一 slles. 

がが 船 摸の 書かれた この 英文を 推獎 したがは はま 草で なくの 巧 的に ぞへ てぶ ると そこに 人が 的む 即 •週 
をむ 藏す るか 〇 です 〇 そぅして ホ 化の 命か繫 •かれて 化生の 陣ホ をな めさせた 點 は、 惟た 單に 化生の な 人 
であつ たの かならず、 時勢を して 悠が として 適な に 巧を 進めし めた 一 喫 機と なつた からです 〇 文章 其の 
的の 體 がわら いへ ばを 然破 化の ものです C 义 巧む リに脫 線の おが 多い ょろ です C 何ん といつても 狗 系む 
雄が 蘭人であります。 若し 之を お 代の 巧 語に 直したならば、 左の かき 判り 易き ものに むリ ます。 


一 こり ， 


O ご  tuc  iu 誓 t  of  J 己 y  】G, 1SG4,  at  the  rcqit  of  M こ皇 aishi 

f  r  s  I  p-  f  c^-  fs  -5 -  f » 

を 一 ご 11  to  fu 屋 一, is  —re  ミ絮 t  to 望 ui 皆 ai;  oil  tl 吕 t  1 基 It、 in 

^55 -  p-  ^  t. 

well 己  he  っ ミ. ご cd  out. 

この 驚 文を 巧 じ 記載し ます 0 

ペルリ ン號 Q 滞な 七 ボリ， は 軍 巧 《御 懇請に ょり 新 拐 巧を してが' のをて を 御 底せ し复 ほめに、 な 
の 一み を 賭して、 巧を 上海に 御问船 まぅ すべし この 達を 表明ず るな めに、 なの 影像を 貴下に 呈す •で 
八 巧 六十 四 年 A 月 十六 曰 (元 治 元年) おお 避に て 

福击を 之亩樣  セボ 9 1 

きい ぶ) 巧 •フ •ベ， を， シ、 •1 

さて •先 妾 巧 庭歐產 遊の 節、 即ち 明治 十 罢四巧 この 船長に S こて、 me 日っの 震を 
咸讀 し昆 •つ 某义 化の 蠢に 進步 した 情 研を 語り、 音を 載 g じて •互 ひに 义 潤を 叙した こ 
とを、 先生は 米國 から 辭 へず 福 妻 宛に 襲で 通知し ました。  ' 
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前略。.！ じて は 小生を H 本ょり 逆れ おし 冥 候、 が 比 丹 セ ボリ ー 氏を 机 尋ねて 巧 巧 ホに 一雨 H 滞が、 

嫂々 昔話を なし、 5 化 2 髮 ど— じ、 義樂富 候。 鬟 支々 にて 相 雲 故 わ、 ホの 外き 援 

3 氏は 件 W 時は ユ ー ョ ー ク州巾 ブロック リン かに 滞が 被な 候。 

斬  島  襄 

關 i 成 遭 賢兄 


蜜は 當校脫 跑の實 を ぐるた めじ、 數那間 心 力を 盡し •別けてを の おの 疲勞で 巧 動が に 
塘んど としてを の 後の 日を 送りました。 實 じこの 時 ほど >  しみし み 九死の 界 かも 蘇生した 

7^-  ィ  t ぶ 

とい ふ 感じを、 黯ぇ たことは ありませんでした J さてを ぅして、 ー ホ 死から 轉れ てをきて むく 
が化來 ろと || つた 時 •新た じ また ぉかを 蘇" かすと ころの ス， 安の 實感が 襲つ て來 りました。 

I  .  しよ、 <  い 、*  s んし V 


ミ、 つけん しヤ くわい 

を は 他で もありません •封建 社會の 政治と いふのは- 


し ぶい かい ふし V 

.支配階級 をの 思惟ず る ま 


規 節を お' のて^ 脱された もので ずから、 この 特踩 麟辦を 擁護ず るた めに、 化處 に根强 レが 化が 
じ偏累 んで をぃ ま-^。 をれ な、 公儀 か.'^’^ 聖をも 受ける 恐む が ホ 6 と 化た や-る 事件 じ對 
しては 彼等は 蓉切 つた iS をす をで をました。 蓬は 獲 S 菱脫國 一條に 就いて、 贿 


， りつ 一 


親ぶ が 友人が •をれ じ 連座して、 お 件が 如何 やう じ^;^ ずるで あらう か、 また 彼等が 如 巧-. •巧 
はれる で ホら うかと いふ 二と を蓉 奪 か II 霸じ 繫 じ 露」 50 ました。 これ 

ら v  - 二' 

は 無理なら ぬ問屬 であります。 福 ± おもまた やはり I 心腳 觀の递 命じ 襲 はれて、 先生を 曾 尾ょ く 

脫國 せしめてから、 をの 後ー ヶ 年の 間と いふ ものは 磬 gj じ も 二心。 一 g...、 官能的 じ 恐怖す る 

やうじなり* 平和の保證がをく闡ざされて， 晴^やかな一日をも送り得なかつたといふことで 
した 0 


もぶ 


さて 話は 前へ 巧つ て、 化榮 をな て、 終 姑した 先生の 船は、 風を* 眞咖 が^に 受けて、 津 輕梅峽 
を 西へ 西へ Lt 航海して 巧き ます。 先生は 最早 やがい II じこび り 著いて ゐる必 雲が なくなり まし 
た。 神の やう な 一朗 かな 心 持で、： 化を だ じ 賢 じと 思つ たを が、 人 菱須叟 なる を悲 むことの 無 


益を 敎 へられ、 を S 黛 蓮は、* 寧 M 齡を II む 二と なく、 宴 船の 續じ glif, ずる ことにな 


りました 〇死 巧が 愤 にもち 巧つ 人は、 即ち 彼れ 自身 神を 化た 人で >  新しい 生活は また かぅ した 
機會 から 始まります。 ホ もは 墨繪の やぅ じ！! らぎ 行く 母國の 山々 を 見ながら も。 心眼 じ 永遠の 
姿を 夢ろ つ \ 一 碧 平 飯、 お 上 自然の 中 じ 人 問の が 祖」 を 印して 巧き まず。 先生の 自記 じょれば、 


ぶりな 一 


を JJ- 至つ て平穩 で、‘ 私邱 一時 閒と涩 の 速力で 脱 海した と ありまず。 が お 凹 曰 目 じ、 先 ホが がの 
船長の 銀の ホ- ク を‘^ ひ 落とした 事件が 祭蠻 したので す。 この 航海 中 •先菱 常務 蔓 くの 
雜 をで >  が が獻 支る もので ありまし たが、 做し 先生は 唐の 誠實 をな てこれ を瞧理 し、 支た を 
の 禱をお .g して、 人閒 ホの S な熬 KS 中 じ 巧 っても、 畫 の彈蟲 ばかりは、 が 料と 密 
铃じ S 艦して、 I 龜の is 駿裹 作つ てゐ ました。 先生は ずべ てのものみ 肉眼で 見ず、 化 際れ じ 
精神の 眼で 觀 たので あゎまず。  . 

旣脫 ，1 曰 本 一到 支那 骑 .一時。  . 

ミ じこ、 ろざし をけ つして せん 〇 じは すみ づ からし、' くを なめ f じ^* 'i をを、 も.**^,/} 

巧 兜み 馳 -- 千里 一。 自嘗を •ザ 豈思家 

かえ n しわら、 つし ゆぷ 、？ かいてよ ろの みめな 卢 ちん 1 なほこ •えん^^ おげ；^^, 

が 笑 巧 風峽雨 あ。 枕頭 尙萝 一一 故閣 T1 


ずいぶん おら  、  一 

職 だ^ 船が 當陪 、懐中には 傕か 一み 銀で S 刚 しかぁりません でした。 臨 分 思 ひ 切つ たが 杆家 
でず。 をれ でも これを 靜辭 して、 をの 器 ホ！ クの ためじ、 藝贼齡 として 船長に 憲し 
ました。 寞 ぅじ 塞が _ 齡繁 S た 時、 盧 ちじ k け 海つ た 騒々 しい 支那 人の 聲 入た ぢ夕 
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冷笑的の 態度で 交ぜ 返ず やら、 または 日本の 誓— 力を 苦しめろ 積り かなん かで 盛ん じ聲 しでて こ 

こ、 ろ まを、  さ 

爲め 先生は 一人旅の‘ 心細 さじ や、 氣を 腐らせました。 この 航海 中、 幾分の 景物を 添へ たことは 

ほ カ  ピ よく  一 

前記の 一條と、 化 じもう 一つの 事件が あゎました。 版教 者の 一人なる 英 人が、 「ジョン ブルース 
を诞禪 した 爲 め、 先生 聊 さかみ 巧 誇の 情熱の 柿虜 となつ て、 死 か 生かの 恐ろしい 緊張を 示し 
た一齡 でる りまず。 この 椿事は 先生の 眉^の 疵じ和 韻した もので、 先生を 典 與的じ 聖檀の ！、 こ 
祭' 以上げ たと ころの をれ てす。 先 牛 一として は餘 りぶ 龄 ずぎ た蔚ひ がないでも ありま だん。 をれ 
は便乘 をの 英 人が、 先生 じ 枕を 持ち ホれ と 命じた のじ、 先生が® 齒 ひを して、 をの 爲 めじ 
を やぶられ たと 云 ひ 傅へ てを ゎます。 をの 時 先生は、 がが の 船室 じ 船け をんで、 日 木刀の 觸口 

'  くだん 乏 いじん  かくご 

を くつろけ、 件の 英 人を 眞 二つに 切つ て 捨てょうと 覺 悟した さう です。 がが し 徽頭敵 量、 化當 
違 ひで •眞而 目じ諭 論す るのは、 馬鹿け て 居る 心地が します。 さて 先生は 日々 の 苦役で、 先活 
じ や、 拖游の 一が 期か續 きました。 誠實な 人生の 醉說 ，眷 でも、 落ちを まねば ならぬ 人間の ぉ；^ 
Li は 眼を 蔽ふ素 渠畫ん 。流石に 先 ま 愛 著の 紳 じほ ださむ て、 蒙 二 昔を 詠まむ ました。 

た ごま くら  やを  •.，す 

旅枕 巧の 心を 思 ひやり お 半 じ も e めは 紙 ば ざり けれ 


— ぐ つ 

— へん 一 


ふろ さとの 母の 心の 淋し さを たびねの あに 思 ひこを やわ 

先生は 敏那が 如何 じぁれば とて、 時 做 鐵 載の 縦 神 じ後歸 ずる やぅの ことはぁりませんでした。 
をれ 故 この 船中 もまた 先生の ためじは、 神 載の 敎壇 でありました 0 

さて 日本海は、 この 齊縱 じめ て、 太平洋が 撼邮で •比較の 雌が 荒い のじが して •氣壓 の 勾配 
念なら 夕 温度の かか 蔓 均して、 をの 鶴援愉 をみ りました。 故 •し 化か も 一週間 日から 命" 
話の 織が じ取掛 つたと いふ ことです。 航海 後 七日 目 じ 大山の 尖端を を 川し、 また 廳 しい 夕 暢と 
雲の 3 觀 との 中に、 襄日ま 雲の 天地を 麟 、支た 一而には 謹巧惚 磨の S のこの み而に 

%  てぅ せん 

夕 かつた ことを^ 薪ず る ことが 化 ホました。 先生の 船は 例の 九州と 朝鮮との 海峽 から 對 馬を 經 
て 日本海に 入り、 化 海道の 化 部から 更に I 龄 ぶ私齡 に^ 轉 ずる 黑 潮の 一 か 派じ乘 つた 爲 め、 九 円 
目には をく もな 4庁1> 通過して •扉# が 難 じ 入りました。 この 閒姑 終、 n 本の 利 純を えながら 
巧ろ、 ぶ わた 口と なく、 靑 くがい 俊と なく* 抑 谣の诚 い. 風情を 添へ ぇした。 箱 簡リ邮 力ら 十二 


日 目に 瓣は -H おじ 無事 别若 しました 。先生、】 の 時み ぎの 一詩を 賦 されました。  - - 

ふねを はくす はくぶ や、 っす こ、 っ  .ぶう けい わの づ からかね じつ リ 「ぶん 

泊 レ 舟 薄暮 楊 江 口。 風景 自兼日 ぉ 分。 

いちやけ いせいし*- りじ ゆめじい る  こし やき 5 ちじて きくが. ご ミし 

一夜 蜡聲頻 入， 夢。 尙爲， ，古 舍舊が 聞，。 

かくして 先生は、 至る所 じ 空氣の やうに 文擧を 呼吸し •さう して 其處に 生命を 讚美して 居り 
ます。 をの 生命の 背景 じ 字 街乂の 背景が あり、 偉乂な 人格が 神々 しく 緣 ぇて 居りまず。 先生は 
をく 平和ち 叢を となつ て、 人類愛の 感情に 裏づ けられ T 惡じ 敵ず るな かれ。 人が のみの 颊 をう 
たば、 また 他の 頰を轉 じて これ じな けょ」 とい ふ 殆んど 無 披抗キ ：義の 域 じ 這 入りました。 要ず 
るじ總 てが 先生 じは 啓示で あり、 默示 でありました。 一曆 はつき り 言 ふなら ば、 をれ は 先生の 
體驗 じがて 達した 觀 照の 牛； 活じ 外なら なかつ たので ず。 これを 直ち じ 日常生活 じ齡 がして、 體 
驗 上の 法悅を 自ら も 味 ひ •また 他人を もが ば しめたので あります 。かく 萬 事 じ 切り 盛を ずる や 
うにな つたのは >  恐く をの 生涯 じがけ ろ禮 々雜 多の 幻影と 巧 示と が、 先 牛： の 信仰を 統一して 间 
じ 調子を 帶び させた のじ も據る ことです が •別 じ 時間 的 じ 眺めて、 先生の 一身上 じ r 復 巧」 の 意 
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を ミせ づ 


ホ さへ 結び かけた 程の^ I の 巧が 事は'  嘉永六 年 巧の 正 巧 十 •立け.、 先生が 未だが かの 頃、 木 巧 神 
社 化 倉 宗五郞 の を參拜 したと きで ありまず。 をのみ 第と 云は、 下 總题太 旧 じ扳倉 家の 陣屋が 
ありました 。同所は の 領地で 海上 眼 嗟の 二邵じ 見り •草 商 一 萬 S 千 石が 所の 代な か 中^ 治 
平氏と、 先生の 祖父 辨 治、 ぶび 父 民 治とは 親が の 間柄で、 「春 興」 とい ふ 俳 巧のを が 代官の ちで 
惟され ましたから、 を H を機會 じ參拜 したので あります 0 

をの 時集會 した 人々 は'  いづれ も 郎-撇 ± でありました。 先生の 親父 も 祖父 も 列席した のです。 
をの 席の 擢物じ 次ぎの 如くあります。 


巧 葵を ゆめじは なさし 朝日 さす 
親は 子を をに してを 晚巧 かな 
蓬萊ゃ 松のに ほひの 何處 まても 
星 かけの 巧る 湖水 やが からす 
が赋や 烏の 煙りの よく かゆる 
尊 やな 鶴 も あやうる み 代の お 


是  水 (父 巧 ホの 號) 

淸  女 

«un 
が 

雨  桃 
一  知 

曲  江 (祖父の 號) 


~ JJ1 — 


度 か 菜の 隣り— を 霞け リ 
ょる 年の 力た めさん 弓は しめ 
一 裏表ち も 日 もさす やなき 哉 
なの  春 

番  か 

平生の 見る ものにせん 搜 はな 

•じん 


棲 

子 

兎 


年 

巧 

州 


麗 


水 (化 化の 號) 


そろ 


さて 集會 した •俳人の 同勢が、 うち 揃つ て 佐 倉 神社 じ 參拜じ 出かけた 途中、 向 ふから 領か內 
の 百姓が 乘り うちした ので •代嘗 はを の 忘 慢不禮 を 憤つ て、 鞭で 巧擲 し、 而 かも' 於の やう じ 扱 


ホん そい 


いかいき ふ 


ひました。 この 狀を 見た 先生は 事實 、百姓が 生產 して 支配 騰級 をの 生命を 維持して 斤く のじ • 
倒さま じ 生活の 管肆を 彼等から 受けて 居る のは、 畢竟、 民を が 牛： 活の事 實を考 へ、 または 禪 .解 

く  つ， A 

ずる 事が 化來ぬ やぅ じ、 組み立てられた 社 貪の 罪で あろ ことを 悟り。 か 年ながら、 何畔 かは こ 
れ がを 理的じ 引き 商され る 時が あらねば ならぬ と 想つ たので ありまず。 この 第一印象が 先生を 
霉 動し •薰 蒸して、 且つが 賢 的 じ 深く 掘り下げた 結果と して、 白 己の 人格 的 體驗じ 基いた を 巧 


—が 2 — 


を 人生を 體じ 僻!! い •これを 黃も乂 きく、 最も 淡く 傲 底せ しめて、 個が の 潜が 性 じ 十 かの 破 開 
を 遂げし の、 si】 あるが がを ^て\ 倫理的の 動因が 遍く 支配す ろ やぅに したいと いふ 窓氣を 
みみ 持たれた のでした。 替言 ずれば •生活の 不齡 拜-じ 組み立てられて 居る ことが、 化 化 じ 取つ 
てょ 如何にも 心苦しい® みで あり、 例の 齡識に 働き かけ 良心 じ觸れ 、隨 つて 生 巧を 動す の 次と 
なゎ •おのれの 貧 貴を が 戴して 來 ると 同時 じ、 をれ を满 たず 义使 として •部分的 じは 反 對のあ 
つたこも巧^ず、 が^^15から觀察して、 先生は終ひじ脫國したのであります〇 


第 十 章 


斷 髮么辭 


新 島  幹 


かいじら  しな や ミ ♦こ、 っか、 っじて これを さゎ  すむな ちし ゆく していは/ 

一兀お 九 年巧モ ザみ パ贿 日、 が，， 支那 楊子な 口， 斬， 焉、 卧祝而 巨、 

はつをき りし； §く レて いはく  パ  ナい ミみ じいた る われ もを たが ミより もん 二、 <を るべ し 

摘が 髮一祝 曰 河水 至，， 千海韦 ホ須， ，與ル 達 大，。 


夕 うす  こう 


しよ ぢ 


先生は 楊す 江で 斷 髪して、 をの 半 かを 江 じ 投じ、 殘 りの 半分を 所持され てを りよした 。をれ 


ほ そん 


は 巧に ホ じ 人の 手 じ 促が されて ありまず。 

しんねん きねん 


だんは つ 


おおが 安中 敎會で 先生の 二十 网年紀 念を 開催した 巧、 未と 人が 前記 「挪髮 の辭」 とおに、 先 

ら 5 ぶつ  て， I ら. 

生の 毛髪の 數 筋を 持參 いたさむ ましたので •それらを 展 ずる 機會を 得ました。 私は 渡米 後、 
サンフランシスコ、 ゴ— ルドン •ゲ I 卜公閒 の 美術館に、 ナぶ レォン 第一 世の 頭髪の •數が 化が. 


ーク /4 


ぶ 


特 A お 


されて ゐた G を 見ました が、 をの 一^ 辛 心 蓋 永へ じ 飲ず ベ < 、而か も懷 か」 みのぁる 貴い. 
巧き た P そ •曼 千裹辦 M でぁ— 覺 ぇまず。 をし 先 篆雲も かぅ いふ 風に 器され た 

ならば •日本の 思 祗界の 推移を 何もの ょりもが 
や沪 こ. ii ろ もので あらぅ と 信じまず 。おは 先生 
の 一身上に とつて 上 おが 心 靴 上の 回歸 線で、 而 
かも をれ が诫理 上の 巧歸 線と 略 ほ 一致して 居ろ 
のをが^' じ おひ 圭 す。 口木 人が この 上海まで 
を ^ 苗ん ぶ 巧，— 小 雲ぶ  ホる と、 をの 人相 應じ 自己を 透察し、 をの 人の 

言 巧が をの 人を^ の象徵 となるな ども •考 へて 
み 戊 ば 不思議 じ 鞭り ません。 先 牛 一が 此處 で斷髮 


•义乂 いん 夕 } を 

み 

目 

な^ 


、で 


いも 


< 


した かもへ ぱ 、震 II 年、 縣府 から 英闕 じ繫を 命ぜられた 品 人、 即ち 川路 蠢 (寬窠 ‘ 
が裘 1( 敬 宇 y 外 川捨， <  (正 一). 赞か奎 吾 •輿 作卖ヘ 蕾が* 麓) •蕩錠 盡 、が 柬曼助 
S 黛 哉'/ 市 川璧或 (お靈 一一 添 ys 議 み、 を 普 具 藻 •杉德 一一 一郎、 福 耀英ク 品、 徳川 一が、 


_2 巧一 


け蒂巧 等 も、 皆な 此 4 .で献 I 造して おります。 お齡 が齡 がか 來 なくなつ たの か •或 ひは こむ まご 

いじおう  一 

賴巧 的自資 心が 異常に 多 かつた 所爲 か、 兎に 巧义 巧の 円本 人は^!^ へがて 初めて 乂 局を 理解ず 
ろ や/うであります。 さう して 至る所に ドィッ人 または ィギリス 人の がし 齡く戰 つて ゐる こと や 
彼等が 元 氣を淸 新. じ おちながら 、自分たち-】 を 化が の 他の 巧 族を ミ 配す ろが をち ずる もので 
あるかの 如く じ自 貧して、 傍若無人 じ 振舞つ てゐる ことな どを 見て け、 百聞 一見 じ 如かず の醫 

かつ  ミうな く  こ 

へ じ娥れ ず、 管て 幕府と か 討幕と か唱 へて ゐた 人たち も、 旣 じ；^ 歡 までぶ たな 上、 をれ が痴 I、 
の 夢を 解く 底の ものに 過ぎな かつた ことを 知つ たので あゎ ませう。 

は  一一 W 】 て  I’ す  こ 古 y 

さて 先生の 箱 館から 乘 つた 船は >  輸と屋 ホと を 上海に g 新け して、 直ぐ また 化 梅 道 こな 航す 
るので あゎました。 兎に 巧、 今 辜心歡 パと し 下が g をが わな かつた 先生 も、 溺 々たる 淸 化の 
江上 じが 立つ、 が 謹の やうな 逸氣じ 格して は、 自 燃と 無 何ち の鄉じ 人り、 懲齡户 として 獻 僻を 
脫 がした やうな 思 ひを 歡 かれた ことで せう。 峯晴 代、 が 酸 じ 讀んで ゐた齡 繫や歸 案の 
賦が •一帶 の 前景に 活 々した 光景 畫んで 斤き ます 〇邮 || が I 證义も あれば •路傍の 砂を 責^ 
だ 上に 橫臥 ずる 强間家 も あれば •賢 中に 緊 。去 ホを かけ て、 梦 かいて 眠つ てゐ る、 
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物ら あります。，】 H らを をる じつ けても •先生は 常が の 人 問が 昔し 離騷を 詠 じたり 菊を 衆’ 離 
の ド こ 採つ た‘^*^ 辦の やうな 人 ばかりで ない，】 とを がり、 理加 心と 實 際との-距離の 餘 りじ 遠い 
のじ驚かされて、 1|賢^^がで得た人義だけでは、 ぃよ/、を常が夕なくなりました。 

先生は 晦 外の i 新 じ .k むて、 異常の 求 新 本能を 滿 がさせ >  が 料が 齡 新な だけ じ >  傑 化の 數 U 
をち りました。 何ん とち つても、 この 時 かの？ I 足ず べき 解答は、 た ご 渡米の 可能と ち ふこと で 
みり ました 。をし 機な" が；^ いとすれば、 をれ こを がが の壓迪 '死活の 運命と なる わけで、 腕力 
沙ホ でも 唯一り 通ず より 外じ毅 がありません でした。 何とか 纏り をつ けねば ならず、 ながのに 一 

巧の 带 しさが K み K してが ました。 先生の 討 じは 驚 憤 性を 帶 びた 蜗吼感 が强く 湧き ホつ て、 玻 

，  •  〇, 

こ 炎を が やしなが らも、 猶ほ 且つ 「聖じ S の 天 じなる 如く、 地 じ も なれ かし」 と 祈る より 外じ途 

あい  む も 

ジ なく  一® がつ て 一難 また 來る といつ たやう じ、 先生は おじ 愛め る 神の 鞭に 巧 たれ 通しで あり 
ました。 さう して 先生は 齡を 見よ。 天を をよ、 齡が一 上 一 下は 天地 も 巧に 菩磬 あのむ 上は 
肖 然も 化 ハじ歡 春し、 かが 醇 すれば、 天地 も 巧じ恰 然として 慟哭す る でんら うとい ふ實感 を、 

、し  ほつ  すん いん 

帛巧 感じました 。人 問 萬 事、 j 神の 款 思な しじは、 かきようと なし'- しも か、 寸險 をが ばす こと 
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ジ出來 ず。 死なぅ と狱 しても ホ、 敷の i じ 死す る ことの 化まい 仍 は‘ 教辭； にも みを 攀く 
神の おる ためで あると 倍 じ、 先生は!! 化 直% 長 勢 じ， 问 つて 息を 繼く問 もない 極じ歡 離し、 漸 
く 义國じ 向つ て ホ 帆す V き那 じあり つく こ-^ が 化が た W でず。 の II、 ベルリン 號の 船長が、 侄 

か 短 管 G 航海ながら、 先生と +群 梅卜； 蓋を」 て、 先 ま 靈ド觀 の 力、 また 侧円も 
振‘ ぶ 一生懸命 じを 動ずる 度 3 元氣 、且つは 麵，？ -便乘 者の .ig な 言動 も 寂 じ 介せ ず、 ひた 
ずら >  情 理を憬 仰し •鑑賞す る 生沾じ 達して ゐ るのを がが いて、 船長 自身が この 危險を 貸し‘ 
而かも満足を感じたのですから、 今囘もまた米國巧のブ ィ ル ド*  ロ バ ー號の.：^ん^;^ピおひ、懇切じ 
先生の 化 護を 化觀 して 吳 むた 爲 めじ、 斯く はが 贼 恥じ 運んだ ので ぁりました。 

ワィルド •ロバー 號の船 農は、 名を エーチ •エス •テ ー ラ ー と 呼び、 マサ チ ユたツ チヤ サム 巧 
の 人でした、 この 人は スコツト ランドから ァメリヵ じ 移住した 人です 〇、 ぶ もこの 挑ぶ ァメリヵ 
じ夕 いがて いづむ も スコツト ランド 系であります。 先生の 甫 めて 入 擧 した フィ リップス、 ァ‘ 
々デミ— の お 長は、； •卫- チ •テ！ ラ 1 と 云つ て、 た ご 穀の齡 おが 那 長と 違つ てゐろ だけ 
です、 この テ-ラ.- 累 V ルリ A 號 の： 船影 農を 快く 引き 請けて •磬じ 先 まがを み-一貫 


さず ことじな つたので、 先生は 愈よ 肖が の 生 巧を なて 福音を 示ず ベく み 意し ました。 化生は ホ 
づ との 船 じ 移ろ や、 否や をれ まで】 日も齡 がを 離さな かつた 日本での 大きな ホを 撇 長に 贈 〇、 
圧つ 一切 1"" 術 齡で瓣 の 勤務 じ從 事す る ことを 約束し ました。 

さて •先生の!^? |磬 から 上 おまでの 航海 所感 じよれば、 結局、 海上 生活は 畫 おの 別の ない 時 
の 延長で、 陸上 生活の や、^ じ^ぇず 時間と いふ 觀 夕^の 刺戟がない から、 生 巧が をち かいて、 
、い^と 體^ とを 诚趴辦 に、 自然の 影が な 中 じ 置く ことが 化かる とちつ てを 〇 まず。 ち 然を爛 お 
した 都會 生活 や鹏齡 が邵じ 局限して、. 而 かも 錦. ほ 自然を 巧ん すと 云 ふ 人は、 根 水のに 自然の 解釋' 
を 誤つ てゐる 人で ありまず、 さぅ でなければ 自然を 愛す ことの 淺い 人であります。 卽ち 人尘を 
積極 明こ數 1*^ しよぅと する 人は、 十ず 街に 立つ て 地 トーの 繁 歎から 眼を をむ け、 神への 絶體 信賴. 

3 んた  •) 

じ 生き 魂の おひ じ •陳與 せざる 一切を 棄 て、 願 みず •その 熊點を 神にまで 移し 横へ る 人で あらね. 
ぶなら ぬと 先生は ちつて をり ます 0 

先 牛； は 本船の 豁齡 纖觀じ 服す ことじな りました。 本船 じ乘 りを むや窗 や、 船長は 先生を ジョ 
I と 呼びました。 をの。 齡歡の 程は かりま せんが •この 稱 呼は、 强い 熱'"" 硬い ホり とを 結を した 
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生命の 所を ぞ だつた 先生 じと つて、 天 來の聲 でありました。 先生が 赋 八の 聲を據 げた 時のを は 

一一.， T* ご片ミ 

お あ S 太で、. 化 度靈活 への 誕生は ジョー の 名を なて 迎 へらむ る ことにな りました。 私の 心懿で 
は 船長が を然 、，卒爾 じ 呼んだ 名では ない と 思 ひます。 たと へ 先 牛： は 其 S 時蓉 頭垢 I, であつ たじ 
もせょ、 聰明の 一點 光は 先生の 一 舉手一 投足じ 意義を 帶び させた じ W 違め りません。 隨 つて 先 
生じは をの 繳 から、 船長 じ 隨喜描 仰の 誠 熱を 捧げし むる、 絕體 不可が の滿 威が あつたと 思 ひま 
ず。 即ち 先生の 如き 稀 有なる 人格の 投げた 光りが、 卜齡 長が 心に 深く 一した もので せぅ。 元ぶ、 
英米人は 刹 軒です から、 かやぅな 場を じは チヤ ー レ I とか、 ジョンと か 呼ぶ のが 通例で ありま 
ず。 例 論、 輕糜の 意が を まれた わけではありません。 日本人 同志に しても、 をを 知らぬ 人じ對 
しては 梢 手が 臾 子なら ば、 次郞 さんと か乂郞 さんと か 呼びまず。 をれ と 同じ おで、 米 人は チヤ 
! レ ー と 呼び •英 人は ジョンと 云 ひます。 けれども 先生の 呼び名 じは、 渾然たる 人格の 怠 葬が 
今 口 まれて ゐ ました、 

先生は セ 巧 四日の 化 乂合衆 阔獨ぶ 祭を 上海の 海上で 迎 へ、 をの 日の パ 刻、 船は 福 州に 向つて 
ル r. 帆し ました。 化 席-でが 木を 搭載して、 これを 香 雖じ輪 送し •或 ひは マニラの 麻 や サィゴンの 
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米を おか 支那の 齡 辟じ繫 慾しながら、 凡を 八ヶパ 間は 親帶を 中心に 游 戈して ゐ ました、 お年郎 
ち I 八 六 五 年 叫 巧 一日、 マニラを お 帆して、 ホ 聞に 向 ひました。 この 時、 英闡瓣 グ木船 じ 危害 
を 加へ ると かいふ 職か臟 りじ 傳 へられた 爲 め、 船長は をれ じ對 して 丘 ハ 器 彈藥を 川 意 させ、 素 
破と ては ご對 おすべき 齡 齢を 整へ ました。 これは 聊 さか 航海 かの 單 調と 倦怠と を 破る 底の もの 
でありました。 先生は 離% っ なろ 犧 船、 奉 化のを を 發禪し •沈靜 と明智 とを ちし 戰 闘の 準備、 袍 
の 照準 等 じ 大いに お IM を 認められました。 この 事件は 聊 さか 感悄 上の 一行き が、 りで、 實 はァメ 
リヵの 南 化 戰爭が 終局を 告 けた じも關 はらず >  交通 機 關が發 達して ゐ ない 結 おとして、 濃が 航 
.搞 中に 巧る 英米 船は、 錦 ほ 半信半疑の 態度を なて 乂 いに 藝がじ 巧め たからの 事でした。 けれど 
〜’先生は|豁觀-だ英犬-人が、 個性の|11^嚴や自己の責巧を知覺し、 國權據張のためじは犠牌的精 
神を 發禪 して、 錦々 が麟が 的の 動作を なし •國 家の 戰 闘を お 利 じ 導く やぅに、 軍需 おなりが な 


ほんこん 


夕〇 よく 


ふんた、 r てき >  しつ 


り、 缺 ちを 感ぜし めぬ や； 巧 力して ゐ る、 チウ トン 人種の 蕉 闘の 氣質じ 驚き、 またを の 反對じ 
南 ザ アジアの 諸ぶ へ茄 ちしつ^ ある ラテン 系の 民族の 外 律ので、 而 かも 前を じ 比べて をの 精神 


ひんじ やく 


、ん ごゆ ひ A 


的發 展の壓 めて 勢 •弱な ことに 驚きました。 尤も 先 牛 一 の 船は、 軍 請 品の 性質を 帶 びた マニラ麻 
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b 輿、 獸皮 等を 多量 じ 搭載して ゐ たので ずから/新 鱗の 中 じ も 一而の 事實は あつたの でず。 さ 『 

てこれ 旨を 地 e 證紛雜 じ 顧みれば、 英裘義 を 夏 じ夕く 持つ た繫 雄を しくは 討^ 
囊 と、 ぅ テン 系のを おを ョリ 多く 露 じ 持つ た 塞 驚との 態 g 龄 、最早 勝な か 見ぇた ょ 
ぅの 氣 がして、 今迄は 靈 、蘆.^ じ 人 t 送 山 G 態を 見ず と GSS りで あつたと 备 きま 
した。  . 

なんこん ていはくち 5  f ゾ よ)  、 

先生は を 港 綻泊中 一日 同巿 街を 見物して、 圖らず も 善 肆の巧 頭 じ繫薪 を發 見し ました。 

先尘 じと つては、 こわが 奠 の發曼 つたので ず。 卽ち 贈が 抓が な 満足 桌福 とを、 この 寶も 
の 中から 得られる と僖 じたからで ありまず。 併し 新が 狱 望と 曇とは おつても、 生悅く 所持 
余が なかつ た爲 め、 先生は 此處じ 思案を 豪て 刀を 船長 じ 覆し T 塞 クルを 得て、 遂ひ 
に 化 军蕩 望黛馨 拿に 人れ ま」 た。 ぶ もが 間 《去ろ 5 ば、 先 寒^ を 吾の 

はこの 時が 初めて ごは S、 實は靑 年期、 が！^: か G 蟲だ つた 時に 旣に そむを 章ゐ ました。 

をれ は靈靈 からを 贈つ た 書でした。 即ち 長 崎 じ おした 藥受磬 《じな つて ゐた 
も 〇  一 しあり 主夕今 猶ほ當 時の 殘 物が、 巧 中 藩 ま菁は 化々 齡獻 されます。 斯 くして 先 牛-ま • 


何時の 問 じか、 貴の 幸福への 前奏と して 聖專 を迎 へて ゐ たわけで すが、 併し 厳密の 意味：^ かて 
高き 精神の 王國 が、 先生の ためじ 其の 扉を 開き、 人 牛； の 眞意蔡 は 化の 關 門を 通じて •初み て 柿 
捉 される と 知つ たのは、 實じ 此の先 ホの 上海 時代であります 。固ょり 無顯の 漢譯聖 蕾で ありま 
ずから •讀 破ず るた めじ 苦^を 貧 ふべき は覺 悟して、 先生は をの 統 海中、 馬太傳 ••税 巧傳 •路 
加傳 、約 瑟傳 と、®^ じ 謗み 終りました J さぅ して 自分の ましみ ぬいた 體驗 から、 先 ホは ョハ 
ホ 傅 S 章 十六 節 じある 「ホ. わ 神は 其の 生み 玉へ る獨 子を 世 じ 峰し 玉 ふ稱じ 愛し 玉へ り」 とい ふ 
聖句じ Ik あな 共麟 お感じ、 をの 感激を 通じて、 凡を 花の 眞 加を 知る が物擧 をは、 自分が 花で ゐ 
ら ねばならぬ。 即ち 愛ず る爲 めじは がらねば ならず、 がる 爲 めじは 愛さなければ ならぬ ことを 
悟りました。 さぅ してを のた めじ、 先生の 經駿は 悉く 傲 底し •渾 一して 來 ましたが、 狗ほ をの 
上に、 美しい 理が 心を 追 ホず るた めじは 離い 瑞實 を舉 むべき でな く、 それを 峨 明に 取り扱 ひさへ 
ずれば、 其 處じ最 心の が慧 がを 巧され る もので あろ ことを 訓 へられ、 先生は 凡ての 看蔡 を無關 
心 じ 過ごさず、 極めて 巧 眼 じを の價 値と 標準と を 省察し 續 けました。 

香谴を 中、 むとした 生活の 八ヶ 月間は、 南ぶ 支那 人 や 海峡 植民地  >  さては 南 巧の 主人な ど •こ 
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.の 附近 一帶の 米食を まとず る 人 穗の間 じ、 民族的 通有性の あろ ことを 發 見し •且つ をの 傳說や 
，習慣 やな どじ も 連絡の ある ことを 兒 巧し、 先生は 暫く 自分自身の 心を 原始的の 宗敎硝 神 じ復歸 
させ、 をれ を 自己 巧 來の道 德的關 巧 じ 結び かけて みれば •其處 に 一を 正が 對の やう じ 見做され 

ろ-. りてき  る やくら く  なを 

る 事の 中 じ も •實は をれ ぐ 論理的の 脈絡の ある ことを がり、 これまで 謎と してち かの 心じ殘 
されて ゐた 疑問 も •どうやら 美事 じ 解み された やうの 氣持 になり ました。 さう して 航海は りか 
に緣 遠い ものと ばかり 思 ひ をんで ゐた ところが、 をれ が 結局、 人生の 研究で •而 かも 巧處 じは 
新しい 道 德の曙 化さへ 認められ、 ちら 眞じ 隣人を 愛して みて 巧め て、 が來の 如くた ご 抽象のに 
道 德を說 くことの、 危險 さが 判明し ました。 

先生は 恰 かも 桃 义郞の 寇ヶ島 征伐を 今樣 にした やうな お伽嚇 のが 界を脱 おしました。 をの 問 
义淸 新の 創意と か膽な 行動とは、 いづれ も 先生の 境遇を を 造ず ろ 理想の 遂 巧に、 役立たに もの 
とては あゎませんでした。 赤道 問 近の 太暢の 威力と、 氣 象の 變 動とは、 視界の 光景 じ 著る しい 
變 化を 與 へ.、 緋靑の 梅 さへ を體じ 甚く 疲勞と 倦 忘との 氣を 溢ら して 居ります。 熱帶の 海の 而を 
引 立たず 飛魚は •恰 かも 銀 節を おる が 如く じ號び 交うて、 おのらを 一を 明快な 調よ を 引 立せ 誇 
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張して ゐ ます。 さう かと 旧 心 ふと •海豚の 一辭が >  ij おかな お 趣を 湛ぇ ながら •船を 追 ひかけ まず。 
インド 人、 マ レイ 人 等の 赤銅を の 皮膚 •さう して 化の 氣じ 不足した 漓弊さ •撥挪 子を 嘘む かの 
蔭の、 化 丹を 化く やうな 紅 さ •ボル ホォ 、スマトラの ± 人の 原 姑の な、 而 かも 猿との' 距離 さへ 
判明し ないやうな 相貌な どを 眺める じつ けても >  先生は この 化 おじは、- 巧 峰 じ 裏 漉しに かけら 
れ た理廊 だけでは、 通らぬ 社會も ある ことを がりました。 ぇたを の 邊の揽 物は 故縱 で、 形相 も 
を然 、歡 純朦臟 たる もので ありました。 船は ぺ ナンを 化で •化緯 十 度の 線を 眞西じ 向つ て イン 
ドが を航拘 してな くので ありまず •日 藤で さへ 巧 十 おからな 二十 度を 昇降ず ろので、 極度 じ 生 
補 かい 自然は、 た ご 漠然と その美し さを 感じさせる だけで •心的 生活とは 緣 遠い、 恐らくは 滅 
びな くやうな 氣 持の ずる'  一 穗の霧 園 氣じ這 入りました。 も 継に セイロン 島を 望みながら、 船 
か 走り 巧く 際、 忽颂爽 たる 靑 嵐の 賊き ホる とおに、 白雨 沛然と し！^ 臻 り、 た-、 香 もない ザ 凡な 
生活 じ 詩興を 觀 じ、 灿 巧で みほけ た 地圖の やう じ 棲んだ 肌懦が も， をのた めじを 廳じ洗 ひがめ 
られ 、を 身 おみを したやうな 、爽快 さを 覺ぇ るので した。 先生は この 氣 象の 中 じ、 初めて 舉や 
かなを 彩の 雞对を 見 巧し •さう して 大きな 波のう ねり じ もが、 美しい 贴 線の あろ ことを 知り、 
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をれ まで 何等の 情緖も 興奮 も 持てな かつた ホ 道 鼠 下の 景物 じ、 漸く 憧憬を 感じる やう じなり ま 
した。 のみならず、 先生は 事物 じ^す る 愛の 臟滅 から、 これまでの 總 てが 渴の狀 態に 眺められ 

I  、'一々 J  へ、 占ぶ •  V  , 

たこと を 悟り、 物 の 平 化 じを える の も ホ、 愛の 缺を じかる ものである ことを 知りました 〇瓣 
が ァラビァ海 じさし か、 つた 頃、 先生の || 一^は 炎  < と 燃え 上つ て 一穗嬌 傲の々 心と 峭 直な 思 ひを 
なて 絕 えず 波立つ て 居ました。 

I 心繫を 極めた、 絕 望の 淵に 沈んでも、 S 聯、 &じ辦 ねる がごと き 孤 獨じ陷 いる ことなく、 巧て 
溢 ふるる ものの 包む 感情と なり •が 斬は ただ 人 問が 愛と 調和を 作る 原料と して、 役立つ ものと 
澈 庭し、 ますまず 感情を li 迎 して 行く 的確な、 方便を、 りたので ありまず。 

先生の やう じ、 特に 較れ た齡齡 と、 想像力と を、 勝與 されて 生れた 人を、 天は 窮地 じ陷 しい 
れ て、 巧 ホの 顯 斬^は、 目前の 仕事 じ教 はれて、 他を 驗 むみる だけの、 餘稱を 時間の 上 じも怡 
操の トピ も、 がたなかつた、 を わに 關 して 心 編 教職の、 損失の 意識を 獻 表する やう じさせた ので 
靈が 生じ 取つ ては、 散漫なる 解 賢り して、 薑じ應 じて 次第 じ 囊道德 じか 化せし め、 終 じ 
はこの 同じ 總 過は、 更に 進んで 生活を 構 脱する、 もろもろの 要素のは たらく ことじな ゎえ した。 
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•那じ 一げ 問 平均 十 s マィルの 速力で 航海を 樹 け、 四月 十八 日 じ ァフリヵの 東岸 ザンジバル 群 
島を 通過し ぇした。 今までの 色 や、 光 や、 觸感 や、 空漠た る诺色 W を粹が 、俄が •銅 褐色 じ變 
り、 面前 じは 视 めて 見る やぅな 巧 劇 お 摸が 襲つ て來 ました。 この 時 先生は 常人の G じ 倍ぬ 氣韻 
をな 觀 し、 をの 光景を 藝術 的に 巧 寡し 麦した、 先生の 日記 じ 記された をのが 所は* 別けて も寫 
生 的の 生命が 浮動して 居ります。 

み" i んは 風を 左 お 船首に 受け、 半 速力に て避航 せし が、 逆風の なにな 節 奔騰し 海 ホは 爆 布^ か < 巧极上 
にが-ちがり、 紫電 一發 、爾 ホな 紫のを に禪 き、 綠靑 色の 潮水、 化 方を おしてを おの 如くを リ來リ •逆流 
霜 光の 赫 々たる’ 骇條 のな 龍： 入に 登る かかが L。 船 體の最 义化觀 、四十 度 乃 ま 五十 おに 义ふ C がが が 海 
而上 巧ん どな 巧を 蕾く 時、 器物は 敌激 晚落ム 、食器棚の コップ、 瓶、 曲、 鉢 等、 辦 が、 瑞 お、 晏が たる 
皆を 紫して 轉動 L 破碎 す。 備栖 S 繫化 鎖她 か、 短 船の 防を を 伸び、 を 進路は 銅 索を 緊张し 細げ を撤 ホし 
て 各自 之に ょりて ホみ、 はて 身 體の顯 倒を 巧ぐ。 ザ 後 じ 至りて 風力 勁 お、 其の 力 十に 達し、 大雨は 統を 
覆へ すか 如く、 情 さまを； 顏 面を 撲 し、 愚； 伯 雨 帥 帮楚を 件 ひ、 震駕 おがと して、 替綜 の婉姆 として 峭啊す 
る や、 高さ 冗 十 尺、 長さ 千 R をが' え、 波 巧は 高山の お 巧を 敦む おか  < 、波は 千 化の 巧を の 如く、 輪错化 
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巧 じ 登る 時は、 我 蜡巧揚 して 怡も 天に 冲 ずるう か < 、而 して 波を に陷 ると きは、 奈落の底に 入る か 如く  一 
凹 顧朦廳 として、 光景 棲 倍を 極め、 風は 糟 がを 掠め 索條を 打ちて、 刻々 暴威を 振 ふ 〇躯を 堅牢なる 楷柱 
に 固 縛して、 歷 浪に拉 せらる、 を 避け、 奮歐を 力、 魂 盡き魄 逝き、 爲す 所を がらず 〇景早 おかを おつょ 
リか むきに まりし 時、 船は 狎し 流されつ 》 、串 運 にも サン ジ バル 群島に 避難せ リ〇 ま々。」 

四月 二十 一日、 先生は 船の 佐 置を 測つ て、 南緯 十二 度、 東徑 S 十五 度、 をれ にょつ てモザ 
ン ピック 海峡 じ 入つ たこと を 知りました。 が 日までは 人間の 款 曲を 歌ひ盡 したが •さう して 今 
日は が界 がを く 新た じな つた やうな 感じを 懷 かれました。 曾つ て 化 越の 夜泊り じ 追 かの 曲を 聞 
いて 巧き、 隱败の 島で 欽 乃の 聲を耳 じした 時の 緒 情が、 今猶ほ 先生の 心の 何處 かじ 持績 された 

るいた いら こ 

ものと 見ぇ、 船長 か暖黛 模糊た るか 平 線 上 じ マダヵスヵル 島を お示した 時、 先生は 本 龍 的じ自 
己の 脆い 惰感を 抑へ る ことが お ホず、 何となく 淚を誘 ふやうな 氣持 じな つたと お 白され てゐま 
ず 。船は 南へ 南へ 腕し ました。 先生は 脑を 曲げて、 旣じ 天下を 取つ たやう の氣じ もな り、 東 漂 
西 泊の 生涯 じを の 烈しぃ 感情を 鼠 線 的 じ齡禪 し、 事象を 巧め つ、 また！！ 猶 を斯觀 させつ、 詩 美 
じ充 ちた 航询 を績 けながら 四 巧 S 十 H とい ふじ、 早く も 巷 望峯じ 達しました。 をの 頃から 先生 


の 頭が 夕か一 解 船に 働き 始めました 。をれ とがす のは 十 s 世紀 じ かの マルコ ホ I ルが 初めて 化 
處 を那齡 して、 首尾よく 碟險 した ことの 同 願が、 先生を して 何もの か、 な 己 心中の な 線に 觸む 
しめ，こからです。 强は先菱ためじもが、 霸15|?でを沿た地點で、「巧たりと信せよ、 さむ 

ちよく か、 っ 

ぶを べし」 との'；: がが 先生の 心に く 働き かけて ゐ ました。 これから ゴット 叫に 直統 L •先生 
は 其 處で挪 めて リンコ ルンの 斷辕 された ことな 間き ました。 一同 驚異の 眼を 見張り ましたが、 
中で も 先生は 殆 んど黨  1 がが の 觀に猶 りました。 をれ は リンコ ルンが、 先 化を して 人 問の 謹 
と化榮 とを 意識せ しめ、 且つ 先生 も穀 S して 措かな かつた 大人 雙 であつ たからで ありま 
ず。 さ、 っして また、 がが 心® の完毫 轟 じまで 推し 上げて 來 たがの 理想 じ擲 をされ、 先 寒 
足 一度び 义题 じがしたら、 何を Is いても を 速 この 大人が をの 馨 咳に おする ことが 巧來 ると 思つ 
て來 たのに'  をの Is てがず つかり 外れた からで ありまず 0 先生を 乘 せた 船は、 化 所から 一路 直 
通义 國に航 しました。 

.航诗 •巧、 先 化は 乂 いに をのが 見を 麟 めました。 これが 皆な 化生の 實生 巧に 織りを まれて、 色 
をな し 音を 發 してを り 妻。 龄獻 の东盛 ハでの 敷 識の东 で •を 體寞 整爵 からを 下ろ 
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せ ば をれ たけ 人間は 大きくなる ものであります 。かで 3 にして 化 ホは-化が 平 望 義の驟 ひ 
じ 使命を 帶 びた、 お 力の 遵を となつ たので ありまず。 先生は 辦卿嚴 II 晰じ齡 於す る 葉々 の 人禮を 

ちすじ 

見て 人間の 道筋を はつき りが る ことが 化义 ました。 最もが 勝夕 いのは、 闕 民のに 强义 なるな 

を岛 てが 界の 他の 劣つ たも 龄を ミ舶 ずべき 使命を がず るかの 如くに 暮卽 する ことで >  を セ ロ 

へい ミん ぶく  .  •  -  じ 糸 

果 •併呑 慾を； 姿に 現は ず ことは、 國民 のために 最も 觀 しむべき ことで あるとの モ 張で ありまし 
た。 即ち 一民 族が 1^， る理 をみ をな で、® 歡じ 自衰塞 振りを^ いる ことになると、 ァ 
フ リヵの よ 人が 悉く 靴を 穿く ことにな り、 をの 結果 •  g 砂の II 證 '辟 平均が 破れて •結局は 
自 みの 生活 じ 脅威を 蒙る やぅ じなりまず 。これと同じく  •义 食を ョーロ ッバ 人 こぉ 一、， ると しこ 

て ミ！！ 

もら ば 集 產 の 調和 寞し て、 米食 人穗の 生活が がが じなり 妻。 結局、 地球 h- に 難 I あり、 

溫帶 あり •寒帶 G ある G は、； t 男なる ill であ 2」、 これを 破ろ 0 は繼的 じ慘衰 巧爲で 
ある ことを 知りました 0 

巧くて 先 寒 死 か 生かの 恐ろしい 露を 賊まれ てゐる 時、 驟ツて 先生の 藻 庭を えれば-こ 
れ また 人間 悲劇の 絕頂 とも 言 ふべ く、 先生の 兩親や 姉は、 g‘g 一の、 む游 のた めじ ー ホした 事に も 
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非常 じ 感じ 易くな り、 憂 驚と 喪心と 悲 I おとが、 を 身に 喧ひ 入る やうな 氣持 じな つて ゐ ました。 

さう して 先生の 生死の 稱も覺 束ない ためじ、 彼等は をく 絕學 的の 氣 かに 梨 はれてば かり ゐま 
した 0 

人間の 倘 執^ じ眼隱 しを され >  藩± の 中 じは 突つ 姑 子 もない 峰を 流が して、 化生を が 逆 人 呼は 
〇 をなず もの も あれは、 憐 熱の 姉 虜 となつ て、 新 島 家を 繼子扱 ひじず る 手 合 ひも ありました。 
飯 旧 お 等の やうな 健を なかすは、 をん な 衝動の の嚼を てんから 問題 じしませんで したが、 をれ 
でも 一が 齡 が款敞 となつ て、 結局 事實と 誤られ さうな 恐れが あつた 爲め •化 づ應急 的の 解み とし 
て、 先生を 藩北籍 から 抹消す ると 共 じ、 幕府の 遣責を 避ける ためじ 非公式 じ それぞれ 誌 解を 巧 
る 手段を がりました。 新 島 家の •張子 烏た ス辨治 も 重役 方 じ 運動し •先生の 兩 ホの 謠愼 振り も 
測々 人 じ 避る ものが あつたので、 化閒の 攻擊は 次第に 緩和して 參 りました 。さう して 常 化の 藩 
ぶ 勝殷公 も、 先生を 瓣± から 除籍ず る 事 だけで、 事を 濟 まされました。 

化 約确子 A おご 一太 倏 、去 巧 あ 巧 子年 一一 一月、 中 鉛 館 表 江 淘軍學 科な 修鶏體 越候處 、巧み 月 同所ょ リ 何れ 
へ か濡越 何々 にも 消息 不圳 にが、 二 巧な みを なて が績 'な 致 度、 セ 五 S 乂綾嚇 之が、 を 願 候。 


一が/ 


元 お 巧 こ 並が セ 月 十目 
.御大 日 化 衆 中 


巧む  辨 


治 


ひ-つ ザん  ホ、 ち や、 っ 

必然の 行き掛り として、 おの 屈 蕾が 祖父 辨 治の 手から 晚廳に 差 巧され、 新 島 家は 資 巧を 引き 


さよ か 


て辨 治が 隱 居を 許ず かされ* 稱極 のの 一が 動ながら も •ょく 幕府 じ對 して 數铅 燃附の 効を 葵し， 
事件は 案外を 易に 結局を がけました 。更に この 裏 丽の齡 息を 語む ば •をむ はやは り 飯 田 お •橫 
井 巧 等の 公ぶな 判 獻が與 つて 力 あつた、 .ゎので、 結局、 新 島 家と 化 等， 问 身の 蒙るべき 不而 目を 聖 
減し 得た の も、 巧な これらの 人々 の盡 力に 换 つと ころが 多 かつた のです 0 

さて新島家は. 辨治といふち頭のな生涯がが局を告げ、 また氧^5^:^な革新の動機を{かじ家庭 
のを 氣に揣 き 化しつ- >  あつた 先 か： を 失つ た爲 め、 一且 新ら しい 道 じ •勝み 巧した 矢先き を、 俄然 
巧び 暗檐 たる 冢齒氣 じ 包まれました。 さぅ してが っ巧芽 生へ た 新 島 家の 黃八ホ 時代 も、 かやぅな 狀 
態で 終局を 吿 け、 をの 反歡 として 感覺的 也 幽暗な；！： 秘ぶ 驚に 移， りました 。物事を!^ き J-g めて 巧 
く 結果、 感情が 强く 働いて、 新な 家の人々 は 八 貫 汚の 神々 み fl 號 し； A から •先 化の 歸 朝まで 單 
じ 衝動的の 禮 拜を戀 づけました りぶ 信 迷信は さて 當き •神信心 •をの 巧實 的な！! みから 離れて 
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お 易く 光 叫の が 界じ轉 じ 巧ろ 喜びみ-媛'—、 をれ じょつ て 漸く 悲劇的の 搬滅か .，0 救 はれて をり 主 か 
した、 たと ひ 離が 的 じで も 先生の 運命が 巧り 當 めら れ たと 思 ふ 時、 徙等 はがめ てを 格の 境地 か 

救 ひ h_ げられ た氣持 じなり、 また 祝ろ W 上は 必ず 其處じ 靈驗の ある’】 と、 信じて、 S ヶ n じ 
は 目黑の 不動、 サ 心の 琴 平、 日本 橋の 水 天 宵に 奉 施し、 巧 神 や ホ 護 神 じは U 參を 織け.、 さう して 
目前 じ 差： 姐つ たが 禍 棘を 無辜に 尴け 得る やう じ、 加持 祈 禱を營 みました。 をの 讚 数の 1W 經が戶 
外 じ 漏れて、 往 ホの 人の 足を 化め、 悲哀の 氣 が磅膊 と/て、 今度は なつて 化 問の 同情が、 盛に 
新爲 家じ灑 がれる やう じなりました。 

新岛 家の人々 は 天地 じ 願 蹄して、 巧 間への ず 際 も 自然 遠虜 がちて あゎました 。肝つ 造 ザ、 顚 
沛 も、 をの 不安には 一齡 心で 居 r 「れぬ 所から、 新 鳥 家の 傳統 である 銳敏な 感受 化が 善い 歳 巧で 
も 惡い蔵 味で も、 極めてが 力な 作用を なし、 をれ の 深 酷な お響か、 一家の 氣 持を 化 削の 巧 惑に 
對 して 非常 じ^ 獻 じし、 明治 セ 年の 秋 先生の 歸朝 時まで •さう した 戰 々兢 々たる か活 振りが 鑽 
きました。 後、 新 島 家が 巧 中 じ 移住して から も'  お 巧秋閒 巧の 余： W 巧と いふ 絳 家を 每パ訪 
問して は 同氏と おにが； 處 から 云お餘 りの 貝澤稻 荷に 參詣 したと いふ 詰を、 おはを W 巧に 削き ま 
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した。 をの 頃は まだ 帶 刀の 時分でした から、 1511 ^ も 亦を の 例じ槪 つて、 いつも 'w 刀で あつたと 
のこと でした 0 

そ も そ  を、  、 

抑 も 先生が 化 海道 箱 館 じ 海軍 修業を 命ぜられ たのは'  もとより 藩の^ 齡 が じは 视違 なかつ たけ 
れ ども、 實は橫 ホ 家を や 新進 3 飯阳君 等が 一隅を 擧 ぐれば sg を 知る とい ふ 聰明な 人たち であ 
つたから、 新しい 國 家の 婉一 運動の ための 對策 として 礫て 人が を Ig 脱し、 列藩 じ 卒先して 世界 
的 常識を 準備し よぅとい ふが がの 下 じ、 記載され た】 件 だつ たのです。 をれ 故、 先生と 飯の 君 

との 間 じは 雪 Tg がるつ たわけで、 先 案 靈表提 5 擊露 I 影 雲 じ 養な 機 曾を 

見 化ず ことの 化 化な かつた!^ がは、 直ち じ國 境を 齡 ずると いふ 獻 契の 下 じ化义 上つ た 事件な 
ので ありまず。 從 つて 餓旧君 が、 先菱 ためじ 聲獻の 誠が き やぅが 影 低を 貧び てなる のは、 む 
しろ 當然 のこと でず。 飯 W 君の 矿話 じよれば、 先生が が户 から 化 海道 じ 巧つ て 巧狮の 際、 旣じ 
思 ひ 舞 じ 愛が す 二と がきて ゐ たから、 飯 W 君は 凡そ 熙 賢ら」 て 磨の 到 李 
るかを 谤 がして 居つ たとの ことでした。 元 ホなら、 先生が な 戶を化 帆す る やが. や、 機 貪を え 計 
つて、 先生の 兩 親を 納得せ しむる 箸 だつ たから、 飯 旧 君は 屡々 新 烏 家の 門前を If むた もの ださ 
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ぅだが、 觀 ii じ 泼く際 ざ、 れた家 巧の が 乎を をて は、 自 かの 特辦に 巧ぇ た 腕前を 借 じながら も • 
さず.. かに 寄りが き瓣 く、 さりと て 事贊を 詔る ことは* 辦 ほさら す 巧 能の 躬 でした。 ぶ一は 公義 じ 

王 ミぢぶ 

對 する懸 じ も 等し •第二は 兩 親の 許さぬ 蹇赛 が認 したと ぁつて は、 化袭 かやぅ 次が 
でを く抗 辯に 號 する こと ゆる r 飯 旧 君は 郭 端まで 身を 帯せ ながら、 をの 郁. が、 巧れ た 舞を 機い 

\  一  か •  *0 せ 

て 一を 逃れの 日を 歎つ てゐ ました。 しかし 新 島 家の人々 の悲懷 な遣懒 のない 悦 巧が 心に 刻まれ > 

、  一  3 レ  はら 

をつ 眼前に 齡んで ま 事、 露の 爵、 '安し も穀を 許さない ので、 ま、 ょと ばかり 化を 扼 
を、 更 めて 同家を し、 齡 版を 試て じ 立て \ 應對の 蔽亂を 避けながら、 平靜な 態度で 一 什 
姑 終を 側 '懿 りました 〇 をの 節飯山 おが 先生の 兩親じ 載 W された 乂耍を >  同 君は おじ も 諸り 削 か 
されました が、 をのが I ぶは 則ち おの 通りで みり まず 0 

、一  ごり や、 っ しん 

が一 自が (飯 巧 お) は 先生の 齡 思を 十 か 被み 盡 したと 借 じて 巧り ますから、 御兩 教に對 して 申し トーげ た 
辨齡 もを ち n かの ム のみでな いことは 卵 かで ぁリ ます 〇御爾 親も旣 にた 略 御を 知の 館で、 ホ 化は か 前 
なの 意思を 艘 L、 が £ がが^ 中 樞に入 リ興阴 のために 必嬰缺 *こ ベから ざる ものを 攝^ したい、 とい ふ强 
、が聲と、 お-い^^^とで、 企てられたのであリますから、 化命ををぅして勝利と巧効とを鈴らすべきは 
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を 化と してな 然 のこと であ リ まず 〇さ ぅして 化生は、 日頃、 r, 巧い の ある ホです から、 日 己み 忘れて 
無益な 犠牲を 拂 ふやぅ むな をは •を おありません。 結局、】 時の 如'^ は、 光榮に 終局す るた めの、 犠牲 
に 過ぎな かつた との 事です。 さすがに、 り兩 親が 巧が 子に 同情 J 解り、 事 化 所に 至り 巧る までの 我が 子 


な 


の 苦 也に、 一時は 泣き 山し ました か、 さすが 辦 治のを け じ 魂と 雨 戦の 恥と で •これまで 小 1- な ふに 巧 
リ 合せて •お 案に 幕れ て & た 始末とは、 案に 巧 逆した 態度で、 自分の 中し 入れに そ じられ ました 。尤も 
化 化が 單 なる 自己の 衝動から、 勝手 昏 儘の 巧那を 採つた ものなら ば、 な然 、不あ 馨の齡 しり も廿受 ずるべ 
きで せぅ が、 それが 先 おの 意思を 體 して、 一み を睹 した ものと あれば、^ がと して 最も 生き甲斐む ある 

乏ら  イレ ド  4. 

途を 選んだ とい ふ 事になる ので、 新 島 家の ためには 其の 事が、 非常^ 救く ひとな つたので あります 。化生 

ほん ミミ  い  を、 

お 斗 がに 巧 出 道に 巧き たとい ふ 巧 象を 對象 として、 どの < らな爾 なの 新 烏 家に 解 もの 思 ひが あつたか か 
りません。 維 巧 後、 新 島 家が だ戶を 退まして 女中に 移轉 する 際、 御 家 やにが 调の怠 琼で弟 巧した 一 化は 
この 训 の 推 息を 站 もょ <訪 明して 巧り ます。 別ち、 

猶な嚴 暴、 巧 お 御 お 護 後 遂候樣 、お 恐 秦お上 侯。 が ホ 奪、 御 您巧拷 に 割译之 刻、 可 お 御 執ぶ、 御沙化 
奉賊 b 候。 

一、 稽ホ蒙 御 懇命 候が A 五 S 太倏 、不を 寄 化 度 乾 
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巧别攀 御沙 化、 糖义巧 単が 
仰 化候憐 、不巧 之み 冥加 至挪 、難朽 化合 苯存候 0 
が 脱走 一が 之 節が、 非常の 配瞭 被ぶ で、 な 5 巧 巧 
罷が 候が、 猫 父 歸邑么 お、 御 印鑑 雜も無 之、 如何 
化 可く 候 哉と、 む 配 化け 候。 然る 處 •蒙 
御莎 化、 歸閒 等么憐 も、 を 巧手を 隨 げ^ 鸭么 穿に 
も 相ぶ、 ホの み雞お 奉が 候。 お、 

一旦 者、 不化 不孝 之 あと 巾 族 もが 之な に巧リ 候處、 

化 度 蒙 命、 

御先 お 様 化 么御苯 公に も 抓ぶ 巧 申と ホ存 候。 お就而 
を、 巧が 成 御座 候は ご、 化 も あ々 老裳 化、 化 ハ 上げが 
中ょ リ穗 々ふ 配 等化攸 故、 歸 巧么躬 而己樂 W 化 
む* 巧は 此度么 账に而 、一先 立歸么 おがぶ おお、 蜗 

輩 之 

御 棘 名 株 も がが 之 修業 么雕も 柳 点、 如何 牛火慶 
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じ 御座 候。 對面 上を、 此後饰 が 巧 學體化 候が、 少しも 厭が か候〇 をな 么教 も、 荒々 な A ょりも 別々 中 遣 
候 間、 お 都々 相 成 候は ご、 一先 觀邑 可け 候と 樂 しか 强か 候" ホ 様之鸦 も、 不か御 懇命 么義化 >  来^ 上 
候。 が 恐 御 蜡案可 被 成 下 候'  (備 巧) みま 中 歸赶と あるは 化 化む 歸 朝む ことを 意げ す 
叨治四 年 A 巧  新  島民  治 
御 蒸 巾 衆， み 

さて 先生は 化 梅 道から 脱 ホの 前日、 委細 善 面を 蕾き 朝 5 かて、 先生の 閑 親、 飯の お、 藩 臟等じ 
を わ"^、 先 おへの 御 奉公の ため 據ろ なく 渡海を 企てた る 趣きを 擊齡 したので あゎました が、 
幸か不幸か、 をの 善 面が 漸く 御 維新 後じ屆 くやぅな 解 織が、 演ぜられ たので ありまず。 今の 邵 
便 制度の 時代から をれば、 殆 んど驗 化の i| なきを 得ません、 これと 同 樣の齡 .織の 巧演 された の 
は、. 先 牛； ろ ァメリヵの フ ィツ ブス、 ァヵ デミー じ入擧 した 時、 をの 樣 すを 福 十一 君 宛てに 通知し 
た書：而の中に、 先生の兩親へ宛てた一善も、郎^さわてあつたので、 福ホおはゎざ^東巧じ化 
で、 新 鳥 家を 證 索した けれども、 終 ひじ 見 おす ことが 巧ぶ ず、 已 むを おず それを 巧の ま、 先生 
の歸朝 時まで がが して、 先生 じ骇氧 いたと 云 ふこと です^ 離^!^ の お 脈の 臟 II だ、 聲じ 恕豫な 
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h ‘ の混亂 であつ た > 思 はれまず。 

前略。 巧 下 先年 ホ國 御着 之な、 御實 をへ 宛 御 差 越の 御 辜 信は、 ホ だ 屆张候 ホを にて、 卽ち 別紙 一八 古 
一二 年 二月 十四 U 化を W て 御 報じ 及び 候姐リ •小を お 京 中に 屢 々八方 採 索す る も、 御 質 家 之 御 引越 化き 判 
おせず、 不得ム 其 儘 所持 體か 候に が •幸 御遲納 中と 候閒 、前 おを 敷 御 推 蔡被下 お、 化 段 ロハを 御 あ 恕化而 
乞 ふ。 

刚巧九 年 六月 九 口  が慌  福尘宇 之を 
西 京 新 島襄樣 足下 

載 の 新 鳥 家は、 明治 S 年 五 巧 一日、' 江戸から 巧 中表に 引き上げ、 巧び 日光と を氣 との 恩 
惠じ齡 する こと、 なりました。 新 烏 家に 新紀元を 割した 辨治 も、 勝てば. 枉軍貨 ければ 賊と •世 
事を 段 si】 して、 春秋 幾年を 此處じ 送り、 さぅ して 過ぎ去つ た 後の 諸相を さつぱりと 洗 ひ 
去つ て、 超 時 問 的の 想 覺を撇 きがした 生を じ 入りました。 隨 つて 牛洁じ 何の 意匠の あるで な 
く、 且つ又 円 的の ある わけで もな く、 巧 住 座臥ず ベて 詩的 お觀 のま、 じ 動き >  日 入つ て 化ろ、 
iSi： つて 謗 わと いふ、 敏繼 さじ ありました。 さぅ して 巧 中では 暴 初、 上の が長樂 ずと い 
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ふ 寺 じ 落ちつ さました。 其 處裹 化に I 於つ たの ス器 まが 0 辭 が&齡 を 窺 じが 
を^り ました。 をの 監 みょさん は、 私が 繼 の！！ あから 載 された さう でした が、 家事 上の 都 

、 まぃり  ， 、 

ム ロで 嫁入し ませんで した。 元 ホが 器最 人で •何一つ 賓槪じ 不足の ものが なく、！! 職から 娘たち 

さい ほ ミ  こし やブ  さ よ '.5  しつ  • 

の 裁縫の 師应や 作法の 綾け ぶじ 調法 がられ、 隙つ て 加 當の收 入 も あつた さう です。 當 時の 裁縫 

せい をん  し 

弟子で、 今に 生が して ゐ るかたち が澤 山あります。 いづれ も 私^と なつて >  キリスト 敎の 家庭 
を 造つ て 居ります。 

先 麗走ま 新 鳥 家は、 辨治 おとおみ ょさんと が齡蕴 がが 僻が で、 先 蒙 罵は 別が に特 

を ももく 募して 參 りました が、 をの' っち じ 時!^ が變 つて 來 て、 II 新が 一 じ お貸しを した さう で 

〇  くわしょ く  -‘う  一 

ず辨 治は 貨殖の 道 じか けても 酔のを で、 會 計と 交際と じ!! 斬の 能を 具へ、 をれ が 生涯 W 經歷 
を 造った 位でした が、 髮 はを 貌 及び 繫 からして 攀 g 撕の 贈が もな く％ 靈だ 露が と電 

をな 一 

はれた 超の 人て したから、 おを § けたり、 事業を 載 策いたり する 野心は、 露ぁりません でし 
た。 且つ 別 じ霉も 道樂ら なく、 た ご 日靈 迫つ た 人々 のた めじ、 ほんの I が ピ襄 を纔け 
てゐ たに 過ぎません。 龍尋の 生活 も 約 一年で 切り上げ •其處 から 靈 からぬ 亂 恥； とぃ ふ處 


に、 江戶を 引き上げた 家中の 新 邸が 化 ホた ので •新 島 家 も其處 じがり ました。 當時 隣家 じ山撫 
とい ふみが 住んで 巧ら れ たが >  郎 巧の 話 じ 新 島 家の人々 はょ く 人を m け お g じ 困難の 人 じは ち 
を濟 さしめ、 如ネ なくを 際して ゐ ましたから、 一般 じが 恥 銳が奠 へた さぅ でず J 
さて、 をの 後廢 藩置縣 となり、 新 鳥 家 も 家 差し 化しました。 實際 >  武家の 社な 
は 生を のが 證を奪 はれた のです から、 をの 當畔の 獻^は 想像 も 化 ホない 化で あつた さぅ です。 
を 中の 家老 職 I 育 あ 取りのを が、 二十 丑 石の 習が 傲窄附 された のでず。 

新 島 家の 家 藤 奉還 願書 

な 巧 縣貫屬 

化を 十】 大區 ルみ 區雜水 郡 安中な 
生  巧 

一家 祿 化石  新な 找治 

.  (文化 四 年で 卽 二月 十四 口を) 

.  .  妻  を  美 

(巧が 十月 十：：： 化) 外 家 巧 二人 
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，^が儀去辛ホな來歸藩し、 風に家祿奉還之を願日夜體巧候處、 今艘、が化祿泰還御聞屆之御ホ化口、謹而拜 
熟 化候處 、不圖 資金 下し 賜 候 旨、 難 お 化合 おを 候。 就 而は家 祿苯還 之 上、 資金 巧 戴 化、 猶化上 不朽 之 お 

巧な 候 様 化 度、 何卒 家祿 奉還 之 儀、 御 採 川 被 下 度樣を 懇願 候、 W 上。 

明治 A 年 五月 サ 四日 差 凹 

{女中 尘 .族  新  島  氏  巧 

熊を 縣令巧 瀬 秀ぉ殿 

安中 時代に 於け る 最後の 新 島 氏の 家屋は、 今猶ほ 同町 新 邸 じを 巧して ゐ まず。 一圍の 家を 抱 
いて、 夜は 一穂の 寒 燈を飄 じ •修道院 的の、 空氣の 中で 唱經し •畫は 南 窓の 下で 剪 栽 いぢり を 
致した のであります。 

新 島 家は お 子雙六 君を じくし ましてから、 天 化の 昔、 巧 系が 殆ん ど絕 ぇょぅと した 場を の、 
深刻 悲痛の 經驗を 巧び 繰り返して 差し 當〇 家督を 術 穿すべき 巧 子を 選を せねば ならぬ ことじな 
り、 朝夕 途ザじ 暮れて をり ましたが、 幸 ひ 懇親の 人の 勸 めじが つて •同藩なる 植栗 家から 巧 巧 
球彌 巧を 迎 へて >  養 乎 じいた しました。 球.^ 若は 公 驚と なをし まし だ j この 時、 新 島 家は 中 4 
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姓格で、 ±のみに列せられてぁりましたから、 萬事を±乂夫た^^恥肾"じがつて巧ふため、 その 
改名 じ も 論語を 擔ざ 巧す とい ふ騷 ぎでした。 

新 烏 錄彌實 名 
宣稱 

公義 字 言 
帶 一: 子  義 ず章體 

家 語を 濁 居 思た 公言 音義 其が 詩 化 則 一日 S 復白圭 之 巧 此其所 出 化 

明治 四 年 未 仰 夏  小が  補  撰 

これを 辨 治が 襲 さに、 普通人を 超越した 新機軸を：^- てな 姓したり •を紋 を 創案したり •創造 

的な 靈で而 かム曇 G ぁ 6 意 速、 長な 機 難 差 生じ 冠し、 お 五 二 夷と 命名した 事 じ 比敕ず 

ると をの 風情は 餘程 異なつ て 居る やぅに 思 はれます。 

な 'V 卜  そへ 

餘談 がかし 長過ぎました が、 さて かの 新 鳥 家の 雙 載と 云 はれた 雙六 巧は、 遺傢 的の 素質 じが 
て 先を と 異なる 所 多く、 天性の 里 募を 文書の _閱薪 じ齡 ぎつ、、 斬齡傲 新が 家 駐一じ 巧 長した ので 
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すから、 をの 半； を 心理の 諸 巧 か 光生 ふよく 齡 つて 巧 o 一かず。 藤 岡 巧から 得た る 左記の 寄 簡ょ邀 

ミく し V6  く  を' が 

六 君の 特色を 最もよ く瑞 さおして をり ます。 

~ 


、けいけ、 5.5 -- 、 

巧な がが 之候處 、溢々 御 僻 勝 奉 質 お。 新 島 故 双六 巧の 事蹟 御が 調べの も、 是 はだか、 g が、 愚 老當時 之 お 
友に て、 きながら 妾 子、 裝ん影 非凡む 天*、 茄樓に 望 巧ず わは、 《義 祭？ 誦讀 ずる 雍 
今 も 眼前に 寒 驚 致し 屛候〇 乍 然文韋 全部を 一 gig し 辑らす 候〇御 返事 迄、 早々。 


明治 四十 一一 年八リ 十四：：！ 


巧な かな おか：！ 邮 一二 八 
藤 


巧 


0 


祥馬縣 施み 郡 巧 中が 
根 岸 橘 一二が 際 
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第 十一 章 

一八 六 お 年 四月、 マニラを 巧 帆して、 四 ク巧閒 、海上 生活を 送ぃ、 先生は 漸く 米齒 ボストン 
に 到着し ました。 恰 かも 八月 十日のを 曉 で、 先づ 目に 映ず る ものは 政廳 の鐘樓 、をれ が お 紫の 
色 じ 輝き、 大厦 商樓の 丘に 陵り 岸 じ 沿うて •蔭と 光と を おがして ゐる 光景であります 。そわが 
先生の 胸 じは 何となく、 聖地 じ 踏み込んだ やうな 緊張 巧と、 同げ に 新時代の 先頭に 雄姿を 現は 
したやう の 感じを 與 へ、 また 一ぶ じは かやう じ、 前途 じを 望と 光明と を 11 めながら も •尙ほ 化 
つ 德泊兒 と 云つ たやうな 寂し さじ 胸を 撰 たれずに はゐ ませんで した。 悲壯 と崇廚 との 念が 交々 
至る といつ たち 樣 でず。 先生は 舰款識 に. ホッ ケットから 烟 管を おり 巧して 一服いた しました が 
此のげ 先生の 思 ふやう、 ぃ 一旦 & 身 的 じ 人類 じ 奉 化すべく、 决 心の 贈を 固めた をが、 この 態は 何 
ん たる ホ & ‘ であらう かと、 忽ち ホ じした W 本式の 烟 管と 烟草 入む とを 海 じ 投げ 乘て ました。 さ 
てこ わからは 萬带 自力で 解み せねば；^ ら ぬと‘ 强い 執眷ん 。が 濃い 眉 根の 問-し 起り •先生の 相觀 
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は 勇を のをむ じ削應 しい 膝 情の 瞬め きを 示しました 。さすがに 先生は，^ とを へを 異にし 巧 


こくなん 


ィ  ’ '  <  プ /  よか  ， す 

しく も 陵 鱗の 日に 當 い、 一身の. 货 をを 圖る わめに、 ホ 闕じ遁 じした と あつて は佩濟 まぬ、 巧； ろ 
しく 人道の ためじ 善戰 して •齡 薇の 載 瓜 じ 鱗む た乂 統領 リンカ ー ンを齡 ばねば ならぬ、 と ホ 心 

べいこく じがう りく  、.，ししい ミ  ご、'、 

された のが •ホ國 上陸 時の 先生の 第一 恥 象て あつたと いふ ことです。 ボストン じ狀鑛 する や 問 
もな く  •船長は 「ゴット ji： の家鄉 じ歸觀 して •ニケ 巧閒 休養いた しました。 この^が 先生は が 
稚な 水夫 等と 起-居を か ハに して、 無風 流な 日を をり ました。 職が 常 笑み 厳み 殺して、 忍耐ず ろ强 


を も 多 かつた のでず。 當 時は 南 化戰爭 終結 後の 不景氣 風が 凄し く 吹き まくつて 居た 頃で、 めつ 
きり 事業の 縮 ル さわ、 使 化 人 もどん^^ 解雇され がちの 場ん n でした から、 特に 外國 人を 化 話す 
る やぅの 人 も あるまい-^、 水 巧 等から 挪渝 はれ >  をんな話じさへ先生は恐：|^の念に襲はわまし 
た。 

ある 日'  先生は ボストンの 市觀 をを 物し ましたが、 黃 をの 义 字が 諸ぶ の 看板 じ 光つ てゐ る、 
燦び やかな 空氣じ 身を 晒 .b した 時 •さすが ァメリヵは 世界で 呂-| も 美しい 國 であると がつ たこと 
でせ ぅ。 爽やかな 微風 じ砍 かれる の も 良い 氣 持で •が處 じは 旅人の、 むを 一 暗く する 何もの も 見な 


ホ さを 


りませんでした。 をれ じつ けても、 飾りの ない 刷し い 江戶の 町の 率が 思 ひ 化されて なりません 
でした。 なほ も か 精に 哪め てな くと •美術 おやち おの 作品が 巧 頭 じ 飾られ、 立派な 閒 おが 數夕 
く 陳列され て あり、 巧舖の 窓掛け や 道 じ 沿ぅた な 派な 建物 じ、 先生は お 様の 炼慨 じが たれぇ し' 
た晴 衣を 荐 けた 子供 やかな どの 窺り 集つ て ゐる廣 小路の 一巧 じ 木屋が あつて、 をの 二階の クラ 
ブ-^書いた看板が、 先生の目を惹きました。 ^^處はヮシ ントン街とスク1ル街との巧で、 ォー 
ルド コーナ ー とい ふ 書籍 巧で ありました。 をの 二階の クラブに 集つ て ホろ 人々 は、 ロング フエ 
口  I 、エマ ー ソン、 ホ ー ソン、 ホルム スホヮ ィク ー 、ロ ー エル 等、 皆な 巧界 のの 义 豪で ありま 
した。 殊に ロング フエ ロ ー の 如きは、 國民的 詩人と して 世界 じを を 遺した 人であります 。化生 
は 吸 ひを まむ る やぅに、 群集と サ： ハに をの 本屋に 這 入り、 かねて 心に 掛けて ゐた 「ロビンソン •ク 
ルー ソ I の傳を 求めました 。それから 二階 じ 上つ て、 文豪 等の 談笑して をる 操 所を も轉愿 しま 
したが、 み自 無造作 じ 蝶を り >  高聲じ 笑つ て、 如何にも ざつく ばらんで •快活な 巧氣を 離ら せ 
て 居る >  單 純な 娠 かな 化異 が、 身じ泌 々と、 嬉しく 感じら むました 。中に も 白髮を 顔の ロング フ 
エロ-- じ 先生は をく 魅せられた のです。 不思議 じ もこれ が緣 となつ て、 先を はが 义 中、 時々 巧 


-r~247 — 


巧の 鄭{モ を 訪問して >  啦 "常な 感化を 受けました。 

た. 9 じ  こく るん てろ しじん  て、；： く  フ f， ， 

當時 この 國 民が 詩人 ロン クフ エロ  ー の 邸 {モ は、 ボストン 郊外 クンブ リツ、、 チ じあり ました。 
歷ぉ 的の 建築物で •かの 獨立 戰爭の 際、 配 お術齡 ヮシントンの、 本營じ 充て、 居つた ものです 
が宏化 じして 彫刻、 繪議 等、 蒂 美を 盡し たもので ありました。 其處に ロング フユ ロ ー が 椅子 こ 

もた  す 

度れ て、 澄んだ 美しぃ 股で、 白客累 うな 純 円 度 I に® 島た せ、 而 かも g 斯の ぁる 强ぃ聲 
て 先 寒 謙へ ろので すから、 先生 S 熙 "齡 、が一 曆 深く、 且つを の© W に歴 窮の喬 をを み、 如 

ミむ 

何にも 爽やかな もので ありました。 光を ホめ じ 巧 かけた 先生は、 いつも 脱 I' 臟じ 浸さ 1L まし こ。 

てい 浊ミ 

秋水、 董の 堤防を 决 ずろ やう じ、 西洋の 文化を 巧 ひ、 一曆 •霍の 詩を^ すろ ことが 化た 
ました。 さう して をれ が 先生の 牛： 活巧 轉觀 ともなつ たので みり ます。 

さて、 郊外の 風景と 詩人の 雅懐と を 時の f 帮肿賊 A 辦 、日 木 公使 森を 禮 おじ 語り、 先生み づ から 

東 道の 支と きて る擊 じ擊 つれ、 ともぐ 黑 なろ 露と 澄明なる 志向と を、 この 詩人 

から 革け {将む ました。 當時 のが 薪 おぉは、 圆らず も 一九二 〇 年 •  g 齡私鬻 磬辭聲 サン フ 
ラン シスコ じぶ ち 寄られた 神 旧 我から 伺 ひました。 神 旧 君の 母校は ァン ホー スト 乂擧 で、 先生 
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と邮觀 のが 身で わります。 どうして この 乂擧を 撰 {もされた か'"" 問へは をれ はを'、 な 公 化の お 
計ら ひでをました。 if が 考 へでは、 察ず ると ころ 新 島 先生の やうな 人物が 出た 震 だか 
ら •が處 が 善から う 化の 齡 だつ たさう です。 神 旧 君が 初めて 渡 おした のは 十四 歲 のげ で をの 
時、 愛 使は 二十 一 一義、 P お 一^は 二十 七 歳でした。 一日、 神 S 累愛 使に 隨 巧して •ロン 
ダフ エロ ー を 辦|| したとの ことでした から、 をの 際どん な會 話が 交 鞭 さ';; たかと 尋ね ましたと 
ころ •神 旧 おの 答 へらむ る じは、 當時 まだ 會 話の 理解が 十分で なかつ たから* 何一つ 記が に J 
つてを る もの もない が、 た ご 極めて 燃 ド 羅^で 識 諭を 鬧 はした、 森 か 使の 楓爽 たる 姿が、 今な 
ま 於 齡に殘 つて ゐ ろと 詰らむ ました。 さう してを の 際、 ロング フエ ロ I は 受け 义リ ながら •而 
かも 賢い 敎師の 齡 勝で めつ たさう です。 終 お、 森 巧が 义敎の 局じ齡 った 際、 巧 かょく 西が の义 
化を 醇化し、 をの 歡 撕を齡 まらな かつた 識見の 上 じは、 特に この 訪觀 の 感化 ジタ かつた ので あ 
ぃます。 

さて 化生ょ、 ヮシントン 觀の 巧の が 度で 「ロビンソン •クル ー ソ ー」 を 手に入れ、 船へ 歸 へて か 
らお： 樣 W ぉを が!^ つてを n を讀み 始めました。 を 想め いた 箇所は さまで 先 かの 興 巧を 惹か なか 


* — ク*^9一 


いんし 中- 


つたが、 先生の 泌 み-^ 深いな 象を 受けた のは、 寄ろ 邊 なき ロビンソン •クルー ソー が、 孤島， し 

友 力， レ 

がて 神 じ 祝り を 捧げる 場面で ありました。 一而 •调れ 切つ た ロビンソン •クルー ソ I が、 而 りの 


、わつ' 


度每じ 巧氣づ けられて、 心から 晴れ やかに なつて 巧く をの 氣持 じ. 先生は 其 だしく 獻臟 が」 感じ 
化處じ 初めて 先生み づ から-神に 祈 織を 糾げ ました。 

ロビンソン •クルー ソーで 端な く 思 ひ 出される のは’ 長搂鼎 君の ことで ありまず。 先 ホが 义 '時 
代の 記事 中 じ、 先生よ ゎ 前 じ 薩州乂 が一 人 •旣じ 巧 ホして 居つ たと ありまず から >  をれ はがを 

夕  >-ク やさ  J ち 

東洋の ロビンソン •クル I ツ ー と 云 はれた 長澤 巧の ことで あらぅ と 故つ て、 私よ 「サン ク •ル I 
ザ」 の 葡萄園 じ 同 巧を 訪問し ました。 T 度、 感 .ッ %ィ 載 sis 日で、 巧は 東部から のが 客と おじ 

- 二ん P，  、こ 

卓を 取り 圍み 、今昔 とりどりの 談話を された が、 同 巧の 識る ところ じよれば、 先生の ちよ 承知 


A んく わい き  な 

しな ろら、 遂 ひじ 丽會の 機を 得な かつた とのこ でした。 觀ほ 巧の 云 はれろ じは、 とにかく 日 


木の 擧生 として 义國じ ホた のは、 先纯 が!! 恥 第一で ありまず。 をの 後‘!^ 卿 心 一年に •廣ホ 化 平 


けい わ、 


0 


太、 同大 平 巧ぶ 弟が、 フルべ ツキ 巧の お駭 でニユ I ョーク じ 渡り、 觀軍袍 術を gg しました 

明治の 初年に  >  田が稻 ずが、 服 部 1 造 •歎 ぉが繼 、同 曇 •目賀 巧 種 太 恥 •載！^ が g、 富 旧 
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绩么 助、 勝 ル 鹿 お 等が •東部に 留擧 し、 明治 八 年 お 巧、^ が 壽义郎 、鳩 山 和 ホ、 菊 池 武夫、 齋 
藤 修一郞 お 等が、 文部省 留擧 生と して 東部 じ來り •明治 十 年 •を 巧捨 日、 化 藤 愛 磨 お 等が、 お 
部に 搏擧 しました。 東部で 育つ た 人々 は、 が師或 ひは 官 をと なゎ、 义鹽を 正義 人道の 關と化 做 
して 居る のじ 對 して、 义平洋 沿岸で 育つ た 日本人は 多く 實 業が じ 入つ て •人 問の 學 問は 带 物で 
なく、 實 際社會 じある と 見て取つ たやぅな 趣きが あります。 斯 くの 如くして •おがの 先祖 ジ攒 
夷と 云つ て騷 いだ 歴史を、 今： n 眼前 じ 河岸を 換 へて、 化 ホの 西岸から 職め てなら のは >  如何に 
も奇 體な對 照で あると、 長澤 巧は 說 明され ました。 

先生は 祈禱を 捧げて 神秘的な 興奮を 呼び起こし、 趟 神を 體じ 不思議な 活 刀を 與 へられました 
これまで 恆に 先生の 生活を 創造して がた 槪 念は、 明か じ 神の 騎 音の 解釋 じ側當 するとが へば' 
先生は を H じょつ て猶 ほ一曆 巧氣づ けられる のでした。 兎 約す る 間 じ、 舶 長が 歸 脈して、 舶の 
持ぶな る ハー デー 巧 じ 先生の 身の 處 置を 相談した ところ、 とじ かく 同人に 丽會 して、 柳 巧の 助 
力を すろ であらぅ とい ふ 福音を 齋 しました、 其處で 先生は 躺長 じが はれて •ボストン 市 ジョィ 
町 じ ハー デー 巧を 訪ね  >  初對而 か‘ t, 異常 じ 深い 印象を 棚 手じ與 へました。 而 かも 先生の 菜 かい 
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感情 じ 包まれた 、貴公す 然とした を 子は、 宛 かも 船長の 推薦の 辭じ 背かず、 ハ ー デ ー 巧は 一人 
の 〇, 供を おけられ たやぅな 心 持 じなり‘ 馬义傳 二十 五 章 四十 節の 「兄 ホの いと ル さきを の】 人 
じ 斤へ る ば 即ち 我 じ 一灯 ひしな り」 とい ふ聖 句を 思 ひ 化し、 直ちに 先生を 養育す る ことじみ 心い 
たしました。 事 實じ據 つてみ ると ハー デー 巧が この 事を 一時の 衝動 じよつ て 取り上げたり、 ま 
たは 單 なる 巧尙 じよつ て 取捨した のでない と 云 ふことは、 精 礎であります。 おは 歐乂紳 丈の 生 
活 の 基準が、 聖書 じよつ て 統一され、 醇化され てゐる ことじ 敬服いた しまず。 

ハー デ ー 氏は ボストン のち 力なる. 誓 業 家で ありました。 また 一面 •人生の 諸問題 じ 就いても 
が當の 準備と 覺悟 とを 持つ た 人でした。 米國バ I ク レー 义平洋 神‘ 聲 おの ナッシュ 博た (新 島 先 
生と 同じく ァン フォー スト、 乂擧の 巧 身) じ閉 くと ころに よれば •ハ ー デ ー 氏は 更に また ホ國 
外 國傳道 部の 實巧 委員長で も あつた さぅ です。 涧ほ氏 W 長子の ホ じ 人じ閒 ひを はせ た 返事 じ、 
ハ— デ！ 氏は をのな パに も 公私の 名 嚳職じ 推薦され、 み 硬の タィトルを 持つ て おつた とのこと 
でありました。 夙 じ 义擧敎 育を 受けたい 希望で あつたが、 病身の ためじ 實姑 ずる ことが 化 ホな. 
かつた ので、 自分の 子供は の 論、 有爲 の そ 弟み. 扶持して 乂學敎 育を 受けさせました。 おな 先 尖 


ぶが. 


は 即ちを の 一人だつた のでず。 ハ ー デー 氏の 長舆 は乂擧 の敎授 になり ました。 先生とは 始んど 
眞 のぶ ホの やぅ じ 親 だつ たさぅ でず。 今 左に をの 長 十の ホ じ 人の 手紙を おげ ます。 

April りを. 1。22. 

445  Bacon  Street, 

Boston. 

Dear  nir •だ egisl 1, 

H  am  sc ミ ling  you  ILy  mail  the  Life  ai 己 ご ttcr 术 of*  joseph  Hardy  Neesima, 
wVc •一え 11  bo  ci •巧 rcat  interest  to  you】 I  ミ n  sure ♦ジ  will  answer  目  any  ot  yo— 

ヴ  r  ミ icstio  ns •吕  y  husba  己  d  was  と  plieus  占 arJy,  eldest  mon  Alpheas  'H •苗 ardy. 

，一' herfo  re  I  am  his  daughter —ill-low.  w  Is  二  w  亩 苗： >  ご ，ミ  lie  was  treated  like  a- 
ホ on  ill  rny  filthcl.-hl—  1 ミ v*s  family,  a i 己  the  b;>ok  J  am  sending  was  "written  夕 

j\rthcr  w •古 ミ ‘dv  son  of*  Alphcus  I-Iardy,  w  一一 0  is  the  only  surviving  member 
這  t】 ち  Harc\y  family •ー ミ \  Hardy  erened  the  づ  t.o  of  Honorable,  through  niany 
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clvlo  dlltswrom  post;:eslisibili^  ミ己  trust,】ie  was  most  earIt  Chris¬ 
tian  and  devoted  to  all  good  8ミミ.  my  husband  空づィ乙  in  the  Qvil  war  as 
prst  ご eiiteii ミ It  hi  the  45  R を ment  も  Miatll 发 tt5  Ill.  mrs.  Alphe ミ 田 •  Hal 

rdy,sheclicclfouryearsago- 

.1  thinii  this  all  the  necessary  infori ゴ atio 己 •  H  have  t;\vo  sons,  AlpIiC 乙 s  夕古 a— 
rdy  (the  Autlier  of  Kograph  of  J^cesinla)  find  kogg  Hardy,  inacliaiits  ill  Ne^v 
'Vork  Ci 夕  the  former  57  eldest  son  visited  Tokyo  and  tha  Doshisha  some  tcu 
years  ago*  If  you  int  any  more  information  you  can  -write  to  Jais  L.  Bar— 
ton  of  tl  ろ} ird  of"  Q ミ imission  for  Eoreigii  nlissioll-s  14 巧 ei 日 穿. Bosto コ 

IVTas  夕 

IT 善 ng  you  ai 乙  ycllr  liimily  ジ re  well ミ 乙  gaillh〕g  all  your  desire  in  Airica. 

Yolll‘  KllKJlrely- 

广 arollllo  Ilardy. 
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千 九 巧 二十 二年闽 H 九 口 (大巧 十一 年 巧 月 九日) 
根岸樣 


ポストン巿べ，コ ン巧四巧お 

カロ リン 


デ I 


&ぃ|〔"^シ ョ ー セ フ、 ハ ーデー、 巧島错とな^害衞^を御送附巧上候巧御參ぞとががべく倩候誌善に化リ御質 
議の條 巧 巧 か 候 自分 事は ハ I デ ー 家に 錄 したる ものに て 故 耕お襄 巧が 父と いつくし みたる、 
『アルフ ユ ー ス、 ^ 1 デ ー」 は 卽ち円 分の しぅ とに 巧當 致し 候。 父は 新屬 氏を 我等の 同胞の 如くに 養育 お 
し 中 候。 前， の 書 t 轴は设 人の 化 弟なる ア！ サ、 H ス 、ハ I デ I の 著に 御座 候。 同人は 猶 化が をし 居候な 
父 ハ ー デ J 巧は ポストン 巧の 特志 家に して 轉 々のな 職に 就き 义 はお 譽 職に 推薦され 候 故、 お 譽稱號 をぅ 
け 候 熱心なる 某を 敎 信者 じして 諸 棟の 慈善 學 業に 關 がな しか 候。 な 人は 巧 化 職 かの 際 マサ チユ ー セッ ッ 
を 巧 十五 職隊の 一等 中尉に て從 軍な 候。 巧は 四 年 前 逝去な 候新爲 巧の 敬黨 をし 巧 リし仁 じて 候 ひきおの 
長が も 矢張り 新 烏傳を 著は し 巾 候〇み 巧は 紐 育 市に て 日 下 商業に 從雖 なし 候。 十 年 前：：： 本を 測 光な 候 お 
柿せ ル 都の 同を 祖 をが ん盼し 候 か。 猫 御 Si 會の 事を 之 候は ボストン 市べ I ユン 街の か 闊傳道 巧 社に 御 照を 
巧 下 候は •、を 細 御： 返 寧 巧 ホ 候 乍 米 貴ぶ の 御 漉 米の 円 的を 十二分に 遂げ、 れ候樣 祈が 候。 敬み。 
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せんれん 


ハ I デー 巧 w や； な 洗練され た 紳± とを 渉を 生じた ことが、 第一み 的の 意味 じ 於て 先生の 成 
かで ありました。 併し 光明と 歡喜 とが 見 巧され、 先生の 意志が される までには '隨 かを々 

ミょ くせつ 

の 曲がが あつたので、 端的 じ 一度の 會 見で 定まつ たわけではありません。 一つには 先生の 英語 
が ホ 熱で、 自かの 志望を さへ 平明 じ 叙べ る ことが 出がず、 をれ じは® ぷじ寬 をな ハー デー 巧 夫 
妻 も 要領を 得る のじ 惜ま さむた のです。 船長の 辯 明 とても 元が 和 蘭人 だつ たから、 先生の 覺悟 

ちんじ ゆつ  L  •< ■'ん 

と 希望 もを 十分に 陳述ず る こ-^ が 巧 ホませんでした。 船長は 思案の ホ、 一 暗 先生を 傳道會 社の 


.寄 稻舍じ 引き取つ て 賞 ふやぅ じ 交渉した が、 諭^で をれ もが* はず、 結局 水夫 救 濟會じ 巧 かつて 
賞 ふこと じなりました。 を こで 先生は、 先生の 脫 まの 觀 機と 目的と を义 蕾じ說 めて、 ハー デ— 
とじ 致しました。 をの 邊じ やはり 瓜がん 一流の 遠 も g がが ぁつたの です。 因み じ ハ 

えいこく 

! デー 家は 英國 ィングランドの 化で ず ( 


をん ゐん 


巧 じ 送る 一 


,0 


.かやぅ に 先生が 春の 光に 接する やぅな 暖かい 同情を 得た 11;!^ の ハー デー 巧は、 ボストン 造舶 
所の 社員で、 且つ 貿易商で ぁりました 。先生が 支那から^ 断いて がた 船 も、 やはり 巧の 所有 船 
でした 。こんな 風 じ 人間の 運命が 豫 をされ て 居る もの かと 思へ ば、 化の 中 じこれ くら ゐ 不思議 


一が一 


の ものは あるまい と 思 ひます 。ボストン 外 函傳道 局の バー トン 君から がらして 貨 つた 蕾 巧を 通 
じて、 おは 何となく  •私の 頭 じ 深い 印象を 幾して 居つ た ハ！ デ— 巧を •漱 II の瞄 りから 觸 まし 
て、 現實の 色彩の 中 じ 見ろ やぅな、 心地が 致しました 0 

ylay  22, 1922. 

IVIr. 只. N 霉 hi 
2】15 巧 arkei*  street 
Bcrkslev、 〇色 ぎ rnia. 

My  (1。資  nir •一^。 gisW  : - - 

JL  have  just  received  this  gornisg  your  inquiry  regarding  mr*  N 惡 simti,  4eD— 
oting  your  plan  to づ Tite  his  biography.  . 

/ofask  SOEWSPecifio 苗  uestions.  IVIr.  Alpheus  Hardy  lived  in  Bcstoii •田 0  ^as 

a.  mcnibor  of.  a  shipping  fii •巨* 

-From  Boston  to  IPhillips  A- iidober  Academy  is  sly  a,bo Lit  s  hour  ぞ  rail 一 


一 2 で 一 


and  to  Amlierst  College  perhaps  three  times  t 一呂 t  (listance. . •: 

^  Please  kt  me  know  if  I  cai 一一ち of  aiiy  farther  i 霞 a ミ •  I  wo 己み  s 兵の 霞 

BerMev.  If  not,  c 旨 s 已 t  our  Am っ ricaii  Board  Office,  Rsv. 马 
D.  7*00 1 ゴロ rket  品, wan  巧 i.allclsco,  0 己 ifo 3F 

With  over V  goo<i  wish,  L  remain, 

.  Verv  faitlif 己 y  yo ミぶ 

々lilme 本  li  Barton. 

先生は 同年 -f を 一口、 がが 觀黎 襲齡 から、 志望 履藝を ハし テ 1 巧に 送りました。 
が 臟の藝 は •蒙旣 じ 室の か 年 時代 や羣 時代の. 郭事中 じ 述べて 置いた ことを、 襲じ審 
き 約め ただけ のこと であります。 即ち‘ が 5^盼 於 住んで ゐ た江戶 のを 氣や 家曼巧 象夕强 
く 先生 S 身 じ 齡 ぜられ た 二と •次ぎ じ 志 蒙賦が 藤® に 這 心つ てから 藝 しやず い 頭に 耻いホ 
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戟を 受けて、 無胁の 感慨 じ 沈んだ こと、 をの ホぎ じは 先生の 急進的な 齡歡と •社 會の傳 統の糊 
神と が、- 互 ひじ 於 撥 しん。 つたこと、 みぎ じ 先生の 志 戟 が 卿 ひの が觀を 受けた こと、 最後 じ 新な 

、 、  ‘  かんけ き  いこ つ そ 5 

祗ガ先 ホに 燃ぇる やぅな 感激を 與へ 、遂 ひじを；；： が 脱 ホと 在つ て 現 はれた ことな どを 述べた も 
のであります 。固ょり これらは 英文で 綴らむ て 居ります。 j 八 六 六 年の 卷 、先を が フイ リップ 

'  を ミ/ \  卞 シグ、' ンヤ タニ —ズ 

ス 、ァヵ デミ-- じ入擧 を々、 「ボ义 トン •デー リー 、ァド ヴァイ クイ ザ ー 紙が、 「日和が 赏 年」 と 

，けだし  けいさい 

いふ 標題の 下 じ •先生の ことを 書いた 記事を 撼 載し ました。 幸 ひ 同新閒 の切找 きを 先， 生が、 同 
が 二 巧 二十 八日 附で化 海道の 福 于寿宛 じ 送つ たものを、 化は 同 おから！ 11^ されて 持つ てを り ま 

し ゆみ  ^  一*、 

ず。 をれ ヴ 今日 にがては 如何にも 趣 巧 ある 響きを 殘 して 居りまず。 をの 記事の 中には、 先生の 

%  、  てんさい  J 

フレッシュ イングリッシュが、 をの ま、 轉 載され てゐ るから、 一曆 、興 巧を. 惹き 起こしまず。 
さぅ してを むじは 先生の 直 供聊今 M 的の 戲 ~歡 と、 搬 難の 戰圖力 にょつて 些の讓 ホ、 妥協の なぃ > 

るち  あゆ  い 

尙い途 を ホんで ホた ことを 言ひ靖 はして 畳り ます。 


US  story  0^  a.  youn;?  lapaneso 

Less  than  twc  vca 巧  ago  n  yonlw  foreignei'  landed  on  our  sllorem  づ，苦1  a 》cl 
i*sonal  Iiistorv  ミ  Sing 巳 ar  ミ 己  suggestive  that  】t  m  Ills  on  wrcsll  た nglish. 

A  (lav  my  comrade  sent  me  a  atlas  of  Gl ご ted  States  wich  warn  う rittcn  一口 
oilllmllcttol:  by  mome  Am ミ ican  Inmlstcr.  I  I*oad  】t  niatiy  t 呈 les  aiul  w  was  wcl 
ndered  so  吕百 sh  as  mv  braiii  woiil (一  m 巳 ted.  cut  ironi 吕 y  head  because  w  liked 
it  verv  】lmcll—l)icking  out  president， bui 乙 ing  irec  sciio 己, poor —house、 】10 use  of 
correc-tio 三， ai 己  machine  world 一ち  ai 己  so  forth.  And  w  thought  a  governer  01 
every  CO コ ntry  ご 1  list  be  as  presldst  of  Uiii す d  States,  and  murmurea  艮 yseii 
thr-t  0,  governor  of*  一  apaii 】 Why  you  keep  down  us  a  dog  or 》ー  ロ？  vVe  arc 
巧 noplo  01: 」apall.  if*  voc  govern  am  you  must  love  iis  as  vocr  ohildsll. ザ！ *0 巨 


—2: り一 


tliat  ti 目 e  1C  wished  to  learn  Amerecan  knowledge 一  but  alas  J  H  could  not  get 
any  一 casclier  to  learn  it  A 呈 lOugh  w  would  not  lilce  to  learn  Holland,  w  was 
obli 咨 Cl  to  leai*n  it,  b ミ allmo  many  01  my  811 n す ィ巨 eii  understood  tio  I •を d  某. 

こ Why,  governient  ?  wliv  cot  let  us  be  frcn  ?  why  let  as  be  as  a,  bird  in  a 
cage  or  9  sat  within  9  b》g  ?  Nay、 wc  niiist  cast  a  wav  siisli  sava  の  e  の over  ment. 
wet  alas :  such  things  づ、 0111 d  Iiave  been  out  1 ゴ y  power  r- 

whs  he  dia  cot  c 菜  his  eyes:  however,  it  was  to  some  l)url】ose.*(Adav「，ii 
visited  sv  friend  and  I  found  out  sill  Holy  留 ble  in  his  librarv  that  ゴ las 
written  by  monlo  American  mmistsr,  wit  n  广 hma  language、 and  had  本 ho^n  only 
tiie  most  rcnlarkablo  events  oJ:  it.  w  le 百 d  it  fro 巨  Iii 目  and  reatl  it  at  night*  w 
^was  afraid  the  savage  comtiVs  law  which、 if  w  read  the  wiblc 一  gover 巨 ent  づ 己一 


cross  wholo  my  lamllv. ご 


占  piit  dowii  tho  book  ami  look  aromicl  me 一  mayil ち  that  Who  rnado  me  —  — 

己一  V  l;aron  す？ 

梦) •ー  ロ ly  0。卢  who  made  my  table  1 1  a  c-arpcl き r  ? ブィ〇 一  ーミ、 octl ;  ocd 
let  trees  grew  iipjn  the  c だ rtr  iUth 含 igh  the  c ミ. p,\ntor  ilKlocd  m ジ dc  i sthislal 
blc  it  mdcctl  came  tre 惡 •ー ピ爸  w  must  b  口  thaukful  t  ご 00 d  ;  I  iiiust  b 乙  i  VC  hiip 
ai 己  i  must  be  uprigiit  against  Im 一一/、 was  二 1C  mwift  aiid  just  oonclusion. 

ご  i'hcii  i  beg ミ i  to  search  somo  vessel  to  get  out  from  the  coimtry  こ 
A  一ご百ご  hclpor  m  this  目 己 orl がご ng  was  c 一ち ot  his  ご cw  Jrienc で、 a  you 己 g  jup— 
ai ち sc  m  duirgc  of*  an  巧 己  glish  storo  ana  111 己  crstandhig  the  kiigiia 售  well •占 c 
を crued  a  一) assage  for  him  m  an  Anierica ジ  wcha こご cr  bound  for  望 lallghal. 


先生の ハー デー 巧に 送つ た 志望 履歴書は、 插 めて 與ホ 多き 考察を 惹き 起こさし め •且つ 先生 
の心藏 のがろ 處を 汲み取る のに 十 かなもので ありました、 米幽 上陸 後 間もなく 綴りた る 初心の 
英文で ありまず、 先生の 而 目が 生地の ま、 じ 劈 薬と して ゐ ます •言語 じ絕 する 先生ち 身の 體驗 
であゎ 麦ず から、 棘の 意 誘では 其 心意 氣を 象徴ず る こし‘ が巧來 ません から 差し 巧 わます。 併し 
W こ I  my  (ぎ一 •の 一節に 蠢 めいていろ 志操は、 を然 先生の 心意 氣を 語る とを ろべき' ら S であり 
ぇす。 をう して 賊 意義に を まれた る處 は、 富 若しくはが じ對 する 傳統 の感 念を 立て 商. さう とい 
ふ、 理想の？ 朋 芽を 藏 S たもので ありまず >  先生の 看た る社會 生活の 疾患は、 富を の 物を 單 じな 
巧の 規を 丈け の辟釋 です まして 居る から、 抽象的 感情のに 浪豐 する 恐れが あると 見た ので あり 
ます。 巧に 獸廠 して 言へ ば、 富じ對 ずる 根本 阳心 操が 八す 該缺 如して 居る とい ふので ありまず。 を 
うして 千 巧 不動の 厮有 をは、 獨り造 物ち のみで あるから、 我等の 持てる ものを 社會 人類の 永遠 
の 幸福を 目を として、 齡充 ずべき であると いふので す、 當の慾 求を 整 正し 义 がを 利譜ず ろと いふ 
贵ひ 意識み 薇して 居ろ もので ず。 化生 一流の 精緻の 知識と 尝 潤なる 想像. 刃と が 表明さ^る もの 
でありまず、 是れが 先生の 恥證繳 であり 化つ 綺著繳 であり 活動の 源を です。 それを 讀んだ ハ ー 


ー ジ が一 


デ— 巧は、 先菱 して 矢 もが もた まらず >お籍 夢 取らし 《た 心中を 察して、 遂 ひじ 先生を が 
護ず る ことにん しました。 其處で 先生は 其の 月* ハー デ ー 巧の {モ じ 引き取ら n ましたが、 ぅ齡齡 
的に も 心 啡的じ も一曆 親しみが 加は り、 志蠻を 達ず べき 機 州が 十み じ 諭 レて 參り ました。 

一八 广六 がの 春先 生は ァンド ヴァ ー 邑のフ リップス 擧院 に^ 繫 する ことじな りました。 ハ 

,  .ぶ、- い  ミら M 

~ デ— 寞霞 わざ^ 蓮畜 ひ、 7 リッ プス擧 院じ參 りました。 心學 ポストンから 气 

きょ 9  、  ’  . 

章 約 一 農 G 麗 です。 畏 ともをれ 、先 またを は S を學 ぶこと が 雲？ の 念務で 

ゐん * っや、 っ  チ 

あゎまずるら、 院長テーラ！君とハーデ1巧巧妻との棚談の結っ.斬 先尘は英語科じ入擧するこ 
とに なり C 其處じ 翌年の 秋まで、 ニケ 年間!^ Ijf しました。 巧學 中、 先生は ハー デ I 氏 や 校長 テ 
1ラー巧の膽入りで、 ヒッドン巧のをじ化話じなつて居りました。 さぅして郎^に同居のフリ 
ント氏 ホ 妻が、 叛 恥じ 先生の 弊 歌の® 鱗を 見ました 0 先 化は ァンド ヴァー 良に 齡 がが. 闲敎會 

せぃ rJL ぐろ 

日囉學 杨の韋 組 じ 這 入り、 マ ッギ 1 かま gg が 受けました。 前 巧の ポでン の認囊 「日 

’ .  タミ ぢ ょし 

みの 靑 年」 は 同 女史の 手 がら 記を じ 渡さむ たもので あります 0 

フィ リッ プス擧 院じ裏 革の 先生は、 ぃつも 都 だぃ 新鮮な 默 T 漲る やぅな 新銳 の元赁 


ージ が一 


とで •，り 己の 木質を 鍛 へ、 卜年 一円の 如く 燃えさ かつた 飛躍を 試み、 衷心から 神と 人と じいつ 
くしみ ました 〇 アンド ヴア ー じが 擧 中は、 r リッ プヴ アン •ウィンク ル」 の やぅ じ 近 鱗の 人々 にも 
稚 さな 心の 人に も、 將 たまた 乂 勢の 交ぶ にも •おれ 巧ぬ 印象を 與 へました。 ヒッ ドン 家の人々 
や、 フリント 夫妻な どは、 先生 じ對 して 最大の 尊敬を 拂ふ様 じなりました 。化生は 「リップ、 
ヴ アン •ウィンク ル」 の ル 父さんと して、 無限の 廣 さを 湛 えた 海の やぅ じ、 快活な 感じを 人々 じ 
與へ 、心の底から 湾き 化る 無 邪氣な 笑を 浴せ かけて は、 人々 を 幕 ばせ てゐ ました。 さて 化生の 
擧院で 修業した 課目は、 自然 科學 、物理、 數擧 、英語の 凹つ でありました。 睛擧院 を 化て アム 
フォ I スト 乂擧じ 移る 際、 院長 テ！ ラ ー は 先生の 請明薰 じ、： vvha’t 穿、 has  'done  lie—  ims 
を ご e  welL  も 書き 與 へました。 これ、 は 礎 かじ 先生の 人 巧 じ 殿堂を 作り上げ たのであります。 

先 牛： が アンド ヴア！ じ ホつ て材來 、不思議な 意志 じ 動かされ、 敬 度な 多くの 德を膛 巧して、 
一穗の 力强い 精神 掌 巧を 營んだ ことは、 姉'  上に がて 常て 化た ことのない 程、 崇高な もので みり 
ました。 これを 最もよ く說 明して 居る ものは、 アンド ヴア！ の 二 年 問 じ、 先生と 姑 終 起 おを 化 ハ 
じして ゐた  >  ヒン ドン 夫人の 書簡で ありまず C こむ じよつ て 化生が 偉乂 な、 心情の 勝利 あで あり、 


•グ  ふくざつ  。さん  下- r* かい 

目つ-こえまで 嘗めて 來た 複雜な 事件， こを の 悲慘の 中から、 殷關 された を圓の 生活で あつた、 J と 


がかり ます。 ハ！ デー 氏は 化生を 此の ヒン ドン 巧 夫妻 じ 託して、 をの 家から^ 新 載さず ベく 豫期 

ノ  か 喜い  し 中、 つがい 

して 居りました が、 灾 妻は 闕 請の 生涯を 送る ためじ、 旧鹽 生活に 這 入つ たので あるから、 こ 1 


お 上 神經を 機まず ことは 巧まぬ と 云 ふ 事情の 下 じ、 一円 ー ハー デー 巧の が 齡を觀 つた けれども、 
先 牛： の志璧 履歴 蕾を 見て 火い じが  し、 遂 ひじを の 意志を 顯 してが Is ずる ことじな りました 0 
實じ r 义は 人な り」 で、 修辭擧 や 文法は 僅かに をの 輸廠じ 過ぎない ことを、 私は この】 事 じょつ 

、ミい 、 

て 了解いた しました。 ハし テ.— 氏' もはや' り 同じ 意 巧で 恥哪 の^が I 也 物語つ て おゎます。 

Ilis  巧 看 ish  wa_s  brolsl  then  a 一己  his  vocab 己 ary  small、 but  his  heart  づ 'as 
b あ ミ 己  f 己一 of.  love.  Throngh  every  worcl  III 己  act  tr ミ ispaare 己 t  shone  tlio  nlan. 
wii き iig  the  respect  of  ジ II.  It  is  this  c-har ミき ristin  wlii 色 1  has  fitt じ tl  him  す  sta  I 

ncl  beforo 】 こ  iig 产 - 
譯  文 

彼の (新 島 ホを) 巧 語は ホ 熟 なれと も 志は l、I^ か t なり、】 字 一句に 宿れる 人が 八彰と 響に 應 して 流行す る 


^ ^ *<  り  > ~ 


生命は 之 ぞ尊貨 の 自覺な リ斯の 人 こそ 質に 王を の 前にな て 堂々 として 愧ぢ ざる 人なる べし c 

アンド ヴア —巧學 中‘ 先生は 緊張した 心の が 態を 持續 して >  準備 的の 擧 科を 嚴 {おじ 秩序 立て 
、硏お致しました。 をの際また屢々かの上おからホた船長テーラ|おのちを訪問して、 十分の 
化 養を 得ました。 さぅ して 醒めた 齊 人の やぅな 態度で、 アンド ヴア ー の 生活を をり ました。 を 
の 後先 生は 愈よ この 仙境 じ 別れを をげ て、 アム フォ ー ス大擧 へ巧發 する ことにな りました が、 
日頃、 先生を 惶憬 して ゐた 人々 の 手紙 じは、 この アンド ヴアー 時代に がける 化生の 而 影を 如何 
じ もよ く寫し 巧して 居ます。 

ヒツ ドン 夫 八から ハ ー デ ー 夫人 じ 送つ た 手紙 

ア  ドゲア I、 一八 ム ハセ 年 A パ 十】 口 0 

今 朗食肆 後、 t、 心の底に 湧き出た 感與 を、 親愛なる あなたに 善き 送ります。 そ もく 如何な ろ 神の 攝理 
でか、 新 烏 氏と ニケ 年間 起 おを おにし、 同氏の 高潔 無疏 なる 化 巧に よつて 實證 された 明るい 福音は、 わ 
た < しおの 薄弱な 信仰の 影に 積 賴的內 をを 與へ ました。 巧の 巧き た 力は 神の 闽の肯 をを 與 へ、 わた < し 


—2 か一 


化 ハは 神に 於て】 に遵 なる。 聖旨を. が 9 ましを。 あなを が 天から 器尙い おが。 靑 半を 巧 •か 子。 列に 惠ま 
れ た。 ことに 就いては 、神の 恩惠 のちな たの 上に 苗 かなこと き羡 やまし < 思 ひます。 この 寶ょ實 に 逃が 
の珠 ょ 0 も尙 いものであります。 誠に 新 鳥 巧は がきた 力を 琴、 至る所に 神の 數ゎを お 皆て をり ま マ。 
巧の 常識ん' 逝 歩と 道穗に 統-的 基礎 あると、 爲に巧 子の^ 美で あリ ます。 化つ 諸 轉の雜 ぉり ぉ 里、 整頓、 
特に 消費に 就いては 一毫の 微 といへ ども、 天 物を 紗か じせね やぅ、 む 巧け て、 忠實に •心"^ 巧れ を ことは、 
實に 敬服いた」 ます。 あなた C 請求す る も Q は、 何事 も 南らず S 露 するとい ふ 動機は、 確かに この 義 
から 起る も QV るると 察」 ます。 今 巧と 別れる に ホつ T-^ 郎 ひがたい も ごを る も 雲です けれど、 
义雲 育が 烹 ために 一段と 人偷の M 齡 となる 門 ほどと 思へ ぱ 、わたくしは 非常の 援を 感じます。 そ 
れ のみならず、 初めの 程は 大學敎 育を 受ける ことの 不可能で あらぅ とまで 倩して 巧を もの か、 今は 完を 
に 受け 巧る ことにな つた Q ですから •巧 がは 如 皆 かり かと 《g 斬'^ れ ます。 これにつ け 彼れ こつけ 

やい ねん  i 

世に も 稀なる 靑 年が あなたの が 護を 通して 完 をな おひの 道に 這 入つ たと 思へ ぱ 、あなたは 斬 じ^の 巾で ぃ乂 
も惡 まれた ホで ある ことを 繰返し 申し述べます OJ( 著を の 謡) 

ァム フォ ー スト 時代 •即ち 一八 六 八 年 S 巧 甘 五日、 齡 がから ハし テー が 船 じ 送つ たを 紙の 巧 
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いか 


璧讀 をに 峭备嗦 の タノい もので ぁり 妻。 私 寒 をれ じょつ て 塞が、 留じ 節約で ぁつた 


'か 


か々 窺 ひがる こ-^ が巧來 まず。 


「が!^ が S' の 破と^ 阻 穴と か、 巧ん と挪リ がれました 。またを も碟 めました 〇 おし 餘 かの 外套を 御所 持 
であるならば、 敎を 行きに^ ゐる ために i け 斬 階を 願 ひます 。併し お 持を ばせ なく ば、 このま、 にす ごし、 
節制の 職 齡が實 人間の おすべき 最い き德 であ リ 、义 幸福を 增 進す るの】 暦大 なる 现山 あるを m 心 ひ、 灭 
の 御を に2?でた る晴、 か榮がる着牧を つ ける こ と の特權を巧ん こと を〇」 


先 化 こ 黙 觀な賓 がと して 看過すべからざる ものは、 先生と 村 じく ヒン ドン 巧を に 同居して ゐ 
た フリント 氏が、 アム フォス ト乂擧 の 總長シ I リー 君に 宛て、、 先生を 紹介した 手紙で ありま 


J- ミ じ  しんがく かさ  じ ゆん び 

ず。 この フリント 氏は* 當時 アンド ヴア！ の种擧 枝の 生徒で、 他日 舉壇じ 立つ 準備を して ゐた 


人で 夫棄 とも 擧 ホであります 。が 思^な 緣 で、 先 生じ 最初から 英語 や數學 を- A て やつて 居 まし 


さ しと 


てんけい 


た、 J けんじ や ミ さよ モ  _  1/ む も  9  ■  * 

たが、 化 ホの 口 常 生活に がけら 體齡 上の 舉 措を、 これ 即ち 人間の 典型で あると ばかり じ ひと 


先 ホを 瓣 •載 辭な人 松の 顯現 であるかの 如き 意 巧を さへ 結び かけて、 調が ある 化な を 化 


ホ、 つか ミ 


て、 も 


く 


ろ いだ 

坐に よつ て見岀 したと 云つ てを ります。 ヒン ドン 夫人の 手紙と いひ、 また フリント 巧の をれ 
いひち 典 的な 樂 園が、 一 牌び 獲得され たやぅ の 思 ひの ある もので ず。 


と 


...  なご 

-ノ！ テ ー 氏に 保護され てを る 新 烏 巧を、 貴下に 照會 する ことは 非常に 幸福に 齡ピ ます。 余が ニケ 年 前 
ア 'ン ドゲア 1 じ 巧つ を 際、 巧 もまた 同牠に 米て、 ら デも^ 一| パる 機 f 御ました。 にが フィ リツ •フス 

L--  ぃ  いら い ひじ やう をり よく  .PI らふ さ、 

鸾防じ入 つ て35來、 非常の努力を2$て勉强する のをぶて、 ち.単夫勢ほ大 いに これに同權し、 巧の豫備智 

本ら  す  、  なかんづく  おんげ ふ 

識を媒 がず る-がに もと、 英語、 お 中、 文を、 綴字を まとして 敎 へ、 化つ 算術 代數 (二み 方程式)、 平 

きか ミ、 っ  しだう  そくり か、 っじ 夕つ 

面搂 何等を 指導し ました。 氏は 進んで 測量 衛、 吉巧 術を も 研究したい 葛へ であ リ ますが、 此り後 二學巧 

ip んさう  ず  i 

も 研究 ずれは、 大略 習得す るで をら う， こ 思 はれます。 巧の 糾。 £ ホ'^ の 力には をん ど 他人の あ ひもが かぬ 程の 

‘b  く  7 

齡 力が 现 はれて をり まず 〇 その他の 學科 としても 湿 常な 上の 領域に 進む 巧 能力が あると 言 じます。 窗_ 式 

くわん けい  しよく わがく 

巧は 數に段 f る諸學 科、 (測ち 生理 學 、當學 、化學 等に も迦曉 し、 純粹 のが が 問題 や、 倫理の 如 

けんし や ミ  す、 す， よて、 

きお 而上 《現象 も、 科學が 經管豫 を」 た 所 Q も Q を も, 重」、 それを 振 t 聲 ずる 傾向を 持つ ておリ 
ます。 俳し また 一方、 忠實 に科學 的が 究の結 巧を を認 しながら も、 他 ホ、 冀に する 立 湯を 把持す 

かんく わ  .，‘ 

る ことを も 看過し ません。 換言すれば 巧は、 科學の 至り 得さる ところ， 載 の 達し 得さる ところ、 卽ち 


—ミ  j  口 


,1  ド、 ‘、  こ、  Jpj 

超智認 のの 挺 私！！ 割して 一路の 光明を な觀 してんます 〇た •、惜しむ らくは、 巧の 股 •换閒 執に して、 せ 典 
の 柳を に 不便で をら うかを 恐れます 0 

氏^ 軟- 書を 愛讀 する ことは、 如何に ル說 を耽讀 する 人 にても 及ぶべく もな く、 或る 韋 巧の 如きは、 氏 
かづからの £4 が、 そのを 體 の佈釋 となつて 時り ます C 聖書は 巧に 一 取つ ては、 骑 神の 反影で あり、 統一 
であります 。その他 日常の 庶理 、推贊 等の 鎖 末に まるまで、 氏の 信仰の 力の 發現 でない ものは あリ ませ 
ん 。さう して 巧に あつては、 善の 意識が 最も 强 連に 働きます 〇從 つて 何事に 由らず、 十 かにな 强的 、赞 
證的の5|^打村なければ、 滿巧のぉホなぃ性質で、 おさじ聰明卓魅者中の 一人に加へるべさ人があであ 
ると 余は 信じまず 〇 巧は 神を 信ずる 事を 指む ょりは、 むしろ 從 をと して-化に 就く 人です 〇 キリスト なの 
諸集會 には 必ず 出席し、 報恩のを が 極めて 屈爐 でを ります。 余は 新 島 巧が 貴下の 指導の 下に 益す 向上 装 

•、- く  わさ 

建して、 完 をの 德を 修め 巧る であらう 事を 信ずる 者であります 0」，( 著を の 誘) 

前段 じ 化が 觀譯 したりし 原文を 附け 加へ て 置きます。 

け >0111  Kphraiin  巧 ご一 产  to  Prof.  I.  II •穿  elyc、 Andover,  Ai  を 1st  W1, 1 赛 7.  At 

tho  l(gupst  of-  mr.  Alplicus  Hard v  H  wri t3  ys  一一  lew  lines  m  i*egar cl  to  the 

bearer  jiisepli  Necsinljr  . 」osepll  has  mastered  arithmetic、  algocra,  and 

tllo  first  uvo  doo 护  s  in  geometry. ご〇  ws  a  very  f  己一 e  inatlicinaticmii ミ 己一 w  voly 

cicsiroiis  to  study  trigonometrv  ミ 乙 ミ  rveyi 一ち… . I  have  llovcT  kllo^vll  a 


一  m— 


pe 雲  were  absorbed  ill  a  §vel  than  he  in  the  Word  of  God.  He  has  apprc— 

f  505  f  ot  1• 

f  PS  1  f  I  f  i  r-  f  so.- 10  f 
ndly  moved.  He  is  三 el】lian  is  his  imiin 写 •  I  lie  never  V  三 寡 le  insta n- 

ee、 kllowu  hi  tG  be  s を. . 苗 cdoes  his  (一 乙 巧  faith  fully  fearlcs 导  withont 

蠢  bt  he  wo 己 (1  go  to  tl ちみ  all を  rather  timu  dclllis  master. .ミ： He  is  modest 

the  noblest  of  men . 

け  roni  miss  Hidden  to 1  だ rs.  Ilardy*  Andover,  Jury  11、 187 护 . Fro 臣 

the  first  I  h •づ已 二 ’s  i  呈  ice  thrown  in  my  way.  It  lias  b 含 n  一一  tali  雲 口^ 

mc-s  to  check  iny  forgetful  heart,  and  f ミ  this  reason  oven  w  am  very  sorrv  to 

have  h 旨  f 。 ミ， Illlil ゴ  we  are  i  ill  C 一ち istlhe  whol こ ami】y  of  i  ジタ 
d 空】 r  1 一与 s.  He 晏 ， I  を 色  that  as  God  in  his  providence  has  given  you  the  mis 
ai 己  the  heart  to  t 已 3  this  heav 空 1—dirccted  wllir  into  yoiir  cha 霉 . 
filer  diio 一己 of  which  the  一 vorld  is  己 ot  worthy、 of  which  you  31y^  w 色 1  Is 

llroll^、 and …… 若 01 こ 二 v 岂  shine  ミ ly  wh§， I  hop，J  the  cllle  to  Amherst  w 岂 

bo  adv 旨 tageous  to  him. 


一け'). 


第 十一 一章 

先生は 一八 六 セ 年 九月 •ァ I モスト 大載じ 進みました。 さぅ して 大學 のが 鱗 第 八 恭莖じ 蘇が 
しました。 ァンド ブァ！ の フィリプ ス擧院 時代には、 何處か 稚氣の 愛すべき 淵 も あり、 また 無 
頓 著の 所 も あつたので すが、 化 度は 境遇から 云 つても 姑 終!！^ の 緊張を 感じて ゐ たので •をれ 
ダ 反つ て 生理的 じよ わき 素因を 作り、 幾分の 精神 過 驚と、 リユー マチ ズム とを I 心き 起して、 な 
擧 中は 常に それら じ惜 まされ 勝ちで あり 支した。 併し 先生は をれ じも^ はらず •な 前 じみ" すと 
も努ら ない 程の 激しい 熟 意を なて、 お 索と 巧爲 とじ 挪 ずる 不斷の 革命を 煽りながら 進んで 巧き 
ました。 從 ホ、 お 意識的 じ も 走た 無意識的 にも、 智識の 活動を お If すべき 中心の 思想は、 剌戟 

よつ-て、 

じ順應しながら發展して來たも.5でず。#言ずれば- 先生の|^っ心じよつて齡齡された帳0じが 

•ミっ し夕  を  かい 

ての をれ を 客 觀的じ 投射して 巧來 たか 界で ありまし たが、 段々 と 精 綴な 知識と 咖か禪 な 思索と に 
よつ て、 こわが 方が となる ものを' 盼用 する ことに 絕 ぇずが 歡 の黎獻 を 施し、 觀献バ 岡 人の 化が を 
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深く 直つ 權 かじつ かみ、 をの 自已 を國 家の 中 じ 還ぇ し沒 入して、 初めて 自己の 中 じ 民族の 映つ 
てゐる ことを がみ、 自己を i 巧り 生み 育てた 民族に 對 する 愛を 感じ、 必然的 じ 新しい 意 巧 じがけ 
る闕 家ぶ 義、 啟熙お ii 獻を 巧を とずる 思想を 養 ひました。 さぅ して 一曆闕 家の 意識を 强 め、 國家 
の 活動を 晰じ 改善し よぅとず る、 烈しい 喘ぎを 續 けて 行を ました。 則ち 先生の 最义の 目的 
は 自分の 牛； 活の爲 めに、 隨づて 他人の 牛 活の爲 めじ、 巧來る だけ 幸福を 增し >  不幸を 减 ずる こ 
とに なつた のでず。 故 じ 自己の 良心 じ觸れ 、また 自己の 生活を 動かす ところの 宗敎 、政事 •道 

りよ ミ  けつき よく  ちりよ く 

德產 業に 向つ て 科學を 利用しながら、 結局 >  想像力 じよつ て 巧く よりも •智力 じよつ て 統一し 
て 巧く 方が、 一層 多く 効 あを 齋らす ことを 認め、 道德的 特徵に 於て 近世 生活を 營む覺 悟と 準備 
との 上に、 先生は をの 志向を 傾けました。 则 ち硏究 科目の 撰擇 じがて 先生は 特に •同胞を して 
潤澤 なる 物質の 惠澤じ おせしめ •且つ 日本の 國 王が 科‘ 擧 的に 說 明ず ろ 如く、 ±壞 とを 氣 と、 光 
線と 水分と、 ずべ て それらの 天然の 資源を 開 巧さず ためじ、 一面 また 神の 家宰 としての 義務を 
おた すため じ、 理科を 撰定 しました。 物質文明 も、 徹底 すれば 結局、 人間のを 圓的 生活と なり 
これがなければ、 友證も 隣人の 愛 も •國 家の 活動の 上からは 空 語 じ 均しい もので あろと いふ、 
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農寞 生は をさむた のでず。 先菱 さぅ した Is, を 意奪留 は、 飯 旧 おに 宛てた 蕾簡か 

ら 明かに 親 ひ 知る ことが 巧 ホます •今を の 一節を 化處 じ^ 齡 しませぅ。 

「何れ 歸阀 S 志、 S 道を 霞」、 か 之 款へ瘦 へ、 蠢を 愛」、 民を 季 る。 おを^さん 一典 

を學： む。 且 兼て 學び 得し 事務を 擎 るの 地理、- 天文、 窮理 、サ觀 一^^の， 學をも 傅へ、 替國寞 豪を 起す 
さらず、 人々 己を 修め、 濁を 愼 むの 逆を 敎ん とが 候。 化し 人々 己を 修め、 がが を 愛する を 知ら ば •己 
の 化め る國を 愛せ さるを す 得 候 事、 昌然 の理な リ。」 (中略) 巧 異の聯 がゎに 進を さ、 基に めて 豪。 ぶ 

顔は 無 之 候。- 化て 憲伺ま 蒙 志を 察」、 小蓉 S な <8挥 候 様、 2 罵 Q 存司 く种し 
賜 ひ、 巧. 此誓を 講じ 候 ミ ゃ が。 に巧リ 、政府 にがてげ 驗を 加へ—、 ミル 蓋々— を？ 
候 共 •身に 難磕 はお 之 候 哉 •克 下 お 候 OJ 
また 思 人 ハ ー デー 巧 じ 宛てた 先生の 蕾 ~ 翰は、 左の 如くで ありまず。 

Anihcrt,  'Time  】5, )义68. 

i  b 舊 ご latly  to ミ licet  minor 己 1K さ S1C  I  二§昏ホ  it  !  I) 口  worth  ミ 

k こ iw  somethiiig  about  them  When  I  was  hie  I  tl§lght  Ja 羣 
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oonntry, ご  nt  一 こ  unk  一ー ミ v  she  is  a  nllnoral  oonctrv •一一 icrc  are  seve 一色  mules.  01; 
gold,  wilve 一‘,  OOPPCT、 11-011"  pliitiiim  へ  Iiitly  uiscovero (ご  ai 己  many  巧 reesns  sto 一一を. 
Blit  *110  p(cplc  gener 己一 y  keep  す niplcs  cl:  goas  cn  Slim 己一 its  OH  臣 ouiit ミ 11s.  and 
aarc  not  toucii  tiic ごご oven  though  they  凑 c  very  of  minerals  very  plamlv、 lest 
they  slioiikl  deillo  the  teml) lew  of*  gods  and  gods-  woiikl  pour  ollt  wriith  upon 
them,  pcrjlapw  w  Riav  not  spemi  nuish  time  for  mhlol •芭 s  when  I  go  】10mc,  but 
1  hope  I  well  teach  them  only  -wise  c.eator、 remove  t 一ち ir  tool isli  ideas, 旨 cl 
stirc  them  lip  t〕 t 口 ke  111  ohrlstiall  clvllr/atlon. 

を譯义 

余は 從ホ 日本 闕を 農業 峡 とふ 得たり しが、 今は 反て 鑛 物の 豊富なる 國 なること を さとれり、 國中 にな 
銀 銅 餓白签 の漓脈 多し、 おれと も、 是 等の 寶座 たる 山々 の 頂には 神殿を 泰 社し 敢て錢 掘せ しめず、 余は 
地中に 埋 なせる 漉 物を 發骗 し、 其惠撑 を， かからし めんと 欲すれ とも、 率ろ 余の 急 おは 基督教を 阿胞 にな 

めぐる 

吹し 其 文化の 惠 にがらし めんこと なり。 


か。. 


ひ  たを  をピな  しそ 5  ! 

先 牛； が靑年 時代から 火の玉と 綿 名され て、 爆 離 的 じ 突き進んで 傅を のじ ホた 思 恋の 個人的 集 


.人 問 生活の 求心 的 傾 おが、 此處に 地 園を 蕾き 換 へて 闕家 集中- 

かいは、 


I 遠心 的倾 向と なり • 


をの 思想 やけ 爲を獻 すると ころの ものは、 自阳と 解 巧と への 發展 を標 のとして 進み、 組を 敎 
會じ |齡 を 置いて、 が 歡截 點の 一 人となり、 キリスト 敎の 諸集會 や社會 運動 じ參 加し ました 0 


總 じて 統一す る ことじょ つで^ まつた。 先生の 生活は、 社 會を體 の 幸福の 立場から 見て'  政治 
經濟 、產 業、 撒!! •祁 S? の おじが て黯 はれまし たから、 總長 •シ！ リ I おと 乂擧 の稱巧 じがて 
巧 個の 對 照を 齡 めました 〇 それは |^觀 じ 云へ ば、 巧學 的ぶ 法 じょつ て 飾られた 鑛的 生を であり 
まず。 

シ —リ； おは 先生の 擧講 おを 自 かで 立で 帮 へ、 をの 他 萬 端を 先生の ために まかなつ て やつて 
ゐ ました。 シ ー リ I 君が 世事に 廳^ しない 風格の 人で みつた 所へ、 傍ら 先生が また 宏大 無邊の 
人 願 愛を 顯 示し •この^ 和 心が 兩 々が對 しても 然の *1  がを 得た ところの 風韻が'  やがて 义擧の 空 


J ぅ ふ • 


氣に觀 勝を 與 へて、 アム ホ ー スト 乂擧の 巧 風を 作る 源と なりました。 寒暑の 化 暇 中は 多く お 長 


わんし よ 


のちで 暮し •氏が が 槪¥ のを 事の 時は、 先生が 代って をの 化 置に 座を おめ •化生の 祈禱で 終始 


— ,?/  • 


する ほどの 信望を 擔 ひました 0 

先生の 生 盤 じがて、 最も 人格 的の 感化を 巧け •またみ づ から 私 渺 'して ゐた 人物は、 總長シ ！ 
リ！ 君を の 人でした。 先生は 當 艦の 歸献 として、 をの 後 も！！， g じ シ_ .リー 式を 發禪 して 居り ま 
ず。 をの 巧 動じ がても、 同志 社の お i 於^ 範 がても  >  先生の 臟； 離に 齡 かれ だものは t 總體的 じ 
觀 察すれば. •悉くを の 影響が 端 はれて を， りまず。 アム フォ ，.スト 大擧 は、 歴 巧、 數擧 、巧 擧、 
古典の 四义 部門 じ 分む て 居りました。 先 牛： は) 八と 〇 年 かも!! 生で、 バ チラ I、 ォブ 、サ ィエ 

るに  ： L うつ 

ン スの擧 なを 與 へられて ゐ ます。 さぅ し 玉 竿 業の 際は •クラス 會 から 徽 がさ わて、 式場で 講演 
をいた しました 〇匆論 •窩 調な 修辭や 雄 辯と いふぶ 場で なく、 アム フォ ー スト 大學の 校風を-象 
徵 した 化 表を としての をれ でありました ご 

さて シ ー リー 君は アム フォ ー スト 大擧の 第五 番目の 總 長でした が、 同 乂擧は 氏の 時代 じが 
て 最も 優れた 特色を 發禪 し、 アメリカの 文化 じ 最も gg の、 める 人物を 夕數輩 化して 居りまず。 

ち ミし 夕 うてき  3  ざ 

シリ 君は わ 象 的 じ 一で へは 堂々 として 威儀の ある こと、 修惕 として 逼ら ざる こと， 思 段の 


養 じして 麗 すべ か套る 二と、 嘉に いて、 髮じ拘 雪ざる ことな ど夕氏 W 風な 


の 特色であります。 併しを^ 魅矿 、自ら 巧ず ろ ことの 厚いた めじ •をの 剛岸 不屈の 舉 動が •巧 
の總 長に 任命 さ H た 時、 職員 會の 反對を 受けた 原因で ありました。 もう 一つの 理 もは 巧が 巧 和 


鑛の 色彩を 帶 びて ゐ たからであります。 氏は 何處 まで も 規矩 準繩じ 嵌まつ たお 式が 厭 ひで、 乂 
擧ぶ义 擧みづ からの 自治 臘 たるべし >  をれ な 外 じは 何等 拘束を 受 くべき もの じあらず とぶ 張し 


卒先して 乂擧の 自治 制を 創定 しました。 さぅ して 彼の 謂は ゆる (一} 人砖 み. 作る こと •(二) これ 
を敎 養、 陶治 する こととの 二つが 即ち、 ァ ム フ ォ I ス ト 乂擧の 二大綱領であります〇 

たいがく モミち やぅ 

シ ー リ！ 君は、 一八 セ セ 年から 一八 九 〇 年まで ァム フォー スト 乂學總 長の 椅 すを おめ ました〕 


じんか/ 


し ミ 


♦ク  主* 


氏は 一八 二 四 年乂巧 十四日 •コン ホック チ カット 州の ベ ー た ル じ 生れ、 地み の敎 育を 終へ て， 
アム フォ ー スト 乂擧じ 入り、 一八 四 九 年 じ 卒業 •特別 優等賞を 受けました。 次いで S ヶ 年間、 


けんきぅ 


ニユ ー ョク 州の ォー バン 神擧 校で 神擧を 研究し •一八 瓦 二 年、 ドィツ じ賴擧 •<: レ ー 神擧 おで 
ーヶ 年間の 硏究を 積んだ 上、 歸國 しました。 さぅ して 一八 五 S 年、 第ー ダツ チリ ホ I ムド敎 倫り 
のが 師 となり、 後ち アム フォ！ スト 大 '擧 S 哲擧 倫理の 敎授 となる まで •をの 職を 績 けました。 


ホい ホん 


せかい ミん いぅ  Js  I  / 

八と 二 年 ヒッチコック 氏と 巧界 漫遊を なし、 一八 セ 四 年 >ヮ シン ボン 知事の 推薦で •マ ッサ 


一-?? リー 


\  を ぞいち や ミし う 

チゴ！ セブッ 州の 州を 並び じ 租稅徵 集改ぶ 法案の 柔 員じ擧 げられ ました。 同年 •巧の 選 擧區か 
ら私 議院 謙 員と して 第 四十 四議 命た 送られました。 この 選舉は 恐らく 空前の 擎£ 纖與 であつ た 


らぅと ぶ はれます。 何と なれば、 巧は 單に 一枚の 端 書を. お 樵を に齡 慾した ごけで •お 和 黨と民 

クミへ ミ  か 

ま 熟との 投緊を 悉く 搔き 集める ことを 得た からでず J 而 かも 氏は 生涯 •黨 派に 席を 置きません 
でした。 アム フオー スト 义擧總 長 スタンス 氏が 死ぬ 時に、 シ ーリー 君を 後 教に据 るた のでず 0 


巧は 非常に 强 健で、 且つ 腕力 家で ありました。 一八 九 五 年 五 巧 十二 日の が 勝であります。 ュニ 
オン 乂擧の ドクトル、 デ ダィ ニ ティ、 コロン ビヤ 乂學の ドクトル •オヴ •リテ レ チ ユアで、 敎育 
擧‘ 心理 擧 、倫 坪 •學 等の 著書が あゎまず。 なほを の 他に アルヴ ア ー シュ ワッカー 巧の 觀譯も あ 
りまず 0 

一九 一九 年 六月 十八 日、 アー モスト 大擧の 卒業まで なされた、 巧 今の 離が 贈齡 リッチ 巧 
G が說 は、 同 义擧の 人 巧 主義 じ 立つ てゐる ことを 最もょ く獻 W して 留 ります 


をい みん 


〇 


しよくん  ） を  ’ん ん、 

「許 君、 本日は 光榮 ある 卒樂 式に 臨んで、 いろ^^ 懷巧 的の 感 おに 充 たされました 〇 いま 司 貪をから 卓 

卞  '  の  ダ， 

上祸 說を勸 めら れ ましたから、 この 機を にがてが の大學 時化 S 樣 子を 述ぺる 率は、 舉ろ おの；^^  である 


とぶ ひまず 〇み わら サお华 前 じかて、 ゎ學に 人る ことは 非が に 幸耐む 人の やぅに 巧 はれ、 また. りかで も 
おさ じさろ した、 巧 遇 上の 敬 選を を識 して、 巧を を 巧 門に が、 レす といつ たやぅ の元氣 をで あリ ました。 
化し 推驶 力ら 巧 否のは なや 梢 神化 動作の 方面に がて、 その 剌 数が 單に巧 裝の疏 慨じ视 ける と ミつ たどけ 

してい 

のこと でを リ ました か、 本 乂學は 忽ちが 子弟に 一穂の ィンス ピ レ-- シ コンを 與 へました。 その 锦果 、な 
じ 姑 野だつた もの も、 今度 逢つ てみ ると、 それ •か 悉く 展敬八 態を に變 つてを り、 その 變リ 方八遽 しいの 
に 驚きました。 これは どんな 譯 かとい ふのに、 總技シ .1 リ I 巧の 偉. 八む 典型的な 人が の薰 化で あリ ます。 
それから ゥッド 憐 ± の 高潔な 趣味が、 忽ち 新人 化に 淸鮮 なげ 象を 與へ るからで あリ ます。 且つ また ギポ 
ソ博 古の ギリシャ 語に 造詣の 傑い ことは、 古典の 語根に 透 i; な 瑚齡を 興へ、 その 文な-の 智莊に 一頭の が 
統的關 係を 結ばし め、 それ か 其の ま、 力 ある 偷理を 育と なる からです 〇例 へば 新ん 化が 第二 學 ザに 遊 か 
ギリシャ語の「ソフモアー」に出逢ふ時、 彼等ぉその文字の本質的の價値を、 各白に體现すべき慾求を赋 
巧され る ことな どか、 即ち それで ありまず 〇ラ ティン 語の 「n ン ダニ チ I」 とい ふ 文字の 語 おに 非 化な 巧 
拇のの避化を化ぉし、 常識2^上に文化的の必掌を袋摇しょぅとする氣持を脚ハへられことも、 それと同じ 
事です。 ギリシャ、。 1 マの 世が にを した ふ理 的化淪 や、 倫理的 衝動む 閒 題を すべて、 がくの 如 < にして 

をし つ  しんし 

おめ て 巧く から、 を 化は 非常む 訓 和を 得を 素 巧の 人と なリ 、高尙 言語 動かの 紳+ > とな リ 、結財 アム フォ 
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ー スト 式の 校風を おがして、 化の 學 校に 見る ことの お ホぬ •卒直に して 祟 高な 特徴が 現 はれて ホる のです。 
昔の同窓の夕尘に モースおぁリ、 フリ ンク巧ぁリ、 クローエルお》 タィラー巧、 ガ！マ ン巧をリ、 現せ 


たし さぃ 


近び 


もまた 夕十濟 々、指を 鹿す るに 違あリ ません 〇 母校で 養成され たる 人々 は、 すべてが くの 如く 現 社が に 

L よくん  くわ' 3 えい 

泰 化して 居ります 。これらは 實に 諸君と 共に 非常の 光榮 とする 所であります。 

1 國の 文化は 單に 智識に よつての み、 成就され る もので るりません 〇巧 な、 その 亂 化は 反つて 文化の 
破 壌であります 。個々 の 人が の 向上を 目的と しないで'  社 會の發 達は 贏ち 巧、 レれ ません 〇 巧々 がァ メリ 

せいたい  _  し ゆたい 

力の やぅな 政體 にがつて は •吾々 は闽 政のを 體 ではありません 〇奔實 、ま體 の 一部を 雜 成して 巧る もの 
でを リ ます。 從 て現實 的の 立蕩 からを つて、 叫 個人の 思想 巧 偽は、 社を 道德 をち 酷す る 思 お 巧な となつて 
るます。 化に 靑 人は 善の 意志の 巧 けれる 社 貪を 作り上げ、 そぅして その 環境の 恩 惠を侧 人にまで 還. 亢さ 
せわ ばな リ ません C この 實際 的の 經输 は、 溃摇的 創造を 生命と する ホ 典の 綺 神を 學 ぶこよ におつ て、 實 

る  ゆ  うし i 

類を擧げる事が出ホます〇 號ち行<潮むゃぅな底巧ぃ愛幽也が、 サーモピリ》の戟ひに現はれてをリま 


す。 かの S 巧 人の ギリシャ 軍を なて、 巧 萬の ペルシャ 軍を 愤 ました 國祖 ヮシ トンの 吿へ咖 斬!^. の 趣旨に も 
また、 この古典的の巧力が潜んで巧リます、 リンヵ1ンのゲッデスパーグの^^っに充ち溢れて&る、 恼 
時 的の 精神の お 一巧に も、 ギリシャ、 曰 1 マの 义化 がその 光りを ば 添へ てゐ ます。 即ち それは 新鮮な 創选 


こくべつえん ザつ し ゆい 
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勺の 巧 力 そのものです。 デモ ステニス、 シセ ヴの趴 辯に、 愛幽の 血潮が 旅リ 、ブラト ー ンや アリ スト テ 

ルスの が I 尽力 强ぃ が 影され て f ます。 さぅ して ギリシャの 文化 も.、。， マの 巧蛟 も、 その 
偉大な綺神のて£*^にがては悉く、 も恥中の古典たる キ リブ ト敎のお機の潤ひじ外なリません〇 人類のな 
識な力 Q が ひ、 一切の^ *5 一が、 I み ホぉに ホめ"^ れ まず。 賽 K 學パ赖 神。、 こ。 黃 典^ 理 がを 强 調し 唯一 

—  •  をい しん 

の 神に 歸 斬して、 時化の 上に 働 <1  勇を となる ことじ かリ ます。 巧々 はこ 知 か 校 搞刺 をみ へに 刺の 義に 
磨し、 エ黨 職の 中-：! も、 S' 脚の 黑 ぃとの 中に も 聖壇を 立て、 神の 榮を视 はさねば なりません。」 


A  レ-* 心-  も ム 

先 ホは ちら ゆる 新しい 試み、 かて、 運動 •宣傅 豁じ對 して、 事 每にシ ー リ ー 君の 化 紋を德 は 
せて巧ります〇 郎^|;1はァムフォ1スト大-擧^延長であり。 先生は同本のシ1リ，1おであるや 
うの 感じが •私 こは してな りません 〇さ うして シ ー リ I 君が、 不偏 不黨 でありながら、 網ほ且 
つヒ .和 驚の^ 歡 の 濃厚で あつた 如く、 先生に もまた 何となく， H 留黛 系の 傾 おが ありました。 施 ハ 
へ 师かム n、 抵獻 斬が などい ふ 言葉は、 をれ までは 雲 貫 k 同 黨化異 であり 支した ものが、 先生の 思想 
を 通して は、 をむ らも 一霸 1-& として 新ら しい 意義を 惡是 'っじな りました、 さう してを 
t;; 新たに が g を 準備す ると 巧に、 個人の 對社轉 のぶをを 示ず 敎 育と 立法、 或 ひは 宣傳と 設備 


•— — 


i つて ホい 夕 


と 


じ、 新ら しい 個人の 自が 的の 觸 度を 偃 進し ました。 先生の 思想の 體 系は、 心邱擧 •倫理 舉‘ 
社會擧 、星擧 、物啡 .擧 •化孽 など  >  をの いづれ をが つて みても •をの 紙 織は、 それが 經轉的 じ 
合 巧. 的 じ 生活 じ 役ぶ つと いふ ことじ 限られて 居ります。 故 じどの 種の 擧問 でも、 皆な 同一 程度 
じ縛濟 的に、 合瑚 的に 生を じ 役立つ 體系 じ巧來 上つ て 居る のであります。 

.さて、 先生は 一八 六 六 年、 アンド ヴア I のフ 

がに 遮な つて、 洗禮を 唆け ました。 これが 第一義の じは、 先生が 神擧を アンド ヴア I で 修める 
綠故 となり、 第二 葬 的 じは、 組合 教會の 一員と なり、 第 S 義的 じげ 外 關傅道 貪 社じ密 切の 交げ 
を 生じた 巧な であゎまず。 攀院 所屬の 敎會は 組を 派で、 をの 中 じ 外 顚偉道 局が 置かれて ありま 
した。 をれ は實際 じがて アン フォー スト 乂擧の 卒業 牛 r から 成立つ た 施が 如で みり ます。 


イリ 


がく ゐん しよ をく 

ップ ス擧院 時化 じ'  擧院所 屬の敎 翁の 舉變 


じ ゆ ホん 


一體 先生の 受洗は 何を 意 巧す るかと 云 ふの じ、 をれ は 先生の 智力と II 船が 進む じ從 つて、 當 
然歸結 さむねば ならな かつた 問題で、 帷 物的なる ものと 織 i のな ろ ものと が、 先生の 體驗 じょ 

ざんぶ ぞぅしつ  れいめ 弓  を ミ そく 

つてを 部间 質の も s' となり、 先生の 眞の實 あとな つた 靈妙 一巧の 消息で ず。 さぅ して 創造 を 

はつ けん  げんいん  ィ) こ  • 

自己 じ發 見し、 をれ を 自己が サ ーの 原因と し、. 円 的と し、 手 巧と した、 则ち 自己の 本質のを 體と 


一紛 壬一 


して IS! ずる 時代 じまで 進んだ •先生の 論理的の 發展 であつ たので ず。 

先生が ボストン 「ァド バ I クィ ザ—」 紙 じ！！ まれて •お 齡がじ 就ての 怠を を It へたのは、 先生 
が 日 礎 日を 臟齡 する ことを 同紙の 军齡 おが 承础 して、 特にを の 題を 先生の ためじ 撰んだ のです。 
この 記事は をのな、 同巿 一藉訴 じ繫 されました。 これは また 先寨髮 晏卽 一巧と 旅行した 

こくす ゐほ をん し ゆ ダ- 

斤 こ 円藉 日を® した 理 おを 解く もので ありまず。 何ん と 云 つても ボストン 巧は 國粹保 おお 難 
が 乂體の 歡斬い をな して ゐ て、 刖ち戳 おを 嚴ホ するとい ふこと が、 淸敎徒 上陸な ホの 傳統 的備前 
となつ て 居りました、 をの 後ー セ 四 六 年に 至つ て、 をの 法規は 緩和され たけれ ども •をれ まで 
ま 聖日 劇 一 了 去 案と いふ ものが ありまして、 齡 端と 縣 はれる まで じ 拘束を 加へ たもので ず。 さう 

して 蒙！！ 誤 時代と おに Sii さを」 わが、 を-賢 迄と しては 猶卓ま 効力 亮し • 

家每 じを の 精神が 傳 はりました。 

1  しんか ミ  I 

先 ホが 「円 確 HJ なる 題の 下に 載 かれた ものを をろ と、 如何にも 淸敎 徒が 信仰を 人類の 最も 神 
聖 なる 槪挪と 認めて、 この 聖日を 撇 する ことが、 爲龄の 人 權を俊 害ず るかの やう じ 著へ て、 
店ち こ 齡じ をの 日を 墨が して ゐた 彼等の 態度を 手 じがる やう じ 見ぇます。 刖ち 左の 如く 認め 
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られ て' 一の りまず c 

•ぶ*^%  つ  • 

「一 韦四〇 年 巧は* 聖 U をが るを 律 さへ 出來 てを りました。 ± 曜日の 晚 から 日 階 H の タ ホまでを 聖 口と 

ホく  .  L 

して、 各自 魂の 教 ひを ひたすら 神に 祈る のみで、 をん どが 街を 歩く 人 も 稀で ありました OP 萬 己む を 得ず 
して ホ H する 場合は、 たと ひ 知己に 逢 つても 互 ひに 龄 を 巧 はすこと すら 致しません 0., 水 敵き、 > ，庭 いぢ 

もちろん  こ、 ざ、 J 

りは 勿論、 P 倏 式む ども 一 切舉； ：；： しません。 ホテルは f 齡が 中。 のをに 限り、 僅かに 接待 するどけ でた ご 慈善 

ももろ A  、つ 

に關 する 巧 動 どけは 勿論 自由 じ、 公け じ 許されて あリ ました 〇  g 白て 一人の フランス 人 •か、 ホテルで 聖 U 

ふえな  が、 ぅ、 

に 巧を 鳴らしを 爲 め、 即 中の 入から 聊 裁を 加えた やぅの こと もあリ ました 〇斯 熱い 信仰* か 人々 の、 むに 渗 

vrv  %  ^  * 

み 遣つ て、 力强い 人格に 光ろ 教とを 投け與 へて 賠リ ました。 この 習'^ が一 八き 第まで 引き 繪 き’ 踩 

•  をい け ミミ  ホん かく 

じ ボストン ロが 敎 徒の 市街と して、 聖 リ を かる ことは 威 格に 保持され てが りました 〇斷を やを 唐り じ關 

でんせつ  > 

する 傳說 は、 王 キリストの 時化 ばか リ のこと かと 思つ てゐ たと ころが、 巧敎 徒は か 生 勝 ほその 携を闽 くがつ 
で 辟り ます。 俳し おリ 巧く 世の中と がに、 この 穀 が、 賢 も!^ 於か满 らいて 參リ ました。」 

モ  >  ホ. 5 

一八 セ 〇 年 七月.、 先生は 乂 擧を卒 紫し ました。 實は 一八 六 九 年の 卒業で あるべき でした が、 
例の リユ ー マチ ズム のために 一擧 期遲れ て、 セ 〇 年の I お M となつ たのであります。 先生は をの 


? 

5 


隙、 塞 護 0 が教 II ひま，) わ。 桌 G 特待生と いつわ 格で あゎ 妻。 卒業生が 義 で直+ 
人のぅ ち、 四十 化 人まで が バァ チェラ ー •ォグ •ァ I ッ で、 先生 一人 だけが ハ ァチェラ ー •才 
ヴ 、サィェンスであります 。別 じ 職咖の 差を 說明 すろ 誘では ありまず まい けれども •なんだか 先 
生の 特色を 一げ びて ゐた ことは、 載 趴じ値 ひずる ことと 思 ひます 〇當 年の 同乂學 卒業生の 名簿 中 

じを 巧 さわろ 先生の 記錄 は、 みぎの 如くであります。 

BAO 亞 EUD 巧 〇巧 WOI 円 ISTO 巧 

JO 萬 PH  扫 ARD^  3EESIMA,  1870 
A:NDOIlERl^wcTUWWIVr.:ls74 

L.  L.  D. 1889 

さて、 先生は 乂學 卒業 前後から、 日本の 郎 胸を 啓發 するな じ 膺ろ覺 悟で ありまし たが、 をの 
常時 外字 新 間の 瓣 難に •赖濱 で ャソ敎 信を. が 六十 人、， 術^され たる 事が 見 わたので、 お 純た る 
皆撇を 受けて ス おの 念じ 繫 はれ、 をのた めじ 先生は 載齡 か苦憐 し、 また 一而には な鄉を 懐惯ず 
るの齡船、^^かたく、 |心瓣^對八\鷄り、 ホの善而を例の先輩且つ友人たる同藩の備旧巧に送りまし 


た〇 をの 一節 じ 左の 如く 讀 まられ て ありまず。 

「'な 化お巌 弟へ 中越 候 逝、 小 化 歸闽之 一條 如が 致して を 哉、 先生の 御 周旋を 勞 しお 候。 兼て 御を 之述ル 
化 義な禁 をも不 顧、 臥懸 千里に 踏す るを を 立て >  遂に 海 かに 妓涉 し、 で 辛 萬を 今 H に 至る は、 をく 國を 
愛する の 巧 じょる。 然し 國籍を 犯せし 段 •國 刑を 免れざる を 巧ず。 (巾 略) ル 化の 巧幽 にがての 親ぶ 中に 
巧 人と 巧 成り、 巧國 大統領の 保 龍を 得で、 日本へ 歸る 可き がを しきと、 巧し リ 本人 刑を 化へは、 亞幽の 
义 統領ょり なしき 所 約の ち 之 候 一た 之 お 如何してを しき 哉、 是义 御を 巧 被 下 候。」 

一一へ セ ー年 一 育せ お 口  新  島  襄 
飯 田 逸 之助樣 

先生は 擧 問の 到達し 得ろ 境地 じ 達し >  巧擧の 到り 得る 處を 究め、 今 また ァンド ヴァ ー 神擧校 
じ 入校し 引き 續 いて 神學を 硏究 致しました。 これで 見る と 先生は、 一え 何等 肖 かに 緣 のない 擧 
科を 乂擧で 硏究し 支した やぅ じ も 見ぇます が、 實は 科擧的 人生 觀 から 突き進んで •こむ を 基礎 
として 夏じ廚 く、 更じ廣 い 続 一 原理を 發 見し、 究極 萬を の 牛； 命と いふ 概念 じ歸 著し、 我 動く じ 
ホらず して、 神 巧に がて 動く ので あると いふ 統體じ 到り 著いた のが、 則ち 先生の 神擧校 時代の 
綺著繳 でありました。 この 際、 最も 痛ましい 巧 ホ 事は、 先生を 救 ひ 上げた 船長 テ ー ラ ー が、 ぷ 
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慮の 死を 遠け たこと であります。 先生は をの 際の ml を 左の 如く 記して をり まず 0 


けう くん 


「余の 身に おリ 善き 教訓を 學ん 'だ、 人は 何時 にても 神に 召さる 斬^ 机 無くて はならぬ 。な •是の 目こ特 

いろ  きんち や ミ 

巧の 意 化を ホへ て、 常にむ の 緊張を 保たなければ ならぬ。 借、 十ニ パ 十 SU、 ぉ 幡の朝 •一人の 化 者 か 
余に 恶 報を 遽し < ず 渡した っ 胸に 制え きれない 聊悴覺 えつ、、 讀めば テ ー ラ J 船を の 巧 去の 報知で あ 
つた。 巧の 時を の、 むは、 披 底ょ リ被綻 を 感じ、 目： 喪む せリ 。趴 かが か、 疑惑を 强く備 ず ま、 じ 椅子 こ 倚 

ゴん じもん もく  つ. ホつ 

りて、 暫時 ほ獻 した 今 巧な から 》 人は 不時に 對 ずる 用意かなくて はならぬ と、 がが に感 した。 や をら. か 

るべ  しや しん  ""V ころ 

を 起こし、 壁に 掛れる 船長の 寫眞の 前にな ちて、 敬意を 表すれば、 彼は 膨を つめて、 余を おて 居る 〇両 

こ ミ 怯 

して 何 か 優しき 言葉が 曆を ついて 山 てんす る樣 子で ある。 どぅしても 死ん' だとは 西へ ぬ。 そこでです 

力  ひ ミちが 

へ 顧け がけて、 おしや 此の 霜 報が 人 違 ひで ないかと たど かば、 巧と 膳ぶ。 よリ てが の おで、 停韦為 へと 


のりこ  いん、 つつ  ちんつ 5 

急ぎ、 汽 遐に乘 込ん ど。 印象 か 總て陰 鶴で、 沈 攝の祿 であった。 巧 おを 下リた ホよ、 お 


として 打 


ち 震 ふ 膝を. 疏 願み じす かリ 、辛くも 其. おじ 眷 したり 〇  むは 踩巧 口を 避けて •その 化 弟 達に 途 つた 
•か 先ぶ つものは 淚 で、 熟を 上ぐ る 事 も 川 ホない。 余は ム齡 P 救 はれて よリ 、彼い 仁慈が 愛の 岳が 》 をに 


デ J 巧 夫妻に お賴 した 


ジ 

ク 

名 


の も 彼であった。 而 して 彼は 余に 運 斬の 開 巧の 機 命 H を與 へて くわた 〇 此の 夏訣れ る 時に、 彼れ 船を はを 
に 熱き 齡趴 を耻 ハへ たが、 恩へ ば么 か辭肾 てを つた。 みやこの ぶ 人は 大理石の やぅに なく 横は つてを る。 
余は 靜 わに 默 贿を捧 けた、 而 して 遺族む 爲に 祝禱 した。 鳴 ゆ。」 

この 時、 化生の 棒け た祈禱 は、 「默示 鎌」 第 セ 谭第十 セ 節でした。 

さて、 一八と 二 年 二月 十六.：：、 毁 が 使の 一巧が、 义國 曾が ヮシントン じ 到 著しました。 これ 
が、 先生に 取りて 完 をなる 自我 實现を 獲得ず る、 絕 がの 機會 となりました。 同日、 森 公 化から 先 
生じ對して、 4^齡】1行のためじが雖^^1‘&の調査をなし、 且つ東道のぶ人となつて一臂の絲 
を 執る やぅに との、 辦 如な 化賴が ありました。 當時 、先生は まだ 神學校 じが 學 中でした からと 
じかく  •諷 IS する 考へ でありました. が、 歡人 ハ— デ ー 巧やシ ー リー芳 の 肝入りで •る や應 なく 
を攸の Ii5? じ應 ずる ことにな り、 遂 ひじ ヮシントン じ 化かけ て、 乂使 一巧に 而貪 しました。 

藉 おの 燃 お 觀臟公 葉て \ 載 敬 & 九十 度と める ところを、 先生は 一】 一十 度 ぐら ゐの巧 度で、 初 
對 而の攒 齡を妒 ませました。 當 時の 數 I ぞ先 生から ハー デ ー 巧 じ义邁 した 中 じ、 


一 290 — 


^.C^^^.PM.0^  ^^-05  OTOP^--  4 

hand,  and  己ー ミ  10  a  inost  graceful  yc-t  niost  cligQificd  b ミ V  to  me 一  asking  me  to  be 
a  ち ncl  fric 一己  to  liim.  H こ ミ VC 苗  Iliplscs  so  fro 己一  the  perpendicular •梦  I  inade 
like  bow  】n  return. 

を譯文 

お 貧 大使は 立て 余の 前に-がられ、 余に 暧 手し、 體をム ハ 十 おに 屈して、 殿 ぞんじ 挨 がを なせ リ〇余 も义扣 
がの 敬 結を 表せ リ〇 

と 認められて ありまず。 先生は 冷 靜じ曠 實に其 等の 證 情が 光明と 指導と を 峰 おじ 得る よぅ。 
且つ 义實隐 を 探究 するとい ふ 曾 先の 化 事と なりました 0 
先生は 新しき 剌戟 ，こ、 生命の 本流から 橫溢 する 熱情を むて、 巧 心の 瓣齡皆 J ぐる 一切を 除去 
ずる 爲 めじ、 赋身 犠牲の 蔵 乃を な 調して‘ 基督 敎の宣 傅 福音 等 一 刪の 峰 gt よりぉ 阳 ならしめ る 
事のあ認を得ました。 么れが巧闕じがけろ神國といふ恥證^§1^りして人瑚の成かの連帶性を叩} 
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設し •且つ III# 勝の h_ じ 一個の 團體を 創設した のでず。 

さて、 大使は 明治 四 年 十二 巧 東 巧を 發 し、 翌五年 正 巧 サンフランシスコ じ 上陸、 マ ー ヶ 
ットの グランド、 ホテル じ狀 齡 レました 。をれ 龄 現今の パレス、 ホテル 跡 じ 巧つ たもので、 當 
幸 サンフランシスコ 第一流の ホテルで あゎました。 一一 行の 總 人員 巧餘 名、 木 戶 孝化大 乂化爭 
通、 が 東 博 文、 旧 中 不二 磨 君 等を 網羅し •岩 倉 大使は 鳥帽 -十抵 重の 装束で •手 じは 巧を 持ち、 
が迴 りじは 刀を 提げた 乂 巧が、 二人 i 隨 して 居りました。 當 時の お 様を •或る人の 記 錄じ殘 つ 
てゐ るの み •をる と、 斯ぅあります 0 

「さて、 愈々 ホテルに 御着に なつて、 公 始め 一同は 椅子 じ 腰掛けず'. ヵ ー ペットの 上に 跪 巧した ので、 
先つ 接待の 米國 人を 驚かした 〇此 巧、 巧 馬、 か 胤、 ォ ー クラン ド 市に スク ー ルボ！ ィ として お化して 巧た 
が、 大使の 巧き に應 じて 馳せ參 じ、 一同の 體 たら  <  を おて 膽を つぶし、 ホ阁の 風化 習 憤な どを 申述 でを 
とを ふ 事で ある。 此 一巧は 實にサ I ヵスの 巧 列同樣 で、 令： ホ 人の 好奇 也を 挑つた。 化し 一巧は そんな 事 
に ぱ氣が 脚かない CJ 

化處 じがて 先生の 要求は をく をれ られ 、これまで 歷お 上の 事情から 憎 神 的に 保持され てゐ た、 
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先生の 罪の 意識が をく おひを とされて。 一層の 志向を 發禪 ずる ことじな つた 爲 め、 化の 響き •か' 
白然 先生の 家鄕 じも傳 はり、 父 民 おは 纔尘じ おけて 左の み 閒狀を 差し 化しました。 

「一 舊ホ蒙 御 懇命 候げ セ 五 S 太 儀、 すが 苛 化 肢從灭 朝 蒙 御げ 化、 义巧铃 被 仰 化、 不巧 のみ 冥加 ま 
蹄、 難 巧 仕を 奉な 候。 县 脱を 一が 之 節は、 不】 ホ 御 配慮 被 巧 下、 が 難 も 當摇韶 お候處 、猫 义歸邑 等么義 
御が 鑑等無 之、 如何 巧 化 哉と ム配韶 ホ 候。 がを 處蒙御 沙か歸 朝么義 も、 表 巧手を 撼げ上 陛么據 にが 巧' 
夫の し 雛 おが 候。」 

先生は 田 中 君と おじ ホ 國のお 名な 敎育 機關を 視察し •また 米國义 郞の當 局と 往來 し、 傍ら シ 
!リー 君が^ 宜を與 ぇて、 略 ほ 満足な 調査が 岀來 ました。 をの 造り上げた 敎育 制度の 體 系は、 
同胞の 情操と 統覺 とを 觀辭 し、 個人の 能力を 發展 し、 また 現じ 如何なる 障い I が、 同胞の 沾 動の 
上 じぶ ほして 居 6 かの 事 實をも 考量し、 速 かじ 常識 敎 宵を 施すべく、 をの 機 闕の齊 整 統一を 計 
つた もので ありまず。 即ち 制度、 擧 術、 乃至 倫理の 問題を 一貫して、 化 當の窓 ホ じがての 人が 
を 養成し ょぅとい ふ草樂 だつ たので ず。 

一八と I 晕一頁 十日 •先生は 一巧と 共 じ义乂 陸を 離れました 。十二 •  ±二、 十四日と も Pif 祿 


じ 製 はれ， 船は 船 齡を轉 じて >  ニユ— 、プ ォンド ランドの 游岸じ 沿ぅて をり •此處 では まむ 時 


しぅ ぅ  公、 つえ ミ  ，ィ  1 

々採 雨に 同 さむ、 絕 わず 向 ふ 風で 船腹の 動搖甚 しく、 旧 中 若が 先づ 倒れた けれども、 「ォー ル 


しよく 一ー ミ  ゆ 弓  こ  けんたん 

ジャツク とも 瓣 した 先 化は、 食堂では 勇を 鼓して 健峻 し、 談話室では 一巧の ホ國觀 蔡談で 議論 


の 花を 吹かせました。 先生は 化處 で. らまた 華やか じ 個性を 發禪 ずる ことが お來 、大使 一巧の ァ 

の  • 

メリ ヵ 視察の 縱搞 邸齡 値が、 何 t なく 先生 一個の 力に 歸納 さわた やぅの お樣で >  先生の 人 おは 

てう わ  け かを 

辖す苑 をな 調和が 取む て參 りました。 先生は シカゴ 乂擧の エリオ ツド博 ± 、牧師 レキシントン 


君、 グウ ドウ 井ン 夫妻 その他 案 即の紳 f! 等と 興 巧の ある 談話を 交換しながら •英國 に 到 著し ま 
した。 著英 後、'. クラス コ I 、イデ イン バラ じ兩 日を 送り、 ロンドンで 一巧と 巧會 した 先 化は、 
更に 英幽 、フラ シス、 ドイツ、 ロシア、 イク リ I と 胸 遊して、 の 中 おとおに 專ら敎 な 制度を 取 
調べました。 さぅ して フランスの ホ 伊.、 む •ドイツの 巧 學萬能 等と 挪撫し •イギリスの 智 巧な 自 
一己 是認 的の 氣 かが、 さまぐ の齡 となつ て澈れ てゐる こと や、 ロシアの 瘤疾 のな 印象 や、 さて 
はエ ー ルの 卒業式 じ キリスト 敎 的の 空 氣の稀 薇な こと や、 渡航 中 或る 名 ± の 酒盃じ 親んで をつ 


や ミ  タミ ぶん 

た不 釣を ひな どを 評して 居りまず。 太戶 巧と 旧 中 巧とは 特に 先生を 同伴して 歸 朝し、 だを ずる 
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樣 じす、 めました 广 

さて 仰の 草 楽 G 精神た る 修身と 肆- 科との 二 乂綱賴 じかち ました。 修身は 禪 巧の 綿 神で、 郡が 
は 修身の 系體 であるから、 をの 何れもが 同一 縮 神の 上 じぶ ち、 照赌 のじ また 抓な 的 じが おを 巧 

りきせつ  かぅて 5  しん ぞゐ 

ろと ち ふの が、 力說 せられ 窩 調せられ、 请髓 となつ ていたので ありまず。 事實 じがいて、 巧が 
國敎 育の 精神と なつた ので ありまず。 實 はかぅ した 消な じがて、 先生が 日本の 义政 じ； I が^した 
巧績は •自然 沒す るれ けじ參 りません 。それが 後ち に 事態は 一變 して 仕舞 ひ、 修身と 理科との 
間 じ裁然 たる 二元的の 傾 巧を 生じ、 終 ひじ 今：！： じ 至つ たので ありまず。 先生は この 1 巧と 視察 
旅 巧 中、 如實じ 犠牲の 精神を 發 露して 一巧： に淸 巧なる 刺戟み 曲 ハぇ ましたから、 追々 一巧 かじは 
語 書の 硏究が 姑 まつた 化でした。 

黨 かしく 喊路に 人り ますが、 明治 お 年 七 巧、 太が 官 から 頒布され た擧 制は、 現 あ 吾が 帝闕の 
敎脊 の 慕 礎を なす ものであります。 「自今な 後、 一般の 人民、 單± 族、 卒 、農工 商、 巧び 婦女す 
必ず： 凹に ス擧 の戶 なく、 家 じ 不擧の 人な からん ことを 朔し •」 徹底的 じ 載務敎 巧を 普及した ので 
ありぇす が、 これは お倉 特使 隨れの 旧 中 不二 贈 おが 敎す 制度ぶ 奔ち 巧の 下 じ、 化 牛； が 英米の 制 


—说 ろ 一 


9  ホい々.！  ミん レヴく  りつを- L さく、 ない 

度. 就中ぶ 闡の 制度を 參 おして、 重 もじ 立案 か 成した もので もります。 さぅ して 化 語は 慶應二 

%  ぁん.？んが、ご、っぶん  くわん  卜- つめ、 

年-先生が お. 中 同藩の お 人 飯 旧 巧 じ 送つ た嘗而 の中敎 育じ關 すろ 觀明 t の 巧 語と を然同 I であい 


ます。 をの 文字に を まれる 憤 値と 精神とは •敎 育の’ 敞節城 策を 計り、 實際 生活に 號聪 のみる や 


ぅに 仕向た もので、 つまり 個性の 眼と 廬 張と •將た 人 問の 舉 恥と ホ 場と を、 親切に 釋 明した 
もので あ' 〇 ます。 政が も 新 思想と して こわを 革： んじ >  を わじょ つて 新た じ學 制を おく ことにな 
りました。 裹而の 消息と しては、 かの 米閱 々務 省の 敎育 局長 及び シ ー リー臘 だが、 先生の 爲じ 
が 料寃集 巧び 調を 上の 便宜を 與 へた 事 は^れ もない 事實 であります。 また 愛國 詩人と おはむ た 
エブ ソンの、 口  g 化の 敎 育と 德敎が 常 じ 先生の 行爲 の!： ぃ をと；/ ホり'  森み 使が また 庶接 •間接に 聲 

* 、づか  ミ-: •  • 

挥 した，】 とも •與 つて 力みろ ことは 疑 ふまで も あり 支 せん。 けれども 重 もに 先生 銜 がの 奉々 を 
なす 事を 目的との たのであります。 

布  常 


夕 


そ 乃 さ /L 


その t  •み 


人々 自ら 巧 身を ぶて、 其產 み-治め •其 紫を 昌 じして & て、 が 生を 遂る ゆるん の ものは、 他 


なし >  身を 修め、 智を閒 き、 ホ藝を 長ず る じよろ なり。 而て忠 ハ 身を 修め、 智を 開き •ホ藝 
を 長ず るは 擧 じあら ざれば 能は ず。 是れ擧 巧の 設 ある 所な にして、 日 川 常 巧。 一可— 語靠 弊を 
初め、 ± 宵 農 商、 巧： 丄技藝 >  及び 法律 政治、 天文 醫療等 じ 至る 造、 凡人の 營 むと ころの 事 
學 あらざる はなく、 人 能く 其ネの あると ころ じ應じ •勉勵 してと にが 拳し •しかして 後 初 
て 牛； を 治め、 產を 興し、 業を 昌 じする を 得べ し。 さむ ば擧 問は、 身を 立る の财 本と もい ふ 
ベ きものじして •人た る もの、 誰か 擧ば ずして 可な らん や。 夫の 道路 じ 迷 ひ、 飢餓 じ 階，^、 
家を 破り、 身を 喪の 徒の 如きは、 畢 寬不擧 よりして か、 る 過ちを 生ずるな 〇。 從 ホ、 擧校 
の設 ありて より •年を 歷る こと 久しと いへ ども、 或はが 遊を 巧ざる よりして、 人 其み 巧を 
誤り、 擧 問は ホ 人 上の 事と し。 農工 前 及び 婦女子 じ おつて は、 之を 度 外に おき、 擧 問の 
何物た るを 辯ぜ ず、 义尘 人な 上の 稀に 學ぶ もの も 動 もず ば國 家の 爲じ ずと 哨 へ、 身を ぶ 
るの 基た ろを 知ず して、 或は 詞章 嗜誦の 末 じ 越り、 空理 虛 讚の 途に陷 り >  其、 論 廚尙じ 似た 
りと いへ ども •之を 身に 巧 ひ、 事に 施す こと 能は ざる もの かか ず。 是 すなは ち 沿 襲の 則. り 
弊 じして、 文明 普ね からず •キ藝 の 長せ ずして、 貧を、 破產 •喪家の 徒 多 さ-所 U なり。 足 


一如—一 


\ 望  よろ 

一 故 じ 人た る ものは、 擧ば ずん ば あるべからず。 之を 擧 ぶじは、 おしく 其眞を 誤るべからず。 
之 じ 化て、 今般 文部省 じがて 擧 制を をめ >  追々 敎刖 をも改 がし、 ホ告じ 及ぶべき じつき、 
自今 W 後、 一般の 人民、 華 ± 族 •農 H 商、 及び 婦女す、 必ず 哲 に不 學の戶 なく、 家に 不擧 
の 人な からし めん 事を 期す。 人の 父兄た る もの、 宣 しく 此惹 を體認 し、 其 愛育の 情を 睁く 

その レ てい  だ ミ じ 

L、 其 子弟を して 必ず 擧 じが 事せ しめざる ベから ざる ものな り。 髙 上の 學じ至 ては、 其 人 
びか 能 じ 巧ろ すと いへ ども、 幼童の 子带は 男女の別 なく、 ル 擧じ從 事せ しめざる ものは、 
か ハ 父兄の 越， 废 たるべき 事。 

化、 化來が 襲の 弊 •學 門は 击 人な 上む 事と し •國 家の 爲 にす と喝 るを けて、 學製 かな 衣食 S 用に ま 
る 迄、 多 < {目に 化賴 し， 之を 給す るに 非され は、 學 ざる 事と 思 ひ、】 4 自葉 する もの かからず C 是 
皆惑へるの甚しきものなリ。 自今2^後化耸の弊を改め、 一 船の人巧他碟を抛ち、 なら奮て必ず學に 
が 事せ しむへ き 様、 也 得へ き 事 0 

が^ 諭 欄 術 巧 條 .'ミ 那 方官じ 於て、 愁齡 がが じ 至る 送不 诞樣， g が Mil が 加ぇ、 精細み 諭、. 
文部 お規 刖に隨 ひ、 擧間 普及 致候樣 、方法を _辭&| 施 巧の 事。 


— ジ  iS— ' 


明治 五 年で 巾 セ 巧 


乂 


攻 


巧 


Ik じ 先生は 生悅 とのし 祝が がの 旅 巧 中 >  例の特 •柄が がつ て、 それを 根本的 じ治據 ずるた めじ 


こ、 ぶ、  y ぅ く 

巧と 予 數ク 巧閒 ベルリン じ I 邮 私しました。 さぅ して 常時の 消な をぶ の 如く ハ ー デー 巧娩じ 


せづ そく 


《'.ミち 


通が して 背り ます。 


「地が に 和談を 致さず して、 大略 巧 官む如 載を 打ち切 リ ました。 何 ホ おの 專斷を お許し 下さい。 が一 巧 
卜 おの $>婚 い 個人と しての もので、 巧が 失脚 致したならば、 がの 地位を 化證 する 者が ありません 〇 さて 
或が^ 那す とせば、 な 巧の 化 事に 化 殺されて、 祕 をに 泰 化する ことが 出 ホな くな リ ます。 目 一つ 神學 おの 
•が 了り ません から、' それを 修了す るまで、 神が 子の 柳 究を節 巧したい と 思 ひます。 抑 も 十を 架 をれ ぅ 
てまに 化 ふの が、 おの々 威 であります 。願く は 部 iT の硏 がを 成就す るた め 御 •同棉 あらん ことを 顾 ひま 
す 〇  5 •がが-子を 貴下に ST 齡 がします。 お 給され た 中から 節約した. もので あリ ます。 御領 化を 稠 ひます 0 
前. 化な ホ、 穀賊 'い、 か^り、 餘お 健康を 斬 t しました。 俳し 幾 かか 化 ホに 巧つて 參リ ます。 を々。」 
また ハ ー デ ー 巧 人 宛 じは ドィッの クリスマスの 模様を あの 如く 通知して をり まず。 


「がは ドィッに 於て 〔恥 も樂 しき. 巽し い クリスマスむ 光を をぶ 物 致しました。 な 化は この 化誕 u を 祝す る 

。、くきが  ミト 

こと 1 特に 盛ん. であります； 十二 巧の 巧め から クリスマスの 巧 お立ち 》‘ 除が まで 絞き ます。 巧は 靑 葉で 

ろてん  いわんだ  -ん れつ 

飾られ 》 露店 も 巧 具て 充 たされます 。初めの 冗 口までは サンタ、 クロ  — スむ人 おを •陳 '列して、 人い 目を 

さいご 

惹き つ けまナ〇 最なの .五り間は、 サ ン タ、 ク ロ  I ス の かであります。 ク リ ス マ ス 、 ッ リ ーか^。^パ」飾ら 

せいく  、 

れ聖 句を 入 わた ジンず ャ I、 ブレッド や、 な、 その他の ガラス 細て か 列 ぺられ て、 化々 み觀ゃ き、 邮 むな 

こぞ も  お  を 

々は ル 化で 一な になります 〇 がし 合 ひつ、 笑聲が ホ々 に 起こります 。乳な 堵はモ 化を 抱へ、 兩 親たち は 

そうしょくひん  をん ゐ .レ  こ) ブ 

クリスマスの 裝飾品 や常體 木を 自を U 運 ひ！* 何れの 巧 も滿貿 で、 贺に赋 やかで ぁリ ます。 さて 買 ひ 第め 
おく 

た 贈り物は、 クリスマスの 巧 日まで、 夢にも 知らせません。 二階の 一室に、* 如炉 ょ^ 施した クリスマス 
の 木に 巧して、 その 目^ ホる のを 景氣 づけます 。裏-おもの 憐れな 入々 も、 モ 化り 愛に 引かされて、 巿に 

て か 

は非掛 ます •か、 自 かの 外套で 子供を 蔽 うて、 むる 巧 <玩 みを 見せない やう じして ずく やうな、 いぢら し 
いおれ も澤 山に をリ ます 〇當 日っは クリスマス ッリ I は旣じ 技の がむ る!；" 解い 物で 一が になります 〇 親類 

J  A つ t  へ ひ. 

や 子 保が 集つ た 時に、 初めて その 震を 解篡 します 。この 一夜は 地上に がける 灭韵の やろ な 趣きを 巧' 
ぢょ 文  ，： 

巧し ます 。除な の 祝が また 則績 いて 景氯を 添へ まず。 クリスマス ッリ！ も 巧び、 綠 を盛リ 近して 超 旬を 


•^3〇0 


け も か 


ラヴ* 


つけます C 曉 巧くなる まで 大聲で 「新年 ホ扣 


- 人々 疏 なわ や」-^- げびつ、、 卿 を 鳴し、 鐘 


を 叫き、 空罐を _轉 がして、 跳び 廻ります 。一夜 明 くれば、 かる も 知らぬ も 「おめでたう」 をち ひ 巧 < しま 
ず 〇  V の. 混 &っは フランスを 命な 時の パリを おはせ ると •化 宿の 立 人は がに 物語 リま した。」 


先牛；は一八と兰年九巧、 巧びァンドバァ1の神擧校じ歸り、 翌年六巧二日じ、 卒業致しまし 
た T 円本 じがけ る キリスト 敎の 宣傳」 とい ふ 題で、 ず 级演說 を 試みました。 同年 凹 巧 云 十日、 
傳道會 社の 對 策に 應 じて 實敎师 となり、 日本 傳 道中の ゴル ドン、 グリン 賄 巧の 援助を なすべく 
愈ょ 船— 機を 穀 へて 赋 朝， の途じ 就きました。 


第 十三 章 

今までは 大名 やら、 ル おやら、 天領 やらが-日本 閱 中に ル さな 區 域を ぶて、 關 所を 設けて 人 
間の 通 一竹を 監視ず ると いつた やうな を 様で、 文明の 進 ホ 發達も 極めて 幼稚な もので あつたが、 
明治 六 年 廃藩 置縣の 制が ホ かれ、 行政 區劃 としての 郡縣の 外は、 海!： を擧 けて 悉く 陛 T の 赤 千 
となり、 新ら しい 化 巧が 突如と して 閲け ました。 封建の 政治を 情趣と し •また 氣分 として 生き 
てゐた 人々 は、 德川 蒜府ボ ひつく り 返るな どは 思 ひも 醬ら ず、 永 巧 不滅の ものと 心得て ゐ たの 
でず から、 をれ がま 觀の强 調と 手傳 つて、 散髪には なつても やはり ピストル 型の 曲げ-か 懲 しく 
廢 刀しても、 腰の 落 かきが 惡 くて 風邪を 引いた とい ふ矿稽 が、 黃丽 目に 語られた もの ださう で 
ず。 かりが つた 事が 分らず、 當局 者は 隨か 持て 餘し たもので あゎます。 一般の 民衆は 何とち つ 
て も 御題目ち 雜 で、 ャソ敎 などを |旦傳 すれば、 開戰 でも 强い るかの やう じ 響き、 同胞の 生活 じ 
關 ずる 思想と 情操とは 非常 じ動搖 し、 異端 百 お、 互 ひじが おし •雕 離し. 當初 、衝動に ょつ て 
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亂雜 に、 勝手 じ、 手 當りホ 第 じ搔き 集め 拾 ひ 上げた る ものは、 どの 途籍 然と 統一ず るの 必要が 
ありました。 さりと て、 これ じ當る だけの 見識と 實 力と を備 へた 人 も 見當ら ない ので. 义敎の 
常 局を も晏 如た る わけ じ 巧かず •靖 代の 社會生 洁の耍 ホと 理想と を 標準 じ、 とじ かく 一つの 計 
盡を なて 貫かれた 完全な 組織 體 とずる ことじ 巧め ました。 

抑 も、 社 脅 生活と 敎育 制度とは、 常に 密 切なち 機關 がが ありまず から •十 かじ 敎 育を 改 蕾ず 
るの' 必要は、 を 風 じうな づ かれまず。 隨 つて 比較的 商 度の 智識を もつ た 人々 は >  悉く 嘗府じ 潮 
羅 され 同胞の 性情と 文化的 要求と を 標準 一し 新 文化の 建設に 關 して 攻究を 進め •をの ガ 法み-解 决 
しよう， V 致しました。 か、 る 場を じがて >  陰ながら また 公け じ も •先生の やうな 人物 じ 期 巧の 
掛けられ るのは、 常然の 順序で ありまず。 其處で 今まで 家を 棄て 、名を 捨て、、 义國 じじ 命し 
てゐた 化生を ば、 不圆 、阿 顧す る ことじな りぉした。 をの 結果、 义擧蜗 校 並び じ 外務 おから 先 
牛； の 就 に ホの 如き 照を が ありぇした。 

.お 月 十四日、 大學南 およ リ 御げ 山に か、 ルの 權大屬 出頭な し候處 、外が 巧 御 達と 同樣* 

其 藩 お岛セ 五ー ニ 太 儀、 化 節米 利 堅に 遊學 致し 辟 候 旨 •同闊 人よ リ 申ぶな 之 候 偶 •同人 並に 父、 みか > 


目； 航海 之 年 H 等、 早々 巧 中立 旨、 脇 屋大錄 殿 被 申達 候に か、 左 么述差 巧 0 

女中 藩  新 烏 ホ 五】 一一 太 
I  巧 藩 出 族 父  同  巧を 

ホセお己太倏は、 目下米利堅ァーモスト學おに入學む辟候ぉ、 义年齢帮ホが二十か務に相戍申にか、 
此巧申 上 候。 な 上。 

大學南 狡 御中 

また 外務省から 安中 藩への 通牒に 對 して、 同藩から 前义 とほ ご 同様の 厭 が 化て をり まず。 
をれ が 常時の 巧 中 藩の 簿 書中 じ 左の 如く 新 載され てゐ ます。 

おち 十 r-lH、 外務 鲁ょリ 御 呼 山に か、 ル 巧 權乂屬 出頭 致候處 、巧 離 新 辟た-五 S 太 機、 化 節米 利 堅に 遊 
學な巧 候 旨* 同闕 人ょりか 立 あ 之候閒 、同人 並に 父、 みか •り： 航淘之 月 U、 早々 巧 中立 旨* 脇 屋乂錄 殿 
被 か 達 候に 化、 夫々 手 綾 相 巧 まし 候 0 

{かや 藩  新 島 A 五ー ニ 太 
同藩 古 族 父  巧  ほ  治 


一 30 主 一 


ホ 屯 五ー ニ 太 儀は 民が 摘 子 じて •ホ 元 ホが 子が 一ニ リ 中、 姑 節 お' 江 おお 學科 修業 扣越 候處 、巧 六月 同所よ リ 
米 利 堅 船へ 乘糾 、同 阀ァ ー モスト 學 校に 人 學化お 候 川、 义年節 巧宋年 二十 九 歲に和 巧み 候、 化 おか 上 
候。 W 上 0 

外務 あ 御中 

こわより 前き 先生は 解 じ點齡 が® 伊縱の 一巧 じよつ て、 坎がじ 化 仕を 悠憑 さわぇ した。 また 
北海道の 開が が 長ち から も、 斯矿 佩かを 通じて 齡骄を 受けました。 が 先生は いづれ も謝絕 しま 
したと いふ わけは、 根本 主張 じがて 挪 齡聽驴 しない 所から、 先生は 自然 常が の 順序を 機む こと 
じみ 心さむ たのです。 たご獻 がの ない 所は、 政府の 人々 は 新ら しいが 料を 持つ て 居な が .b も- 
を わを 古い 法刖に  li  顧せ しめる ことじよ つて、  ホい 眞理を 維持し よぅとす る 傾向が あり  •景じ 
がて また 麟胆 じがて 進步を 持*。 な-ダし、 賢に がて 創造 じ 於て 進 ホを 缺い たこ 主 じあります。 ホ 
裸々 じ 言へ ぱ 、眞の 心が の擧問 や、 眞の嵩 ホの 知見を 職 現ずる やぅの ことは、 恐らく 覺柬 なく、 
を-等は をの 資料た る 外 巧の 刺 餓を利 川ず-る 一事 じ 限られ、 餘り實 巧を 急ぐ ためじ、 をむ の觀を 
ヒ ニ 縱を與 へぬ 姑 おとなり’ 單 じを むの 辦 如に のみ 撫驗 ずる だけで、 終 ひじ 徒らにを 巧】 じ 
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し だ、 


规 ける のが、 自然の 成行きで ありまず。 先生は こわ じ對 して 正權じ その 刺徽の 性質を 認識ず る 


はつき 


やぅに、 また をれ を享け をれ たな 上 •化 ホら だけを の價 値を 發 輝し、 をれ じ 反 應を見 巧したい 
考へ でみ りました。 結局、 彼等の が 利す： 義 、物質ち 義 、科擧 萬 能す： 義 は、 をの 工夫 だ應 じがて 


なが 


じつ さい 


空想 じ 流れ やず く、 をれ じ 巧して 先生の 體臟 は、 一見 實 際に 緣 遠い やぅでは ありま すが •實巧 


こくみ- .f* 


え、、 


的 人格 的の 國 民を 作り上げる 上 じがて、 人間の 要求を 標準と し、 をれ の槪 念まで な 造した 後 じ 
初めてが 用し よぅとい ふので すから、 喫 想 的で ありながら も •科 的の 堅實 巧が ありまず 0 
さて 當 時は， K 體 、國 巧の 生活と 思想と が、 未だ 一體 として 組織され てゐ ませんで した 〇 をむ 

ふ てつて い  しよ ミこ 

が 何より 不徹底で あつた 證據 であります。 一曆 適切 じ 云へ ば、 西洋の 义 化と 巧 ホの 文化と が、 
纔 かじ 淺薄 なが 利 思想 じよつ て 物理的 じ 混合され てゐた ごけで、 ホ だ^ 潍な 氣瓣と 澄明な 志 巧 
とじよ つて 化擧 的に 飽和され て 巧な かつた ので ありまず 。つまり 總 てが 生活ぶ 針の 輪廓」 過ぎ 
なかつ たので、 をむ が實際 生活 じ 役な つため じは、 をれ を 役立たせる 場合と、 個人の 要求と じ 
應じ 了、 特別 じ 個性 化せねば ならぬ とい ふ 考慮が 缺け てを つたので す。 其處じ 先生の 深い 智惠 

わ  夕 5 は ミ  ほ ミム 

と 卓見と が あつたので 、，我が 同胞の 生活を 肖 かじ 豊富 じず るた めじは、 宗敎 がその 最も 自然な 


最も 端的な 最も 累碳 な表學 あると、 董は曼 のでを ます。 さう してを の黨 •人 問の 
智^と- II 解と が 進む に從 つて、 同時 じ 他の 搬臟じ も 密接な お齡を 生じ、 經濟的 じを 理的じ 生を 
こがが つで あらう ことを 見 究め、 先生は 其 處じ自 かのち 義巧 動を 築き上げました 。かう した 生 
活の 光明が 驗 恥され た 時、 が 唐 じは 物質的 對象 もな く、 踰神 的對象 もな く、 ただ これらに 對ず 


ろ 欲 ホの 起つた 獻 が、 人は をの 欲求を 齡 がさせる が 料 もしくは 條件 として だけ、 臨機の 處 置を 
執る に 過 ざません 。さぅ して をれ が •自己の 齡騰 となり、 眞の實 在と なつた 燒 には •を錢 も‘ 
名譽も •  I 歡 も、 愛國も •均しく、 心的と なり •  || 的と なる のです。 先生は 即ち さぅ した 信條じ 
よつ て 生 巧を 総 1一つ ずる ことが、 人生 じ 最大の 獻 義と最 乂の慢 値と を賦與 ずる ものであると 信じ 
られ たのです。 

けん  かんかく 


ホの 英文の 一節は 齡齡 おと 少が 感情に いまた 款 見の 杆 格を 生じた 機微を 語る ものです。 即ち 
八 お 二 年 八 巧 十日、 先生が 露 都から 恩人 ハー デ ー 巧 宛に 書き送つ たも かであります。 


「rwo  of  0 ミ  P ミ' す' who  are  iiifi  百 encccl  by  Freiich  iniidcls  a  ご d  Germni  I'atlona— 


- — J  り,、 一 


)1 も s  w  ご it  out  】or  空  ghtsccng  oil こ 10  wllbbat  ご】 norm  口 お  ami  hired  0110  gimlc  with— 

out  31 一空 こ img  me. 

新時代 s'_ 到 巧と 共 じ、 先生は： 止さに がを 的 じ ホを 進む るで あらぅ と 察せられ たので、 先生 じ 
脫 藩の 際の 助成を であつ た 飯 旧 巧が、， さて こを 「男子 か 名 富貴 秋」 と 勢 ひ をんで 先生 じ义 通し 
ました。 然る じ 先生は をの 際、 極めて 哲人 的な 態度を 執られ、 自分と しては 同胞を 啓發 する の 
なじ 膺 るの ほか 途 がない と、 豫て 先生の 胸 じがした 素晴らしい 理想を 磯々 記述して、 左の 一封 
を 領山君 宛 じ 遊せ ました。 若し をれ 先生が が而 的の 人で あつたならば、 或 ひは この 際を く か 向 
を一變 した かも 知れません。 どの 途 •政治家は 徒らに 窩 翔し、 科學 をは 頻りに 巧 名、 むを 煽り、 
實業 家は お儲け じば かり 沸騰して ゐ たやぅな 明治の 當初 じ、 ひとり 先 律 だけが、 地 巧な 精神の 
窝 調を 誘發 すべく > 燒 まざを 勇 氣と巧 力と じょつ て、 をの 身 骨を 破が してし まつた のは、 先生 
の 韓牲的 精神を 徹底せ しめた 總果 であらねば^ りません。 


新 島 先生が アゾ リカから 飯 田 君 宛 じ 
送つ た 書簡 


陵應立年了卯み巧‘十屯り所載の貨答、 千乂巧六十ぶ年十バ五：=の朝、 僕5巧かせるァ1モスト學おへ 
巧 達し、 拜讀數 凹、 平生 下さ 知が 行の 淚 も、 偏に 先生の 書に 對 し、 裳を 滋 さぐる を 巧 ざ リし〇 化が 化、 
强 健なる よし、 珍连に 候。 僕に がても、 健を にして 勉强 致し 居候 削、 何卒 御を 慮 C 鹽山 巧より、 蜡に僕 
の飽 舘よリ の蕾簡 御が 手 被 成 候 か、 を 知 化 候。 先生の 僕に 化する 所 甚大な り。 僕で 行と 雖 。网 家の なに 
寸 力を 城さん 事は、 僕 ホ、 心 望む が。 然れ とも 僕は々 脫盤 不覇の 身、 神の 徒と なリ候 故巧ぴ 頭を 下け、 灌 
邸に 歸り 、僅かの 俸祿を 廿 ぜん 事を 髓ム 。去れ ど 僕、 敢而 富貴 巧 おを 驚む に 非ず。 當貴巧 おは 化 上 草 頭 
の 霜 露な リ 。僕は 眞 神の 臣 にして、 我 H 本の 巧なる 故、 眞神 日本の なに 丹 ムを盡 さん 事は、 僕の 急務と 
一. み ふべ し 。班 超の 筆を お、 萬 里の が 候を 得し 事、 僕に が而を 雲の 如し。 

皇國の お 勢、 大 じ瞬換 せし か、 を 州 畔く巧 之 •小な か、 昭 德な藥 じ、 一 樵 公拜將 軍せ しか、 新 帝 立 給 ふ 
よし、 (僕が 0000 お 軍の なにが 字せ ぬは 巧 si 共 造化の H を受 たる おにして、 巧 00 と 同等の 人刖 なる 
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による も 潮 醫に歸 せし か、 養 も si® がよ し •兵 柳の 變ぜ しよ し、 靈 化が。 摊 雲の 早 
化給ひしか、 僕に瓷おに襄息2に||1が がち管蒙へが^^^し蒙リ、 延はをく先菱御お 

う* ん 

斗と おじ、 を謝么 至に 御座 候。 i がは 彼れ 泮學を かめ 候樣 いたし お 候。 米 利堅义 物の 盛なる 事、 筆— 姑に 
盡し 難く 候 得 共、 が の 除が お 育の 盛なる 事を おに 記し 候。 

^れ の-刪 斬、 巧の- 邑 何の 柄 落な リ とも、 フリ ，學 校と 中し、】 切 謝 禮を拂 はぬ 學 校な リ 。化は 人々 の 
霸に "si」 了、 年貢を 食て 取上げ、 ini' が髮 と甘リ 。括」 S じて は、 人 巧の 產に應 じ、 雲を 
助卜候 故。 口 本の s かよ". 重き S がをおて 、商人より が 恥 おらぬ に 比すれば、 萬々 裹 。なる 化 ホ 
也。 みず も 男子に t£ しく"^ がへ っ 4r し、 算術.、 地理、 窮理 、て 文 等の 學を敎 へ候閒 、化國 にて 夫 入の 役 


こ 


ホつ 事を びた だし 0 

が S と 中は、 が叫衫 の S 錫に をし。 な 養と 中 候は、 或る 賢 貝 人、 なを 與 へて 立たる をに して 
化 巧 巧へ 參る 童は、 黯 、i が畫拂 はねげ ならぬ。 如何と なわ ば、 2 を W 敎—師 ホを ホむ るに ょる、 

こ、 っが くれぅ 

おに 而善 化の 學ぶ 所、 パ か、 ラテン、 グリ ー キ語 なり。 化 大巧 校と かは、 公學 校ょ リー お 一局 化 なれ 
とも、 其 學ム所 始ど阿 じ。 化し 一年の^ がは、 些一壬 ハえん なり。 齡學怜 と 中を ぁリ 。化は 手 < せの惡 
き、 义は親3手に-^?&2ルがを、 或る大なるへみ^^^^‘^气み^解ょ义巧を挑ひ、 譜み善き算術を 


一 3!0 


ク .’o めつ か  がいちで n 

敎 へ、 日 一 り々 槐 上に 上げ、 帆を がが ふ 審を敎 へ、 成 おのな、 軍艦 么水丘 ハと なせり。 巧院 はみ 統領よ； 


じんみん 


又は 人民より なを 川し、 立てた る 者に して、 糜子 或は 孤 子を 莖ひ 上ぐ るが な リ〇么 は 恐し き雜费 のよ し。 

如何と なれば、 數； 白人の ル兒 がに、 衣服を よきに ホせ、 ゥバ 、モリを やと ひ、 かつな 夕の敎 帥 方を 巧き 

訴稽 ホを 仕を か、 聖銷誇 も 厚く 敎へ候 お、 巧々 其の 幼 院よリ 人物の 起る よしに 候。 

所々 にち 學 梭を么 候。 靠 化の 入用は 大統領よ リ义排 らひ倏 的 〇ル兒 は 四 お 歳よ リ 最早 學 巧へ 能 おし 候 

故 八 九 歲の比 ひには 迪 例ん 書を 讀 むに 崇 支な し。 如何なる 窮 人の子な リ 共、 誰も 自 ホに 學 校へ 入る 事 か 

な ひ仍故 •讀み 善き の 化がぬ 者 被 みなし。 ホに が 日本の 農 ホを 考 ふれは、 接 氣の扉 千 萬な り。 農夫 もた 

度 〇〇 と 齊き人 問な リ〇 然るに 日本に ては 農夫を 愚に なし、 豚 犬の 如く 取扱 ひ、 重き 租 化を お 上 候 遊、 

巧に 理外に して、 暴なる 政道と 云つべし。 かつ 口 本の 主人の 巧が を 論す る 等の 事、 實に笑 ふ 巧き 事な リ〇 

ホ 利 堅戰爭 後、 北 ホの 人 巧 給を 集め、 敎師 方を 南 ホに 遣し、 說藝鑑 經を黑 人に 敎 へし 故 •常時は 黑人往 

々敎 化し、 W 前に 比すれば 、岡 益に 巧戍 候よ し。 化 闕よリ 十四 お 年 前に、 敎 帥を 支那に 遣は せし に、 當 

時は 多くの 支那 人、 昔な 孔孟を 葉て、、 お 聖の泮 敎に入 候 故、 國 人には なを 集め、 十 年を 不 山る 巧に、 

千 人の 敎 帥を 支那へ 遣る 事を 八 止た リ 、巧 入 巧は、 化 二 巧棋 ドルなる よし。 

が、® 人は 巧 人と 違 ひ、 外 國を奪 ふ 事を 不 か、 巧々 至聖の 道を 槽幽 へ攒め •共に が 道を 樂 しみ •共に 
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巧 無を 適 じ •  く か 知が 巧り をな さん 事を 黨 むな リ c 支那 人を 孔孟を 去ん とせ リ 。然れ ば 巧 u 本 何を な 
て敎を 立る や C 孔孟ん 逆を 去、 佛 道を こばち、 至聖純 おの 耶蘇を を 恭ゼわ ばな、 レぬ 事 C 論を 巧 ひずして 
かるべし。 化を は n 本の ホ 魔な には 之な く、 かつ ボルト ガル 人の 敎 へし 天击敎 とも 違 候 C 化 灭お敎 は、 


せいけ ミ  な ミん 

网 人の 奉す る 聖敎に 比すれ ぱ甚 愚に して、 一り ど：：！ 本人の 孔子の 道と 挪道 とに ひとし。 ホを 何を 》 メ 


リ 


ケンの 政敎 、曰に 盛な リ 風俗 巧に 改まる 事、 何故かを 御 推察 巧 巧 成 候。 是は查 くを の然 らしむ ると ころ 
を々 中 度 候 得 化 ハ、 紙上に】 朝夕には 盡し 難く 候 故 •遂 々可 申 上 候。 化 歸鄕の 上、 僕 3 見聞す る 所を な 
て、 先 ホ： と 論を 上下 せん 事を 望む C 劈を 自ら 親愛で 愤を なし、 萬 一叢 難樣 、唯 願加莖 自愛。 

千 八 巧 六十み 年 十二 巧 廿五口 

•  新  島  敬  幹 

巧拜 

飯 田 逸 之 助 お 梧 下 

巧 n。 酱兄 僕の な 親 愚弟への 厚遇、 巧に 謝ず るに 言な しろ‘ おつべく お。 此後尙 賢 巧の 得 顧を 勞 す。 僕 
の 愚 姉み よの 文には、 を-しく 妻ち の 厚遇を 記し、 僕よ リも 厚ぐ 牵說 ずべき よしを かせ リ C 么 じお而 がを 
妻な へ よろしくが 鳳 聲を之 お、 御禮を おのべ 巧 被 下 度。 本文の 趣は、 横 ホ、 贊巧 •江 場 諸 おのか、 一切 
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'巧， 


たろ：；；^  ,7. 、 


御 秘し置 巧被卜 候。 

僕の 寫眞 像、 一個 呈し 候閒 、御 落 祟 巧 被ぶ 候 0 
己 上 日 

亂 义么義 は 御免 〇 化は 意より 出て 紙に おし 候 問、 
其 文 お 拙な リ〇 化而先 化の 文 之 意を おて、 义の體 に 
は 御け 意な さらぬ 事を 難む C 八； •口は 聖人 ャソ のげ 訟 
の n なるよし 

同 蕾を 得しより、 r 家鄕千 お-書 錐 巧。 すが あ 燈前巧 
々看」 の 意を 解し 候 0 

龍， L： 邮 某の® 加ろ 5 甚 よろしく、 人々 のかに 
は、 巧 口 本 十 年を 不 W して 頗な 化に 赴き、 獨一眞 の 
妙 逍教ホ 耶蘇の 明敎 をを するな、 ん 。さすれば おら 
ず人么 道を 辨 へ、 國も 自ら 振 ひ 候 はんを々 と。 

巧ん たるが & の審さ ホで せぅ 。良心に も 刑 
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だん 


罰を 受 くると いふを の 時に、 斷 じて 所信を 述 ぶる の勇氣 は、 先生で なければ 蛇は ぬと ころて ず 0 
文 ザの 審 振は 姑く 別問題と して、 駿 みわけて 見る とさす がに 先生は、 國 民が 物質と 生命と を か 
歸 した 遣わ かじ、 業を 煮やした のであります 〇 政治 も 乾!！， じよつ て 動くべき で、 宇 街の 眞 相を 


見 究め、 岡 家の 意義を 考 へ、 政治の 根 本義を 辨 じ、 理撤を 立て、 織る 後に 人民 及び 事物を 誘導 
して 巧かねば なりません 。た ご 旨 目的の 政策 ばかりで、 をの 場を の 場を 切りが けて 巧く ことを • 


こ、 ろえ 


唯】 の 政治と 心得て ゐる ものは、 何時でも 國 家を 賊 する ものです。 


べいこく せんけぅ し 

さて 明治 六 年 じ、 ホ國 宣敎師 ゴル ドン 巧が、 上 州 安中 じ參 りました。 巧は 先生が アメリカ じ 


こんしん  むす 


滞が 中 じ 懇親を 結んだ 方であります 。このたび f のた め 日本 じ 派 おされる ことじな つたので 
先生は 巧 じ化賴 して、 自分の 兩 親を 慰めて 賞 ふこと じしました。 巧は 傳 道を 兼ねて さう した 依 


賴をも 受けて、 安中 じ ホた のであります。 然る じ！ じ も、 女中 城下の 人々 はの 論、 舊藩 ± で 
さへ もが、 先生の 襄と改 あされた のを 知る 笞 なく、 ゴル ドン 氏から をの 物語りの 槪 略を 問いて > 
初めて それが 新 島 お 五 S 太で あつた ことを がつ たやぅな 有樣 で、 隨か 沿稽な ことでした。 この 


-  るん むい おく  4 -4  A 

時舊雜 ± ル がか セ郎 ，まけ 庸 一行、 關島 武昭の S おが 案 巧 役で、 萬 事 ゴル ドン 氏を 韵旋 した さ- 


をつ ホん 
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でず。 が： p 氏 じは お 野 力と いふ 瓣 諭が 臟 がして ゐ たので、 人々 の轉話 じは 第 ミへ がありません 
でした。 ゴル ドン 巧は 薇' じ靈の 某は、 新 島さん の やうな 緊お 能の ある 暴 家 •純化の 
キリスト 敎 を俊觀 ずる 巧の 言に なを 傾け、 齡 ii が】 聽がじ 養成し •個性と 機 命" との 關係 をが 巧せ 
しめ、 乱つ各個人が則互にョリ齡一^^な跳臟緻を觀かねばならぬとぶ張したさうでず^ 婉ほ巧は 
語を/於で •新 島さん はが Tii 載が ある ぉぶ で、 例へ ば 通常の 人は •膠、 心ょりも 虛榮心 
こ 支配され やすい ものであるのに、 新 島 氏は ちかは も 中 藩の 微族寒 生で ある ことを W らさ まじ 
述べ、 蕃 も! B 辦を藏 る やうの ことを しな かつた。 をれ が •をれ らの 黙が ほつて 社命 蟲 造の 扩導 

を 

をに 相ぉ じいと て、 で社會 S 謹 お Ik け 一」 居られた が、 言た 雲 じ 逢うて 氏 § 細を 間が 

し、 一曆 巧に 對 する^. 脫 のをを 高めた と 話した さう でず 〇 また ゴル ドン 氏は、 先生が 巧の ため 
じ 書いて 瓣 へたい ろは 四十 八义 字と、 がが 辦_护 の 書きぶ を 記した ものを ボ ヶットから 化して、 
皆な-一 示した とのこと です。 が 上は 側の 關 島を 人から 私の 直接 問いた 話であります 

乂 いで フルべ ッキを が、 安中を 麟 |§ して 說敎を 巧 ひました。 さう して 巧の 日 木 語での 說敎じ 


例 じ 取り •こわ じは T 々撥 化と 乂和魂 かが をんで みれば こを >  稀代の 業物が 化ぶ 上つ たので あ 
るから >  人間 も 同樣 じ、 盖 S 勝利を 目的と ずる 齡が じ、 油 斷や台 心 慢は义 の 禁物、 靈 魂の 力を 强 
調して、 日 じ S 復し なければ ならぬ と 云 はれた さぅ です 〇觀ほ 巧は、 新 島 おは 蜜 心 雄 手 •擧と 


だい  わ 江 もの 


じ ゆん ご 


けうし 


けき し P 、_ 


術と を {元を じ 準備され た 人で、 諸君の 敎師 であり、 益ぶ であると、 總 賞し ました。 當時 、安中 


をん ざ 


て、 つじん 


地ぶ の 人々 の謡議 立てを 聞く と、 先生は 最早 や 「超人」 とか 居 人と か、 「英雄」 とか T 天ネ」 とか 

すいへい ずん  ミぅ ごぶつ 


いづれ 人颖の 水平線を 突破した 何もの かの やぅ じ 4 ザへ、 さては キリシ クンの 妖術を 使つ て、 な 

そう ゐ  S  はう 

々妙々 の 事を やる じが 違ない と、 途ホ もない 想像を した もの ださう でず。 而 かもを S 先 牛： が お 


いうち じ歸戟 するとい ふので すから、 地方 人は 驚畏の 眼を：^ て 先生を 迎 へようと しました 。何 
と 云 つても、 常時 西洋人と いへ ば、 御本尊が 新しい' たけじ'  同じ 言說 でも 卓見の 如く 響いた の 
でありまず から、 安中 地 ホの 人々 の 頭 じは、 ホ 人は； 金の やうな ぉすを 冠つ て、 四 五十 おも ある 
所を 日歸 りで 演說を 聞きに お掛ける など \ 先生の 蕾而 を復閒 さして 勝手 じ蠻 がされた 恕 像-か 


，ミ じん 


じつし 


混入して ゐた爲 めじ •先生の 友人 千木 良 君の 日誌な どじは、 左の通り おつた ことが 誌 さむて を 
りまず。 
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明を 屯 年 十一 乃、 巧 島 襄に米 利 堅ょ リ歸 朝す 〇挪 化て 耶蘇 敎 をを 巾學お A び龍呂 寺に 說說 す。 一日、 

^ お齡较 がて 道を 講 一， る や、 藝醫 昭支廳 S 官豪リ て Sis す'。 窜の击 族 赛巧傍 S S 人民‘ 

をく 化 リて礎 脚す。 的 f し 信じて ホる じ をら す、 新 烏に のが 貌 をなん として 來 るむ リ。 

併し 一 か、 繼 のが H がは、 やはり 念 人り じ!： し 蝶 鶴を しながら も、 互 ひじ 心靈 上の 妍究 をし 
てゐ たから •於が の 觀抓じ 先立つ て、 神に なさる、 素地を 開が してを りました。 とじ かく、 化 
等が先生を戴^私のやぅじ巧ち望んだ獻^^一^の愤は、 キ リ ス トが鄕里じ歸つた時の群集心理と同 
斷で 、一種の 齢！! 黙拜 の空氣 が、 先 かの 身邊 を包圍 して 居りました。 

さて 先生は 一八と 凹 年、 M 切 明治 セ 年の 十月 S 十 旧 じ、 义國 サン フランシス J を 化 帆して. 

、  ？っ こ V 

歸 朝の!！ じ 就きました。 化 度は 化 米の 义隨を 一 氣じ觀 離して、 太平洋に 巧 支した が、 先 ホは を 
れ じょつ て、 皆て 心のを、 に 天下を 亂 瓶した 靑年 時代の 裸 刻な 經驗 を、 今 走た 鮮 かにず る 機を 

- ■ . 、 し ， ち 、吏  ，ろ  り  い 3 、 っか-き 

を 得ました。 即ち 先生は 自己の が身教 慕の 至情を 國 家を 體じ 巧し 據げ 、闕 家の 利 藥化戚 を おち 
じ も 己の 利 拳化减 となし、 獻 にこ わを 龄 が^ 觀 から 'f 于齡教 離 じ 推しぶ ほしました。 元 治の 昔、 
悲劇的に 繫 謹賢畔 誓、 囊 S 旅に 立つ てから 爾藍 霜+年 •今回の 霸け先 牛 どと 
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つては、 實じ巧 的 生活 じ な^がを 齋 らした、 勝利の r 俊活 j であります 〇瓣は 合 衆 國の义 が 

そくり V6  く  よこは を 

洋 郵船 コルラ ド號で •船 積 五 千 トン、 九 ノット 半の 速力、 橫 渡までは 二十日 間の 航程です。 今 
日の 巧 船と 餘り 載势 はありません。 さぅ して この 航路は、 一八 六 セ 年 政府の 械 助の 下に 開かれ 
たもので 、コルラ ド號 は、 をの 頃の 太平洋 及び 义 西洋に がける 一等 船で ありました 。サン フラ 
ン シスコが 帆 W ホ、 いは ゆろ， 艦が 和で、 心 も おの づ から 明るく、 日毎 じ 感覺を 新 じ 保ちな が 
ら 、際限の ない 贻 齡 を^へ て、 艦鹏を 進めました。 を S 昔 先生が 反叛 人と して •箱 館 港を 闇 じ 
紛れて 祖 おし、 暗く 化んだ ¢11 •と 精神の S 緩の 中 じ 在つて 鶴 脈を 臟 めた 時と •今度の 晴れ晴れ 


と ミ •、ご  らが 

した 航槪 とでは 餘穏 をの 趣きが 違つ て 見えた であらぅ と 思 ひます 


〇 


じか、 クミぅ やん かく  ’  ‘ 

先生の 乘 つた 瓣 は、 と 等 船を が 凹 十 狂人、 S 等瓣眷 が、 二な S 十 人殆ん どを 國の 人穗 を網雞 


ミ  .fc  じ 中う し ゆ  く 

して 居 •りました 。船客が 變さ晴 しの 倪 趣を 追求す る ことじ 擊 縮して >  先生は こむらと をく 巧 交 
渉の 町| 回 じ 立たれ、 た ご 同 巧の I 岛敎师 並び じ' 江戸の 藥擧校 じ 招聘 さ U て 一打く ドィツ人の 博 ± と 


;:^んしゆく 


閑談ず る 化に 過ぎませんでした。 fc 齡の 二日 目 じが 慎 船が 暴風雨 じ 逢つ て、 瓣 をは 殆ん どを く 

いつわ  のこ 

隧 まさ；^ ました。 この 航梅中 先生 じ關 する 逸話が 幾つ もな つて 居ります。 化生に もを の 張り切 


みい じく 


ま ミ ふう ミ 


00 


つた 力 じを かの 緩みが ホた もので せぅ か、 みづ からが 浪の 健兒と 信じて 居られた 先生が、 この 
遇 間を 通じて 船盖じ 籠^し ました。 先生は この 暇を 利用して、 エ I テル 巧の 著した 佛敎 論を 歌 
讚し ました。 この 事は 先生が 歸朝 後、 恩人 ミセス、 ハ I デ ー じ 送つ た 手紙の 一節 じも審 いて あ 
りまず J 

H  have  1' ご 己  thrcl  お 一一  Kit  已 を  lecture だ oil  tho  Bi  己ら lllmnl  ai 己本  cmo  other  1) こ oknw 
aiiLl  am  inteniting  to づ ，rite ，J ミミ nesc  資 rnlon. 

先生が 靑^ 時" 做から ネ氣 じ驗ら む、 一時的の 巧奇心 や岛酱 のた めじ 動遙 しやすい 牛-をみ-統一 
して ホた のは、 心を 禪をじ 潜め S 味の 發 得を 圖 つた お蔭です。 かの 「碧 巖錄」 や r 傳沼錄 J は、 先 
生の 靑年 時代の 愛が 善で あゎました。 また 先生が 厘々 參禪 した ことは、 本 蕾の 前編 じがて 旣じ 
記述した 通りで ありまず 。さてを か 消極的な 心が じ 動かされ たやぅな 所がみ つた じしても、 境 
遇の 變轉 やな 難に 遭つ て 縦 且つ 終始一貫 •胸奥 じ 持ち 續 けて ホた 先生の 淸 淡な 心境は >  何と 云 
つて.：’ 比の 禪か 强い 暗示を 巧け て 居ります。 ホ ホが 公 B て 同志 社の 謙 堂で、 鞭を なて 向かの 手 
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をが ち •自身み 費め たこと など じ齡て みても •先 化の 心境 じは 言語 じ絕 した 禪 ホの あつた こと 

か  りん サつ  けんせつ  ’ 

.が S 心 ひを はされ まずつ. 且つえ た 同志 社を 削魄 寺じ麟 接して 建設した こ*^- など も、 數 地の もを 


と 


いへ ば をれ までの 事です が、 州國 寺が 禪宗 であると ころを 是れ ば、 興味の 豐 かなが 話經 が、 其 
處 じ齡獻 される ではありません か。 瓣& 違った が m 齡 がが、 先生と £ 載 術 & ちした お 人で あ 
つたことは、 驴 がの 事寶で •而 かも 同氏は 禪の 人で め わました。 こむらは おじ 異 おのが 奇 
、いを 起させます 0 


ゆに 


かう わ だい 

もう 一つ 船中の が 詰 題は、 


ツの 傅よ と •をの 外 一人の 英國の 紳± と 先生と、 が 討論を し 


たこと でず、 をの 齡 、先生の 一 試 II には 對 手を 化 -g させる だけの 力が ぁつたで のす。 博 北は 其 時 
敬服して、 貴下の 村は キリスト 敎の尙 い 職’^ じ 佛敎の 潤が が 加は つてが るの だと、 微贊 した 
とのこと です。 なは 先生が 一」】 心 齊の前 じは！^ 靈が瓣 なく  •人間の 貧 抑と 生命と 觸れを ふ 所の】 切 


は ミよ 50 よく 


■  〇 


ふた* 


を 揺 取ず る •をの 包容力の 乂 なる 點に 、感じ入る もので ありまず。 

先生は 同年 十一 巧 二十 一日、 橫濱 じが 艦し ました。 おモ帶 妾の 體就や 巧よ 縮 じ 前 掛の人々 を 
見て、 さず. かじ 先生の 新秘 ちが 一時的の がが がと 新觀 とから 一寸 動搖 したの も 無理では めり ま 


- - 心ク— 


せん。 併し、 狐が 紙な 亂艇な 生活が 態 や、 單じ 外からの 剌戟じ 引 擢れろ だけで、 をの 根底 一にが 
て 安を を缺 いだ、 厕 がの 氣 V をを るに つけても、 一種 力强い 暗示が おの づ から 先生の 胸奥 じ擠 
き與 つて どの. 途靜 かに 聖職 じ^を 嗦 ぐべき であると いふ 熱烈な 要 ホが 刻々 じ 力 强く巧 心に 燃 わ 
h, つて ホました-が ハ處で 先生は 矢も檐 もた ま .t" ず、 僅か 隨の 口の 午後から 翌朝までを 橫潑じ 
費した ごけで •二十 I1H じは 匆 々上を しました。 をの 畔 先生は 左の 如き 感懷を 歌 じ 詠まむ ま 
した J 

が鄕 じかざる 錦は はこの 中身 じ まと ふ ぺき時 じあらねば 
取り 敢 へず 先生は、 处 省 じ 化 頭して、 口頭で 歸 朝を 屈け 化た ところ、 外務省では 何分 命令 
の あろまで •先生 じ fm、 せょ との 達しでした。 併し 先生は、 藉務 のた めじは 何物を も犧牲 じし 
てが しまない 人 だけ じ、 またがな くして 他の 拘束を 受ける ことを 巧し と 致しません。 其處 でで 
としては、 亂の 剪が を 一刻 も， 早く 問 ふべき が當然 であると ころから、 事情を 具して •を 速ぶ 
中に 化發 しました。 ホ 牛； は 人力車 一二 娜を雇 ひ、 二爾じ 荷物を 載せ、 一氣じ S 十 耻餘の 道 稱を女 
中へ と驅 けせけ、 を SU の 午な 十一 時 •{女中 傳馬町 山 旧 屋文ホ 郎旅巧 じ到卷 しました。 
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先生の 歸朝 當畔の 日本は、 何ん となく 一般の 空氣 が停滯 して ゐた 時で、 をれ が营じ 人物 經濟 
の 原刖じ 背く のみならず、 攀 上の 乂御 心なる 民 本的欧 治を 行 ふ 上の 障 親^も なつて 居ろ ので、 
其處じ 暗い 不安の 影が 射して をり ました。 さう して 眼前 じ橫 はつて ゐる ところの 大きな 危險は 
不用意の 中 じ 無意識的 じ 人間の 生命の 重要な 力顯を 切り離して しまつて、 何等の 省察 も 何等の 
觀照 もな く、 殊に 一圃の 文化の 進展 じ關 して 留意ず る もの、 極めて 稀 だつ たこと でず。 なじを 

しんきよ くめん 。ら  すろ ぞ 

れに對 して 新 局而を 開いて 斤く ためじは、 敎 育と 宗敎 とに よつ て內 省を 銳 くし、 自己の 思想を 
明騰 にし、 自已の 情操を 純化いて 行かねば ならぬ ことを 知り、 化生は をれ じよつ て、 豫て 自分 
の 觀測じ 更に 礎實な jii 書を 與 へました。 ■ 

先生は 山 巧屋じ 到着して、 取り 敢 へず 使を 兩 親の もと じ臟 せ、 明朝 化 時じ歸 省ず べきの 肖を 
ホし 送りました。 さて 安中の 秋は 初冬 じかけ て、 蔭の 暗い 化んだ 淋しい もので、 をく 氣も心 も 
滅入つ てし まひます。 米國 ボストンの やうな 明るい 町を 追想 すれば、 この場合の 先生は まるで 
日蔭の 道 じ 這 入つ たやうな 氣か であつ たらう と 思 はれます、 をれ のみならず、 をの 宿. 所の 町並 
一連が 遊廓で、 をの S ホ 線や义 敲の騷 ぎは、 先生の ためじは 餘 りに 時^錯誤の 規 象だつた でせ 


う。 明治 十八 年、 辭馬縣 が 卒先して 廢娼 したのは、 恐らくは 先生の-安中 じがけ る 化の 第一印象 
ボ煎 芽と なつて、 湯淺 巧の 縣會 議長 時代 じ おを 結んだ もので ありませ う。 先生は ザ 朝 支度を と 
、のへて 兩 親の もと じ歸 省し ました。 早くから 兩 親は 何事 も 手 じつかず •ひたすら 孝子の 歸を 
を 巧ち 受けて 居りました C 巧 所の 人々 も迎 ひじ 化て 居りました。 をの 時の 巧迎 人の 一人から 當 
時の 印象を 飢 くと 兩 親は 先生の 姿を 見る やを や、 殆んど 驚倒の 態で 抱擁し、 齡は 嬉し 淚じ搔 き 
くれ、 た ご 無言の 挨搂が 交換され たのろ で、 一種 言 ふべ からざる 感激の 情 じ^はれ たと 巾して 
をり ます。 まこと じ 尤もの 次第で、 これぇ で 个年問 もの 木 おない 夢を 續け >  始終惱 ましい 悲劇の 
のな 機に 立つ てゐ たもの が、 今 現じ 天國の 喜び じも譬 ふべき 幸福に 化會 つたので すから、 無理 
もない ことで ず。 をの 場 をの 先生は、 额の疵 じ 典 性的の 勁 さを 示し •を 身が 彈力 じ充ち 溢れて 
ゐ ながら も、 猶ほ物 じ 動じない をが を 見せて ゐ たとの ことでした。 

先生の 家出の 時には、 祖父 辨 治、 ホ 弟 雙六君 •姉、 兩 親と いふ 亂^娠 やかな 家族で ありまし 
たが'  今は 姉 おみよ さんと 蘭 親の みで、 閑寂な 境遇で ありまし たから、 をの 夜 S 夢は どうして 

_  よくて づ  ろ、 たみ よ ろ 

も圓 やかな わけ じは まゐ りませんでした 。翌朝'  父 民 治は 早く も 身支度を して •こ 里餘 りの 板 
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鼻なる薪お逝啦じ、 8|11の1|^^をなすべくがかけょうとしたのを、 先生が遽だしく臟け 
骚 つて-% ぎがめ、 座敷 じ 伴れ 12^- つた さう です。 をの 場の 光景が どんな じ 劇的で あつたかは、 察 
ずら じ餘り ありまず。 先生は 親父の 氣 持を 十分 了解しながら も、 萬 一を いたる 父が 琴 平 社の 斷 

たへ  お  ミ  か 

藍から 滑り 落つ る やうの 事が ありて は、 取り返へ しの かかぬ ことで あり、 直つ は 神慮を 憾 まず 
事と もなる から、 この 場を I", 事 じ 遮くべき 妙計を 案 巧した のであります。 當帖 おはには 理髪 所 
が 一軒 もなかつ たさう ですから、 洋巧 11.0 の 先生 じは、 どんな じか 不自 巧で あつたか かりませ 
ん 。おの 老 友げ 旧 巧は 器 化な 人でした から、 先生の ためじ 素人の 刈を みを やつた さう です。 

先生が 安中に || られ 仁と いふ ことは、 異常の 性質の もので あつた じ 相違み りません。 何とな 
れ ば、 新たに 興りつ、 ある 一種の が擧 f 吊 能 去 我を 憧憬し つ、 も、 思想 感情の 奥底 じがて は、 尙 
ほ 化 然として 樣 々の 神秘的な 色調み- 帶 びた 表現の 漲つ てゐた 時代で あつたから です。 人々 は 皆 
な 一樣じ 足を 111^ 、 先生を 凝視し、 または 手を 携 へて 先生の もと じ 集り、 先生の 人格 じ與 巧を 
感じる とお じ、 翌日の 期 じ 婉ほ一 膝の 興味を 感じろ やうの 次第で、 門前 恰 かも 巧を 成す ち樣 
でした、 が 處でホ 牛： は 近所の 淸水巧 _s 座敷を 事務所 じ 借り受け、 化 所で 畫 問の 應校萬 端を 巧 扱 


一  m 一 
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ひました。 

歸が後 第一 一一 nH じ、 がが が載檢 C 歡觀の 造 ホ 館ぞ先 化の 日本 じがけ る臀觸 運動の 第一 弊が 舉 
卜ら n ました。 さう してを の觀 取は 觀辦龄 じ、 人間の 巧 生じ 潑 溯た る意氣 と决- 心と を與 へ、 視 


線を W 界の巧 齡解邮 おの 上 じ 放散 させました。 この 時化 生は 外遊 十 年 問の 體驗 の總 和の h じな 
つて 黃 純の 縦 S 嚇 を 基礎と した 個性の 復活を 力說 し、 邮側 のない ほどの 熱 惹を籍 めて 傳統の 
外 律の の 難疆 や、 囊を 露な. きまで じ驟 "し盡 さわ ま」 た。 當 日の 傍擊 は、 常時の 區 
長を らじ戶 長と なつた 格の 人々 がち もで •お ほよ を 八十 人 ばかりの 聽衆ジ 近 葬近卜 ろら 集つ 
てまゐりました。 また厳傑織敲^^^臟のがをもが聽しました。 -安中キリスト敎をぉの第一 ぺ一 


ク じ、 « の 千木 お 巧 か 左の 如く 記して をり ます。 


かを ナミ  りぅし や ミ じ 

明が A 年 十】 パ、 新烏襄 、米 利 堅よ リ歸 朝す。 初めて 耶蘇 敎 をを 中 ル學校 及び 龍昌 ホに 講說 す。】 り 


安中 學校 にがて 遺を^， ずる や、 熊が 縣离 崎ち 廳の おを 參リ聽 問す。 

明 お击年 十二ぶ •新 島 氏、 巧 巧に 轉 居す 〇萊 ホルょり 路を おる 0 

の ホ 八 ぉ 一巧 一：；：、 新-おぶ 化な ぶび 趴鮮 をょり 送ろ がの、 支那 靜 みび 日本 諮の 聖曹郵 着す。 化て 同 おに 


ちよぅ もん 


配 かす。 

のが 屯 年 十一 巧、 新む 巧 ホ 闽よリ 歸鄕の 節、 初めて 耶蘇の 福音を 閒 いて 互に 喜 ひ、 假 じ】， 化を 設け、 

を お干 金を 新 島 巧に 巧し、 舉 書を 求め 勉强 せんとす。 お づけて 舊邸連 や、 新 邸 連中と を ふ。 (千木た 巧の 
をを：：： 誌 か  > しがが す 〇) 


舊邸 連中 人 貝 

傑  山  真ん り 
山  本盛德 
齋藤候  ま 
お  栗義達 
津  舍  豊‘呢 
小が  诚 

お  岸を  齡 

里  巧  輝 

植 栗 源 一一が 


渡 

fen 

載 

'江 

1二1 

揮 

耗 

*7 
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邊  化 
P 

が  忠 
原  洲 


み 

德 

寬 

平 


場 廣太郞 
巧舍熙 
巧芳澄 
の  を  太 
藤  肇 


小 

レ 

關 

黒 

お 

千 


円 


、ム 

ミ 


弦  迫 
烏お昭 
川  呂  壽 
山  成員 
木 を吕庵 


な 上 二十 W 人 


左の 四 おは 別に 若干 金を おして、 聖書を おめ 勉强 ず。 

湯 淺が郎  山 田 光が  森 本成德  岡が を 懐 (ち 四 人】 
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や、 後れて 明治 十一 年、 先生が 鼓が に 取 於 の 時、 先生から 洗禮を 受けた 方々 が、 隨 分化 
間^ら^^され たことは •何ん と 云 つても 當 時の 事で あつたから、 想像ず る じ 難くありません 0 
併し をれ は、 ち 身じ對 ずる 切なる _ 要 巧と、 理想の 表 かで あぃます。 を 葉 扩葉じ 埋もれた 霜 化の 
を 中 じ 疾風が 齡? 裳を 卷 いて'  瓣縣 たる 火の ぇ 上った 如く、 ぉかの 乂 義を觀 'むじ 烈しく 叫んだ 
ホ 生は あくまで 生命の 人で ありました。 齡時 先生の 說敎を 削いて 改宗した 人々 は、 偶像 やが 牌 
を 燒き藏 てた さぅ です 〇今 じを の. けの 义黑 像が 藏 されて ゐ て、 一場の 巧 話柄と なつて 居り 
ます。 をの 他-安中の 艦 輪が ち 人 連中が、 一且は I 懿彭 I に 寂しい 氣 おを h- けた もの、、 肖然じ 
先生の說敎を鹏^^して、 獻||'$だ先立って要试の營業に做與した人々が夕く、 或ひはぇたキリ 
スト 信を になつ たもの もあります。 

先生のを 牛： 涯を瓣 じて、 撇がが 腑の對 で的關 巧に がった 福 ホ お' か、 先生の 歸 朝を 祝した 蕾簡 
は •職 批駿 i 疏囘 願の 深い ものであります。 畏も 部分的 じは >  が 善の 辦 編のと ころ どころ じが 
萃 しました が、 八， をのを 文を こ、 じ 纏めて 記載し まず。 

なす ご 一 願を 遂げ、 御歸 削を 祝す。 
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巧 下、 元 治 元年み 月、 巧闽 案を おんと、 萬 おを 隔 つて 米 闘に、 文學を 志して 遠と せす、 烦る燃 も!^ 
をな ひ、 が盡す 所の 實 をを 米 國に耀 し、 大 に採究 する 所る リ に、 今 义歸朝 せらる 〇其結 巧、 K お 邮の創 

なよ じがい 

ホと 巧る。 猶お 勢の 進歩と おに、 あ々 を 闡に盛 進 せられん 事を 祈 輿す。 

阿 顧 すれば、 旣に 十ち 戴 年 前 •巧 下、 一身の を 誌れ にる】 おは、 卽ち 左に、 

巧* fi の 思 立 口 乃 山 も かす 錦の 衣き されは むと 歸 るへ き。 

夫れ冗巧元年六月、 化の詠をふをに示さるは、 則ち足下の我か那，影を'穀^;化まず>  爲に化のをを發達 
す 〇  W て 其 未聞を 遊 化せし めんとの 志冀 を^れ、 其が 救助に 燒ムの 巧き に!， 我を を 忘れて 秘か 
に 國禁を 化す、 なて ムハ巧 十み 日の 深更を 期し、 へ米國 斬，^ エリア ン號に 同行す。 急速の 離別に 臨 か* 巧 
下は ぶ 下の 志願を 充分に 完全 せられん 事を 祈リ 、思は じ 渥^に 感激せ しこと を 今 忘れず、 

巧來 渡米、 アンドゥ ヮ なる 處 にがて 勉學 が、 一八 六 六 年 二月 廿八 口發倩 書に 添へ たる 米國 新聞 記 寧 
story  or  Y— ち Japanese の 文意と、 娩館滞 お 中， 小生に 示せる 足下の 熱、 心と、 を々 gf| 护 るに、 其 
を 黨锥 しから デ >  文學 日を 巧； て パに 巡 か、 おか 續も お々 の 意の 如くなら んホ〇 此の 書信を 謗 か，. 义 彼の ホ 
國 人の 足下を 評する がの 屍-言を 參照 する も、 足下は 我國 制度】 變せ さる 後なら では 驗朝 もぉぽ がな しと、 
口な 関 刷の 改を をを 受 るが、 豈 科らん や、 叨が 元年な ぉは 來 、國の 制度を り、 クロの 開明に 至る ょ、 實 
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に恶乂 の 美带 とを ん乎〇 化つ 足での ホん にが 識な るを 感服せ ざるを 巧ず c 

化下、 先年米國御着の後、 へ宛御弟越む御書倚は、 ホた屆涨が候みをにて〇 巧ち別紙 】 八屯吉 
が 二月 十 凹 口せ をな て 1;% に 及 候 逝り、 ル 化 出ぶ 中は 屬 々八が 採 藍ず る も、 御贺 家の 御 引越 化き 判が な 
〇 ず、 不巧 化が 儘 所持 體が 候に か、 幸 ひ 御： 返納 中 候 削、 煎 條宜敷 御 推. お 被 下 お、 此お 只管 御 お 恕化両 

乞-入。 

邮じ漱*^之御巧像は、 が扣歡 ル生 寢所に掛け て、 お朝ゴ 1デ 、 モ ーネ シグと巧臟體巧候。 孰れ不设 ホ 
ホ A 御が 之 郡 合を ぶ 斗へ、 出せ ル 之 棚は 幸 ひが 一助 御 化 巧な 鐵道 も縣 ぶの 山に が、 御 巧 公 巧 化 么ム飢 に御帷 
候。 化 ほが' 刻は 山海 S 如く 陳述 可 化 候 化。 

一、 小生 S 凹 年 前よ リ 、化 海道 地理が 調么 御明 蒙リ 、が 年 之初卷 には、 魯幽が 加を 加より 千 按削站 遇 
化川张 、其 後が 年 八月 お、 魯贼領 より 千な 辭島請 取の 際は、 測 最與務 じて 理 薄. だへ 隨 巧す。 然るに 季節 
遇 4 の 巧め、 一二 烏に 上鸭 、請が 渡の 間、 値 か 一時間の 滞 島、 直に 本船に 歸リ 、巧々 はて 島啊 9 料況は 
巧种 す' なの 暇 も 無 之、 巧に 遺馈么 おにな \ '候處 、幸 ひか 般該 烏啊に 訴火臣 出張に 化、 巧腹隨 巧を 被 か、 
巧々 W 錢 の 搜廠 じか、 お 非 多 也 中、 巧 い刀寸 鹏を不 得、 依て 文が 亂 筆、 喪 述の缺 くる 所 もを リ 、を 下、 な 


しく 御师察 化而冀 ふ。 頓 首巧拜 _ 


0 


巧 約 九 年み 巧 九 0 


西 巧 

新 島藝樣 

を 下 


画  餘 


福  ±  巧豊 


― タツり - 


第 十四 章 


ひさかたぶ 


黯 触の' 水い 巧 日を 過ごした のち •久方振りで お 中に 歸 おした 先生は、 この 滯が 一一 一週 削に、 
巧 じな かつた ところの 、船乂 新奇な >  义 明 創造の 種 そを 下ろしました。 當 時は 說敎 をも聽 衆- 


•0  J 

W 印 


? 如^でした。 どちらも 動 や もずる と危 險の區 域にまで 進入して 刑 辟 じ 倒れるな のことは •覺惜 

な  •  し ミらん けム 3 ん 

を遗 めて ゐた ものであります 。何ん とち つても 明治 丑、 六 年の 頃までは、 キリシタン •示 門 厳禁 


をつ ミ  て ミ みん  る こ  ぅ  • 

の 商 札が、 率よ の 化 民 じ 徹底して ゐ たもので ずから、 其 處に不 おな 暗い 影の おした の も •無理 


クミ 


ホん れい  ん じ？-、 つ だい め  V;-  _ 

ならぬ ことです 。現じ 巧 川 某が 洗禮を 受けて、 彈正臺 になし が はれ、 生死 不明で したから 欽々 


神 縛が 鑑卜槪 じな つて ゐ たもので す。 おの 父は 字を 「お 敎」 とかし ましたが、 をれ さへ お 上 じ 遠慮 
せねば；：？ らと纖 & からな 意を 受け、 「松 齡」 と 改名した 化です から、 現今の 人々 じは をく 您像も 
ぶば 3 もの か あるで せぅ 0 

明治 十八 >  九 年の 頃 •おのか 年 時代の 記^と して 覺 ぇて ゐる出 ホ 事の 中 じ、 不穩の 文字が 信 


—.3 リー 


け ミた いぢ 


をの 家 じ 帖られ たり、 また ャソ敎 退治の 演說が 巧々 寺院で 催されたり 、果ては 辯 i のを 頭取り 
で ャソ敎 退治と いふ 數へ 歌が 熱な 的に 高唱 されたり、 化 人 S 態度は 殆んど 載 i を虽 して 居り ま 

^  ，'へ ミ けん  ミら 

した。 一野 も 朝 も おじを みの 謬見 じの はれて 居た やぅの 感 があります。】 般じ {円 吏を ば 自分 等を 
治める ものとは 思は ず、 事 ある 時 じ 咎める 役と ばかり 見て ゐ たやぅな、 撕 •雖な 時代で したから 
先生のを 中に がける 演說 じ、 高 崎から 二 一二の お あが 柳聽 じぶ だり、 時の 微 sli’ がが 先生」 面 曾 


こも 中 ミて 3 


を かし をんだり した ことが、 如何にも 誇張 的に 傳 へられ、 何ん となく 事な くして は濟 まぬ やぅ 
じな はれました。 群 馬 縣令揖 取元彥 巧が ホ 生じ-怖 會を かし をんで ホた 時、 先生は！ じ 答へ て、 


ようけん 


こちら 


公務 じ闕 ずるが 件なら ば 化ぶ から 伺候ず ベく、 をし さぅ でなければ 何卒 蔽屋に 御 ホ 率を 的ょ し 


を ミた ミ 


へんた ふ 


、  イ-v 4,4  あ、 I つ 

たいと 言つ て やつた さぅ です。 先 ザの 中を み じ相當 した 返答では あります が‘ 當啼の 拔楼ぶ 化 


そ！ 一 こ 


たが 


方から みれば 何となく 其處じ 夕み惹 志の 疎通が 缺 けて ゐ たかの やぅ じも考 へられます。 併し こ- 

む らも 過去の 邪宗 門 か ホた  一種の 反抗的 歉度 とみれば、  をの 中 じ 何程 かの 新しい 暗示が 示唆 
されます。 

先 牛： は 人の 所望ず ろ ま、 じ、 ち 作の 詩歌 や、 自己の 中心 かち 诱 きおた 替 句を •禪 して 與へ 
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ました。 この 時代の ものには も II: 鑑を れつて あり 妻。 畫じ はかう した 义人 調子 累 
るかと 思へ ば、 また 撇 做が 齡於獻 i 新と なり、 勇择 となる じは、 搬齡を 励 遮せ ず じ •をの 濛々 
麗 々たる 中を！! 锻 する 敷 僻がなくて なら 5、 さう して 數 利の'  物質的 生活を 深化し、 徹底 させ 
て テけ 去、 結局、!！^ 生活に 達して、 其處 じを 圆 的の 滿足 みを 巧す であらう と 主張され ました。 
即ち 現代の 生活が 前代のを れと異 つて i を!® なのは、 瑞 代の 人 問が 創造した 潤澤な 物質文明を 機 
願じ持つて居るからだとの^^^趴下じ、 先生は日本の物質文明がを體、 歐米のをれに比較して 
甚だしく 劣つ てゐる ことを 看破し、 一方、 國 民の 敎 育機關 とて 同志 社を. 终中じ 設置す ると 巧 じ、 
併せて 一大 工業 會 社を も郎地 じ齡ハ こさう と考 へられました。 をれ 故、 先 化は 巧 中滯巧 中、 日 次 
數 里を 離 齡 して、 水利を 視察し 或 ひは 驢 おを 巧 策す るな ど、 をの 方丽 にも また 力を 巧ゐ ました。 
お 人 も 先生の 活動 振りを も擊 して、 參考が 料を 豁贈 ずる ものが 澤川 ありました。 先生から 溝 友 
11^2 戶 無が じ 巧した 禮が じょっても、 をの 一端が が はれまず。 

一が-なは 何の 風惦 もな く、 なみ 縮 之 まりに 候。 陳 ホ、 お 類 數品御 お與被 下、 雛 お 娇擊化 候 ゎ御熙 巧、 
が化误 化。  お 烏  襄 


■3 が一 


添 


n/ 


様 


明治 セ 年 十二月 十八 日、 先生は 上. 巧いた しました。 をの 間際 じ 先生の 爾 親が 息子の 撼 I を満 

け、 J ダ P ミ 

足を 媛 じ、 精神 生活を 憬仰 ずる やぅ じなりました。 をの 一事が 先生の 雄志を どれ だけ 振興せ し 
めた かかりません。 かの 日蓮 上人が 傳 道の 第一 著 手 じ、 慈母 じ 授戒を 與へ たことの 心愤 と同樣 
でありぇ す。 をの 當 時の 消息を 先生が ハ ー デ ー 巧の 所 じ 通知した 左の 一節 じょつ て、 明か じを 

もや ミ  ミ か*、 

の模樣 を窥ひ 知る ことが 巧來 まず。 則ち、 


しんぶつ  れいはい 

「父は 化の 時な 後、 神佛の 偶像 あび 祖先を 禮 ぉする 事を 瞻 ルした リ 。而 して チは 父の お 意を おて、 なお、 
± 木、 紙 か 等を 化て 造れな 神々 の 偶像を 神化ょ リ 取り出し、 悉く 之を 燒き棄 てたり。 予 はなに、 巧が 义 
中に なじて 燒 らんと せし 紙 製の 諸神數 葉を、 貴下に 呈 す。 今や 我家には 一の 僞神 なく、 ま， た 一の 偶像な 
し〇 今ょ リ 後、 父 巧は 眞の 神を 禮萍 する に 至るべし 〇巧條 互 ひに 巡ぐ る 十 年間を 無事に 化が しが リ 、化 


こ 


力ん しや 


の 化の 別れを なすに 化ぶ ち、 巧び 化處に 相が に 見る ことを 許された るは、 チの 感謝して 措く 能ざる 所な 
リ 、希く は 益々 救 まに 近づき、 キリスト のために 全身を 厭け 得る やぅ、 予の爲 めに 祈リ玉 はんこと を。 
此の 地 にがてな したる 一ー ー迎間 巧の 些細なる 働 さは、 著な しき' 恥 を 蒙りた リ〇予 若し 其の 事 惊を斬 じな 
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ぱ 、貴下は 必ず 予の成 巧に 驚かる^ ならん 〇」 

猫 ほ 化の 時、 父 お 治の 歌 じ 次ぎの 如き ものが あります 0 

愛の もし 心 じと めて つとむれば 

つみ もつ くらず 化を 巧く へむ 

た 十四 翁  是  水 

化 牛： は 雄志と 希望と じ爲 奪を 感じながら、 を 中を 儀 じ 上 茂し ました。 優れた 生活の 空 氣を吸 
つた 先生の 目から 見れば •社 貪 上の 問 ii や 思想 信仰の 問題 や、 ずべ てが 一から 十まで、 一國の 

、  A 、 せ、 

運じ繫 々かつて 居らぬ ものは K いと さへ •考 へられろ のでした。 中 じは 冷靜な 理路を 辿らねば 
ならぬ 事 も あり、 當 而の實 利を 捉 へて 施設し なけ^ば ならぬ 事 も あり •また 識 をと 意見を 闘は 
さければ ならぬ 事 も あり、 十 年の 昔、 先 牛： が 理想の ま、 に 意志を 猛烈に 實 現した 時と 變 つて、 
機會 と巧宜 とを 考慮の 中 じ 置かねば ならぬ 必要が 頗るを く、 先生の 意志の 力を 要する 時期と な 
りました 0 

，ぶ 巧 巧々、 先生は が 藤 博 文 氏じ而 脅しました。 當時 巧は H 部 卿で、 豫 ねて 化生 じ對 しても 甚 
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かい 


ホ 


深の 理解を もつ て 居り、 乱つ 先生と 间 時代に 略 ほ 间じ社 貪の 空氣を 吸つ た 人で あり、 互 ひじ 性 


，べつ 


そつめ い 


格の 差別 こを あれ、 また 立場の 相違 こを あれ、 各自の 聰明な サ言 じ對 しては、 和 互 じ 敬意を 表 
して ゐた 仲で あつたから •が 藤氏の 公生涯に 體驗 した 智識は、 先生に 取りて はお 力な 助言で あ 
りました •巧は 先生に。 鄰里 じ割據 して 天下 じ 貢献し ようとす るよりも、 地を 東を じがして 準 
備 する やう じ勸 めました、 さもなければ 寧ろし 關西じ 斤く ザが 利益で あろと 說 かれました。 ま 
た 一つには 當時 プレス ビ テリ ヤンが 旣に東 巧 じ 地盤を 開拓して 居つ て、 アメリカン ボ I ドは 神 
戶を 中心 じ 關西じ 向けて 布敎を 集なず る やう 希望して をつ た 際の ことと て、 先生は‘ 豁易じ 伊藤 
巧の ぶ 言に 耳を 傾けました 0 

伊藤 巧は 大阪 を將 ホの 工業 都 巧 じしようと いふ ザ 針で、 まづ 模範的 じ造帶 局を 自分の 設計の 
下 じ 新設し ました。 さう して この 視察を 前 じ 煙へ てゐ たが 藤 巧は、 切に 先生の 同一 何を 勸誘 しま 
した。 匆 論、 ホ 生の 精練され た 巧擧的 智識の 造 II み-承知して ゐ たので •巧は 先生から をれ じ 就 
いて 新しい 何ものを かを 摧供 さわる であらう と、 豫 期して ゐ たのであります。 先生 も T 度、 キ 
リヌ ト敎宣 傅の 中心地た る 神戶じ 一行く 途中で. めつ たから、 話は 早速 纏まりました。 を こで 先生 


一 づ j だ 一 


は 明治 八 年 一日 一 旧 橫濱じ 到 寿し 下、 漢譚 及び 日 木 鬻の聖 蕾を がめ、 を H らを 安中の 信を じ 送 
り、 蜜 二日'  が 藤氏と 同船で 巧 帆いた し 表した。 途 こを 變れ T 人」 じ 奉 化ず る ことの 獄 求の 外 
何もの も 望まぬ 人たち の 事です か •し、 をの 胸襟を 開いて 語りを ふ 談論は、 極めて 惹義の ある も 
のでした。 さう して をれ が 後 円、 先生が 如何なる 巧 かで 同志 社を せ ル 都 じ 設立した かを； 詰ろ 機緣 


ともなりました 心 

さて乂阪じ到著な、 先生は問題の^-:場を參觀しました。 巧お的の眼光を具へた先生に取つて 
は 形式 だけの 事に 就いては 別段の 驚 もき あゎ まぜんで したが、 けれどもた ご 一つ目 じ 著いた こ 
とは、 政治 上の 天ネ 者た る 傅 藤氏が、 新生の 文化の ためじ 非常 じ實 行を 急いで 居た ことでした。 
先生は 伊藤 巧と 木 戶孝允 巧との 照會 て、 火 L マの 俯 知 睾渡邊 昇 氏じ而 貪し ました。 さぅ して 同 巧 


そうがつ 


そ •「だん 


しや ブ を ミ 


じ 向つ て、 一舉 校を 此の 大阪に 創設した いと 加談じ なびました が、 喊機尙 早と いふ こ 


とと 


f 

夕 


國 人の 敎師み 居 ほさす こ-^ が、 まだ 法規 上 許されて 居らぬ とい ふ理 巧の 下 じ、 結局、 話が 纏ま 
らずじ 乂阪を 去る ことじな りました。 かの 群馬縣 知事と を ひ、 この 大阪府 知事と 云 ひ、 卒 なじ 
青へ ば傳統 的の 政治 意識 じの はれた 形で、 事 のれち 驚を 隙つ たのであります。 をの 後先 牛： は 明 
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治 八 年の 夏、 巧 都府知 奉齡が お' おが じ面會 しました 〇恰 かも 京都 じ 第一 间勸業 博 贊會を 開設し 
ょぅとす る郎 でした から、 府知事は をの i「ii の 施設を 先生 じ化囑 しました。 先生 も 自分の 擇 
ゎ途 でぁるから、 が 辦縣を 職 ii 豁に與 へる ことが 化 ホました。 さて 從 ホ、 檀雜 した 心理 じ 眼を 
閉ざして 來た齡 SS お， V 博寶會 成 かの 結果、 先生 じ對 する 敷 製を をく 異にし、 をむ が やがては 
先生が 宿志を 遂げる 齡 がいな つて 現 はれて ホました。 この 際 先生は、 博 覽會の 施設に 關 して、 
塵々 往復 交渉した が •お！^ 5^ がと •知已 じなりました。 この 山 本ち は覽 家で、 且つを 都 麻の 顧 
問と してが 當 に!, IT お 來て居 ゎ •微 の 會議じ 實權を 握つて 居る 處 から、 募ら 同 おが お 志を 
の間に’霊して、 累同蠢の齡和、 一校舍を建築ずることが冀たのでず。 ゃがて明治^^ 
年 十一月 二十 九日、 先生は 山 本 氏と 結社して、 のみ 許を 得、 直ち じ 同志 社英學 校と い 
ふ 看 扳を撤 けました。 これが 刖ち 同志 社の 煎 芽で みり まず J 
先ホが化の度の鹏が中じ、 圖らずも堡滕巧が縣^^した山暢詩集を離いて、 


の ミ ナつ す ふ てん たれ かこ ミ か、 つ せん  ろん わ、 つ ひ ミり こ 5 がいを たて^ 

濃’ 歡峽顚 孰お衡 。梵 王獨不 榻-降 超- 

ゎ こょ からん をぅ ふ  せん^ん のちから  むきが たしな  ^ め ふろく-^ のしけ 

豈圓 ちが 千 軍 力。 難 找南觀 六字據 


— - が 6* •- 


い  1  かいし かく  かんけ を 

を 兒た時 じ、 これを 新ら しい 意 巧 じ解釋 し-、 人は 何んでも 感激に 突き おつた 時 じ、 初めて 


くわしよ S 


其の 中 じ 偉い 精神が 的て ホる ものであると 縣 しました。 乃ち 闕西 人は 貨碰の 道 じかけ てこを 剪 
ザで あろ かも 知れない 、け；：^ ども、 精神的 じ 恐らく 緣遠 いもので. めら ぅと 見て 居つ たと ころ か 
黃圖 らん や實は 偉大な 敬意を 拂 はねば ならぬ ことを 知 ゎ、 先生は をの 畔 初めて 巧 都 こを 同志 社 


かん 


に 約束され た地點 であると 感じました。 別言すれば、 闕西 人の 萬 事じ盼 式を 捨て、、 巧を を 重 
ん ずろ とち ふのは •畢竞 、人 問の 質 じ 重きを 置く ので、 自體が 新 文明の 發齡 地で あろとの 解釋 

ミ、？， S-  く 

に 逢着し ました 0 

かぅ して 京都 じ 同志 社が 生れました。 これを かてた をの、 また この 觸 II じ^つた をは、 ぶ さ 
しく 彼等の 现に 置かれた 環境を ょく 考察し、 また 適切 じ 彼等の 能力を 發禪 し、 運用した もので 


もも ろん 


!  t.JV ス  I  せつ  きを 

あります。 の 論、 同志 社の 施設 じ 萬 事の 切り盛りした 人の 先 半； であつ たことは、 ち ふまで も あ 
ゎません。 併し、 山 本覺馬 おの 熱心な 奔走と I 断豁 も、 無視ず る ことは 巧 ホません 0 換言 ずれば' 

けいく わく  一; 弓 じ ゆ 

先 か： の 智的圖 まを なて 示された 計黨を 成就せ しめたの が、 则ち この 山 本 巧であります。 先 か-が. 
を S 昔、 脱藩した 際、 帮 如を じ飯阳 君が あり、 脫國 の 掩助 もに 福 ±巧 が ありまし たが、 今 また 
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この 山 本 君を 加へ て、 室の 生 蒙 しくは 事業の 売 成 じ 导れら の 一二 明星の あつた こと 
み-我々 は 記 臆しなければ なりません。 

さで 川 本震 巧は I 擊の數 であゎまず Mi 凄が 霸賊載 i くで あつた 關巧上 •巧は 京都 じが 巧 
して ゐ たので、 これが" & 銜 となつ て 先生との が， 齡 "が 生じました。 幸 ひ 現 京都市 商業 會議 所會頭 
潑雕 S 帮 おが、 山本 巧と 舊 をの あると ころから、 祗は灌 岡 巧を を 都 室町の 邸に 訪 ひ、 同 巧の 日 
から 其の 間の 齡獻 をが 雛に 承り、 先生 對山 本の 關 •係が 如何 じ 切 賞な もので あつたかを 明か じ 知 
る ことが 出が ました。 第一、 先生の 奇峭 と扣本 氏の 圓 熟と、 其處じ 一種の 調 かが 釀 されました 0 
先菱勝 S は 山 本曼 證み畿 して、 初孚基 ハな 製觀 晋を帶 びた のです。 をし をれ 山 本 巧の 
ち 驅瑚爽 の齡對 と、 近代 生活の 齡 ^ お， であつ U ことは、 何ん とい つても 當年隨 一の じで ありま 
した。 巧が 法律 經濟の ilSEIi に 就いては 、さすが 松み 巧す らもを を卷 ひて 居た さぅ です。 嘗 
つ國 事じ對 して ils 那繼じ 蕾を 数し •をれ が轉 じて 岩 倉 公の 淸鑑に 入つ たとい ふこと です。 

襲 繼の寒 生から 身を 輿した 山 室は、 初め i?' 瓣を學 び、 P つ籍ゅ 新 ホで ゐつ たさ-つです。 
蘭 擧が實 際 生活の 嚇 證じ觀 がつて、 巧は 一人の 敵を 擧 ぶことの み然 じ嵌那 しがむ ず. 一度は 溝 


一 m— 


生た  ぞん A、\ えつぶ く 

人を 敵と ず こと さへ も 擧んで 見た が、 をれ じ もを が 枚 服し 切れず じ 何ん にせよ 化が ろ 护 化さ 


れ霧 化されなければ、 眞の滿 足を 得られる 管がない-^. 悟り、 人閒の 根本の の おおから 正しい 徑 
路を 辿つ て、 先生の 辦 |S じ 親 私して ホた のでず。 先生 もまた 巧と 事み 奥 じする のが 最 技の 策と 
信じ、 和 巧 じ槐携 したので ず。 

山 本 巧は 西修の 薰顏緻 似を 受けた 一人 だつ たさぅ でず。 をの 識見 器量を 何 ふと、 一寸 巧 化に 
が* M を 見ない とい ふ 程でした。 個人的 じ をても 福 澤諭ま 巧な どょり 違 かじ 勝れて ゐ たとの こと 


せいじで， 


の、 つてい 


は ミを、 _ 


でず。 惜 いかな 維新 大事の 間際 じ 失明 足 殿して、 氏が 臟底 じ包藏 して ゐた 計薰の 芽を 收め てし 
またのは 、燃!! 至極の 事でした。 巧の 令室は をは 時. 枝、 ホを 兼備で、 氏が 巧 都が を 議長 時代 失 
明した だ齡の 側に 巧つ て、 議事 錄 等の 戚理 をした さぅ です。 戊辰の 變じ妻 かじが けられつ、 な 
都を 落ち 泌 びて、 山 崎まで 避れ たと ころを な 軍 じ 柿 はれ •巧 都の 隨摩 屋敷 じ 入 ホした のでず OL 
化の 悼氣 巧の 妻女 はぜ じ 願つ て おじ 入牢し •夫君の 看護を したいと かし 化た さぅ です。 

さて 最初は 觀 々たる 同を 社で ありまし たから、 先生の 鼓吹 か 如 仙なる 影響を 齋 ずべき かを 考 


ぶっけ ミ 


いつかい 


察の 外に 逸して 居た 佛敎 のみ 本山が、 明治 十一 年‘ 一齊 にぶつ てャソ 退治を 始め、 或る時は 先 
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き  くい じん  き べん 

生が 米國 への 歸化 人で あるな どと、 龍 辯 じ 満ちた 策略を 川 ひて •辭 表の 心理を 煽りました 。「巧 
ちが 情く け 4^ は 装 装まで 悟ぃ」 譬の 通り、 當 時の 同志 社の 敎授 デヴ ィス 氏が、 比觀 出で 天幕 避暑 
を L たまでは 無難で しだが、 遂にを けの.％ なと^り •一が 都府と 媳賀縣 との 齡觀 K 號の爭 ひまで が 心 
ま 超した さう です。 同志 社 理事 中 村 英助お 最初ょりの 緣欧 をで. 種々 是 等の 談を おりました。 

筆は みしく 飛びます が、 同志 社の 現 巧 敷地は、 明治と 八 年の 頃 賣り物 じ 巧た のを >  前記 諸 お 
の巧乂 ゎで 買 ひ 取つ だものです。 ザ 部々 購摩藩 蛾の 跡で ありまず が、 をの 外 柿 闕寺や 個人の も 

へいが ふ  み、 ぎ 

の も 併合して 居る の ださう です。 また 丸 旧 町の 化を は濱岡 おの も 義で坪 一圓で 買 ひ 取つ ためだ 
さう でず。 當時 先^は S 條の 目賞屋 旅館に ぶて 籠り、 山 本 君のを が參謀 本部で あつたで ず。 

同志 社 設立の 始末 

はくせい i つろ  じん ィん タミらん 

幕政 也 末路、 か 巧 切迫して、 世 逆 轉た危 巧に 傾き、 人、 心勸^ する の 時に 際し、 不巧 夙に 海 か遊學 のを 

も  だつ はん  はこ だて 

を 飾き— 脫 藩！'、 て函 館に 赴き、 暂く 時機を 觀 察して ありし が、 遂に 元 治 元年 六月 十四日の 夜半、 竊に幽 
祭を 化し、 米 關の荫 船に 搭 し、 水 ホと なりて 雲に 服す る こと 凡そ 一年 ' 如. il, 斬が い 恥 おを がめ、 斬 
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く ホ 図に 到着す るを 借たり 〇爾來 溢 おを 化し、 他日 穴に 巧 邦の 爲に 塊ず ところを 、しんと 欲し、 遂に ァム 
ホルスト 太學 にんり、 口-が 觀卽に 怠ら さりし か、 ホ だ 幾年を 經 ざるに 數 々篤 おに 罹り、 おがを く おを 敏. 
らして が、 の ± と 化せん とせし が、 幸に して】 化を & がの 問に 化樓 ずるを 得た リと 離と も、 なじ おにが 

と  9 

躯 の"^ 齡を ST し、々 叩 & しわ い t 受 くる こと攝 めて 勘から ざリき 〇然れ ども 巧も學 業の 餘恥 あれば、 必す 
諸 州を 酷齡 し、 山河を し、 務めて 建 國の規 摸を 探り、 風 止 心情に 逝す るを W て杂 とし、 到る 處の大 
中ル學 ょり、 は 書籍 お、 盲 晒院、 ；^っ£ が、 が 他 巧 H 巧 藝の謂 習が、 巧歸物 座の 製造所に 至る を、 
槪ね 之を 檢閱 し、- 或は 諸^ ラの 學± 荷 おの 人物に 接ぶ し、 親しくが 議論を 聽 くを おて、 乂に 巧る 所を リ〇 
はなら く、 ST し 化米义 巧の 瞬‘ 叫 4\一1 な リと雖 も、 其 能く 带度 文物を 隆 興せ しめたる 所 化の ものは、 嬰ず 
るに け £ く I の 力に して、 其敎 化の 力の 如此 偉大なる 所な は、 な 育の 法が 立を がた るに をる ことなりと 〇是 
こを て 始めて 敎 育の んの裤 長に 大關係 あるを 信じ、 をのが 才淺 をなる をも賦 みず、 なら 他年 辟な の 口 
よに ず 善美なる 學 巧を 起し、 敎脊を W て 己 か 責任と なさん ことを 誓 ひたり 0 


叨治 のが 年、 化 お倉 特命を 椎火 化の 米闕 にがせられ しゃ、 文部 规 がを 叫 中す 二 騰お么 にな 巧し、 歐米諸 

阔を脊の ^?£卜^_お調べ らる。 時じ襄化に ァ ン トグ ァ 邑にかて勤學せ しが、 ホ巧れて义部理事信隨巧の 命 

、 

を 蒙 ふる 〇襄 なて 之を 辭 せず、 だち に 旨を 奉じて 理拳 おとおに、 先， つ 化 米中 著名の 大中小 學 がを 巡視し、 


ポゐ， 
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終って おに 歐洲に 赴き、 蘇が 蘭、 英偷 、佛蘭 出、 瑞 西、 巧關 •  T 揉、 獨 乙、 魯西强 なの 諸國を 絕歷し 

ホい を々 ミ  がくがい 

學 校の 組織 敎脊の 制度 等を 初と し、 化 そ 事の 學 政に 關 する をは、 聊か 之を 觀察 講究す るを お、 興 巧 到 善 
藥を盡 せる を觀 て、 感 益々 切な リ 。惟ら く、 巧々 齡洲た It か齡爛 'として 其 光輝を 宇のに 發 おせし ものは 

おんたく  ょ 

をと して 敎 化の 恩澤に 巧らざる はなし 〇而 して 敎 化は 文明の 生命に して、 敎 育は 治 {女の 巧た る ことを 巧 
り、 愈々 歸 朝の 後は、 必ず 一の 大學を 設立し、 誠實 っの敎 育を 施し、 眞 正の 敎 化を ホき、 なて 祖 をのを を 
を 蕾 固な， J しめ、 なて 巧 邦の 運命を 保ち、 なて が洋じ 文化^ 光を^ 彰づ せんこと を 望 か ♦造み にも 顚沛に 

わす  わがく じ 

も敢て 之を 忘る、 ことな かりし。 且义隨 巧に 先立ちて、 悉な くも 我 邦 大政が ょリ轉 旨を 化て、 裏に 國穀 
を 化して 脫奔 せし 罪 巧を 冤 除せられ、 如 之 数々 を官 S 恩命を 蒙リ しが、 襄 にがては 將が 誓って 一み を敎 
巧 事業に 擲 ち、 て眞 正の 開明 文化を 巧 巧に がさん ことを 望む の 切なる ょり、 固  <辭 して 禪 せず 0 理事を 

お 5 しぅ わか  しんがく か 5 

と 歐挪に 別れ、 再び ホ 國に航 し、 アンド ゲ ア神學 校に 歸リ 、顿學 年を 累 わ、 遂に 卒業の 初志を 達する こ 
をを 間な リき〇 

じ  きて 弓 

巧 お*^ 年の 秋、 襄の將 に 米 國を齡 して 歸朝 せんとす るに 際し、 偶々 碧山 州 ロト ランド 巧に がて、 巧 ホ 
利 加傳道 か： がの 大會 議ぁリ 。襄の 友人に して 化を におる を 頗る 多き た闷リ 、諸— か。 を 嬰し 勸 めて 臨を せし 
め、 且っ該別の詞を霜めらる。 臺：^:ちを瘍におき、 掠お上か國ーーー千あ餘^紳出貴女に見 へ、 平素八衍望 


一" み?/ 
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を 開陳して 民く、 凡そが 4’ い 國を閒 はず、 な もむ 祀の 文化を 興 降 せんと 欲せば、 巧ら く 人 料を 闕錢せ ざ 


るべ からず 〇社偷 口の かん 5^'^」 化を せんと 欲せ ぱ 、がず 眞 圧の 敎脊に 化らざる ベから ず 〇ホ今 我 巧 H 本に 於 
ては、 現にか^ み^^を 經て 、檐 ホの 陋習を 破リ 、旣述 い迷蔡 を 晒して、 が错 のが 政を 巧 ふの 際、 がを 
の おお^が、 組 綱 をれ、 人、 む. 蹄 着ず る 所を 知、 レず 〇今 口にが て 巧 U 本に 巧* 化の 敎脊を ホき、 なて お购の 
大本を 樹立し、 はて 人 かりを 閒 をし、 はて 爲 山の 义 化を 描 ハ 降 せんと 欲せば、 宜しく 殿ネ义 化の 大本た るな 
育に 力を 用ゐ ざる 巧から ず。 啡献 すれば 今を 去る 十一 年、 襄 の鄕幽 にあ リ しや、 巧 時の 闽勢 日々 に危き 

•  ブ •一^, V ず，. ニブ  三 

に颗 する を觀 て、 P ん だ堪へ デ、 慨然 お 大洲歷 遊の f 發 し、 tl' か訣 加む が もな く、 父な  >  弟妹、 
鄕义に 別れ、 かし もが^も むく、 藏 がむ 大管 斬して、 一 かの 窮凶シ 顧ち す、 愈々 贼 つて 愈々 藉 ひ、 化 
命を て S に 化せて、 成 管 萬 一に 视 し、 恥 綴が、 •ち も', 許 恥の 波濤を 魅へ、 遂に 貴 幽に冀 せし も ホ、 
巧 整 かがが 豎の自 辜 福と を、 が 口 本國に ホさん ことを 祈る の S に 外 むらず。 頤 ふに 巧が 
同胞； 二千馀 萬、 し糾 がが ががく 軟 i は 獨リ政 請の 改な にがせ ス獨リ 物質的 文明の 進歩に がせず、 一にな 仏 
の烈德 出力を 効し、 を 育の ザ^ 其ろ をを 巧る と 巧と にがは る こと、 昭 々乎と して 俊 だ 疑 ふべき に 非ず 0 今 
や裹貴 闊紳出 詢发と 軸を みちて、 恙なく 巧 図に 歸 るを おば、 必ず 一の 大學を 設立し、 之が 光 即を假 りて 
巧闽 里八呢 化を 昭 し、 化 ロロ 本文 化の なに 聊か 消 おの 報を なず 所 あらんと す 〇嗟呼 >滿 瘍の膽 お 諸 おょ。 


襄の ホ、 心 裳に 是の 如し。 訊を 髮か必 悼を 桐 察し、 幸 ひに 巧の 一 かの 素を を 翼賛ん r る者ぞ と、 日： つが じ 化 
問 ひ、 慷慨 悲憤の 餘リ 、不費 数 巧の 感淚を 壇上に 注ぎ、 情 溢れ 邮崇 い、 言辭を 中止す る 其 幾 回す るを か 

つ  ちよ ミし ふち ミ 

らず〇 語 米だ盡 きざる る、 聽衆 中な ち 人 ぁり、 巧 後に 直立して 揚言す らく、 新 烏 巧よ、 予な 巧が 設立せ 
ん とする 學 校の なに 一千 弗を 寄附す べしと。 是 ならん 華 盛 頓府の 貴紳 醫學 憐主バ ー ヵ 巧に てぁリ し。 共 
言 ホ ど畢ら ざるに、 碧の 州 前- 时知齊 ベジ 巧 も 亦 起つて、】 千が を 寄附す るの 約を なせり。 之に みぎな 巧 
巧、 一一 音が、 二 巧、： 巧、 或は 五十、 111 十が 贈與の 約を リ て、 齡前 ゅ；^ る 場 中 忽然‘ として、 歡 呼の 驟 宛な 
から 沸く が 如し 〇旣 にして 愁 載に 良朋諸 古の 好意を 謝し、 離別を 吿げ 、將に 演壇を でらん とする 時、】 
老農 夫 ぁ リ〇瘦 み 德體を 纏 ひ、 徐に逛 かて、 襄の 前に 至リ、 ^悚つ 比まず、 懷 巾より 金 二 弗を 出し、 驢然. 
涙を 垂れて 曰  < 、余は 碧山 炯 化なる を 貧の】 農夫な リ 。化 二が ば 今 n 余 •か 歸路 •汽 軍に 乘 らんと して 携 
へし 所な リ〇然 わ どち 今モが 演說を 聞き、 深く 子が 愛爵の 赤、 むに 感激 せら わ、 自ら 駕 デる 能は ず C 化を 
ひ余老 ひたりと 雖 も、 兩 "化 化 能く 徙 ザして 家に 歸 をに 堪 ゆ。 これ 阅よ リ值 .少數 ふるに ならざる も、 予 が. 

たじつ けんやつ 

他日 娃設 ずる 大學舉 用の】 端に 化するならば、 余の 葛び 何もの か 之に 過 ざらん やと。 己に して 會散 •し、 
襄亦 ロト ランド 府を 出で 巧く こと、 ホぱ 一里なら さる 時、 なち 背後より 襄を 呼ぶ を ぁリ〇 顧みて 之を 醜- 
れ ぱ 、一のを 妍  なり。  急に 襄に  近つ  き絮 々語つて  曰く、  媪は近 村の】  黨婦 にして、  賛 化に 甚し 〇然れ  ど- 


もな 育の 一事 にがては、 聊か 索 おを 助けん とする の 意 ぁリ〇 今繁中 化に 所がの な 二 弗を 虽す〇 がるに 
齊 こな ぃ 場に がて 敢て么 を 言は ざリ しは、 誠に 其輕 かなる を 棚 •ちて 面已 。寡婦の 微を 幸に 钢取 ちれょ と 言' 
職って 解く。 襄轉た 米 人 •か 我轉を 愛する の新气 斬む るを 思 ひ、 感寫 之を 受け、 曾てぶ 人に 語って 曰く、 口 
1 ランド 府 集が にかて 厳 も襄が 斬* 感動せ しめたる あは、 彼のを 農夫と 老黨 がとの 寄 おにて ありし と. 
巧な 四方 冶 お あの 贈る 所 陸*^ 雲， し來リ 、襄が 宿を を 達せん とする の茲 本、 略は お まるに 至れ リ 。旣に 
して 攪を S' 恥， に 解き、 の 巧 セ 年の 末、 始めて 本 幽に歸 着し、 日夜 學校設 ぶを 計 蕾して あリ しが、 八 年 一 

莫巧 にがて く^！:" 查孝裘 C1」、 乃ち なに 内つ I 證敎脊 sf  f 、 璧 てが 化の 


{かおを が || せし に、 み 巧く 之を 稱聲 からむ、 別 ふるに 公は 曾て ホ 米の H ょリ襄 と州識 るを W て、 專ら 政' 
府 S 間に 郎^し、 襄が おを' 躬 るに 務め 賜 〈リ 。襄 巧ち" 業ぶ 部に 卜 し、 前'^ 部大輔 W 中 不二 磨 お、 
前 お 都 府か事 おが おな 君の 邮ょを 得、 遂に 山 本覺巧 巧と 結社し、 明が 八 年 十ー リか九 円、 お熟閒 業の 公 
許を得て、 ^|1、ちに巧學校を11|がっしたリ。 是卽ち今の我同お扣の設立せし始ホの大略也〇 

新  爲  襄 


を ひし 


先 牛： かがが 糾做 お倉を 權一巧 中の ポ戶を 化を と 許して ゐ たことは、 先生が 您人ハ ー デ I 巧 _ 


さ か ミ いんし 


さ 
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しよ めム  し 5 しよ ミ 

宛てた 善 かの 中じ屢 々散見して をり ます、 さぅ して 木戶 巧は 眞じ 先生を 殊勝な 人と 認めて •同 

-  •ぐ ミ  /  n を 

胞の 一人の 悲 める をを 慰め、 望みを 失へ るを に 望みを 與 へる ことは、 最も 貴重 W 化 事で あると 
信じ^ •畢竟 氏は 人 問 中 ふち 霸 •即ち 人間の 性情の 本質と 生活の 本義を 究める 先生の 事業 じ、 最 
も 同情^ 理會を もつ た、 人でした。 何ん とい つても 當 時は まだ、 船 斬の. 風潮が 先生 じ 辛くあた 
ら 驚くべき 龍 辯 じ 満ちた 枠 代でした が •さぅ いふ 際に 木戶 巧が 嚴 然として、 公人、 お 人的 じ、 
また 同藩^の 關 巧から 京都府 知事 橫 が： 止 おを や 滋賀縣 知事 中 ホ 弘氏じ 先生を 紹介し、 直‘ 檢問梭 
じ聲援 した ことは、 T 度ぶ キリストに 對 して 豫 言を ヨハネの 役割りを つとめた もので >  先生を 
社會 的に 紹介した のは、 實 じこの 木戶 巧で あゎました。 

r 先生が 同志 社の 主義 綱領と した 所の ものは、 速 かじ 同胞の I ゃ識を 養成し、 を 自を义 化の 光明 
じ おせしめたい 考へ でありました。 また 同志 社乂擧 設立の 趣意 じしても、 宗敎な 外に 人道 ぉ義 
のの 傾向を 帶び 、必ずしも キリスト 敎の宣 傳や傳 道師の 養成を 目的と した ものではありません 0 
結局、 先生が 幾多の 辛苦を 嘗め、 幾多の 曲がを 經 た、 幾多の 失敗と、 幾多の 成が とを 閱 した 所 
の ものを 同胞 じ傳 へて、 動機と 剌微 を整齊 し、 倩 操を 醇 し、 個人の 品性の 變展を 標的と して、 


先 づな辦 が I 敷の 敎 育に 重きを 置きました。 これは あ淑の 日本の 社 曾に なかつ たと ころのを くみ 
個の 鬻穀誓 ありまず。 さ、 っして をの！!!^ じ pkra まれた 精神は、 S と 常識と を もつ て衝 

動を 醇化し、 d を 整 化し、 毅 望を喔 し •近げ 文 器 露； たる 昌 良心の 貧 貴、 昌 能を 
S& を 驚 一せ しめて、 理想の 基調と 生活の 向上を 獎齡 ザる じあり ました。 皆 巧 霜の 自愛 
震と し 了は、'^ 齡 li 照らし て 生 巧 S 過失を 歡 く」、 個人的 じ 將た製 巧 的 仁 塞の 根 
本義を 究め、 またを の賴^ いして は、 キリスト 敎去 載を もつ て 復活の 化 路を開 ひた ものです。 
この 理想から 載、 i への 標號 として、 同志 社の® 教が 生れました。 ァッ シリァ 詔の 「國」 とぃ ふ义 

零あります。 等 一一 苗 おが 等議 ii を もつ て靈じ 結ばれた 一二 竺體 、智妄 の表號 であり 
をす J 


319 - 


結  論 


I  A こ产  じぶん  みち  たな-  こ  > 

おは 一 本筋 じ、 自分の 途を 辿りながら 化處 まで 善き 續 けて 參 りました。 が* 同志 社 創が な 後 

*  ひ， >  くんた、 っ  てき こん 

の 先生に 就いては 日夕 薰陶を 受けた 仁の 中 じ 適 だを が あらぅ と 信じまず から、 をれ は いづれ’ 糊 

ゾ  ‘ 

はしい 資料を おつた ホに 讓る ことにして •私の 書きた る 総 難 护獻鑛 をいた しまず。 


ろい ぞき  な ミ 

先生は 新 島 家に 累積した 動力を 新しい 運動 じ 向け 鼓し、 科擧 じょつ て •更に をれ を强め まし 

，し ぞん  ぶんせきて さ  こ、 を 

ず さぅ して 自然と 物と を 分が 的 じ 考量して 巧く 理論の 化 心 深い 激 度を もつ て •次ぎ 次ぎ じ 起 


てき お、 


つて 來る 事件 じ適應 さして 巧き ましたから、 人が 禮樂お 御 書 數と騷 いで ゐた 時代 じを くも 德目 

J ^  じ ゆけ 5  ひぅ っ  t 

羅夕の 儒敎が 外面 的な 皮 袖の ものである となし •且つを れら の繫费 は、 論語を 讀んで 生涯 何等 
の惡 事を なさない だけで 「仰いで 天 じ愧ぢ ず^して 地 じ愧ぢ ず」 で濟 まして ゐる 人々 は 實に敬 

した*、  二  • 

力 且つ 無力の 人たち であり. 臟ツて 社 貪の 競 ま 即ち 哪聯辦 龄紫禪 にがて 早晚滅 じすべき 人達で 
あろと なし •何ょりも まづ 人が 社 會のも すたる ために 偏え を 去つ て 科擧的 精神 じ 巧を した 
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職業的の 人と ならねば；：^ ら ぬと 考へ 海軍 傳習所 じ 入た のが、 抑 も 化當の 方向 じ 進展した のでず。 

已 じ科擧 じかつて、 巧の 費驗の 精神と 方法と じ 化つ て、 ま觀の 偏を じ陷り 易い 儒敎の 缺陷か 
ら 解放され た 先生は、 ノ をの 心的 成熟 じおづ くと おじ、 過 波 的の 年辭を 充た寸 所の 心 調 及び 歲お 

でう え 5 ち ミ  を  ぶん 

的 巧 力の 動搖中 じがて 動かず ことの 巧來 ない 規 節を 耍 おず る やう じなり、 始めて 中心 問題を ば 

ミク  ナ、 *ナん  ^  C  ^7V 

人生の 上に 移し、 諸の 經驗 から 人格は をの 原理 じがて 實じ戴 貴なる ものであると いふ 鴨 信の 下 
に 自己 獨 ちの 人格を 創造し、 こわが 义 人類 社 貪を 體 としての 人格を 完成す る ことで あると なし、 
さて こを 境遇の 超越 乃至 對 象の 征服と なゎ 脫藩 したので あります。 

さて 「フィ リップス」 擧院 時代は、 先生 肖 身の 薩認 ずる 所を 锥 重して、 强 大麻 义 集中と 云 ふや 
うな 態度を 持賴 して、 故 惹じ證 ホ而の 訓練を いたしました。 をう して 「ァム ホ I スト」 乂擧 時化 
は •同胞 民族 闕家社 辞 等じ對 ずる 關 係を も考蔡 して、 商 接 日 川の 牛： 活じ 役な つ 科 擧の硏 究實驗 
に沒 頭し、 何時しか 科擧の 精神に がて 知識を 科擧の 範圍外 じまで 及 ほし、 其處じ 宗敎的 情操に 
表 巧の 場所を 與 へ、 神擧校 時代に 連絡され ました。  . 

さて 歸朝 後、 问 略の 社 轉は綿 ほ 著しく 幼稚な 域に 停 迷して ゐる處 から、 ま づ巧蒙 的 施設を 急 
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ぎ 生活の 现實 方面を 力說 いたしました。 をぅ. して 敎 育を 通じて 人格を 陶冶し、 人生 觀 上け 爲上 
の It •辦齡 。が 主文 明 上 あ 'b ゆる か 面 じ 新ら しい 適應 を企圖 されました 。巧の 意を 敷 おすれば 同胞 
が ホだ悅 服し 切れな かつた 耶蘇の、 む靈の 呼吸を なて、 入 問の 窮 りなき 新なる 路を 開き 同時 じ > 
共同生活を 正しく 構成し 其を 活動を して 陌 上せし むる やぅ、 社會其 ものを もな 造すべく 心戀け 
たのでした。 さて 敎 育と 政治は 最も 親密な 關 係が あり、 敎 育の 延長 か 政治で あり 經濟 問題で あ 
り、 社會 問題で あり 同時 じ 倫理 問題であります。 結局、 先生の 態度 じを まれた 敎 育と 政事 化の 二 
つの側面を互ひに塡補して經化家として始めて先生の面^が完をに表現せらる-^と思ひます。 

晋を 一將巧 成つ て 萬卒脊 をが ちす といつ た 英雄 モ義 の理を かいて •先生は 民衆と おじ 生きた 
無冠の 帝王で ありまず。 
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敞  錄 

先生 じ對 する 熙 絡、 人々 の 記憶と 記錄 とじ、 まだ 新鮮な ところの もので ずが、 就中、 先生と 
最も 觀 りの 深い 求」 し 人が 感激して 書かれた 追想の 記 こを •實 じを の 響きを 永遠 じ傳 ふべき もの 
であり、 また 更に 新しく 耽美的 じ 先生の 而 影を 備ば しめる もので ありませ う。 をの 言 句の 一つ 
一つ じ 燃 爛たる 和 韻と 熱烈な 潜勢力と が、 見 巧され ます。 即ちを れらの 言葉の もつ 力强 さは > 
ホ じ 人の 追憶 じょみ がへ る 原始的 光と 熱と に 外な りません。 私 巧が 化 牛： の 二十 网年 紀念會 をを 
中敎 貧で 偃した 時、 米 じ 人は 壇上 じ 立つ て、 深い 感慨 じ 巧 たれながら、 をの 追想 記を 朗讀 され 
ました。 而 かもを の 時、 爲 衆は 陰惨な 色を じ 湧き 立ち、 化は 辭 々と 逼り來 る 感激の ためじ、 宛 
かも 陰 暗な 世界 じ 突き 墜 された かの やうな 氣 持で、 をのげ 間を 過ごしました 。要する じこの ホ 
じ 人の 言葉から、 先 牛； が 今な ほ 如何 じ 美は しい 良人と して、 深い 愛の 姿を もつ て、 ホ」 J 人の 上 
じ柔 かじ 働き かけて 居られろ々 感じた からでず 。さう して ホ じ 人の 澄みが つた 昔 讚のう ちじ も、 


ふ 


おんて 


おもわけ 


尙 ほが々 は 巧ち 颤 へた 音調が 聞かれ、 また 抑揚の 强い 先生の 面影が、 會 おじ 交は りながら 躍動 
してを りました。 もう 一つ 觀の 頭の な 中 じ 民いた ことは、 昔し 私の ホだ稚 さなかつ た 頃 •先生が 
この 夫人の 手を 曳ゐ て、 I 力は りながら 此の 會堂じ ホら れ たことの 記憶です 0 


じ 愛夫 襄夕 發病覺 


新 島 八重 子 


明詢 十八 年 十二月を、 米國 ょリ歸 京、 其 後は 何時も 病氣 勝ち。 

同 十九 年 屯 巧、"^ 州 垂氷禪 茶屋 萬龜 とかす 所に、 海水浴に 巧き、々- しきみ ぎを なせば、 動 氣甚强 くな 
リ •其 時ょ リ 度々 動 氣の異 變を覺 へ 》 ム酿を 致し 居る。 然し、 む臟 病なる 事 不明 0 

壑 二十 年 四 弓/十 ムハ 日、 が 半 & お。 十 屯 日朝 •脈 敷な 一 ご 二十 〇 おにべ レ！ 氏を 迎へ ホて、 診察を 願 ひし 
お、 此 度は 餘， &乂^ ‘ なるとの 事、 妾は 日夜 着 護を なし、 十 セ、 八、 九 口には、 咳嗽 非常に 姐で、 化峡も 
巧で がが はとても を が六ケ 敷と、 む 酷を たしれ 居 わリ〇 然し 神は 彼を まだ 化 化に 霞き 給 ひて、 道々 をげ。 
仙 臺巧華 學校聞 校の 爲 め、 み 巧 十一 日、 當 地を 出立、 神戶 ょリ衛 船に て 横 潜に 上リ 、柬巧 じ 巧き、 上野 
十二時の 巧 車に て 黒 磯 ま V 巧き、 同 巧に】 巧。 十四日 朝、 馬 おに 乘リ 、白 川まで 巧、 又た 人力車 じて 福 


が 4 一 


烏に 巧 一巧。 旅館 じて 綱 烏 氏 御 夫婦と 共に 晚 食を なし、 じ 夫と 綱 腐 巧と、 同地 傅 遣の 事に が和談 、夫人 
と 妾とは 同地を 見物に 出、 十五 円 朝 山 立、 仙 墓に 巧、 十み 日、 萊華 學校倘 校が に 臨み、 暫明 話を なす。 
义松掠 化物に 巧、 兎 巧 疲勞を 致す 故に、 何事 も靜 かにな し 居て、 巧 バニ 十九：：：、 仙臺を 山ぶ、^ ごの 斬い 
リ儀 船に て 節 館に 着、 巧 所に て 昔し _ 國錢を 化して 山た るが 止 場を 見物に 巧、 其 祈の 話を 陆〇巧 所に 昔し 
と轉らず其道の傍に、 ィギリス の人にてポ ー ターと申す人の家あり0 じ犬の输館にが候時は、 ポ I 夕| 
巧會 とて 中々 盛んな もの、 お〇が 巧に 福.^ 巧は を 頭に て、 同 巧の 許へ 度々 述 ひた リ 。然しが がは 巧る か 
げも 無し 〇圖 ずもポ ー タ— 氏の 夕 前が 掛あリ 故に、 同氏を t 却ぬ、 二階 一室に な髮 のを 人 息子が 二人、 貨 
にぶる 蔭 もな き 御 様子 〇 ソファ J は 破れ、 火理 石の 卓す は セ かお かけ、 靴 やれし 所に 他の 切を あて、 替 
物所々 に つぎををて、ロ ビ ン ソ ン。ク ル>  ソ1 の住居も斯くやと妾おぬ〇 同巧はじ夫の來厳を尋ねければ 
と ホは がは 昔時 御 巧に 疏主 巧の お 化 話に て 渡米な し、 永年 ホ闕 にあり て"^% ホを なし、 歸 朝な 巧 お 社が ぶ 
擧 校を 建て、' 今度は 购氣義 化の なめ、 化 幌に巧 <途 み、^ かに 常し 出發 致せし の 場所を ぶ せんとて、 な 
に ホ リ圆ら ず も 貴 御名 前を 見て、 昔時を 思 ひ 出して 御尋 したる み 第な リと 語リ 、同 巧の 音る、 には 
御が じの 通り 昔し は 中々 盛んに 巧 法 も 致し、 多数 人 も 化 ひ 居りし が、 化の 都合 惡 しく 思は しから ざれば、 
或 人に 持 盤 げられ、 只今 火. 刖人 とな リ をる 入 も 多く あれ お、 唯一 人肆 ホる 人 も 無 io 然るに 貴が はがの 
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者の 世話になり 候 とて 尋 下され、 實 じを 難しと て裕淚 せらる。 亡夫 御病氣 の 御 樣子故 御見舞む 巧と て、 
何程 か 金子を 差 上げ 宿に 蹄り た リ〇飽 館よ リル 演船 にて 小檢に 着し 一巧。 セ 月 八 H、 化魄に 着し、 福 古 
巧の 長屋を 借りて 化 ひ、 日々 馬に 乘り などして 養 化を なし、 餘程 身體も {直 敷、 喜びて 居る が 柄、 八 巧 十 
一二 曰 ホ國の 大恩 人 ハ！ デ ー 巧の 巧 去の 霜 報 箸ず。 其 夜よ リ义 た搞氣 とむ リ 、其 悲し かの お 様は、 中々 妾 
の 拙き 筆紙に 書き 盡し 難く、 日夜 亡夫を 慰め おた リ 。化 幌に ては、 親しき 友人と ては】 兩人 (其 一人は 
乂島 圧健义 化) のか 〇粉 々歸 巧の 日 も 近き、 ルノ 々快く もな リ ぬれば、 九 巧 十四 H、 化魄を 出立し、 横 潜 
じ 着す 〇 夫れ よリ鎌 倉、 江の 烏の 見物して、 柬 巧に 上り、 十月 二日に 歸 巧す。 

二十 一年 元日 朝、 同を 祖に 巧く の途 々、御苑 內の巧 ヶを邊 にて 非常なる 動氣 おり、 一ぶ も 歩む こと W 
來 ず、 其邊に 人力 萌も なく、 如何 ともなす おは デ、 暫時な 巧リ 、目 も  <ら か、 何も 見へ ざる おむ りしが、 
漸く 少 々氛夕 直り たれば、 靜 かに 巧 お祖に 巧き、 會堂 にて 新年の 挨夥 をな し、 暫く 話を なして 貧 堂に 巧 
きける に、 氛夕惡 くな り、 妾の 乘來リ し 人力車に て歸 をし ければ、 妾は 他の 人力車に て歸 をせ し。 共 時 
より 病氛は 益々 惡く相 成り、 ベ レ ー 巧 ホに 度々 迎 へを 遣は し、 同氏は 不 ホに てよぅ {か 後 四時 過に ホ 
診せられ、 病 おどよ ろしから ざれば、 々なは 高音」 て 話な どは かしてなら ずと 蔡られ た リ〇是 をは 動氛 
おり 候が には、 おぶ 時間に て 超り しも、 今度は 中々 を 快せ ず、 二十】 年 一月よ リ勘氣 は、 二十： 一一 年 一月 一一 
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十 II 一日まで 全げ？  9 き。 を 同義 s 义じ面 f 賢よ y 禁ぜられ」 机に、 妾に 語" て I 一  I っ、 レき 
事 かな、 諸兄に 面 會も出 ホぬなら ぱ 、寧ろ 乂國 に 行た し、 霞 者は 解 リク まし 過ざる を々 とかしぬ。 

二十 ー ザ 四月 十一 一一 U 知 恩 酷に て 同志 祖ホ學 のな めに、 巧 都市 中の 人々 を 巧き て賊 .^っ をな し、 巧す、 
巧 當地 をん 立 裏に 巧气 二十 一ー ロ、 ホ 上 樣の銜 邸に て， 發捣 .j^o 五ぶ】 一十一 百より が州雙 同化 霞 

か 主* くら  . 

にて 冀化 、妾は 六月ん 日、％ 倉に 巧き 費 ば、 寞 の身體 に— に の 様子に て、 ぶには 輕き 草膛を 
はき 一手は が 他 手は！？ 謙！^  31 屑に か、 り、 靜 かに 歩か 巧り し。 其 様を 一日ぶ たるが は、. 聲こ齡 -g パを 

わたし ミる  をさ陆 ふは をべ  J 

をり、 まが 參 。ミリ、 朝夕 濱愛 たは 八幡 莫佛邊 まで、 緩々 と ホみ て、 妻す るを 常と」 たリ しか 

も -P づさ を 

六月 十四 口、 裏に 管、 楚絮町 if 御世 幫農 たり。 ホー ー HV 霞" も より 橋 本 蓋 

の營口 あり。 襄 先， H にはの々 にて、 重で 妾に ホる 猿との 專 なり。 巧 ヶットを 求 求めに 行く 序 あれ 
ば 難 波 氏 5 をに 參 りければ、 一; 巧 か々 妾に 中され ける は、 撤和如 如が 見' 注に ては、 とても 今度は 化 化む 
御お氣 はを 快は 覺も むし。、 心臟 5 & 薄くな リ巧 かば、 若し や 非常に 驚く 事 にても をら ぱ 、其 化 破 わて 泣 
に まじり、 腦 まで 上り、 腦 S 至って 細く、 に ム臟い 客 巧 まると 卒中 若る 故に、 それと なしに 
大切なる 事は 閒 超く 様、 豫め 夫人まで 中せ と Q お。 難 波 巧よ リ其御 話を をり し 時は、 I んろも かされざる 
ム地 、嗚呼、 養 S」 さ、 實 C 筆紙には 違し 難く、 ヶッ  >  を 求めに 巧く 奧氣も 無、 なり、 さりと とて 


5 

5 


t 巧は、 夜 牛に 凉 敷して 身體 がへ ては 困難と 思 ひ、 氣を おなして 傳 巧が 行き、 ヶットを 求め、 粟が 巧の 
晦 をに 歸る〇 亡夫は まの 歸リ の遲 きを 待が リ 。まは ヶットを ホめ、 其 品を 見せて 何氣 なき 様に 致し 抗れ 

モ つち 5 

ども、、 む 中 若しもた 愛夫が、 卒中 じて 今晚 にても が 去な さば 如何が と、 種々 思 ひ巧リ しに、 其が じ 愛夫 
は 本日 難 波 様に て 何と 言 はれし や (じ 巧は 範波 巧が 巧々 妾に をにまで 來れと ホされ たるを 聞 辟たり)、 最 
早 長く はを る まじく と 申され 候 はんと かし、 妾は がと 答へ ん樣 もな く、 唯 先立つ 物は 淚 のみ 〇 其が t 愛 

ふしん じ や  し 

夫の 申ず じは、 不信者なら ぱ醫 生の 言ん ことは 病人に 知らさぬ はよ し、 余は 此病氣 に罹リ しよ リ雜 て磬 
語は なし おる と。 化 ハに 手を 執リ 、淚 ながらに 醫 壬の 言 はれし 事を 話せば、 此 みは 元よ リ 神に 莲ムげ 、义 
た 神よ リ 何時 召されても、 喜びて 御前に 行く、 然し 卒中なら ば、 最愛の かに 暇を も 致す ことの 出 ホざる 
は、 甚だ 氣の黨 なり。 然し 夫れ も 聖旨なら ば 致で なしと 申しぬ。 實に其 巧リの 事を 思へ ば斷騰 々々、若 

しきよ いた  り、 っよつ 

しも 巧 ま 致さ ぱ 暑中な リ 、とても 死體を 京都まで 持歸る こと もなら ず、 毛彰を 切が り、 死 體を义 葬に な 
し、 持歸 るの 外 お まじく 巧釋 々きへ、 だ 眠 もが 來 難く、 巧 おより 繫度か 夜半、 じ 愛夫の を 巧 ひ、 

かんご  ひら、 っ  な‘、 き 

妾は 口 夜の 看護に て疲勞 し、 或 時は じ 夫の 目覺め おれろ をからず して、 寢’ 息を 巧 はんと 手を 出せば、 其 
手を 捕へ、 八重さん 末 ど 死なぬ よ、 {女、 心して 寢 よ、 餘リ 、心配を なして よく 療な いと、 巧より 先に かか 化 
すわ もがれず、 左樣 なれば 我が 乂 困り どから‘，^ 眠せ よと、 度々 かしたり。 
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A 巧 十九 日の 朝、 ホ 上樣御 出に が 成、 今日 午後 四時 巧よ リ大 腰樣 に、 先生を 巧 馬車に て 大切に 御 速れ 中 
す 故に、 御、 心配 おき 谈 にこ、 御 親切に 仰せ 下され、 义 た 憩々 御迎 へに 御山 下され、 が 夜 同を 社た 學 のな 
にな 參 萬が 千 圓出ホ •十一 時 顷に蹄 あ、 非常の 悅 にて おに 神に 感謝を なして、 十二時に 巧に 就 <0 大學 
の醫べ ルツ 化生の 命に よリ て、 上 州 か 香 保に 參る ことにな しける •か、 其が リ には 病氣は 火々 をし かりき 0 
二十 凹 日、 捣巧 巧を 御 依頼 改 し、 前 橋に 巧て 出立し、 妾は 二十 冗 口 出ぶ、 を 都に 歸リ 、種々 の 用意を 整 
へて、 八月 十一 一一 日が 香 保に 巧き、 九月 十四日まで 逼 巧して お 巧に 歸リ 、十 巧 二十四日 歸リ 、十け 二十 四 

日歸 巧す。 十二月 十二 門、 神， 戶誠訪 山 和齡樹 じむきが 養す。 

二十 二 年 一一 一を 一一 十 U 歸 巧、 义た 二度 一一 迎 it お神戶 にて 養生す。 同年 八月 二日より 播州 垂水滿 茶屋に 海 
ホ 化に 巧く  〇 二十 口よ リ 有馬溫 泉に 移リ 、一二 十 H 歸 朝す 。十月 十二 口、 あ 巧に 向て 出な、 是 .質に 二た び 
歸ら ざるの 出立の 口 化〇十 一巧 二十 化 口、 前倘に 大學お 5 なに 巧き て發 病ず 〇 十ニ リ 十二 U お 巧に 歸リ 
同月 二十- V' 日、 舶州 大搬が L 足屋 にあく。 

二十 S 年 一月 十 1 = よより 又々 病 盛り、 十六 ホ U はみ々 化  < 、十 かり 朝よ リ柄茲 しく、 かな 四時 •顷瑶 
お ホる。 妾は 二十 〇 朝 W 立、 大 磯に 其 夜 十】 時に 清す。 嗚呼、 織' リ はてた る顏 、赞じ 何と 言 ひ 出す 様 も 
なし 〇小瞒 、德常 蘭 化 斷に御 出 下さ かおり、 幾何 か 也 おく 感じけ シ が、 亡を 夫の 巧 態を なた る 祈は、 と 
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でも をげ は六ヶ 敷なる 樣 子な りき。 面を のがり た 愛夫 中す には、 此 度は 牠 掏か實 に々 口は 苦しく、 又は 
今 曰 程 かを 待 長き 一 曰は なかり しと 〇實に 愛情 厚き 事、 妾 死す まで 又 後世 迄 も 忘れ 難し。 信仰に 赏 か、 
構 偶に 富 か、 堪 あび 人を 巧す の 力、 すべて 妾の 學 ふべき こと 作りな リ 。實に 厚情 文た 言 ひ 難き 茜は、 只 
神と 妾と がる 計な リ 。鳴 呼、 幾度 神に 願し わ、 义 幾度 失聲せ しや、 幾度 神に 求めし や、 鳴 呼實に 悲しい 
哉、 今は 猜敷も 淳事も おにな せし 我 最愛の 友、 此择 化に がらず 〇 神は 此 罪深き 妾を 何時まで 此 世に 置き 
給 ふか。 妾 ロハた 日を 望む、 天津 お國 、最愛、 信愛の 夫と 共に、 限な き 御 樂を受 る 事を 扣が齡 るが み。 

巧泊一一互萃 一 月1壬11口、 最愛の夫は一一時四十夕此化を去る。 勢5わ和を；&く-^なし、 幾度呼びても 
笞へなし。 鳴呼、 思ひ肿せば淚の種、 赏に|^^ゃ^パ。 

巧が 二十 S 年 二 巧 十 H 識す 

新 島 八重 モ 

が 島 家の 發祥の 地た る •上 州 礎 氷郡擲 原を おどろ 萬 象は、 新 鳥 家の 齡 がを 物語り、 信仰を 談 
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新 島 家 s 歷お的 •道德 的の 煮 義は其 處の風 出の 肖然を 解して •初めて 了解され る ものです。 を 
を 蒼然た る諷訪 なの 利 頭 や、 迷 雲汀徊 ずる 妙 鶏 川 や、 維 氷 川の 禪妍 など、 をの 栽 味で やはり、 
先生の 巧 想を 胚胎ず るの じ與 つて 力 ある も S でした。 これを 情緒の じ 云へ ば >  新 島 家の 先祖の 
彼方 じ隱れ たる 運命が、 化と おじ 推し 移り、 ち然の 感應と 相俟つて •靈 妙な 傳統の 光を 投げて 
居る ので ありまず。 越 烏の 南 枝 じ 楽を かけが 馬の 化 風 じ 嘶く と 云つ たの も、 を わを 演釋 ずむ ば 
生々 の 迸に 躁動 すべき 暗示で あゎます。 

群馬縣 上野 國雜 氷郡鄕 原が々 誌 

沿  革 

違 苗。 本が の 埋設 お 隙は、 舊記 3 供 證に據 る ホ あらされば 詳な るを おず 0 

を稱〇  お古ょ リ 施米の 郡に ありて、 现 時の 名稱鄕 •原を 唱 へ、 今に 至る 迄變更 せし ことなし 0 

所屬〇  稻 田の おに 屬ず るか、 詳 むらず 0 

を轉〇  天 巧 十八 年、 梗下 ホが 安中 左 近 太夫 化 盛、 此 地を がし、 ホ お 太夫 じぶ るのを、 同年ょ リ慶技 九 
年 迄 十五 年間、 當 哟巧輔 おがが ホ 兵 部か輔 M 政、 巧 左な 太夫 腹 勝、 高 崎へ がき おる 迄 之を 領 し、 な 勝 
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の 子 兵 部 ル ノ輔な 之、. 安中に がき、 慶 おおが より 也 お 二 年 迄 四十 二年閒 、之を 領 し、 同年よ リ寶 文ぶ 年 
を 二十 一一 一年間、 を 中せ 城 水野備 巧ず 之 綱、 同信 濃 守一兀 知、 之を 領す C 寬义セ 年よ リ延寶 九 年 も 十五が 
問、 安中 お 城 城的備 中ず お 俊、 之を 領 し、 元 和 元年よ リ元祿 五十 年を 二十 二 年が、 お倉が 豫 ザを お 之 
を領 し、 同 ホよ リ寃延 二 年まで 四十 八 年 問、 內藤丹 波ず 冗 森、 之を 領 し、 寬延二 年より 叨 が一 一年を な 
二十 八 年間、 {女中が 城が 倉 化 渡 {寸勝 淸よリ 代々 之を 領 し、 巧 お 一一 年よ リ 同ち 年 迄 四 年間、 を 中 藩 S な 
轄 じ 屬 し、 向 年よ リ六 年を 一 一年間、 熊を 縣 の管轉 とな リ 、同年より 义群お 縣に屬 し、 巧 十二 年よ リ十 
八 年に 至る 迄、 椎永郁 役所の 管理に 屬 し、 同 十八 年より 原 おが 戸 おな 場と 職なず。 

位  置 

本 村は 巧 罚の硝 々中央に 位し、 化 ホ 扣驛と 掠 市が の 間に かりて、 中 仙 道 之を 貫通せ リ〇 

幅  員 

お 西。 二十 A 脚 十 間。 

南 化 C  が 八 Til 十 間。 

巧 蹲。 六 千 問。 

而積 C  屯 十九 お八 千 二百 九十 六 巧。 


» 


A 


地  味 

を。 黒 雙輕鬆 なリ。 

質。 燒轉 にして、 膏 脂に をし 0 
適 種。 麻、 截麥 •稗、 單； 芋 •桑は 最も 適せり 0 

を 地 お 勢 

閨 村の 地勢を る、 南 化か： ハに 川 流に 討して、 乾を の兩 位、 稍々 伸 出し、 狀怡 も. 料が の 如し 〇即 西に 巧 ひ、 
尾 巧を 指 マ〇而 して 南方、 人ぶ がぶ び 西 上 磯部が の 巧を、 籍 とし 背と なす。 北 ホ 腹が は 中 巧 閑、 阀衙 
の兩 がに 鈍 入す 〇醒場 丘陵を く、 其 余 皆： 牛 S 止地狹 ルな リと雖 も、 排 化に 宜しく、 蠢桑八 利益を なて 
供給、 自ら 足れり。 中 仙 道は 中央を 賞 穿し、 沿道は 家屋 接績 し、 殆ど 市街の 狀 をな す。 人が、 風を、 
気候み 原巿に 同じ < 、民樂 は 農 鐘に て、 生 ホ 太 織を W て 物 唐と す。 而 して 化 化 Q 特应 としで、 化 評を 
巧す るは 麻のょり ホと なす 0 
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一  語琶 の篷 (新 島 家發祥 地) 

四胖九 反四献 二十 八步 。九十】 筆 

I 

氏神は 諫訪 神社 

本が の 西 端、 を 瑟暂の 逢に をり て、 中 仙 道の 化 崖に 位ず 0 
祭神 〇建 御名 ホ お、 都美齒 人事 太ぶ 命の 二 おを 祭祠す C 本 かは 舊< ょりの 鎭 座な りしと 雖 も、 勸請 起原 
に 至りて は 訊す 巧ら す 0 
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j  上 毛を 中 人 根 岸 橘 s 郞 。撰 鄕么前 輩 新 島 先 牛； 傳 。將排 印な 一行 世。 u 予同籍 貫。 來廢後 序。 \ 

夫 先生 天下よ 化。 生爲 敎海津 梁。 沒爲 北が 遺愛。 道德 か業閒 自足 千秋。 な 何 待于區 區傳述  I 

\ 

焉 。撰を 巧 屑 屑 然横歲 巧 力。 な 爲斯篇 を。 何 化。 盖 事お曠 百世 而梢感 を。 故 聞 伯 夷 クー 風。 I 
お頑廉 懦な么 巧。 間 柳 下惠么 風。 ち鄙寬 薄教么 化。 先生 高風 虎 節。 聞于 一世。 而其 所な 辛  I 
酸 刻苦。 巧 巧不燒 .。終 克成巧 志 業を。 非を 人傅述 。固 無が が盡 知。 幸 得が 傳而を 巧 平生。 I 
其 精神 氣魄 。必お 獸相感 を。 即靑年 ± 子 日夕 纔覽 。思 齊么 念。 願擧么 心。 焉得無 油然 與起 I 

で。 ぶ 今 お 志搖蕩 。輕 化成 俗。 ±習么 敗。 糜知所 化。 化篇 一巧。 巧 磬鄙薄 之 俗。 巧 W 立  I 

\ 

頑懦么 志。 削 撰を 之 か。 豈徒傳 先 德顯鄕 敎而已 。化 削チ么 所樂而 。稱 道を。 因書而 農諸簡 ホ。 \ 

.  荒木 舆  S  郞  I 

\ 
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東京を 橋 區尾張 町 
振替 東な 社' お S 番 
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同志 社敎授 、、セ—、 デ！ デビス 著 

法學博 ± 山 本 美 越 乃譯補 


誕生、 幼年時代の 境遇 並 じ 故 國脫走 

嘗 苦と 修養の 時代 

敎育 制度の 視察と 歸國の 準備 

同志 社 設立の 計議 

結婚 及 創業 時代の 困難 

擊 校の 撮 張と 歐米 漫遊 

お 立乂擧 の計盡 

晚年 >  疾病 及 永眠 

追悼 記事 並に 吊詞 

理想 •品性 及敎訓 


國禁を 化して 故 
國を脫 走し 思想 
に 復活して 國家 
ちを の聖 業を 劃 
しを 遠に 文化の 
ち 流を 指導す る 
曠世の 偉人を 遺 
言に 依て 錄 せる 
我國最 おの 蹟記 


を懼 won 
送料 が錢 

卷十骨 ま 
頭 八 をさ兩 
にお おり 著 
五 ■.霜 域て ホ 
十 森 I こなが’ 
巧夺埋 '化を 
の 巧め が督 
告は しか! を 
じめ リ にの 

文 然巧波 倍 
を 信の リ仰 
揭仰 人、 に 
げを 格蠻燃 
、變 し-煙ん 
森へ 感 悼し' 
本 ざ 激霧化 
巧る しの 幌 
亦に て 間 農 
自 おおに 學 
ピ島 はか 校 
の 化し 死が. 
ホは た傳學 
摸么も 道啤 
をを のに 代 
明 離む 化 1 
にれ る 薄利 I 
せる がしの 
リ に、、 愛 
〇至爾 をに 
リ ホに 勵 


雜襲 共蕃 

リピン' クス トン 傳 


德富健 次郞著 
ゴ瓜 ドン 將軍傅 

か 旧勸著 

ナイチン ゲ ，1 ル壞傳 


か 口勸著 

宗敎 改革 あ 


西が 天 巧 著 

1?^ 信 天 記 


圓錯 

S お 

を 送 


錢義 

袭 

便 料 
定送 


錢錢 

がが 

、價料 
を 送 


錢錢 
0  5 

便 料 
定送 


將 軍の 一 おはみ. して 滞 かな 生涯 ごは なおつた 〇 化が 儿は防 軍を 變 
物と 呼び々 化漢と 日した。 五 トニ 毕 のか 涯は將 軍が 巧 雜をぜ をつ た 
歷お であるが、 而も ふ 小が 何等の 憤怨の 態な く、 なす {懷 化-こな 
つて 再 化を U て國-  氏の 罪を 曠は ぅとした。， ての 測 道 的 化 泥に 感激し 
た 著者が、 强 巧なる 熱が を 化て その 化 泥を 描いた ものである。 

ナィチン ゲ ー ルは 尋常】 様の 締人 ではない。 近代的 看譜締 む校髓 
であ リ 、义 赤十字 事業の 隱れ たる 元祖で をる。 時の ななが、 巧 了む 
ら建軍 大臣に したいと 仰せられた 程の 女傑で ある。 堅い 信を を 持し 
高い 理想に 生きて* 人類に 奉 巧した 愛の 化身で ある。 本 薄は 巖も 倩ず 
べき 遮 もみの 言葉 や 書翰を 織リ 入れて 其を 涯を 描いた もので をる。 

十 餘お間 巧' むの お 架た る 化 者は、 巧 化 文明の 淵源た る 十六 世 記に 
めける 祭敎 改革 ン '起原 及發 屢を舒 し、 それを 成 巧せ しめたる 時化 思 
朝を 明かに し、 そ ハ 大事に 參ぜし 偉人 •俊才、 顶學 、傑 僧 等の 傳を 叙し 
槪代歷 お 上の 大波 欄 大巧 劇を 描き、 特に 闕 家と 宗敎 との 關 がに 意を 
をぎ 我 闕の將 來に對 し 一個の 燈明臺 たらん ことを 朔 せリ。 

岡 山 孤 兒晓の 創立を として、 幾多の 薄 停なる 孤な の 父と なつて 巧 
を 忍びながら 、犠牲的を 涯を 送つ たお 井 巧の 詳傳 にして、 巧絕 る、 
が 如き 衛き 愛と を 化の 信念の 化 円 後には、 常に 燃 ゆるが 如き 熱 巧なる 
キリストの 信仰が あつた。 なに 「，柳に 避な り、 力な リ 〇」 の敎訓 をが 
がに 晴 示せる 化き たる 人 化を のをを 本書 中に 见る ことができる。 
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V 妻を にン 
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と 邪 起へ っ 
博 懐し し 我 
愛な 彼め の 
仁 姑 女た 今 
鶏に が 聖日 
の 化 巧な を 
巧へ 兒モる 
棘  'と 二は 
を ホし 力單 
揣 能ての に 
けく 處化 巧: 
る不夕 •涯が 
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林 靜太譯 
友證を 理想より 觀た 

婦人の 精髓 


新約聖書 中に 現 はれた る 主 架 人物を 批判した もので あるか、 所謂 
高等 批評の 冷酷に 流れず" 义 古記 錄の 化を み 的解釋 に陷ら デ、 聖書に 
現れた 彼等の 事蹟を 中、 むとして 其 中に 耿 じがれ る 借を、 む 淸を描 為せ 
ん とつと めて わる 〇 望な マリヤ、 族祖 ヤコブ、 お 方の 践击 、サ マリヤ 
の 婦人、 イス カリオ テの ュ ダ、 パプ テス マの ョ戶ネ 蠻お他 お 人。 


曇に 現れた 「婦人？ 典型」 の 姉姥篇 ともなるべく、 「蹄 人と ぶ 記」 に 
就て は アッシジの 聖を フランシスと 其が が聖 クララの 美しき 巧搜を 
叙し ェ ネ ロ ン 乂 瞄督と グ ョ ン 夫人詩人 ゴゥパーとその妻ァソゥキン 
の 7 聖き黎 化を 述べ、 又 理想の 婦人と しては 詩聖 ダンテと 理想の な 
ん ビアトリス、 プ ラウ ニン グとパ ー レットの、 氷 遠の 聖 愛を 描 <。 


高 橋 卯 一二 郞著 

聖書に 現け 

嘶た る 人物 


皆 围篤實 著 

巧の 典 


近 巧の 靈界の 偉人 達が、 蒙 巧、 西藏 、なが 利 加、 巧 ホ 利 加 等の 蕃地 
巧く 入 リ这ん で、 幾を の 受難と 危機に 遭 巡し 、 も、 が 巧. がみ 神の 視 
をを 宣傅 せし 徑歷談 を、 感激 通き 筆を なて 描ける もの、 一 讀 何人も 胸 
を 躍せ る 胃險談 なると 化 ハに、 祈禱の 力と、 金剛 不動の 信仰と に 何人も 
激擲 せられ ずん は 止まぬ。 傳逍 、ホ じな がと して 稀なる な 書で ある。 
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